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  本电子书的封面和插图等，在下载后阅读时可能会出现模糊的现象，敬请谅解。

  本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

  本电子书采用的是竖排版式，阅读时请注意。

  本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

  另外，由于阅读系统的版本不同，部分插图的显示可能会出现差异。

  また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

  本作品在正篇结束后，还收录了角川BOOKS『大叔在异世界里成为最强 ～物理特化的觉醒者～』（作者：次佐驱人　插画：peroshi）的试读版。

  本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『おっさん異世界で最強になる　～物理特化の覚醒者～』（著：次佐 駆人　イラスト：peroshi）のお試し版が収録されています。
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  序章

  プロローグ

  　我被衣服摩擦的细微声音吵醒了。本应在身旁的温暖已经消失，只能隐约感受到余温。或许是察觉到我在寻找她的温暖，一只温暖的手轻轻抓住了我的手。

  　
    
     衣
    きぬ
    
     擦
    ずれの
    
     微
    かすかな音で目が覚めた。隣にあったはずの
    
     温
    ぬくもりは既に無く、その名残のみが微かに感じられる。俺が彼女の温もりを探していることを察したのか、温かな手がするりと俺の手を
    
     捉
    とらえた。

  　我感到安心，捏了捏那只温暖的手，开始听到某种柔软的物体在空中划过的声音。我好奇地睁开眼睛，与俯视着我的金色眼眸对上了视线。

  　なんだか安心してその温かな手をニギニギとしていると、フサフサと何か柔らかいものが空を切る音が聞こえ始める。なんだろう、と目を開けるとこちらを見下ろす金色の
    
     瞳
    ひとみと目が合った。

  「……早安，库姬。」

  「……おはよう、クギ」

  「早安，主公。」

  「おはようございます、我が君」

  　我们互相道了声早安，库姬露出微笑。那声音似乎是她竖起的三条尾巴发出的。

  　起き抜けの
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつを交わし、クギが
    
     微笑
    ほほえむ。フサフサという音は彼女の三本の
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽが立てていたものらしい。

  　她头上的狐狸耳朵开心地动来动去，金色眼眸充满活力，闪闪发光。看来库姬今天状态绝佳。

  　頭の上の
    
     狐
    きつねのような獣耳はピコピコと機嫌良さそうに動いているし、金色の瞳は活力に満ちてキラキラしている。今日もクギは絶好調のようだ。

  「呵呵呵……」

  「うふふ……」

  　我刚睡醒，还处于恍惚状态，继续捏着库姬的手，结果被她笑了。昨晚明明那么欺负库姬，到了早上却这么撒娇……她可能这么想。不，虽然说是欺负，但也不是真的欺负。库姬很擅长引诱……或许我才是被她玩弄于股掌之间的人。

  　寝起きでぼけーっとしたままクギの手をニギニギとし続けていると、クギに笑われてしまった。昨晩はあんなにクギをいじめたのに、朝になったらこんなに甘えて……とか思われているのかもしれない。いや、いじめたって本当にいじめたわけじゃないけど。クギは誘い上手なんだよ……むしろ俺が彼女の手の平の上で転がされているのかもしれん。

  「起床吧……」

  「起きるかぁ……」

  「是的，主公。我们去洗澡吧。我来帮您刷背。」

  「はい、我が君。湯浴みを致しましょう。お背中お流ししますね」

  「那真是从一大早就令人期待啊。」

  「そりゃ朝から楽しみだ」

  　我打从心底这么想。不过，令人期待之后，有件沉重的事情在等着我。

  　心の底からそう思う。まぁ、お楽しみの後には気が重い出来事が待ち構えているんだがな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「明明有克莉丝汀娜大人这个未婚妻，却和其他女性同床共枕……？」

  「婚約者となるクリスティーナ様がいるというのに、他の女性と
    
     同
    どう
    
     衾
    きんを……？」

  「……」

  「……」

  　我和库姬一起开心地洗完澡后，两人一起走到休息区……在那里遇到了让我心情沉重的原因。

  　クギと一緒に楽しく
    
     朝
    あさ
    
     風
    ぶ
    
     呂
    ろに入り、二人
    
     揃
    そろって休憩スペースにまで足を延ばしたわけだが……そこで俺の気が重くなっていた原因と遭遇した。

  　一遇到她们，两道锐利的视线就刺向我的脸。其中一人是身穿看起来很高级的骑士服，腰际实际上也佩着剑，特征是接近黑色的茶色卷发的美女女骑士，另一人则是穿着和梅伊设计有些不同的女仆装，眼神有点凶恶的高个子金发女仆小姐。

  　遭遇するなり、二人分の鋭い視線が俺の顔に突き刺さってくる。一人は格式高そうな騎士服を着込み、実際に腰に剣を差している黒に近い茶色のくせっ毛が特徴的な美人さんの女性騎士で、もう一人はメイとは少しデザインの違うメイド服を着込んだ少しばかり目付きの悪い長身の金髪メイドさんだ。

  「我总不能和克莉丝同床共枕吧……而且，克莉丝是完全了解我们的这种生活方式，才打算和我建立关系的。」

  「クリスと同衾するわけにはいかんだろ……それに、クリスは俺達のこういうライフスタイルを百も承知で俺との関係を構築しようと考えているわけでな」

  「是这样没错，但被轻视的话，我可不会高兴哦。」

  「そうですけど、
    
     蔑
    ないがしろにされて
    
     嬉
    うれしいというわけではないですよ」

  　未婚妻（预定）一边说着一边鼓起脸颊，用鄙视的眼神看着我，双手食指不断戳着我的胸和腹部。还挺痛的。话说为什么要用食指？难道是想戳我的经络穴位吗？

  　婚約者（予定）がそう言いながら頰を膨らませ、ジト目を俺に向けて両手の人差し指で俺の胸や腹をズドドドドッと突いてくる。地味に痛い。というか
    
     何
    な
    
     故
    ぜ人差し指。俺の経絡秘孔でも突くつもりなのか？

  「我并没有轻视你吧。正因为如此，我才没有隐瞒，像这样正常地和你相处。」

  「別に蔑ろにしているわけじゃないだろ。だからこそ隠しもせずにこうして普通に接しているんだし」

  「唔唔唔……也就是说，这是在考验我能不能忍受希罗大人的生活方式。」

  「むむむぅ……つまりこれは、私がヒロ様のライフスタイルに耐えられるのかという試練というわけですね」

  「我觉得说考验有点太夸张了。」

  「試練ってのは大げさすぎる物言いだと思うけどな」

  　未婚妻（预定）——克莉丝——克莉丝汀娜・达莱恩瓦尔德下任女伯爵停止用食指戳我的胸和腹部，我对着她耸了耸肩。

  　俺の胸や腹を人差し指で突きまくるのを
    
     止
    やめた婚約者（予定）もとい、クリス──クリスティーナ・ダレインワルド次期女伯爵を前に肩を
    
     竦
    すくめてみせる。

  　说实话，关于克莉丝她们在船上的期间，我们对是否要自重还是像往常一样意见分歧。蜜蜜、梅伊、缇娜和库姬主张应该像往常一样，而艾尔玛和薇丝卡主张自重。翔子医师和涅薇？那两个人笑嘻嘻地观望事情的发展。

  　正直なところを言うと、クリス達が乗船している間の営みに関しては自重するか、それとも普段通りにするかで意見が割れた。ミミとメイとティーナ、それにクギが普段通りにするべきだと主張し、エルマとウィスカは自重することを主張した。ショーコ先生とネーヴェ？　あの二人はニヤニヤしながら事の推移を見守っていたな。

  　主张像往常一样的人比较多，而且我也觉得应该这么做，所以该说是像往常一样还是按照计划一样呢，总之昨晚我按照女性阵营决定的顺序和库姬卿卿我我了一番。

  　普段通りにしようと主張するクルーの方が数が多かったというのもあるし、俺もそうするべきだと思ったのでまぁいつも通りというかスケジュール通りというか、女性陣で決めた順番通りに昨夜はクギとイチャイチャしたわけだ。

  　要说为什么明明克莉丝她们也在船上我却没有自重，假设我和克莉丝顺利地缔结了婚约，然后更进一步地举行婚礼，成为了夫妇。

  　どうしてクリス達を乗せているというのに自重をしなかったのかと言うと、今後クリスと順調に婚約者としての契りを結び、更にその先に進んで婚儀も終え、夫婦関係になったとしよう。

  　就算真的发展成那样，我目前也没有打算辞去佣兵的工作。至少，现在是这样。毕竟我还有很多想做的事。我还没找到理想的可乐，也想在这个广阔的宇宙中到处看看。我的好奇心还没有得到满足。现在就安顿下来还太早了。

  　もしそうなったとしても、俺は
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい稼業を辞めるつもりは今のところ無い。少なくとも、現時点では。まだまだやりたいことが多いからな。まだ理想のコーラを見つけていないし、この広い宇宙の色々なところを見て回りたい。俺の好奇心はまだまだ満足していない。腰を落ち着けるにはちょっと早すぎるな。

  　当然这是我的个人想法，蜜蜜和艾尔玛她们可能有不同的想法……这部分只能彼此商量，互相妥协了吧。比如说如果她们想要孩子的话，我也想尊重她们的意愿。

  　無論これは俺個人の考えで、ミミやエルマ達は別の考えを持っているかもしれないが……そこは互いに話し合って折り合いをつけていくしかないだろうな。例えば子供が欲しいとかそういう話になったら、俺としても彼女達の意思は尊重したいと思うし。

  　不过，如果真的发展成那样，我应该会选择购买更大的母舰，一边继续干佣兵的活一边养育孩子。也可以新买一个负责照顾孩子的女仆机器人。虽然机械智慧基本上一个人只能侍奉一个人，但这种情况该怎么办呢？是把生下来的孩子当作主人，还是把即将成为母亲的人当作主人，还是说这种情况可以另当别论，雇佣新的女仆机器人呢？

  　ただ、その場合はもっと大きな母艦を購入して、傭兵稼業を続けながら子育てをする道を選ぶと思うけど。ベビーシッターのメイドロイドを新たに購入しても良いしな。機械知性は基本人間一人に対して一人しか仕えないって話だけど、この場合どうすれば良いのかね？　生まれる子供を
    
     主
    あるじとするのか、それとも母親となる人を主とするのか、それともこの場合は別枠として雇えるのか。

  　下次问问梅伊吧。现在先应付克莉丝。

  　今度メイに確認してみるか。今はクリスに対応しよう。

  「话虽如此，你的认知虽然不正确，但也不算错。结婚后我也不打算改变生活方式，那样的话，我和克莉丝分开的时间自然会变多。也会和克莉丝以外的女性发生关系。如果你无法忍受，最好重新考虑和我建立关系。这是纯粹的事实。」

  「とはいえ、その認識も当たらずといえども遠からずってところかもな。結婚後も俺はライフスタイルを変えるつもりはあまりないし、そうなればクリスと離れ離れになる時間は
    
     自
    おのずと多くなる。クリス以外の女性と関係を結ぶこともな。それに耐えられないなら、俺と関係を構築するのは考え直した方が良い。それが純然たる事実だ」

  　就算现在掩饰也没用。因为和克莉丝在一起所以自重。虽然我也觉得「时间很短，所以至少这段时间应该考虑一下克莉丝的感受吧？」这种意见也有道理。

  　この場だけ取り繕っても仕方がないんだよな。クリスが一緒だから自重する。ほんの短い期間なのだからその間くらいはクリスに配慮すべきなのでは？　という意見にも一理はあると思うけど。

  「当然，我也明白这一点。但是我已经把夜晚的顺序让给你了，这次轮到我了吧？」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん、私だってそれはわかっています。でも夜の
    
     手
    て
    
     番
    ばんは譲ったんですから、今度は私に手番をくれても良いですよね？」

  「这个嘛……也是」

  「それはー……そうね」

  　听到我的回答，克莉丝露出了灿烂的笑容。

  　俺の返事にクリスはにっこりと極上の笑みを浮かべた。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「所以小克莉丝才会从早上就一直粘着你啊」

  「それでクリスちゃんが朝からずっとくっついているんですね」

  　我和克莉丝她们一起在食堂吃早饭，而蜜咪稍微晚了一点才到食堂，她一边坐在我和我身旁的克莉丝对面，一边理解地点了点头。

  　クリス達を伴って食堂で朝食を
    
     摂
    とり始めたところで少し遅れて食堂に到着したミミが、俺と俺の隣に座ったクリスの対面に座りながら納得したように
    
     頷
    うなずく。

  「我正在学习希罗大人平时过着怎样的生活」

  「ヒロ様が普段どういう生活をしているのかお勉強をさせてもらっています」

  　克莉丝在我身旁挺起胸膛回答蜜咪。虽然我不会对两人胸部装甲的厚度差发表评论，但我的脑海里浮现出了战舰和驱逐舰这样的词语。以前是战舰和护卫舰的差距，所以应该可以说克莉丝正在顺利地发育吧。她已经和艾尔玛并驾齐驱，甚至胜过了——

  　クリスが俺の隣で胸を張ってミミにそう答えた。二人の胸部装甲の厚みの差に関してはコメントを控えるが、大戦艦と駆逐艦という言葉が脳裏に浮かんでくる。以前は大戦艦とコルベットくらいの差だったので、順調に育っているといえばそうなのだろう。既にエルマとは並んでいるか、勝って──。

  「好痛」

  「いてっ」

  「哦嚯嚯。我感觉到了某种不快的波动，所以就不由自主地出手了」

  「オホホ。何か不快な波動を感じたからついつい手が出てしまったわ」

  　艾尔玛啪地一声敲了我的头，然后坐在我身旁——克莉丝的反方向。她今天也是从早上开始就吃着充满活力的食物。不快的波动是什么啊，不快的波动。艾尔玛什么时候觉醒了心灵感应之类的能力啊。

  　ペシッ、と俺の頭を
    
     叩
    はたいたエルマが俺の隣──クリスとは逆側──に座る。今日も朝からパワフルな食事内容だ。不快な波動ってなんだよ、不快な波動って。いつの間にテレパシー的なサムシングに目覚めたんだ、エルマは。

  　顺带一提，库姬没有和我们一起直接去食堂，而是去叫一直窝在研究室里的翔子医师。那个人一旦开始热衷于研究，就会不吃不喝地一直进行某种作业。所以必须在注意到的时候去看看情况。

  　ちなみに、クギは俺達と一緒に食堂に直行しないで研究室にこもったままのショーコ先生を呼びに行った。あの人、研究に熱中し始めると飯も食わずに延々と何か作業をしているからな。気がついた時に様子を見に行かなきゃならんのだ。

  「哥哥也很辛苦呢。」

  「兄さんも大変やなぁ」

  「那个，我们的事随便应付一下就好了……」

  「あの、私達のことは適当で良いので……」

  「不，我不会随便应付的。」

  「いや、適当にはしないけども」

  　姑且不论蒂娜，薇丝卡似乎不太擅长应付看起来就是贵族千金的克莉丝，所以和蒂娜一起坐在稍远的座位上。虽然我觉得谦虚和稳重是薇丝卡的美德，但太过拘谨也不好……虽然也不是说要她像蒂娜那样厚脸皮。

  　ティーナはともかく、ウィスカは見るからに貴族のお嬢様って感じのクリスが若干苦手らしく、ティーナと一緒に少し離れた席に座っている。控えめで穏やかなのはウィスカの美徳でもあると思うんだが、あまり過剰に引くのもな……ティーナくらい図太くなれってわけでもないんだが。

  「你那么热情地盯着我看，我会害羞的。」

  「そんなに熱心に見つめられたら照れるわー」

  「哦，是啊。蒂娜总是很可爱。」

  「おう、そうだな。ティーナはいつも
    
     可愛
    かわいいよ」

  「嘿嘿，谢谢。」

  「えへへ、あんがとさん」

  　蒂娜的脸微微泛红，害羞地笑了。嗯，好可爱。而克莉丝看着这样的蒂娜，露出「可以当作参考」的表情。不，克莉丝应该没办法像蒂娜那样吧。

  　ティーナが少し顔を赤くしてはにかむように笑う。うん、可愛い。そしてそんなティーナを見ながらクリスが参考になりますみたいな顔をしている。いや、クリスにあのノリは無理じゃないかな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「那么，说正经的，你和达莱恩瓦尔德伯爵谈了多少？」

  「で、まぁ真面目な話なんだが。ダレインワルド伯爵にはどの程度話が通っているんだ？」

  　饭后，我在训练室运动完后，来到休息区向克莉丝询问了这件事……但克莉丝却移开了视线。喂，就算是开玩笑也不行啊。

  　食後、トレーニングルームでの運動を終えて休憩スペースに移動した俺はクリスにそう聞いてみたのだが……俺の質問にクリスはついっと視線を
    
     逸
    そらした。おい、冗談でもやめろ。

  「啊哈哈，开玩笑的啦。祖父大人已经了解了情况，当然也赞成我和希罗大人订婚。只不过……」

  「あはは、冗談ですよ。お
    
     祖
    じ
    
     父
    い様はちゃんと事情を把握していらっしゃいますし、私とヒロ様が婚約を結ぶことにも当然賛成していらっしゃいます。ただ……」

  「只不过？」

  「ただ？」

  「家臣们是否都接受，又是另一回事了」

  「家臣の全員が納得しているのかと言うと、それはまた別の話で」

  　克莉丝苦笑着说道。

  　そう言ってクリスが苦笑いを浮かべる。

  「原来如此……？」

  「なるほど……？」

  　我虽然嘴上说着原来如此，但还是歪着头表示不解。达莱恩瓦尔德伯爵家的家臣，恐怕都是子爵以下的寄子吧，这些家臣们会插手干涉主家的婚事吗？应该会吧。毕竟克莉丝都把这事当作悬念说出口了。

  　なるほどと言いながらも俺は首を
    
     傾
    かしげた。ダレインワルド伯爵家の家臣ということは、恐らくは子爵以下の寄り子というやつなのだろうが、そういった家臣達が主家の婚姻話に
    
     嘴
    くちばしを突っ込んでくることなどあるのだろうか？　あるのだろうな。クリスが懸念事項として口に出すということは。

  「有什么问题吗？不，我的身份和立场作为下任女伯爵的伴侣，应该问题多多吧」

  「何が問題なんだ？　いや、俺の身分というか立場は次期女伯爵の
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよとしては問題だらけなんだろうが」

  「比起希罗的立场，应该是一些人想趁机把自己的家人推给克莉丝当夫婿，巩固自己在达莱恩瓦尔德伯爵家派阀内的地位吧」

  「ヒロの立場が問題っていうよりも、あわよくば自分の家の人間をクリスの婿として押し込んで、ダレインワルド伯爵家の派閥内での立場を盤石なものにしようって連中がいるんでしょ」

  「呃，这个，大家也不是真的对你有恶意啦。当然，其中也有人是别有用心，但也有不少人是纯粹为了达莱恩瓦尔德伯爵家着想，认为现在正是主家危急存亡之秋，身为家臣的我们更应该鼎力相助」

  「えーと、まぁ、その、皆に悪意があるわけではないんですよ？　無論、打算的な部分もあるでしょうが、主家の危機である今こそ家臣たる我々がお支えする時、と純粋にダレインワルド伯爵家のためを思っている家も多いです」

  　艾尔玛眯着眼看向克莉丝，克莉丝则苦笑着摆了摆双手。但是，站在克莉丝的角度来看，这应该算是多管闲事吧。虽然自己说这话有点那啥，但克莉丝可是想和我结婚的。

  　ジト目を向けてくるエルマにクリスが苦笑いのままパタパタと両手を振る。だが、クリスからしてみれば有難迷惑なのだろうな。自分で言うのもなんだが、クリスは俺と結婚したいと考えているのだから。

  「但是，臣子们说的话也有道理，我没有任何后盾，是个名副其实的空头贵族，就算我成为克莉丝的伴侣，也无法帮助达莱恩瓦尔德伯爵家打破困境……不对，达莱恩瓦尔德伯爵家的处境有那么危急吗？」

  「だが、臣下達の言うことにも一理あるというか、何の後ろ盾もない文字通り名ばかり貴族の俺がクリスの伴侶になったところで、ダレインワルド伯爵家の窮状を打破する助けになるわけじゃ……いや、ダレインワルド伯爵家って窮状にあると言うほど危機的な状況なのか？」

  「从某种意义上来说是的。如果我生不出孩子就离开人世，搞不好会导致家族绝后。不过，家臣中也有很多家族追溯起来是达莱恩瓦尔德伯爵家的血脉，到时应该会从家臣中选出合适的人才，让他继承达莱恩瓦尔德伯爵家」

  「ある意味では。私が子を
    
     生
    なさずにこの世を去った場合、下手をすればお家の断絶に
    
     繫
    つながりかねないので。
    
     尤
    もつとも、家臣の中にも代を
    
     遡
    さかのぼればダレインワルド伯爵家の血が入っている家が多いので、その時には家臣の中から適切な人材が選出され、ダレインワルド伯爵家を継ぐことになるかと思いますが」

  「那要是有个万一，会不会出现暗杀克莉丝，企图夺取达莱恩瓦尔德伯爵家的家伙？」

  「それって、一つ間違えばクリスを暗殺してダレインワルド伯爵家を乗っ取ろうなんて連中も出てくるんじゃないのか？」

  　听到我单纯的疑问，我从埃德特鲁和古德伦身上感受到了针扎般的气息。这是那个吧，她们散发出的怒气刺到了我。我的灵能能力也顺利地在成长，所以能感受到这种程度的气息。

  　俺の素朴な疑問を耳にしたエデルトルートとグートルーンからチクチクとした意思を感じる。これはアレだ、彼女達から発せられる怒気が俺に刺さってるんだな。俺のサイオニック能力も順調に伸びてるからな。これくらいは肌で感じられるようになってきている。

  「我想应该不会有哪个家族考虑得那么远，但可能性也不是零」

  「
    
     流石
    さすがにそこまで考えているような家は無いと思いますが、可能性としてはゼロではありませんね」

  「原来如此。先不管这个，除了达莱恩瓦尔德伯爵家的血统可能会断绝以外，还有什么问题吗？」

  「なるほど。まぁその点は横に置くとして、ダレインワルド伯爵家の血統が途切れかねないという点以外の問題は？」

  「细枝末节的问题数不胜数。不过，他们认为的问题是，就算把希罗大人迎入达莱恩瓦尔德伯爵家，对达莱恩瓦尔德伯爵家也没有任何好处……」

  「細々としたものは無数に。ただ、彼らが問題視しているのはヒロ様をダレインワルド伯爵家に迎え入れたところで、ダレインワルド伯爵家に利するところが無いという点、だったのですが……」

  「但是？」

  「ですが？」

  「因为我也和瑟琳娜小姐以及艾尔玛小姐订下了婚约。这不仅会成为与帝都的紧密联系，霍尔斯侯爵家也是武门的名门。领地也比达莱恩瓦尔德伯爵家要大。将来如果能和那边的领地以及帝都谈妥交易、人才交流和技术交流等事宜，我想会带来相当大的利益。」

  「セレナさんやエルマさんとも一緒に婚約をすることになりましたから。これは帝都との太いパイプになりますし、ホールズ侯爵家といえば武門の名門ですから。領地もダレインワルド伯爵家より大きいですし。将来的にあちらの領地や帝都との交易や人材交流、技術交流などの話が
    
     纏
    まとまれば、十分すぎる利益になるかと」

  「也就是说，不仅是克莉丝，现在连艾尔玛和瑟琳娜也决定要和我订婚，家臣们担心的问题已经不攻自破了？」

  「つまり、クリスだけでなくエルマとセレナとも婚約することが決まっている今の時点で、家臣達の懸念点は粉砕されていると？」

  「是的。之后只要回到领地让大家接受就行了。」

  「そうなります。後は領地に戻って皆を納得させるだけですね」

  　克莉丝说完，脸上浮现了微笑。原来如此，也就是说现在是「赢了！哇哈哈！我去洗澡了！」的状态吗？嗯，绝对会有什么麻烦。我已经吃太多碗盖浇饭，肚子都饱了。

  　そう言ってクリスはにっこりと笑みを浮かべてみせた。なるほど、つまり「勝ったなガハハ！　
    
     風
    ふ
    
     呂
    ろ入ってくる！」状態なわけだな？　うん、絶対に何か
    
     一
    ひと
    
     悶
    もん
    
     着
    ちやくあるわ。もう天丼が過ぎてお
    
     腹
    なかいっぱいだよ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　德克瑟星系。这里是达莱恩瓦尔德伯爵领的中心地，拥有四条星际航线，被称为枢纽星系。

  　デクサー星系。ダレインワルド伯爵領の中心地で、合計四つの星系へとハイパーレーンが繫がっている、ハブ星系と呼ばれる立地の星系だ。

  　相邻的四个星系全都属于达莱恩瓦尔德伯爵领，其中一个是科马特星系。以前我接受达莱恩瓦尔德伯爵的委托从事星系的治安维持工作，过程中曾经以肉身降落到正在宜居化改造中的行星，还和生物兵器大打出手。现在和我同乘这艘黑莲花的克莉丝担任总督的星系也是这里。

  　隣接する四つの星系全てがダレインワルド伯爵領に属しており、そのうちの一つがコーマット星系。以前俺がダレインワルド伯爵の依頼を受けて星系の治安維持に従事し、その過程で生身でテラフォーミング中の惑星に降下したり、生物兵器と切った張ったを繰り広げたりした星系だ。今、このブラックロータスに同乗しているクリスが総督を務める星系でもある。

  　然后，我们刚刚抵达的德克瑟星系，也是我第一次救下克莉丝时曾经路过的地方，不过当时只是作为护卫对象的克莉丝的最终目的地，真的只是路过而已，马上就离开了。

  　で、俺達が今到着したデクサー星系には最初にクリスを助けた際にも立ち寄ったことがあるのだが、その時は護衛対象であったクリスを護送する最終目的地として本当に立ち寄っただけで、すぐに立ち去ってしまった。

  「感觉和上次来的时候相比，变得相当热闹了呢。」

  「なんだか、前に来た時と比べると随分と
    
     賑
    にぎやかになっていませんか？」

  『是啊，感觉来往的船只数量变多了。』

  『そうね、行き交っている船の量がかなり多くなっているように感じるわ』

  　艾尔玛透过通讯对蜜蜜的话题做出反应。就我所见，我也这么觉得。交通量和上次造访时相比，增加到甚至能让人这么觉得。

  　エルマが通信越しにミミの話題に反応する。見る限り、俺もそう思う。そう思えるほど顕著に以前に訪れた時と比べて交通量が増えているようだ。

  　我们目前姑且算是接下了护卫克莉丝她们的委托，所以除了在超空间内航行的时间以外，都会像这样搭乘克里希那和安特利翁，以防万一。特别是刚脱离星际航线的时候，很容易处于毫无防备的状态，受到奇袭的危险性很高。

  　一応、今の俺達はクリス達の護衛を依頼として請けている状態なので、ハイパースペース内を航行している時間以外はこうしてクリシュナやアントリオンに搭乗し、万が一の事態に備えていた。特にハイパーレーンを脱した直後は無防備になりがちで、奇襲を受ける危険性が高いからな。

  　因此，一离开星际航线，蜜蜜和艾尔玛就立刻确认黑莲花的传感器得到的周边宙域和星系情报，然后展开了前述的对话。

  　そんなわけで、ハイパーレーンから出るなりミミとエルマはブラックロータスのセンサーから得た周辺宙域や星系情報を確認し、前述の会話が展開されたわけだ。

  「主公，似乎没有危险。」

  「我が君、危険は無さそうです」

  　大概是检查完周边的舰船了吧，库姬向我报告。我也仔细检查过周边，所以点头同意库姬的话。

  　周辺に存在する艦船のチェックが終わったのか、クギがそう報告してきた。俺もちゃんとその辺りはチェックしていたので、クギの言葉に頷く。

  「是啊，德克瑟星系的星系军——达莱恩瓦尔德伯爵家的战斗舰的反应也在附近，看来治安维持得不错。上次来接委托的时候，治安也维持得很好，感觉佣兵没什么工作可做。」

  「そうだな、デクサー星系の星系軍──ダレインワルド伯爵家の戦闘艦の反応も近くにあるし、ちゃんと治安維持が行われているってことだ。前に依頼で来た時もしっかりと治安維持が行われていて、傭兵の仕事が少なそうって感じだったんだよ」

  　实际上，德克瑟星系在银河地图上的治安评价相当良好。如果要找治安更好的地方，大概就是帝都，或是有帝国航宙军大规模造船厂的温德斯星系了吧。

  　実際のところ、銀河地図上におけるデクサー星系の治安評価は実にクリーンなものだ。これ以上となると、帝都とか、帝国航宙軍の大規模な造船所があるウィンダス星系とかになってくるな。

  『那样的话对我们来说就没什么赚头了。』

  『そうなるとうちら的には
    
     美
    お
    
     味
    いしくないなあ』

  『不过，既然治安良好，那不是正好适合当作据点吗？而且离星际闸道也不远。』

  『でも、治安が良いなら拠点にするには良いんじゃないかな？　ゲートウェイもそこそこ近いし』

  『德克瑟星系是历史悠久的星系吧？如果要在行星上买地建房或是买房子，价格应该不便宜吧？既然如此，克莉丝小弟治理的科马特星系现在还在开拓初期，感觉会比较便宜，而且应该也有佣兵的工作，不是正好吗？科马特星系离星际闸道也只差一条星际航线的距离吧？』

  『デクサー星系は歴史のある星系だろう？　もし惑星上に土地を確保して家を建てるだとか、物件を購入するだとかって話になると高いんじゃないかい？　それなら、クリスくんの治めているコーマット星系の方が開拓初期ということもあって安く上がりそうだし、
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいとしての仕事もありそうだしで丁度良いんじゃないかねぇ？　コーマット星系のほうがハイパーレーン一本分ゲートウェイにも近いだろう？』

  　我们的技术人员集团也透过通讯加入讨论。翔子医师的意见值得考虑。如果土地房屋的购买费用便宜，就能把省下的钱用在安全措施上。科马特星系的治安虽然比德克瑟星系差了一两个等级，但也不至于担心完全没人来救援，整个居住行星遭到蹂躏。因此只要做好足以充分阻挡降落的宙贼的安全措施，就能大幅降低危险。

  　通信越しにうちの技術者集団も話に加わってくる。ショーコ先生の意見は一考に値するな。土地家屋の購入費が安くなれば、その分セキュリティ対策に回すことも出来る。コーマット星系の治安はデクサー星系に比べると一段か二段は落ちるが、完全に助けが来ずに居住惑星が丸ごと
    
     蹂
    じゆう
    
     躙
    りんされるといったような心配は流石にない。なので降下してきた宙賊を十分に足止めできるだけのセキュリティ対策をしてしまえば、危険はグッと減ることになる。

  『我也希望希罗大人能在科马特星系安家。将来在科马特星系建的宅邸也可以当作别墅』

  『私としてもヒロ様にはコーマット星系に居を構えて頂きたいですね。将来的にはコーマット星系に建てた屋敷を別荘としても良いわけですし』

  　护卫对象克莉丝也加入了对话，虽然我觉得不太合适，但估计是梅伊判断没有问题才接通的线路吧。既然梅伊这么判断，那我也不好多说什么。毕竟我全面信任梅伊。

  　護衛対象のクリスまでもが会話に参加してくるのは若干どうかと思うが、恐らくはメイが問題ないと判断して回線を繫いだのだろう。メイがそう判断したなら俺がとやかく言うつもりはない。メイのことは全面的に信用しているからな。

  「不管怎么说，这也不是能立刻决定的事情。实际金额和其他条件也得详细确认过才能知道。不过，我也觉得在科马特星系建立据点是个不错的选择」

  「何にせよ今すぐ決めるものでもない。実際の金額やその他の条件も詳細を確認しないことにはわからないしな。ただ、俺もコーマット星系に拠点を作るのが良いんじゃないかとは思ってるよ」

  　毕竟克莉丝治理的星系在各方面都比较方便。哎？你说我利用关系图谋轻松不觉得羞耻？关系也是种强大的力量，我一点都不觉得羞耻！首先，这可是关系到将来养育孩子的事情。我是认真的。我是真心的。拘泥于这种小事而无法采取最佳方案，这只能说是自我满足。这可是关系到孩子的性命和大家的性命，我也是认真的。

  　クリスが治めている星系の方が色々と融通が利きそうというのもあるしな。え？　コネを使って楽するなんて恥ずかしくないのかって？　コネも立派な力の一つだ。恥ずかしくもなんともないね！　第一、将来的に子供を育てようっていう家の話なのだ。ガチなのだ。本気なのだ。そんな小さなことに
    
     拘
    こだわって最善手を打たないなんてのは自己満足以外の何物でもない。子供と皆の命がかかっているかもしれないのだから、俺も本気である。

  『船长，这种时候应该怎么做？』

  『キャプテン、こういう時はまずどう行動するんだい？』

  　涅薇向我询问工作上的流程。她应该是在以自己的方式学习佣兵的工作吧。实际上，她在航宙战中的战斗辅助方面比蜜蜜更有经验，只要能学会这些佣兵的基本动作，搞不好她甚至能独立工作。

  　ネーヴェが仕事の進め方について質問してくる。彼女なりに傭兵としての仕事を覚えようとしているのだろうな。実際のところ、彼女は航宙戦における戦闘補佐についてはミミよりも経験豊富なので、こういった傭兵としての基本的な動きについて学びさえすれば下手をすると独り立ちすらできる可能性があるんだよな。

  「首先前往主要殖民卫星。就算护卫对象的目的地是行星上的居住地，大部分的情况下也必须先在主要殖民卫星申请降落许可。根据情况，主要殖民卫星和行星上的居住地之间有时也会有定期航班，所以有时只需要把护卫对象送到主要殖民卫星就行了。这方面需要向护卫对象确认。」

  「まずは主要なコロニーに向かう。護衛対象の目的地が惑星上の居住地だったりした場合でも、大概の場合において最初は主要なコロニーで降下申請を行う必要がある場合が
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    ほとんどだからな。場合によっては主要なコロニーと惑星上居住地との間で定期便が運行されていることもあるから、護衛対象を主要なコロニーに送り届けるだけで良いこともある。その辺りは護衛対象に要確認といったところだな」

  『这次请好好地把我们送到宅邸哦。』

  『今回はちゃんとお屋敷まで送ってくださいね』

  「她这么说。」

  「だそうだ」

  『了解，船长。』

  『了解だよ、キャプテン』

  　就这样，我们决定前往德克瑟星系的主要交易殖民卫星——德克瑟普莱姆殖民卫星。

  　というわけで、俺達はデクサー星系の主要な交易コロニーであるデクサープライムコロニーへと向かうことになるのであった。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　由于已经到达了德克瑟普莱姆殖民卫星的防卫圈，我们解除警戒状态，移动到黑莲花的休息区。然后，在那个休息区眺望着船外拥挤的景象。

  　デクサープライムコロニーの防衛圏に到達したので、警戒態勢を解除した俺達はブラックロータスの休憩スペースへと移動した。で、その休憩スペースで大混雑している船外の様子を眺めているわけだが。

  「相当热闹呢。科马特星系的开发特需也波及到这里了吗？」

  「なかなかの盛況ぶりだな。コーマット星系の開発特需がここにまで波及してるのかね？」

  「因为人和物都大量地流向科马特星系。科马特星系也有交易殖民卫星，但那边也已经超出了容量。虽然殖民卫星的扩张计划也在进行中，但不是一朝一夕就能完成的。」

  「ヒトもモノもコーマット星系に向けて沢山動いているので。コーマット星系にも交易コロニーはありますけど、あちらも既にキャパシティオーバーを起こしていますからね。一応、コロニーの拡張計画も進めてはいるんですが、一朝一夕ではなかなか」

  「啊——要是太乱来的话，就会变成布拉德普莱姆殖民卫星那样呢……」

  「あー、あんまり無茶やるとブラドプライムコロニーみたいになってまうからなぁ……」

  　克莉丝的说明让蒂娜望向远方。布拉德普莱姆殖民卫星啊。那个殖民卫星，因为不断进行改建，结果形成了过于复杂或难以使用的空间，最后形成了类似不良少年聚集地的区域。

  　クリスの説明にティーナが遠い目をする。ブラドプライムコロニーなぁ。あのコロニー、改築に改築を重ねた結果、入り組みすぎたり使いにくい空間ができてしまったりして、結果的にアウトロー連中の
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    たまり
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    ばみたいな区画ができてしまっていたからな。

  「……薇丝卡？」

  「……ウィスカ？」

  　薇丝卡脸色苍白地抱住了我。啊，因为薇丝卡被布拉德普莱姆殖民卫星的非法分子们给整得很惨嘛。虽然我和梅伊两人闯进去把那个组织给打到半毁就是了。听到蒂娜的话，让她想起了当时的事吗？

  　ウィスカが顔を青くして俺に抱きついてきた。ああ、ウィスカはブラドプライムコロニーのアウトロー連中に怖い目に遭わされたからな。俺とメイの二人で殴り込みをかけて組織そのものを半壊させてやったけど。ティーナの話を聞いて思い出しちゃったか。

  「啊……薇，对不起……」

  「あ……ウィー、ごめんなぁ……」

  「嗯，没关系。我才要说对不起，把气氛弄僵了。」

  「ん、大丈夫。こっちこそごめんね、変な雰囲気にしちゃって」

  　看着情绪瞬间低落的蒂娜，薇丝卡露出困扰的笑容，摇了摇头。

  　見る間にテンションが下がって落ち込むティーナにウィスカが困ったような笑みを浮かべながら
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    かぶりを振る。

  「啊……所以，你联络上达莱恩瓦尔德伯爵了吗？」

  「あー……それで、ダレインワルド伯爵には連絡を取れたのか？」

  「是的。德克瑟Ⅲ的达莱恩瓦尔德本家正在等着我们。降落申请也已经提交，只要申请通过，就请你们直接过去。」

  「はい。デクサーⅢのダレインワルド本家で私達を待っているとのことです。既に降下申請も出してあるので、申請が通り次第向かって頂ければと」

  　克莉丝配合了我相当强硬的话题转换。她很懂得察言观色，真是帮了大忙。

  　かなり無理矢理な話題転換にクリスが乗ってくれた。空気を読んでくれてとても助かる。

  「这样的话，我们就不在德克瑟普莱姆殖民卫星靠港，手续办完后直接过去吗？黑莲花有可以降落的港湾设施吗？」

  「となると、デクサープライムコロニーには寄港しないで、手続きが完了次第直接向かうことになるか。ブラックロータスが降りられる港湾施設はあるのか？」

  「在本家附近有。」

  「本家の近くに」

  「OK，那我们先做好降落的准备吧。艾尔玛，把安特利翁叫来。」

  「オーケー、なら降りる準備をしておこう。エルマ、アントリオンを」

  「好好。果然还是想要能容纳中型舰的船呢。」

  「はいはい。やっぱ中型艦も収容できる船が欲しいわねぇ」

  　艾尔玛一边发牢骚一边为了照顾安特利翁而离开了休息区。中型舰安特利翁无法被黑莲花收纳，所以是使用黑莲花船底的对接口与黑莲花连接在一起。当然，这样下去的话就无法降落到地面上，所以着陆的时候需要分离，各自着陆。如果只是停泊在殖民卫星的宇宙港的话，其实大部分情况下都不需要这么做就是了。

  　ボヤきながらエルマがアントリオンの面倒を見るべく休憩スペースを出ていく。中型艦のアントリオンはブラックロータスに収容することができないので、ブラックロータスの船底にあるドッキングポートを使ってブラックロータスにくっついている。当然、そのままだと地上に降下して着陸することはできないので、着陸時には分離して別々に着陸する必要があるわけだ。コロニーの宇宙港に停泊するだけならそうする必要も無い場合が殆どなんだけどな。

  「这可难办了啊。毕竟还有和太空·矮人公司签订的专属契约。」

  「難しいところなんだよなぁ。スペース・ドウェルグ社との専属契約の件もあるし」

  　我差点忘了，在购买黑莲花的时候签订的专属契约内容里，有一条是尽可能把黑莲花作为母舰使用。黑莲花是购买后还不到半年的船。不过，有些佣兵甚至一周就会把现在使用的船换成别的船，所以将近半年的时间其实也不算特别短就是了。

  　失念しかけていたのだが、ブラックロータスを購入する際に結んだ専属契約の内容に可能な限りブラックロータスを母船として使い続けること、というものが盛り込まれていたんだよな。ブラックロータスは購入してまだ半年も
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    たっていない船だ。まぁ、傭兵によっては一週間で今使っている船から別の船に乗り換えることもあるので、別に半年近くという時間が極端に短いというわけでも無いと思うのだが。

  「不是换船，而是考虑扩张或者改造比较好吗？」

  「乗り換えじゃなくて拡張とか改造を検討した方が良いか？」

  「唔——不管怎么扩张，我觉得要把中型舰安特利翁收纳在斯基布拉兹尼尔级的框架里都很困难……如果要采用相同的概念，换乘赫林霍伦级或许会比较好？」

  「うーん、どう拡張してもスキーズブラズニル級のフレームに中型艦のアントリオンを収容するのは難しいと思うなぁ……同じコンセプトでいくならフリングホルニ級に乗り換えのほうが良いかも？」

  「是啊。赫林霍伦级的话，最多可以收纳两艘中型舰，小型舰也可以塞进五艘。如果太空·矮人公司不是换乘其他公司，而是换乘自家公司的高阶机种的话，应该也不会在契约方面说三道四吧？」

  「せやな。フリングホルニ級なら中型艦も二隻までは収容できるし、小型艦も五隻は詰め込めるわ。スペース・ドウェルグ社も他社への乗り換えやのうて自社の上位機種に乗り換えるんなら契約面でうるさいことは言わんのと違う？」

  「原来如此。那就朝这个方向考虑吧……要花多少钱呢？」

  「なるほど。ならその方向で考えるか……いくらすんのかなぁ」

  　在和整备士姐妹讨论母舰换乘计划的期间，德克萨普莱姆殖民卫星的港湾管理局下达了降落德克瑟Ⅲ的许可。

  　母船の乗り換え計画について整備士姉妹と話している間にデクサープライムコロニーの港湾管理局からデクサーⅢへの降下の許可が下りた。

  「好。梅伊，你按照那边的引导降落吧。」

  「よし。メイ、あちらの誘導に従って降下してくれ」

  『好的，主人。请交给我吧。』

  『はい、ご主人様。お任せください』

  　降落德克瑟Ⅲ只要交给梅伊就万事大吉了。艾尔玛因为必须自己来，所以应该很辛苦吧。那么，地面上究竟有什么样的麻烦在等着我们呢？

  　デクサーⅢへの降下はメイに任せておけば万事問題なし。エルマは自分でやらなきゃいけないから苦労するだろうけどな。さて、地上では一体どんなトラブルが待ち構えていることやら。

 
  ＃1：领都行星德克瑟Ⅲ

  ＃１：領都惑星デクサーⅢ

  　降落申请的手续迅速得到了批准。毕竟可不能让下任女伯爵兼现任伯爵的孙女在事务手续上等待。虽然我觉得克莉丝不会做那种事，但一个搞不好可是会掉脑袋的。物理意义上的。

  　降下申請の手続きは速やかに承認された。そりゃ次期女伯爵にして現伯爵の孫を事務手続きでお待たせするわけにはいかんよな。クリスはそんなことはしないと思うが、下手すると首が飛ぶものな。物理的に。

  『到达降落轨道。开始降落。』

  『降下軌道に到達。降下を開始します』

  「了解。请务必安全降落。」

  「了解。ご安全にな」

  『是的，主人。一切包在我身上。』

  『はい、ご主人様。この私に万事お任せください』

  「艾尔玛也是。」

  「エルマもな」

  『好好好。事到如今，我可不会因为这点小事犯错啦。』

  『はいはい。今更この程度のことでポカなんかやらかさないわよ』

  　黑莲花率先开始降落，安特利翁紧随其后。不过，现在的航宙舰有护盾可以保护船体不受大气层降落时的断热压缩产生的热量影响，也有强力的推进器和重力控制装置。只要减速顺利的话，就不会发生坠落事故，但如果出了什么差错，肯定会酿成大祸。所以还是得担心一下。

  　先にブラックロータスが降下を開始し、その後を追ってアントリオンが降下する。まぁ、今の航宙艦には大気圏降下時の断熱圧縮で発生する熱から船を守ってくれるシールドもあるし、強力なスラスターも重力制御装置もある。減速さえ
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    まくやれば墜落なんてすることはないのだが、もしやらかした場合は大惨事確定だからな。心配くらいはする。

  「真是壮观的综合港湾设施呢。」

  「立派な総合港湾施設ですね」

  「虽然还比不上帝都，但以地方的综合港湾设施来说，我觉得已经做得很大了。」

  「帝都と同じくらい、とまではいきませんけどね。地方の総合港湾施設としては大きく作ってあると思いますよ」

  「虽然这么说有点那个，但规模比李菲尔Ⅳ的综合港湾设施还要大呢。」

  「確かにこう言ったらアレやけど、リーフィルⅣの総合港湾施設よりも規模がデカいなぁ」

  「李菲尔Ⅳ的综合港湾设施，能停泊黑莲花这种大小的港口只有两三个而已吧」

  「リーフィルⅣの総合港湾施設はブラックロータスくらいの大きさの船が停泊できるポートが二つか三つくらいしか無かったよね」

  　蜜蜜和克莉丝的对话，蒂娜和薇丝卡也加入了。确实如薇丝卡所说，以前顺路去过的精灵们的母星李菲尔Ⅳ的综合港湾设施，和德克瑟Ⅲ的综合港湾设施相比，规模要小得多。德克瑟Ⅲ的综合港湾设施里，有很多能停泊黑莲花的大型港口。占地面积应该有五倍以上吧？不过和帝都的港湾设备相比，规模还是差太多了。

  　ミミとクリスの会話にティーナとウィスカも加わっていく。確かにウィスカの言う通り、以前立ち寄ったエルフ達の母星であるリーフィルⅣの総合港湾施設はデクサーⅢの総合港湾施設と比べると小さかったな。デクサーⅢの総合港湾施設にはブラックロータスが停泊できそうな大型のポートが沢山並んでいるし。敷地面積は五倍以上あるんじゃないだろうか？　
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    さすがに帝都の港湾設備に比べると規模が違いすぎるけど。

  　黑莲花和安特利翁遵从综合港湾设施的管制官的指示，顺利地着陆了。不过，黑莲花和安特利翁着陆的地方相距很远，所以安特利翁的着陆我没能亲眼见证。毕竟船的尺寸完全不同。不过，既然没有收到麻烦的报告，应该顺利着陆了吧。

  　ブラックロータスとアントリオンが総合港湾施設の管制官の指示に従ってスムーズに着陸する。
    
     尤
    もつとも、ブラックロータスとアントリオンでは着陸する場所が遠かったから、アントリオンの着陸はこの目で見届けられなかったんだけどな。何せ船のサイズが全然違うからな。まぁ、トラブルの報告もないからスムーズに着陸できたのだろう。

  「那就按照事先商量好的来吧」

  「じゃあ事前の打ち合わせ通りにな」

  「好，交给我吧」

  「あいよ、任せとき」

  「我会看家的」

  「お留守番してますね」

  　这次，整备士姐妹留在船上负责搬运克莉丝她们的行李和搬出船的作业，以及专心进行黑莲花、克里希那和安特利翁的整备和补给。其他成员全部下船。特别是翔子医师和涅薇，她们没有见过达莱恩瓦尔德伯爵。整备士姐妹勉强见过，所以这次就让她们负责留守。

  　今回、整備士姉妹は船に残ってクリス達の荷物の運び出しや船の搬出作業、それにブラックロータスだけでなくクリシュナやアントリオンの整備や補給などに専念することになっていた。その他のメンバーは全員下船する。特にショーコ先生とネーヴェはダレインワルド伯爵と顔を合わせたことがないからな。整備士姉妹は辛うじてだが面識があるので、今回は留守番役を務めてもらうことになったわけだ。

  「要和伯爵阁下见面啊。哎呀，好紧张。」

  「伯爵閣下とご対面か。いやぁ、緊張するねぇ」

  「你不是也见过皇女殿下，事到如今还紧张什么？」

  「皇女殿下とも対面したんだから今更じゃないかい？」

  「你这么一说，好像也是。」

  「そう言われるとそうかもしれないねぇ」

  「我们是平民吧。会不会因为一个不小心就被砍头？小蜜蜜说的话和船长的态度实在对不上，我到现在都还掌握不到感觉。」

  「私達は平民ってことになるんだよね。粗相一つでバサーっとやられてしまったりするのかな？　ミミちゃんの言うこととキャプテンの態度がどうにも合致しなくて、今ひとつ感覚が
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    つかめないんだよね」

  「祖父大人不会做那种事，就算真的发生，我也绝对会阻止。」

  「お
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    い様はそのような事は致しませんし、もしそうなっても私が絶対に止めますから」

  　涅薇这番话从某种意义上来说充满了歧视，克莉丝闻言露出了苦笑。不过，从贝雷贝雷姆联邦人的角度来看，古兰坎帝国的贵族确实很那个。毕竟他们是一群一旦进入白兵战，就会兴高采烈地拿着一把剑冲进杀人雷射炮交错的战场，宛如强化人一般的家伙。

  　ある意味で差別感
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    あふれるネーヴェの言葉にクリスが苦笑いを浮かべている。まぁ、ベレベレム連邦の人間からしてみたらグラッカン帝国の貴族なんてのはアレだからな。白兵戦となれば
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    きとして剣一本で殺人レーザーの飛び交う戦場に突っ込んでくる激ヤバ強化人間みたいなものだろうからな。

  　咦？怎么回事？感觉日本以前也有过那样的家伙。岛津……萨摩隼人……唔，头好痛。不对，等等？最近我在白兵战时也经常用剑，而不是雷射枪耶？难不成在旁人看来，我也被当成同样的人种……？还是别再想下去了。为了我的内心安宁。

  　あれ？　なんだろう。そんな連中が日本にも昔いたような気がするな。
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     津
    づ……
    
     薩
    さつ
    
     摩
    ま
    
     隼
    はや
    
     人
    と……うっ、頭が。いや待てよ？　最近俺も白兵戦ではレーザーガンよりも剣をよく使ってるな？　もしかして
    
     傍
    はたから見ると俺も同じような扱いなのでは……？　これ以上考えるのはよそう。オレの心の平穏のために。

  「艾尔玛小姐好像也下船了。我把会合地点发给你。」

  「エルマさんも船から降りたみたいです。合流地点を送っておきますね」

  「谢谢你，蜜蜜。好了，我们也移动吧。」

  「ありがとう、ミミ。ほら、俺達も移動するぞ」

  「是，主公。」

  「はい、我が君」

  　我带着从黑莲花下来的众人，搭乘在综合港湾设施内移动的电车，前往和艾尔玛会合的大厅。

  　ブラックロータスから降りた皆を引き連れて総合港湾施設内を移動するためのトラムに乗り込み、エルマと待ち合わせをしているロビーへと移動する。

  　按照预定，我们会在德克瑟Ⅲ停留三天两夜，和达莱恩瓦尔德伯爵及其臣下们见面，商讨婚约和婚礼相关事宜。在这期间，整备士姐妹会一直留在黑莲花上。得买些达莱恩瓦尔德伯爵领的名酒之类的特产回来才行。不知道有没有时间购物？不，这方面只要找达莱恩瓦尔德伯爵家的佣人，最坏的情况下找克莉丝商量就好。

  　予定では二泊三日でデクサーⅢに滞在し、ダレインワルド伯爵やその臣下達と顔合わせや婚約、婚儀に関する打ち合わせをする予定である。その間、整備士姉妹はずっとブラックロータスで留守番だ。お土産にダレインワルド伯爵領の銘酒とかを買っていってやらんとな。買い物をする余裕はあるんだろうか？　いや、その辺はダレインワルド伯爵家の使用人の誰かか、最悪の場合はクリスにでも相談すれば良いか。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我和蜜蜜、梅伊、库姬、翔子医师、涅薇，以及带着护卫和随从的克莉丝，还有在大厅会合的艾尔玛，总共十人浩浩荡荡地移动，不过移动过程本身进行得非常顺利。我们搭乘电车前往港湾设施的大厅，从下车的瞬间开始，就被一群ＳＰ——不是民间保镖，而是真正的政府官员，所以叫ＳＰ应该没问题——保护，非常引人注目。

  　俺とミミ、メイ、クギ、ショーコ先生にネーヴェ、護衛と従者を引き連れたクリス、それにロビーで合流したエルマという合計十名の大所帯で移動することになったわけだが、移動そのものは大変スムーズに行われることになった。トラムで港湾施設のロビーに移動し、トラム駅に降り立った瞬間からＳＰ──民間のボディーガードではなく本物の官憲だからＳＰで良いだろう──の群れに護衛されることになって
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや目立ったけど。

  　艾尔玛似乎也在从小型、中型舰的起降场移动到大厅时，被ＳＰ保护，会合时她露出厌烦至极的表情。

  　エルマも小型、中型艦の発着場からロビーへと移動したところでＳＰに護衛されることになったらしく、合流した時にはこれでもかというほどウンザリとした表情になっていた。

  　不过，克莉丝在这个以德克瑟星系为中心的达莱恩瓦尔德伯爵领内，说是第二号VIP也不为过，会受到这种待遇也是理所当然的吧。特别是克莉丝，她的父母还被谋杀了。

  　まぁ、クリスはこのデクサー星系を中心としたダレインワルド伯爵領内でナンバー２と言っても過言ではないＶＩＰであるわけだし、こういった扱いになるのもさもありなんといったところか。特に、クリスに関してはその両親が謀殺されたという事実もあるわけだしな。

  「一直都是这样吗？」

  「いつもこんな感じなのか？」

  「唉，嗯，来到本星大致上都是这样……」

  「はぁ、まぁ、本星に来ると大体はこんな感じで……」

  　克莉丝说着，露出苦笑。不过，护卫埃德特鲁开始对这样的克莉丝抱怨。

  　そう言ってクリスが苦笑いを浮かべる。しかし、そんなクリスに護衛のエデルトルートが小言を言い始めた。

  「是克莉丝汀娜大人太漫不经心了。这次去帝都也是，只带古德伦阁下和我随行，半强迫地出发……」

  「クリスティーナ様が
    
     無
    む
    
     頓
    とん
    
     着
    ちやくすぎるんです。今回の帝都行きだってグートルーン殿と私だけを供にして半ば無理矢理出立なされて……」

  「因为有必要尽快出发，所以没办法。如果要带上几十到几百名随从，船也得是巡洋舰，还要有护卫随行的话，绝对赶不上。」

  「急ぎ出立する必要があったのですから仕方ありませんね。供を数十人から数百人、船も巡洋艦他護衛付きで動かすとなると絶対に間に合っていませんでしたし」

  　克莉丝被念了两句，却一副左耳进右耳出，完全没在反省的样子。我倒是对埃德特鲁的意见表示赞同。毕竟克莉丝的父母之所以会死，原因也在于他们没有带上护卫，一家三口去度假星系游玩。我希望她不要重蹈覆辙。尤其是在我无法顾及到的地方。

  　小言を言われたクリスは柳に風、
    
     糠
    ぬかに
    
     釘
    くぎ、
    
     暖
    の
    
     簾
    れんに腕押しといった感じで全く反省はしていないようだ。俺としてはエデルトルートの意見に賛成したい部分もある。何せクリスの両親が亡くなったのも護衛を連れずに親子水入らずでリゾート星系に行楽に行ったのが原因と言えば原因だったわけだからな。同じ
    
     轍
    てつを踏みかねないような
    
     真
    ま
    
     似
    ねは控えて欲しい。特に、俺の手が届かない範囲では。

  「就结果而言或许是这样没错，但今后还是多注意一点吧。虽然这话由我来说有点奇怪。」

  「結果論としてはそうかもしれないが、今後は少し気をつけような。俺が言うのもなんだが」

  「确实，这话由希罗来说有点奇怪。」

  「確かにヒロが言うのはなんか違うわよね」

  「啊哈哈……毕竟佣兵这一行，就是得主动往危险里冲嘛」

  「あはは……危険に自分から突っ込んでいくようなお仕事ですからね、
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい稼業は」

  　艾尔玛和蜜蜜都吐槽了我。但要这么说的话，陪我一起干佣兵这一行的你们不也是一丘之貉吗！不对，把你们卷进来的确实是我。

  　エルマとミミに突っ込まれる。でもそれを言ったら俺に付き合って傭兵稼業をしてくれている君達だって同じ穴の
    
     狢
    むじなだからな！　いや、巻き込んでいるのは俺だけどもさ。

  　唔，我也该接受生活方式的变化了吗？可是啊，我在这个世界能做的也就只有佣兵这一行了，大概吧。在原本的世界里做的工作，在这个世界里梅伊一个人就能全部解决了。

  　ううむ、俺もライフスタイルの変化というやつを受け入れる時なのだろうか？　だがなぁ、俺がこの世界で出来ることなんて傭兵稼業くらいだぞ、多分。元々の世界でやっていた仕事なんてこの世界じゃメイ一人で全部解決だし。

  「主公？」

  「我が君？」

  「没什么。总之现在得先集中精神和达莱恩瓦尔德伯爵谈话。」

  「なんでもない。とにかく今はダレインワルド伯爵との話し合いに集中しないとな」

  　库姬大概是担心陷入沉思的我，于是出声关心。我摇头回答她，决定转换心情。那个老爷爷虽然沉默寡言，但贯彻自己意志的力量却强得不得了。要是不提高警觉，小心别被他提出什么奇怪的条件。

  　考え込んでしまった俺を心配したのか、声をかけてきてくれたクギに首を振ってそう答え、頭を切り替えることにした。あの
    
     爺
    じいさん、寡黙な割に自分の意思を通す力が滅茶苦茶に強いからな。何か変な条件を
    
     吞
    のまされでもしないか警戒しとかないと痛い目を見そうだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「好大啊……」

  「うぉでっか……」

  「哇……」

  「はわぁ……」

  「好气派的房子……」

  「立派なお屋敷ねぇ……」

  　抵达达莱恩瓦尔德伯爵宅邸的我们，对眼前的雄伟建筑深感佩服。哎呀，好大。真的好大。庭院也太宽广了。而且深处的建筑物也很大。虽然高度不算高，但不仅宽度，纵深也相当可观。包含庭院在内，占地面积究竟有多大啊？

  　ダレインワルド伯爵邸に着いた俺達は、その威容を前に感心しきっていた。いや、でかい。本当にでかい。庭が広すぎる。そして奥に見える建物もデカい。高さはそうでもないけど、横幅だけでなく奥行きもかなりありそうだ。これ、庭を含めた敷地面積はどれだけあるんだろうか？

  「好壮观的庭院……要管理这么多植物，想必很费工夫。」

  「
    
     凄
    すごい庭だねぇ……これだけの植物を管理するとなると、手間も大変そうだ」

  「真是奢侈的空间利用方式……帝国贵族真厉害啊。」

  「物凄く
    
     贅
    ぜい
    
     沢
    たくな空間の使い方だぁ……凄いねぇ、帝国貴族っていうのは」

  　我们在看似管家的人带领下穿过大门，搭乘大得像高尔夫球车的交通工具，前往位于深处的宅邸。毕竟庭院太宽广了嘛。徒步的话，随便也要走上二、三十分钟。

  　執事さんらしき人に案内されて門を通り、バカでかいゴルフカートのような乗り物に乗せられて奥に見える屋敷へと向かう。庭が広すぎるもんな。徒歩だと軽く二、三十分くらいかかりそうだ。

  「那座宅邸也很大呢。打扫起来应该很辛苦。不过，没看到机器人呢？」

  「あのお屋敷もとても大きいですね。お掃除が大変そうです。でも、ボットが見当たりませんね？」

  「故意用人力进行管理，可以创造就业机会。」

  「そういった管理を
    
     敢
    あえて人力で行うことによって雇用を創出しているのです」

  　翔子医师和涅薇，库姬和梅伊也分别看着庭院和宅邸，互相发表感想。我也想在地上建一栋带院子的独栋房子，但这种程度就……这远远超出了我设想的等级。我想建个稍微小一点的房子。

  　ショーコ先生とネーヴェ、クギとメイもそれぞれ庭や屋敷を見て思うところを話し合っている。俺も庭付きの一戸建てを地上に建てたいとは思っていたけど、ここまではなぁ……これは俺の想定するレベルを
    
     遥
    はるかに超えているんだよ。もう少しこう、こぢんまりとしたものにしたい。

  　话虽如此，毕竟还不知道将来会变成多大家庭。虽然克莉丝和瑟琳娜不太可能住在我建的房子，但还是有将近十个人要住。再考虑到生孩子……嗯，就算不到这种程度，也需要相当宽敞的房子。

  　とはいえ、将来的に何人家族になるかもわからないような状態だからなぁ。クリスとセレナは俺が建てる家に住まない可能性が高そうだが、それでも軽く十人近い人数で住むわけで。更に子供が生まれたりすることを考えると……うん、ここまでは行かなくともかなり広い家にする必要があるな。

  　而且，考虑到至今为止的经历，也必须考虑今后人数增加的可能性。毕竟最近才刚捡到涅薇。

  　それに、これまでの経緯を考えれば今後もっと増える可能性も考慮しなきゃならない。最近もネーヴェを拾ったばかりだからな。

  　只要想办法解决我缺乏节操的问题就能解决？话是这么说没错，但若问到我是不是只要舍弃蜜蜜、艾尔玛和涅薇就好了，我觉得不是；若问到我是不是只要对梅伊、蒂娜、薇丝卡和库姬说「我才不管你们有什么苦衷」，把她们拒于门外就好了，我觉得也不是。

  　俺の節操の無さをどうにかすれば解決？　それはそうなんだが、じゃあミミやエルマ、ネーヴェを見捨てれば良かったのかというとそれは違うと思うし、メイやティーナやウィスカ、それにクギに関しても彼女達の事情なんざ知ったこっちゃねぇと突っぱねれば良かったのかというと、やはりそれも違うと思うんだ。

  　至于翔子医师，虽然不是有什么紧急的迫切问题，但我从以前就觉得需要一个船医。

  　ショーコ先生に関しては喫緊の差し迫った事情があったというわけじゃないけど、船医は必要だと前々から思っていたしな。

  　琳达？琳达的话，我也不知道三年后会怎么样。总之先不算。

  　リンダ？　リンダに関しては三年後にどうなってるかわからんしな。とりあえずノーカンで。

  　关于瑟琳娜，我从第一次见面到今天为止，明明一直努力不和她有深入的关系，结果却变成这样；关于克莉丝，我觉得几乎不可能回避。不，我完全不对此事感到不满，只是觉得被当成一个缺乏节操的人，让我很意外。

  　セレナに関してはもう初対面からここに至るまで俺は深い関係にならないように努力していたのに結局こうなったし、クリスに関してもほぼ回避は不可能だったと思うんだ。いや、そのことに不満があるわけでは全く無いが、ただの節操なしみたいに思われるのは心外である。

  　没错，我很意外。

  　そう、心外なのである。

  「让这么多女性随侍在侧的无节操冒牌贵族成为克莉丝汀娜大人的伴侣，简直岂有此理！我坚决反对！」

  「こんなに沢山の女性を
    
     側
    そばに
    
     侍
    はべらせた節操なしの
    
     似
    え
    
     非
    せ貴族をクリスティーナ様の
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよとするなど言語道断！　私は断固反対します！」

  　一位看起来像是中年大叔的人正口沫横飞地……不，实际上就是一边喷着口水一边坚决地主张着。他是阿道夫・布修巴姆子爵。在达莱恩瓦尔德伯爵的寄子中，他是地位最高的人，正如你所见，他非常反对我和克莉丝的婚约，或者说结婚。

  　口から
    
     唾
    つばを飛ばす勢いで……というか実際に飛ばしながら断固たる主張をしているのは中年くらいに見えるおっさんだ。彼はアードルフ・ブッシュバウム子爵。ダレインワルド伯爵の寄り子の中では最も地位の高い人物で、見ての通り俺とクリスの婚約というか結婚について大反対している。

  「布修巴姆子爵，你不要那么激动。这样会让人怀疑你的品格哦？你无礼地指着的人，和你一样都是子爵位的帝国贵族。」

  「ブッシュバウム子爵。そのように興奮するものではない。品位を疑われますよ？　
    
     貴方
    あなたがそうして無礼にも指をさしている相手は貴方と同じ子爵位の帝国貴族なのだからね」

  　这样说着，用类似扇子的东西优雅地遮住嘴的熟女是贝缇娜・艾尔兹别格女男爵。她目前还没有表明对我的克莉丝伴侣身份的赞成或反对。

  　そう言って扇子のようなもので優雅に口元を隠している熟女はベッティーナ・エルツベルガー女男爵だ。彼女は俺がクリスの伴侶になることについて今のところ是も非も表明していない。

  「虽说是名誉爵位，但希罗阁下的子爵位是皇帝陛下认可他拯救了众多将士性命的功绩而赐予的。同样身为帝国贵族，我认为应该要谨慎对待。还有，希罗阁下和多名女性建立伴侣关系，应该没什么问题吧？关键在于他是否能和克莉丝汀娜大人之间生下继承人。」

  「名誉爵位とはいえヒロ殿の子爵位は
    
     数多
    あまたの将兵の命を救ったその功績を皇帝陛下に認められて賜ったもの。それを軽視することは同じ帝国貴族として慎むべきかと思いますが。それと、ヒロ殿が多数の女性とパートナーの関係を構築していることは特に問題は無いのでは？　きちんとクリスティーナ様との間にお世継ぎをもうけて頂くことのみが肝要かと」

  　用非常严肃的声音劝诫布修巴姆子爵的是卢特格尔・修诺尔男爵。他虽然对克莉丝和我的关系持消极态度，但似乎赞成我们的婚约，从刚才开始就多次劝诫吵吵嚷嚷的布修巴姆子爵。

  　いかにも堅物らしい厳然とした声音でブッシュバウム子爵を
    
     諌
    いさめているのはルートガー・シュノール男爵。彼はクリスと俺との関係に消極的ながら賛成の立場らしく、先程からギャーギャーとうるさいブッシュバウム子爵を何度も諌めてくれている。

  「咕唔唔……主公大人！请您重新考虑！」

  「ぐぬぬ……お屋形様！　どうかお考え直しを！」

  　青筋暴起的布修巴姆子爵催促达莱恩瓦尔德伯爵改变主意，但达莱恩瓦尔德伯爵的态度很明确。

  　青筋を浮かべたブッシュバウム子爵がダレインワルド伯爵に翻意を促したが、ダレインワルド伯爵の態度は明確なものであった。

  「我决定迎娶希罗船长作为克莉丝汀娜的伴侣。这是已经决定好的事情。」

  「クリスティーナの伴侶としてキャプテン・ヒロを迎える。これは決定事項だ」

  「可是，这样就等于是向霍尔斯侯爵投降！请您三思！」

  「しかし、それではホールズ侯の軍門に
    
     降
    くだることになります！　どうか！」

  「阿道夫，我很清楚你的担忧。但是，克莉丝汀娜要背负达莱恩瓦尔德伯爵家还为时尚早。在那之前，我们大人只要铺好路，教她怎么走就行了。不是吗？」

  「アードルフよ、お前の心配はよくわかっている。だが、クリスティーナがダレインワルド伯爵家を背負って立つのにはまだまだ時間がある。それまでに我々大人が道を整え、歩き方を教えていけば良い。そうではないか？」

  「这……我明白了。既然主公大人都这么说了。」

  「それは……わかりました。お屋形様がそうまで
    
     仰
    おつしやるなら」

  　主从之间上演着感人肺腑——热血沸腾的人情剧，但我几乎被晾在一边。这也难怪，我对他们的了解只有刚刚听到的名字和爵位，他们治理的星系是哪个星系、在达莱恩瓦尔德伯爵领地负责什么样的工作等等，我一概不知。

  　主従の暑苦し──熱い人情劇が展開されているが、俺は
    
     殆
    ほとんど置いてきぼりである。それはそうだろう、俺が彼らについて知っていることなど今聞いたばかりの名前と爵位くらいで、彼らの治める星系がどの星系なのか、ダレインワルド伯爵領においてどのような仕事をこなしているのか、などの情報が何も無い。

  「那么，女婿大人和克莉丝汀娜大人成婚之后，您打算以什么样的形式为达莱恩瓦尔德伯爵领地做出贡献呢？」

  「それで、婿殿はクリスティーナ様と婚儀を交わした後にはどのような形でダレインワルド伯爵領に貢献して頂けるのかな？」

  　哎呀，我正发着呆的时候，艾尔兹贝格女男爵就把话题抛给我了。

  　おっと、ボケッとしていたらエルツベルガー女男爵に水を向けられてしまったぞ。

  「现阶段要具体说明有点困难。我拥有的力量顶多只能击退宙贼，个人拥有的门路也相当有限。我不认为自己能主动为达莱恩瓦尔德伯爵领地带来庞大的利益。」

  「現時点で具体的にどうこうというのは難しいな。俺個人が持つ力はせいぜい宙賊どもを
    
     蹴
    け
    
     散
    ちらす程度のものだし。俺個人が持つコネクションというモノもごく限定的なものだ。何か
    
     莫
    ばく
    
     大
    だいな利益を能動的にダレインワルド伯爵領に誘導できるほどのものとは思えないな」

  　说到我的门路，就是透过瑟琳娜与霍尔斯侯爵家，以及透过艾尔玛与威尔罗斯子爵家，还有透过蜜蜜与皇帝陛下非正式的门路，另外就是与李菲尔星系的精灵们个人的门路。

  　俺のコネクションといえばセレナ経由でのホールズ侯爵家とのものと、エルマ経由でのウィルローズ子爵家とのもの、非公式ながらミミ経由での皇帝陛下とのもの。あとはリーフィル星系のエルフ達との個人的なものくらいだ。

  「按理来说，从军事方面为达莱恩瓦尔德伯爵领地的治安维持做出贡献应该比较妥当吧。确立对宙贼独立舰队初期的对宙贼战术的不是别人，正是我。考虑到对宙贼独立舰队之后的功绩，我认为在那方面做出贡献比较现实」

  「順当に考えればダレインワルド伯爵領内での治安維持に軍事分野の方面から貢献するのが妥当なんじゃないか。対宙賊独立艦隊の初期の対宙賊戦術を確立させたのは他でもない俺だ。その後の対宙賊独立艦隊の功績を考えれば、そっち方面での貢献というのが現実的なところだと思うが」

  　实际上，瑟琳娜率领的对宙贼独立舰队的威名在帝国中广为流传。当然，其中也包含着博取帝国航宙军人气的意图，但实际消灭的宙贼舰和摧毁的宙贼据点数量完全没有被夸大——瑟琳娜是这么说的——所以，参与了独立舰队创建的事实应该可以得到相应的评价。

  　実際、セレナ率いる対宙賊独立艦隊の勇名は帝国中に
    
     轟
    とどろいている。無論、そこには帝国航宙軍の人気取りという意図が多分に入ったプロパガンダという側面もあるのだろうが、実際に撃滅した宙賊艦や
    
     潰
    つぶした宙賊拠点の数については一切割増などはされていない──とセレナが言っていた──ので、その立ち上げに関わったという事実はそれなりに評価されても良いだろう。

  「我想为提高达莱恩瓦尔德伯爵领地的安全等级做出贡献。当然，我也不可能一直专注于达莱恩瓦尔德伯爵领地内的工作」

  「ダレインワルド伯爵領のセキュリティレベル向上に貢献していきたいとは思ってる。無論、ダレインワルド伯爵領内の仕事にずっと専念するわけにもいかないが」

  「嗯？难道说你和克莉丝汀娜大人成婚之后，还打算作为佣兵在帝国内外到处闲逛吗？你觉得这种事会被允许吗？」

  「ふん？　まさかクリスティーナ様とご成婚された後にも傭兵として帝国内外をフラフラするつもりだとでも？　そんなことが許されると思っているのか？」

  「如果不能被允许的话，那这件事就到此为止。我会当作这一切都没发生过」

  「許されないならそこで話は終わりだ。この話は全て無かったことにさせてもらう」

  　我这么一说，缠着我的布修巴姆子爵就瞪大了眼睛，僵在了原地。

  　俺がそう言うと、俺に絡んできたブッシュバウム子爵が目を点にして固まってしまった。

  「把刚才的话，当作没发生过？」

  「はなしを、なかったことに？」

  「我的意思是，如果你们要限制我作为佣兵的活动，那我就会拒绝这门婚事」

  「傭兵としての活動を制限するというなら、婚約の話は断らせてもらうと言っている」

  　听到我的宣言，布修巴姆子爵气得脸都黑了，艾尔兹别尔格女男爵用扇子遮住嘴，修诺尔男爵的嘴角绷成了一条直线。然后，达莱恩瓦尔德伯爵的表情完全没有变化，克莉丝则是一脸担心地关注着事态发展。

  　俺の宣言にブッシュバウム子爵は怒りで顔をドス黒く染め上げ、エルツベルガー女男爵は口元を扇子で隠し、シュノール男爵は口元を真一文字に引き締めた。そして、ダレインワルド伯爵は表情を全く変えず、クリスはハラハラとした様子で動静を見守っている。

  　虽然对克莉丝很抱歉，但只有这一点我不能退让。我不能舍弃自己的身份，只有这一点我不能妥协。现在是关键时刻。

  　クリスには悪いと思うが、こればかりはな。アイデンティティだけは捨てられないし、ここだけはなぁなぁにしておきたくないんでね。正念場だな。

  「话说回来，布修巴姆子爵，我很清楚你对我没有任何好感，但希望你能冷静下来想想。从达莱恩瓦尔德伯爵家，或者说从达莱恩瓦尔德伯爵领地的各位的角度来看，我是不是最好不要和达莱恩瓦尔德伯爵领地的运营有太多牵扯，不要到处插嘴呢？」

  「というかだな、ブッシュバウム子爵が俺の何もかもが気に入らないんだろうということはよくわかるんだが、冷静になって考えて欲しい。結局のところ、ダレインワルド伯爵家、というかダレインワルド伯爵領の諸氏からすれば、俺はあまりダレインワルド伯爵領の運営に深く関わったり、あちこちに
    
     嘴
    くちばしを突っ込んで回ったりしないほうが良いんじゃないか？　と思うんだが」

  　我这么一说，布修巴姆子爵的脸色变得更加难看，陷入了沉默。他大概正在努力用自己那颗被煮熟的脑袋理解我话中的意思吧。与布修巴姆子爵的反应形成鲜明对比，艾尔兹别尔格女男爵眯起了看向我的眼睛。啊，她传来的精神波动从注意和警戒变成了兴趣。

  　俺がそう言うと、ブッシュバウム子爵は顔をドス黒くしたまま沈黙した。
    
     茹
    ゆで
    
     上
    あがった頭で俺が言ったことの意味を頑張って吞み込もうとしているのだろうと思う。そんなブッシュバウム子爵の反応とは対照的に、エルツベルガー女男爵は俺に向ける目を細めた。ああ、伝わってくる精神波動が注意や警戒という色から興味の色に変わったな。

  「如果我与达莱恩瓦尔德伯爵领地的事务牵扯太深，霍尔斯侯爵可能会透过我来干涉达莱恩瓦尔德伯爵领地。我觉得这应该是最需要提防的情况。我也觉得那个人很有可能这么做。所以，我觉得自己在达莱恩瓦尔德伯爵领地的活动，最好还是不要超出佣兵的范畴。当然，老实说，我单纯只是不想做这些事情而已」

  「俺がダレインワルド伯爵領内のあれこれに深く関わると、俺を通してホールズ侯爵がダレインワルド伯爵領への干渉を行ってくるかもしれない。恐らく一番警戒されるパターンがこれじゃないかと思うんだ。俺もあの人ならやりかねないと思う。だから、俺はダレインワルド伯爵領内の活動に関しては傭兵としての領分を超えたものを背負わないほうが良いと思っている。無論、俺が単純にしたくないというのも正直に言えば多分にあるんだが」

  「你还真老实啊」

  「正直に言うんだね」

  　听到艾尔兹别尔格女男爵这么说，我耸了耸肩，开口说道：

  　そのエルツベルガー女男爵の言葉に俺は肩を
    
     竦
    すくめながら口を開いた。

  「我这个人只想活在完全没有权谋算计的世界，只要把宙贼彻底干掉，大家就都能过上幸福快乐的生活！所以，我之所以会答应克莉丝的请求，也只是因为喜欢她而已」

  「俺は権謀術数とかそういうのが全く存在しない、宙賊を徹底的にぶっ殺していれば全てハッピー！　って世界に生きていたい人間なんだ。無論、クリスのことは好きだから、お願いされればホイホイと聞いてしまうと思うが」

  　我一边说一边瞥了克莉丝一眼，她歪着头，露出一副「是这样吗……？」的表情。我确实很少答应克莉丝的请求，真要说的话，我拒绝她的次数好像还比较多，但那都是克莉丝要我拿自己的身体当筹码的请求。像是保护克莉丝，或是接受克莉丝的请求，协助帝国航宙军之类的，我都会答应哦？

  　そう言ってチラリとクリスを見ると、クリスは「そうかな……？」みたいな顔で首を
    
     傾
    かしげていた。確かにクリスのお願いってあまり聞いたことがないというか、どちらかと言えば「ダメ」って言ったもののほうが多いような気がするけど、それって大体クリスが自分の身を差し出す系のやつだからな。クリスを守ったりだとか、クリスの意向を受けて帝国航宙軍に力を貸したりだとかは素直に聞いたからな？

  「总之，克莉丝和达莱恩瓦尔德伯爵商量一下，应该就能决定我该怎么运用了吧。视情况而定，我也可以接受时间较长的委托，只要能支付相应的报酬就行。」

  「まぁ、俺の使い所はクリスがダレインワルド伯爵と相談して良い感じに決めてくれるだろう。場合によってはある程度長いスパンの依頼を請けるのも構わない。対価がちゃんと支払われるのであればな」

  　接受时间较长的委托，也就是在科马特星系的某处盖房子的期间啦，或是某个船员怀孕，需要处理生产、育儿等事情的期间啦，总之就是我必须长期滞留在达莱恩瓦尔德伯爵领地的情况。

  　長いスパンでの依頼を請けるというのはつまり、コーマット星系の
    
     何
    ど
    
     処
    こかに家を建てている間だとか、クルーの誰か、
    
     或
    あるいは複数が身重になって、その対処というか出産、子育てなどの間だとか、ダレインワルド伯爵領に長期滞在する必要性が出た場合の話だな。

  「哼，到头来还是钱吗……」

  「ふん、結局金か……」

  「是啊。贵族布修巴姆子爵，你应该不需要我特地说明金钱和责任之间切也切不断的关系吧？」

  「そうだよ。金と責任の切っても切れない関係については貴族のブッシュバウム子爵にわざわざ説明するまでも無いことだろう？」

  　布修巴姆子爵似乎冷静下来了，脸色也稍微恢复了平静。我对他点了点头，如此说道。

  　冷静になったのか、少し顔色が落ち着いてきたブッシュバウム子爵に
    
     頷
    うなずきそう言う。

  　不管是不是自己人，既然要工作，就应该负起责任，而金钱就是责任的担保。既然收了钱，就要负起责任。免费的工作是不值得信任的。

  　身内だろうがなんだろうが、仕事をする以上はしっかりと責任を持ってそれに当たるべきで、その責任の担保となるのが金である。金を
    
     貰
    もらう以上はしっかりと責任を持ってやる。無料の仕事なんて信用ならんよ。

  「我再重复一遍，我之所以不想背负各种责任，只想四处闲晃，已经是我性格的一部分，甚至可以说是我的自我认同，所以我无意隐瞒这一点。不管怎么掩饰，我都是因为自己想做才继续当佣兵的。不过，我还有一个无可奈何的理由。」

  「繰り返して言うが、俺がいろんな責任を背負い込まずにフラフラしたいというのはもう性分だし、半ばアイデンティティみたいなものなのでこれを隠す気はない。どう言い繕っても俺は俺がそうしたいから
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい稼業を続けるわけだ。ただ、もう一つ俺にはどうしようもない理由があってな」

  「真令人感兴趣。可以告诉我吗？」

  「興味深い。聞かせてもらっても良いだろうか？」

  「嗯。我啊，天生就容易招惹麻烦。」

  「ああ。俺はな、とんでもないトラブル引き寄せ体質なんだ」

  　我一脸认真地说道，除了对我的情况有一定了解的克莉丝和达莱恩瓦尔德伯爵以外，其他人都露出了「你说什么？」的表情。不，你们听不懂吧？我自己也觉得突然这么说，你们应该无法理解，所以我会详细说明的。我会亲切地详细说明的。

  　真顔で俺がそう言うと、俺の事情をある程度知っているクリスとダレインワルド伯爵以外は「なんて？」みたいな顔をした。いや、意味がわからないよな？　俺も自分で言っていてそんないきなり納得してはもらえないだろうと思うから説明するよ。懇切丁寧に説明するよ。

  「你知道航宙舰结束超空间跳跃航行，用超光速驱动进行超光速航行抵达殖民卫星之前，遭遇宙贼的概率有多高吗？当然，概率会受到该星系的安全等级大幅影响，但据说平均概率大约是每一千五百次有一次。顺便一提，我大概半年就遭遇了三十次以上。并不是我故意去接触，而是被拦截器盯上，或是遇到已经被宙贼袭击的民用船之类的，仅此而已。」

  「航宙艦がハイパードライブ航行を終えて超光速ドライブによる超光速航行でコロニーに行き着くまでに宙賊と接触する確率を知っているか？　無論、その星系のセキュリティレベルに大きく左右されるが、平均すると
    
     凡
    およそ千五百回に一回くらいの確率って言われているらしい。ちなみに俺は凡そ半年で三十回以上接触している。自分からわざと接触したわけじゃなく、インターディクターで狙われたり、既に宙賊に襲われている民間船に遭遇したりとか、それだけでな」

  　听了我的话，艾尔特滋贝格女男爵首先露出「呜哇」的表情，吓得退避三舍。这还只是开头而已哦？

  　俺の話を聞いてまずエルツベルガー女男爵が「うわ」みたいな顔でドン引きした。まだまだこんなのは序の口だぞ？

  「和帝国航宙军合作摧毁了宙贼的基地，回到殖民卫星却发现那里差点因为生化恐怖袭击而毁灭；击破了宙贼，回收了他们的货物，却捡到了伯爵家的公主，还被卷入了围绕着这位公主的伯爵家的麻烦事；受人委托运送货物，却发现目的地遭到了结晶生命体的大规模袭击；好不容易克服了难关，为了领奖前往帝都，却光荣地被皇帝陛下看中，参加了御前比武；接受了伯爵大人的委托，却不知为何要以肉身降落到正在宜居化改造的行星，还和一群能轻易扭断人类的生物兵器战斗；去精灵的母星玩，却发现当地使用的飞机坠落在远离人烟的森林正中央，差点死掉，还遭遇了宙贼的空降袭击……还有别的想听的吗？」

  「帝国航宙軍と協力して宙賊の基地を潰して戻ってきたら帰還先のコロニーがバイオテロで壊滅しかけていたり、宙賊を撃破してその荷物をサルベージしたら伯爵家のお姫様を拾って、しかもそのお姫様を巡る伯爵家のトラブルに巻き込まれたり、依頼で荷運びをしたらその配達先が結晶生命体の大襲撃に遭っていたり、それをなんとか切り抜けて受勲のために帝都に行ったら、光栄にも皇帝陛下の目に留まって御前試合をすることになったり、伯爵様の依頼を請けたらどういうわけかテラフォーミング中の惑星に生身で降りることになった上に、人を簡単に
    
     捩
    ねじ切る生物兵器の群れと戦うことになったり、エルフの母星に遊びに行ったら現地で使用されている航空機が人里離れた森のど真ん中に墜落して死にかけた上、宙賊の降下襲撃に遭ったり……他にも聞きたいか？」

  「……还有别的吗？」

  「……他にもあるのか？」

  　我点了点头，布修巴姆子爵似乎也觉得我太可怜了，露出了同情的表情。明明刚才还因为对我生气而满脸通红……

  　俺が頷くと、流石にブッシュバウム子爵も俺を哀れに思ったのか、同情するような表情を見せてきた。さっきまで俺に対する怒りで顔をドス黒く染めていたのに……。

  「也就是说，希罗阁下会在达莱恩瓦尔德伯爵领地停留很长一段时间……？」

  「つまり、ヒロ殿がダレインワルド伯爵領に長く
    
     留
    とどまると……？」

  「虽然没有科学根据，但有可能会引来某些麻烦。不，也不一定会变成那样。毕竟最后都能顺利解决，化险为夷，所以也不是没有化危机为转机的可能性。不过搞不好会碰上要命的麻烦就是了。」

  「何の科学的裏付けもない話なんだが、何かしらのトラブルを引き寄せる可能性はあるよな。いや、そうなるとは限らないが。結局最終的には切り抜けて丸く収まっているわけで、災いを転じて福となす可能性も無くはない。それでも下手したら死ぬほど大変な目に遭うかもしれないが」

  「再怎么说也太不科学了……虽然我很想这么说。」

  「いくらなんでも非科学的な……と言いたいが」

  　艾尔兹贝格女男爵如此说道，同时将视线转向在稍远处观察我们这边状况的同行者们——应该说库姬。虽然跟我同行的蜜蜜和艾尔玛等人在这场会议中没有发言权，但因为有旁听权，所以请人准备了座位。顺带一提，我有在那时候稍微介绍了一下所有人。换句话说，库姬来自哪个国家，是什么身份，她都知道。

  　そう言ってエルツベルガー女男爵が少し離れた場所でこちらの様子を
    
     窺
    うかがっている俺の同行者達──というかクギに視線を向けた。俺に同行してきたミミやエルマ達にこの会議での発言権は無いのだが、傍聴権はあっても良いだろうということで席を用意してもらったのだ。ちなみに、その際に全員を軽く紹介している。つまり、クギが何処の国から来た何者かを知っている。

  「从灵能科技的领域来看，似乎可以解释我的这种体质。」

  「サイオニックテクノロジーの分野から見ると、俺のこの体質については説明がつくらしい」

  「也就是说，你是真的了。」

  「つまり、ホンモノってことなんだね」

  「可以这么说吧。」

  「そうなるかな」

  「我支持希罗阁下继续从事佣兵工作。然后如果可以的话，希望你不要来史迪拉星系。」

  「私はヒロ殿が傭兵稼業を続けることを支持しよう。そしてできればステアリン星系には来ないで欲しい」

  　艾尔兹贝格女男爵「啪」的一声阖起打开的扇子，同时如此宣言。喂，你干脆一点好吗？

  　エルツベルガー女男爵が広げていた扇子をパチンと音を鳴らして閉じながらそう宣言する。いっそ
    
     清
    すが
    
     々
    すがしいなオイ。

  「至于能不能实现，就看克莉丝和达莱恩瓦尔德伯爵的判断了。然后，就算我成为克莉丝的伴侣，也会继续以佣兵的身份工作，不会积极地参与达莱恩瓦尔德伯爵领地内的工作，这个方针不只艾尔兹贝格女男爵，布修巴姆子爵和修诺尔男爵也同意吗？」

  「それが
    
     叶
    かなうかどうかはクリスとダレインワルド伯爵の判断次第ってことで一つ。それで、俺がクリスの
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよになっても傭兵として働き続けて、ダレインワルド伯爵領内での仕事に積極的には関わらないって方針はエルツベルガー女男爵だけでなくブッシュバウム子爵とシュノール男爵も了承するってことで良いかな？」

  　布修巴姆子爵听到我的问题，一脸苦涩地点了点头，修诺尔男爵则面不改色地点头。

  　俺の問いかけにブッシュバウム子爵は
    
     苦
    にが
    
     虫
    むしを
    
     嚙
    かみ潰したような顔で頷き、シュノール男爵は特に表情を変えることもせずに頷いた。

  　嗯。布修巴姆子爵在某种意义上很好懂，所以没什么问题，但修诺尔男爵几乎面不改色，所以很难懂。从他传来的精神波动颜色来看，感觉他对我没有隔阂……不过，毕竟是初次见面，所以也是理所当然的吧。

  　ふむ。ブッシュバウム子爵はある意味でわかりやすくて結構なんだが、シュノール男爵はどうにも表情を殆ど変えないからわかりにくいな。伝わってくる精神波動の色的には俺に隔意を抱いている感じは無いんだが……まぁ、初対面なのだからこんなものか。

  　之后，我们针对与克莉丝的婚约和结婚的准备进行了详细的讨论，会议在和平中结束了。虽然布修巴姆子爵有些话中带刺，但当我告诉他「我开始想在去韦尔扎鲁斯神圣帝国之前，先去布修巴姆子爵治理的星系看看了」后，他就闭嘴了。虽然是我自己利用了他，但被他这么嫌弃，我也有点无法接受……。

  　その後、クリスとの婚約や結婚に関する準備の細々とした話し合いをして会合は平和裏に終わることになった。ブッシュバウム子爵には若干チクチクネチネチとやられたが「なんだかヴェルザルス神聖帝国に行く前にブッシュバウム子爵の治める星系を見に行きたくなってきたなぁ」といった内容の話をしたら黙った。自分で利用しておいてなんだが、そこまでドン引きされるのも微妙に納得がいかねぇ……。

  　那么，既然达莱恩瓦尔德伯爵家的家臣们在某种程度上接受了，就回到婚约和结婚的话题吧。克莉丝要被认可为成年贵族，还需要三年左右的时间。但是，正如霍尔斯侯爵以前所说，这个惯例已经流于形式，实际上也有不少贵族在和平民一样的年龄就订婚或结婚。

  　さて、ダレインワルド伯爵家の家臣達からある程度の納得を得られた所で婚約や結婚の話に戻すが、クリスが貴族として成人と認められるにはまだ三年ほどの時間がある。しかし、以前にホールズ侯爵が言っていたように、このしきたりに関しては既に
    
     形
    けい
    
     骸
    がい化しており、実際には平民と同じ成人年齢を迎えた時点で婚約や結婚などをする貴族も少なくはないそうだ。

  　还有，虽然不到迫切的程度，但同时预定举行婚礼的瑟琳娜的年龄问题也是。虽然就我的感觉来说，这并不是什么大问题，但二十五岁的她以贵族女性来说，已经一脚踏进甚至两脚都踏进晚婚的年龄了。毕竟日本的晚婚化现象越来越严重……不，现在地球的事怎样都好。总之，考虑到双方的情况，结果就是。

  　それと、切実──という程ではないが、同時に婚儀を挙げる予定であるセレナの年齢の問題もある。俺の感覚的にはそんなこともないと思うのだが、二十代も半ばの彼女は貴族の女性としては
    
     嫁
    いき遅れに片足どころか両足を突っ込みかけている年齢なのだそうだ。日本では晩婚化が進んでいたからな……いや、今は地球の話はどうでもいいや。とにかく、双方の事情を鑑みた結果。

  「婚礼的日程应该会提前吧。恐怕不会等到克莉丝汀娜成年之后再举行。」

  「婚儀の日程は早まるだろう。恐らく、クリスティーナの成人を待ってからということにはなるまい」

  　达莱恩瓦尔德伯爵严肃地如此宣布，而以布修巴姆子爵为首，艾尔兹贝格女男爵和修诺尔男爵似乎也没有特别反对，都点头表示同意。

  　ダレインワルド伯爵が厳かにそう宣言し、その言葉に特に反論は無いのか、ブッシュバウム子爵を始めとしてエルツベルガー女男爵とシュノール男爵も同意するように頷いていた。

  　与霍尔斯侯爵家的协商、准备婚礼会场、联络宾客等等，要准备的事情多到不胜枚举。尽管如此，还是会在一年内举行婚礼吧。

  　ホールズ侯爵家との打ち合わせ、式場の準備、招待客への連絡、その他
    
     諸
    もろ
    
     々
    もろ、細かく言い出せばきりがない程に準備をすべきことは多い。それでも一年以内には婚儀を行うことになるだろう、との話だ。

  　然后，关于我今后的行动，布修巴姆子爵等人回去之后，达莱恩瓦尔德伯爵对我说：

  　で、俺の今後の動きに関してはブッシュバウム子爵達が帰った後にダレインワルド伯爵から話があった。

  「你要去韦尔扎鲁斯神圣帝国是无所谓，但不管再怎么久，都要在一年内回来。」

  「ヴェルザルス神聖帝国に足を延ばすのは構わん。だが、どんなに長引いても一年以内に帰るように」

  　从会议室般的房间移动到气氛稍微轻松一点的接待室，喝了一口女仆小姐准备的红茶后，达莱恩瓦尔德伯爵还是严肃地这么说。怎么回事，这个老爷爷不散发出贵族气场之类的东西就无法发言吗？

  　会議室のような部屋からもう少しゆったりとした雰囲気の応接室のような部屋に場所を移し、メイドさんが用意してくれた紅茶のようなものを一服してからダレインワルド伯爵はやはり厳かにそう言った。なんだろう、この
    
     爺
    じいさんは貴族オーラ的なサムシングを身に
    
     纏
    まとわないと発言できないのだろうか。

  「是。那个，我还有其他要做的事吗……？」

  「はい。あの、俺が他にすることは……？」

  　我有点被严肃地宣布处分的达莱恩瓦尔德伯爵吓到，但还是姑且问一下。这个老爷爷，脸和氛围都很可怕，老实说我不太擅长应付他。

  　厳かに
    
     沙
    さ
    
     汰
    たを伝えてくるダレインワルド伯爵に若干気後れしつつ、一応聞いておく。この爺さん、顔と雰囲気が怖くて正直苦手なんだよ。

  「没有。就算你是拥有子爵位的帝国贵族，那也是名誉爵位。当然，我们会尊重你身为帝国贵族的立场，但强迫不是真正贵族的人进行贵族礼仪的各种手续和准备，对彼此都没有好处。不管怎么说，你都是个装饰品。达莱恩瓦尔德伯爵家和霍尔斯侯爵家，以及威尔罗斯子爵家三家的关系，就像是一个用来维系的楔子。交给我们吧。」

  「無い。いくらお前が子爵位を持つ帝国貴族だとは言っても、それは名誉爵位だからな。無論、帝国貴族としての立場は尊重するが、真の貴族ではない者に貴族の儀礼的な諸々の手続きや用意を強要しても、互いに何も得をせん。良くも悪くも、お前はお飾り。ダレインワルド伯爵家とホールズ侯爵家、そしてウィルローズ子爵家の三家の関係を
    
     繫
    つなぎ止める
    
     楔
    くさびのようなものだ。我々に任せておけ」

  　说到这里，达莱恩瓦尔德伯爵稍微思考了一下。

  　と、そこまで言ってダレインワルド伯爵は少し考え込んだ。

  「不过，你的旅行也不急吧？暂时留下来吧。先和领地内的有力人士打个照面，之后也会比较少麻烦。」

  「だが、急ぐ旅でもなかろう？　
    
     暫
    しばらく滞在していけ。領内の有力者と面通しくらいしておいた方が後々面倒も少ないだろうからな」

  「Aye Aye, Sir。」

  「アイアイサー」

  　这趟旅行确实不赶时间。如果只是待个一星期左右，那留在达莱恩瓦尔德伯爵领地也行吧。

  　確かに急ぐ旅ではない。一週間やそこらならダレインワルド伯爵領に滞在していくのも良いだろう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「我原本是这么想的。」

  「と、俺は思ってたんだよ」

  「啊哈哈……」

  「あはは……」

  「你真笨……当然会变成这样啊。」

  「馬鹿ねー……そりゃこうなるに決まってるじゃない」

  　三天后，我整个人瘫在沙发上，灵魂都快从嘴里飘出来了。那个老头子，从早到晚都以分钟为单位塞满了我的行程。行程内容包括视察领地、聚餐，还有四处打招呼，或者该说是被到处打招呼……因为我和克莉丝一起走访各处，所以要说四处打招呼或许也没错，但一到当地就会受到无微不至的欢迎，被当成宾客对待。所以是被到处打招呼。

  　三日後、俺はソファにひっくり返って口から魂が出かかっていた。あの
    
     爺
    じじい、朝から晩まで分単位で俺にスケジュールを詰め込みやがった。スケジュールの内容は領内の視察だの会食だのと称した
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつ
    
     回
    まわりというか、挨拶され回りというか……俺がクリスと一緒に各所に足を運ぶのだから挨拶回りと言えばそうなのかもしれないが、現地に赴けば下にも置かない歓迎っぷりで賓客待遇。だから挨拶され回り。

  　对方是统治达莱恩瓦尔德伯爵领地各区域的地方官——大多是前几天进行会谈的那三人的部下——还有在达莱恩瓦尔德伯爵领地广泛经商的商会社长等人物。前者是男爵、比男爵低阶的准男爵或骑士爵等贵族或准贵族，后者则是平民中的有力人士。

  　相手はダレインワルド伯爵領の各地域を統括して治めている代官──大半が先日会談を行った三人の部下──だの、ダレインワルド伯爵領で手広く商売をやっている商会の社長だのといった
    
     面子
    メンツだ。前者は男爵だとか男爵よりも下の準男爵だとか騎士爵だとかの貴族や準貴族みたいな人々で、後者は平民の有力者だな。

  　古兰坎帝国是彻底的贵族主义，或者说是权威主义，封建主义，身份社会……所以，即使是我们主动拜访，但只要下任女伯爵克莉丝也一起的话，就会被完全当成VIP对待。

  　まぁ、グラッカン帝国はバリバリの貴族主義というか権威主義というか封建主義というか、身分社会というか……なので、こちらから訪ねたとしても次期女伯爵であるクリスも一緒となると、それはもう完全なるＶＩＰ対応なのである。

  　但是，如果一天有好几件，从早到晚以分钟为单位塞满行程的话，再怎么说也会受不了。即使是被款待的一方也会感到疲惫。即使被说保持自然就好，但被对方当成客人，被盛情款待的话还是会感到疲惫。

  　だが、それも一日に何件も、朝から晩まで分単位で予定を詰め込まれれば流石に参ってしまう。歓待される側でも疲れる。自然体で良いとは言われても、あちらさんにお客様扱いされて
    
     上
    あげ
    
     膳
    ぜん
    
     据
    すえ
    
     膳
    ぜんで歓待されると疲れるのだ。

  「本人倒是觉得能参观各种各样的地方很开心」

  「
    
     此
    この身は色々な場所を見られて楽しいのですが」

  「库姬真是个大人物啊……」

  「クギは大物やな……」

  「我们可不行」

  「私達は無理」

  「我觉得很有趣。技术水平明明没有太大变化，但社会制度不同，文化也会有这么大的差异啊」

  「私は面白かったね。テクノロジーレベルはそんなに変わらないのに、社会制度が違うとこうも文化が違うものなんだね」

  「本人也觉得和祖国的文化差异很有趣」

  「此の身も祖国との文化の違いを感じて楽しく思います」

  「我只要默默地吃喝就好了，所以很轻松」

  「私は黙って飲み食いしてるだけで良かったから楽ちんだったねぇ」

  　我们成员中没有累倒的只有库姬，翔子医师和涅薇三人。

  　俺達のメンバーでぐったりとしていないのはクギとショーコ先生、それにネーヴェの三人だけだ。

  　涅薇对古兰坎帝国的一切都感到新鲜，根本没空感到疲惫，而且她看上去就是个少女，所以没人会过来拍马屁。库姬也是感叹大于疲惫，再加上她作为我的随从，所以很难受到问候攻势。翔子医师打扮得华丽又充满魄力，所以只要笑一笑就能避免问候攻势，真是赚到了。

  　ネーヴェはグラッカン帝国の何もかもが新鮮で疲れる暇もなく感心している上、見た目が少女にしか見えないのでおべっかを使う連中が寄ってこない。クギも疲れるよりも感心の度合いが大きく、なおかつ俺の従者として振る舞っているので挨拶攻勢を受けづらい立場となっている。ショーコ先生は着飾るとゴージャスで迫力があるので、ニヤニヤしているだけであまり挨拶攻勢を受けないお得な特性があることが判明した。

  「不过，行程表也只排到今天。从明天开始就能稍微放松——」

  「まぁ、スケジュールが詰め込まれているのも今日までだ。明日からは少しはゆっくりでき──」

  　话还没说完，就被“砰！”的一声开门声给打断了。

  　るさ、という言葉はバァン！　と開いた扉の音に
    
     搔
    かき
    
     消
    けされた。

  「希罗大人！我来玩了！」

  「ヒロ様！　遊びに来ました！」

  「咕哇！？」

  「グワーッ!?」

  「哇！？」

  「わーっ!?」

  「喂！？」

  「ちょっ!?」

  　克莉丝就像从一切束缚中解放出来一样，像子弹一样飞了过来，扑进了我的怀里。当然，我被她的动能直接击中，受到了巨大的伤害，过剩的能量甚至把一起坐着的蜜蜜和艾尔玛连同沙发一起掀翻了。

  　まるで全てから解放されたとでもいった様子のクリスが弾丸のように飛び込んできた。俺の胸に。当然、俺はその運動エネルギーをまともに受け止めることになって大ダメージを食らうことになり、過剰なエネルギーは一緒に座っているミミとエルマごとソファをひっくり返す。

  　结果，我、蜜蜜和艾尔玛在仰面朝天的沙发上挤成一团，场面十分惨烈。好痛。

  　結果として、
    
     仰
    あお
    
     向
    むけに倒れたソファの上に俺とミミとエルマが団子になるという大惨事が展開されることとなった。とても痛い。

  「疼疼疼疼疼……」

  「すっっっっげぇ痛い……」

  「对，对不起……」

  「ご、ごめんなさい……」

  　大概是势头太猛，滚到了稍远的地方，克莉丝的声音从远处传来。

  　勢い余ってゴロゴロと転がっていったのか、少し離れた場所からクリスの声がする。

  「克莉丝……你还在被身体强化耍着玩吗？」

  「クリス……
    
     貴女
    あなた、まだ身体強化に振り回されてるの？」

  「偶尔会控制不住……虽然我有跟祖父大人学过一点剑术，但平时没什么活动身体的机会……对不起」

  「
    
     稀
    まれに制御のタガが外れてしまうんですよね……お祖父様には少しだけ剣を習ってはいるのですが、普段は
    
     身体
    からだを動かす機会があまりなくて……ごめんなさい」

  　艾尔玛的声音明显很不高兴，克莉丝则用沮丧的声音回答。嗯，总之先起来吧。虽然疼得要死。

  　流石に不機嫌そうなエルマの声に、クリスがしょんぼりした声で答える。うん、とりあえず起きようか。すっげぇ痛いけど。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　被克莉丝撞飞的我受了需要十五分钟才能痊愈的伤。医疗舱的力量真厉害。翔子医师说，自然治愈的话至少需要三周到四周的时间。我问她，那我搞不好骨折了？她回我一个暧昧的笑容。

  　クリスに激突された俺は全治十五分の
    
     怪
    け
    
     我
    がを負った。医療ポッドの力ってすげーよな。自然治癒だと最低でも三週間から四週間くらいかな？　ってショーコ先生に言われたんだが、それって下手すると骨が逝ってたってことでは？　と聞いたら
    
     曖
    あい
    
     昧
    まいな笑みを返された。

  「克莉丝，结婚之前你要把强化后的身体控制得完美无缺。控制训练可不能偷懒哦？」

  「クリスは結婚するまでに強化された身体の制御を
    
     完
    かん
    
     璧
    ぺきにしておくように。制御訓練をサボっちゃダメよ？」

  「是……」

  「はい……」

  　从黑莲花的医务室移动到休息区后，我看到克莉丝正在被艾尔玛说教。这也是理所当然的。就算有忙不过来的理由，但因为偷懒不训练而害别人受伤，这完全是需要好好反省的事情。虽然我是原谅她了。

  　ブラックロータスの医務室から休憩スペースに移動すると、クリスがエルマに説教されていた。さもありなん。忙しいという理由があるにせよ、日々の訓練をサボった結果、他人に怪我をさせるというのは完全にケジメ案件である。俺は許すけど。

  「克莉丝君现在是成长期呢。就算自以为已经习惯了，但随着成长，控制力也有可能会失控。你这个年纪，训练可不能偷懒哦？不然初夜的时候，希罗君的肋骨，脊椎，腰骨什么的都有可能被你折断」

  「クリスくんは成長期だからねぇ。慣れたつもりでも、成長によって制御が外れることもあるんだよ、そのくらいの年齢だと。訓練は日々しっかりやっておいてくれたまえよ？　初夜でヒロくんの
    
     肋
    ろつ
    
     骨
    こつとか背骨とか腰骨とかがポッキリ、なんてことになりかねないからね」

  「那是什么啊，好可怕」

  「なにそれこわい」

  「偶尔会有这种情况呢。平时不怎么运动的贵族千金，在新婚初夜把丈夫的骨头折断了……之类的。瑟琳娜是军人，一直有在锻炼，所以应该不会发生这种事情」

  「たまにあるのよね。普段運動とかしない貴族のご令嬢が、新婚初夜に
    
     旦
    だん
    
     那
    なさんの骨を何本か……って話。軍人のセレナは欠かさず鍛錬しているからそんなこと無かったでしょうけど」

  　和我一起从医务室移动过来的翔子医师对克莉丝提出忠告，而艾尔玛听了这个忠告后开始说些恐怖的事情。那个，所谓的丈夫也是施加过身体强化的贵族吧？连那种贵族都会断掉好几根骨头，那没有施加身体强化的我会不会更惨？

  　俺と一緒に医務室から移動してきたショーコ先生がクリスに忠告をして、その忠告を聞いたエルマが恐ろしい話をし始める。それ、旦那さんってのも身体強化を施した貴族だよな？　そんな貴族ですら骨を何本かやるってことは、身体強化なんてしていない俺はそれよりも
    
     酷
    ひどいことになるのでは？

  　仔细想想，施加过身体强化的贵族，力气能发挥到和动力装甲同等，或者稍微逊色一点的程度。在没有动力装甲的情况下，要是被这种力气的人缠住，骨头肯定会断个几根。

  　考えてみれば、身体強化を施した貴族ってパワーアーマーと同程度か、少し劣るくらいの
    
     膂
    りよ
    
     力
    りよくを発揮するんだよな。そりゃ生身でくんずほぐれつした時にそんな力を出されたら骨なんざボキボキに折れるわ。

  「克莉丝，训练要加油啊」

  「クリス、訓練頑張ろうな」

  「好的……」

  「はい……」

  　久违地从工作中解放，精神满满的克莉丝现在也变得无精打采。怎么说呢，就是那种垂头丧气的感觉。她现在非常失落。毕竟因为自己的疏忽让别人受伤了，这也是没办法的。

  　久々に仕事から解放されて元気いっぱいだったクリスも青菜に塩といった様子だった。それはもうなんというかしおしおである。とてもしょんぼりしている。そりゃ自分の不注意で怪我をさせてしまったらこうなるか。

  「虽然很痛，但已经治好了，所以没问题。克莉丝也道歉了，这件事就到此为止。可以吧？」

  「痛かったけど治ったから問題なし。クリスも謝ったんだからこの件はおしまい。イイネ？」

  「既然希罗这么说，那我也没意见。蜜蜜也没意见吧？」

  「ヒロがそう言うなら良いけどね。ミミもいい？」

  「当然！」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろんです！」

  　蜜蜜笑着说道，同时抱住了失落的克莉丝。嗯嗯，感情好是件好事。

  　ミミが笑顔でそう言いながらしょんぼりとしているクリスを抱きしめる。うんうん、仲良きことは美しきかな。

  「克莉丝的事情就先这样，我们是要去玩吧？要去哪里？」

  「クリスの件はそれでええとして、遊びに行くんよね？　どこ行くん？」

  「去涅薇那里看看衣服怎么样？她只有简单的连衣裙，或者相反地，只有外出时穿的正装吧？」

  「ネーヴェちゃんの服を見に行くとかどうかな？　シンプルなワンピースか逆に力の入ったよそ行きの服しかないよね？」

  「好主意！难得身体状况变好了，就去打扮一下吧！」

  「いいですね！　折角身体の調子も良くなってきたんですから、お
    
     洒落
    しやれもしましょう！」

  「是啊，买件会让船长忍不住扑上去的性感衣服也不错呢。」

  「そうだね、キャプテンがつい襲いかかってきたくなるようなセクシーなのとか良いね」

  　该说是打扮吗？对服装有兴趣的人们正叽叽喳喳地讨论涅薇的衣服，不过有四个人显得有些安静。第一个人是我，第二个人是艾尔玛，第三个人是翔子医师，然后第四个人是库姬。

  　着飾るというか、服に興味がある勢はネーヴェの服の話題でキャッキャしているが、若干四名ほど静かになっている人物がいる。一人目、俺。二人目、エルマ。三人目、ショーコ先生、そして四人目がクギである。

  「嗯，不错啊？顺便买些大家觉得不错的衣服吧。」

  「うん、良いんじゃないか？　ついでに皆も何か良さそうな服とかあれば買ったら良い」

  　我属于大量囤积同款服装，然后轮流穿的类型，所以没什么兴趣。艾尔玛和翔子医师也和我差不多，库姬则总是穿着巫女服。

  　俺は同じデザインの服を大量にストックして着回す勢なので、あんまりなぁ。エルマとショーコ先生も俺と同じような感じだし、クギはいつも
    
     巫女
    みこ服だ。

  　库姬的话，先不论头上的狐耳，那三条毛茸茸的尾巴是个问题……古兰坎帝国流通的服装，基本上大部分都无法对应她的尾巴。

  　クギの場合は頭の上の
    
     狐
    きつね耳はともかく、三本のモフモフ
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽが問題でな……基本的にグラッカン帝国内で流通している服のテンプレートの大半が彼女の尻尾に対応できない。

  　当然，除了库姬以外也有其他种族拥有尾巴或是类似的器官，所以只要去适合那些种族的店家就好，不过那种店家很少见。感觉只有在繁荣的交易殖民卫星偶尔会看到。在人类为主要居民的德克瑟Ⅲ上的服饰店恐怕无法期待。

  　無論、クギ以外にも尻尾やそれに相当する器官を持つ種族はいるので、そういった種族向けの店に行けば良いのだが、そういう店ってあんまり見かけないんだよな。栄えた交易コロニーならたまにあるって感じ。人間が主な住人であるデクサーⅢ上の服飾店では恐らく期待できまい。

  「是啊。我打算去收集德克瑟Ⅲ的名酒。」

  「そうね。私はデクサーⅢの銘酒でも集めに行こうかしら」

  「啊啊，不错呢。听说行星上卖的是用真正的农作物酿造的酒」

  「ああ、良いねぇ。惑星上では本物の作物から醸造したお酒を売ってるって話だし」

  「本人会陪在主公身边」

  「此の身は我が君にお供致します」

  「那么，要去有衣服和酒，什么都有卖的综合商业设施吗？」

  「では服からお酒からなんでも
    
     揃
    そろう総合商業施設にでも行きますか？」

  　我点头同意了克莉丝的提议，但突然想到。

  　クリスの提案に
    
     頷
    うなずいた俺だったが、ふと考え込む。

  「……贵族会特意去店里买东西吗？不是叫人来宅邸吗？」

  「……貴族ってわざわざ店に行って買い物とかするのか？　屋敷に呼びつけたりするんじゃ？」

  「虽然也可以那样做，但你不觉得那样没有去玩的感觉吗……？要面对的是带着笑脸搓着手讨好自己的商人哦？感觉和昨天为止做的事几乎一样」

  「そういうこともできますけど、それってなんだか遊びに行った感が無いと思いませんか……？　笑顔を貼り付けて
    
     揉
    もみ
    
     手
    でをしながら
    
     媚
    こびてくる商人を相手にするんですよ？　昨日までやっていたことと
    
     殆
    ほとんど同じ感じになりますけど」

  「还是算了」

  「やめよう」

  　克莉丝对立刻回答的我深深点头。我暂时不想面对那些想尽可能留下好印象，借此获得利益的大人们。

  　即答した俺にクリスが深く頷き返してくる。少しでも好印象を残して何かしらの利益を得ようとする大人達の相手は暫くしたくない。

  「要去的话，克莉丝的长相已经暴露了，很显眼，所以必须变装。嗯，用我和蜜蜜的衣服挑件合适的，再改变发型吧」

  「行くならクリスは顔も割れてるし、目立つから変装しないとダメね。うーん、私とミミの服で着られそうなのを見繕って、髪型も変えましょうか」

  「穿佣兵风格的衣服吧！」

  「
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいっぽい感じの服装にしましょう！」

  「化妆就交给本人吧」

  「お化粧なら此の身にお任せください」

  「我也来帮忙」

  「私も手伝いますね」

  　克莉丝被蜜蜜她们带走了。剩下的是梅伊和蒂娜，以及翔子医师和涅薇四人。

  　クリスがミミ達に連行されていった。残ったのはメイとティーナ、それにショーコ先生とネーヴェの四人である。

  「……我不擅长化妆和打扮。」

  「……うちは化粧とかお洒落とかそういうの苦手やし」

  　薇丝卡去了，蒂娜不去吗？大概是察觉到我的视线，蒂娜一边说着像是借口的话，一边坐到我旁边。然后翔子医师也坐到我另一边，把我夹在中间。

  　ウィスカは行ったけど、ティーナは行かないのか？　という俺の視線を感じ取ったのか、ティーナが言い訳めいたことを言いながら俺の隣に座る。そして俺を挟んでその反対側にショーコ先生も腰を下ろした。

  「你也知道，我对这方面不太了解，对吧？梅伊君也是凭着坚强的意志穿着女仆装。」

  「私も知っての通りそっち方面はあんまり、ねぇ？　メイくんは強い意志でメイド服を着てるし」

  「我觉得大家也穿女仆装就好了。」

  「皆様もメイド服を着れば良いと思うのですが」

  　如果所有女性船员都穿女仆装，别人会怎么看待我呢？除了这一点以外，这是个很棒的提议。我想看看大家穿女仆装的样子。问题是，如果真的那么做，我作为无与伦比的女仆装爱好者的形象可能会被固定下来，这很危险。

  　女性クルー全員にメイド服を着せていたら俺が他人にどう思われるか、という点を除けば素晴らしい提案だな。皆のメイド服姿、見てみたいです。問題はそんなことをしたら無類のメイド服好きとして俺の対外イメージが固定されかねないという危険を
    
     孕
    はらんでいる点だ。

  「船长，我也穿给你看吧？女仆装。」

  「キャプテン、私も着てあげようか？　メイド服」

  「好啊，下次让梅伊君准备所有人的女仆装吧。」

  「良いねぇ、今度メイくんに全員分のメイド服を見繕ってもらおうか」

  「只要给我预算，我就能买到完美的女仆装。」

  「予算を頂ければ完璧なメイド服を調達してご覧にいれます」

  「好啊。」

  「いいね」

  　对外形象？谁管它啊！被好几个女仆小姐簇拥着，是男人的梦想吧！？算了，只要在船上享受就好了。

  　対外イメージ？　そんなもの知ったこっちゃねぇ！　複数のメイドさんにチヤホヤされるのは男の夢だよなぁ!?　まぁ、船の中でだけ楽しめば良いだろう。

  「哥哥也喜欢啊……要不要试试其他的cosplay？」

  「兄さんも好きやなぁ……他のコスプレとかもしてみる？」

  「好啊。预算的话我出。就从我的私房钱出。」

  「しようか。予算なら出すぞ。俺のポケットマネーから」

  　之后，我带着改变形象的克莉丝前往综合商业设施，买了涅薇的衣服，搜购德克瑟Ⅲ的酒和特产，还有搜购cosplay服装——应该说是搜购cosplay用的服装。

  　その後、イメチェンしたクリスを連れて総合商業施設に赴き、ネーヴェの服を買ったり、デクサーⅢの酒や特産品の類を買い
    
     漁
    あさったり、コスプレ衣装──というかコスプレ用の衣装を買い漁ったりした。

  　你问我cosplay服装和cosplay用的服装有什么不同？大概就是不是那种廉价的薄衣服，而是真正的服装吧……虽然店员对我露出奇怪的表情。

  　コスプレ衣装とコスプレ用の衣装の何が違うのかって？　安っぽいペラペラのそれっぽい服じゃなくて、ホンモノってところが違うところかな……店員さんには変な顔をされたけど。

  　嗯，就是那个。我无法抵抗欲望。

  　まぁ、アレだ。欲望には
    
     抗
    あらがえなかったよ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「这不适合我们这种小不点吧？」

  「うちらみたいなちんちくりんには似合わんのと違う？」

  「不，非常棒。非常棒。」

  「いや、
    
     凄
    すごい良い。とても良い」

  　买完东西回到黑莲花后，我行使船长权限，立刻请她们穿上买来的服装。滥用职权？我才不管！比起那种事，cosplay更重要！

  　買い物を終えてブラックロータスに戻ってきたので、俺はキャプテン権限を行使して買ってきたコスチュームを早速着てもらうことにした。職権濫用？　知らんな！　そんなことよりもコスプレだ！

  「是、是吗……？」

  「そ、そうですか……？」

  　穿着红色系和蓝色系的美丽精灵风服装——类似旗袍的衣服——的蒂娜和薇丝卡，看到我一脸认真地拍手，害羞地扭动身体。从开得比较高的开衩中露出的两人的大腿实在很棒。臀部曲线也很美。这真是好东西。

  　赤系と青系の
    
     綺
    き
    
     麗
    れいなエルフ風衣装──チャイナドレスっぽいもの──を着たティーナとウィスカが俺に真顔で拍手をされて照れてクネクネしている。深めのスリットから
    
     覗
    のぞく二人の太ももが実に良い。ヒップラインも美しい。これは良いものだ。

  「这姑且算是精灵的传统服装……」

  「一応それはエルフの伝統ある衣装なんだけど……」

  　艾尔玛一边说着一边用鄙视的眼神看向我，她身上穿着梅伊监修的女仆装。是那种胸口没有大开，裙子也没有异常短小的古风维多利亚式女仆装。头上还好好戴着白色发饰，这点很棒。

  　そう言って俺にジト目を向けてくるエルマはメイが監修したメイド服姿だ。胸元が開いていたりも、異常にスカートが短かったりもしない古式ゆかしいヴィクトリアンスタイルである。ちゃんとホワイトブリムもつけているのがグッドだ。

  「我觉得不仅可爱还很性感，很不错！」

  「
    
     可愛
    かわいいだけでなく色っぽくて良いと思います！」

  　这么说的蜜蜜也穿着梅伊监修的女仆装。simple is best这句话或许就是为了现在的蜜蜜而存在的。女仆装的胸口部分被梅伊强大的正面装甲压迫到几乎要撑破。梅伊真的很懂这种事呢，太棒了。

  　そう言うミミもメイが監修したメイド服に身を包んでいる。シンプルイズグッドという言葉は今のミミのためにある言葉かもしれない。メイド服の胸部分がメイの強大な正面装甲に圧迫されてはち切れんばかりだ。メイは本当にこういうとこよくわかってるよな。素晴らしい。

  「和蜜蜜小姐相比，我的魄力……」

  「ミミさんと比べると迫力が……」

  「我只能说很棒。虽然布修巴姆子爵看到这幅光景可能会气死就是了。」

  「俺からはグッドだ、と言っておく。ブッシュバウム子爵辺りがこの光景を目撃したら憤死しそうだけど」

  　克莉丝也穿着梅伊监修的女仆装，但她看着蜜蜜和自己的胸部，显得很消沉。让下任女伯爵大人做女仆打扮，不光是布修巴姆子爵，达莱恩瓦尔德伯爵也会发飙吧。绝对要小心别被发现。

  　クリスも同じくメイ監修のメイド服を着ているのだが、ミミと自分の胸を見比べてどんよりしている。次期女伯爵様にメイドの格好をさせているとか、ブッシュバウム子爵もだがダレインワルド伯爵もキレそうだよな。絶対に発覚しないように気をつけよう。

  　还有，克莉丝。胸部的大小并不代表一切。当然大是件好事，蜜蜜的胸部无论大小还是形状都是最棒的，真的棒到不行，但即便如此，克莉丝还在发育中的胸部也一样很棒。

  　それとな、クリス。おっぱいっていうのは大きさが全てじゃないんだ。勿論大きいことは素晴らしいことだし、ミミのそれは大きさも形も最高なので本当にもう最高なのだが、だからといってクリスの成長中のそれが素晴らしくないということではないんだ。

  　胸部不分贵贱——要是我太激动地讲这种话，大家会吓到的。我为人谦虚，所以不会多说什么，也不会说出口。

  　おっぱいに貴賤はないんだよ──とあまり熱く語るとドン引きされてしまうからな。俺は謙虚なので多くは語らないし、口に出すのもやめておく。

  「哈哈哈，真是华丽，真好啊」

  「はっはっは、華やかでいいねぇ」

  「为什么只有医生穿得这么普通啊」

  「なんでドクターだけ普通の格好なのさ」

  「我要是穿女仆装，角色就和梅伊君重复了。而且我买来的衣服现在穿的话有点太刺激了？」

  「私がメイド服を着たらメイくんとキャラ
    
     被
    かぶりしちゃうからねぇ。買ってきた衣装は今着るにはちょっと刺激的すぎるし？」

  「啊……那个金闪闪布料面积少得要命的衣服吗。那已经不是比基尼了吧？」

  「ああ……あの金ピカで馬鹿みたいに布面積の少ないアレかい。アレはもうビキニ？　ですらないのでは？」

  　翔子医师穿着平时的打扮，只是把白大褂脱了，笑着看着大家的cosplay。涅薇穿着女仆装吐槽翔子医师。是合法白萝莉女仆。虽然属性多到像发生交通事故一样，但很适合她，所以没问题。

  　いつもの格好から白衣だけを除いたショーコ先生が笑いながら皆のコスプレを眺めている。そんなショーコ先生にツッコミを入れているネーヴェもメイド服姿である。ホワイト合法ロリメイドである。属性がなんか交通事故めいてとんでもない事になっているが、とても似合っているのでヨシ。

  　话说，翔子医师到底买了什么啊。金闪闪布料面积少的比基尼？真的假的？现实中有人会穿这种东西吗？有啊。待会儿务必让我看看。

  　というか、ショーコ先生は一体何を買ったんだよ。金ピカで布面積が少ないビキニ？　マジで？　そんなの現実で着る人おる？　おったわ。是非後で見せて欲しい。

  「总，总觉得静不下来」

  「な、なんだか落ち着きません」

  「喵——」

  「にゃーん」

  　库姬也和艾尔玛和梅伊一样穿着女仆装，但可能是白色发箍戴起来不舒服，她头上的狐耳一直动来动去。说不定只是因为穿起来的感觉和平时穿的那件充满未来感的巫女服不同，所以静不下来而已。

  　クギもエルマやメイと同じくメイド服を着ているのだが、ホワイトブリムのつけ心地が良くないのか、しきりに頭の上の狐耳をパタパタと動かしている。もしかしたらいつも着ているサイバーな感じの巫女服と着心地が違って落ち着かないだけかもしれないが。

  　然后是梅伊。那是什么。那个猫耳是什么啊喂。太不像话了。而且连尾巴都有。

  　そしてメイ。なんだそれは。その猫耳はなんだそれはオイ。けしからん。しかも尻尾までついているじゃないか。

  「这是以库姬小姐的数据为基础制作的试作型猫耳附件」

  「これはクギさんのデータを基に作られた試作型のねこみみアタッチメントです」

  「猫耳附件」

  「ねこみみアタッチメント」

  「还有尾巴」

  「しっぽもあります」

  　梅伊明明面无表情，却一边酝酿出一股非常得意的表情，一边背对着我展示从腰部附近伸出来的像猫一样的尾巴。啊，和库姬的女仆装一样，有尾巴洞呢。不，不对，不是这样。

  　完全な無表情なのに物凄いドヤ顔感を醸し出しながらメイが俺に背を向けて腰の辺りから伸びる猫っぽい尻尾を披露する。ああ、クギのメイド服と同じでちゃんと尻尾穴がついてるのね。いや、違うそうじゃない。

  
   [image: ]
  

  「你从哪里拿来的这种东西啊」

  「どこからそんなものを持ってきたんだ」

  「是的，主人。德克瑟Ⅲ有个东方的工房。我从那里用快递送来了试作品」

  「はい、ご主人様。デクサーⅢにオリエントの工房がありまして。そちらから速達で試作品を送ってもらいました」

  「那个，本人的数据是指……？」

  「あの、
    
     此
    この身のデータとは……？」

  「就是自然的耳朵和尾巴的动作数据。没问题的，里面不包含任何个人情报。」

  「自然な耳と尻尾のモーションデータを少しだけですね。大丈夫です、個人情報は一切含まれません」

  　梅伊头上竖起的猫耳和腰后摇晃的尾巴，明显地营造出得意洋洋的氛围，非常有趣。明明面无表情，感情却能视觉化。

  　ぴーんとメイの頭の上で立っている猫耳と腰の後ろでゆらゆらと揺れている尻尾が得意げな雰囲気をありありと醸し出しているのが面白い。無表情なのに感情が視覚化されている。

  「话说回来，你啊……说什么船长权限，让她们做这种事情，我觉得不太妥当哦？」

  「それにしてもあんたねぇ……キャプテン権限だとか言ってこういうことをさせるのはどうかと思うわよ？」

  「因为我想看大家穿女仆装的样子嘛……」

  「だって皆のメイド服姿見たかったんだもん……」

  「什么因为嘛……你这么认真地说，我反而觉得退避三舍。」

  「だもんってあのねぇ……そんなマジで言われると流石にドン引きなんだけど」

  「感觉就像人生的春天。」

  「我が世の春って感じがする」

  　蒂娜和薇丝卡穿着类似旗袍的精灵传统服装，分别站在我的左右两侧。我一脸认真地这么说，艾尔玛露出一副无可奈何的表情。没办法啊，这可是男人的浪漫。我不会真的去碰她们的，所以请原谅我。

  　チャイナドレスめいたエルフの伝統衣装を着たティーナとウィスカを両脇に侍らせて真顔でそう言うと、エルマに処置なしという顔をされてしまった。仕方ないじゃん。こういうのは男のロマンじゃん。流石にお触りとかはしないから許して欲しい。

  「哎，偶尔放纵一下也无妨吧？大哥，晚上姑且不论，你平常还挺禁欲的，危险的时候也会以我们的安全为第一优先，对吧？」

  「まぁええんやない？　たまにハメ外すくらいなら。兄さん、夜はともかくとして普段は割とストイックやし、危険な時はうちらの安全第一で気ぃ遣ってくれるやん？」

  「我、我也不讨厌这样……」

  「わ、私も嫌ってわけじゃないですし……」

  　蒂娜一边把身体靠在我身上，一边这样说道，薇丝卡虽然发言比较保守，但也紧紧地贴着我。

  　ティーナが俺に身体を押し付けてしなだれかかりながらそう言い、ウィスカもまた控えめな発言をしながらも俺にピッタリと密着してくる。

  「嗯，用船长权限举办cosplay大会，要说的话，也算是比较正经的吧……？」

  「んまぁ、キャプテン権限使ってやるのがコスプレ大会ってのも大人しいといえば大人しいのかしらね……？」

  「艾尔玛小姐，不正经的话会怎么样？」

  「エルマさん、大人しくないとどうなるんですか？」

  「那当然是嗑药嗑到嗨，然后大乱交咯。跟那种情况相比，像希罗这样让她们穿上cosplay服装欣赏，还算比较正经的呢。」

  「そりゃもうドラッグでもキメながら大乱交よ。そういうのに比べればヒロみたいにコスプレ衣装着せて眺めるくらいはまだ大人しいものよね」

  「开玩笑的吧……？」

  「冗談ですよね……？」

  　克莉丝听到艾尔玛的回答，表情僵硬，退避三舍。我也退避三舍。再怎么说，糜烂也该有个限度吧。

  　クリスがエルマから返ってきた答えに顔を
    
     引
    ひき
    
     攣
    つらせてドン引きする。俺もドン引きする。いくらなんでも
    
     爛
    ただれすぎにも程があるだろう、それは。

  「我再强调一次，希罗作为佣兵，真的是品行极为端正的类型哦？只要有钱，就喝酒嗑药，沉迷女色的佣兵也不少见，船上养了好几个女人的家伙，跟希罗比起来，简直可爱多了。」

  「改めて言っておくけど、ヒロは傭兵としては本当に極めて品行方正な類なのよ？　金ができれば酒にドラッグ、女に
    
     溺
    おぼれる傭兵なんてのも珍しくないし、船に何人も女を囲ってるような手合いはヒロが可愛く見えてくるくらい凄いわよ」

  「很厉害吗？」

  「凄い、ですか」

  　克莉丝从艾尔玛口中得知了伦理观低下的普通好色佣兵的生态，脸变得通红。旁边的蜜蜜也露出困扰的表情，脸有点红，但反应没有克莉丝那么夸张。这是因为蜜蜜和克莉丝不同，至今为止已经听过很多佣兵的这类话题了吧。她好像会和公会的接待大姐姐聊这种话题。主要是被担心。

  　エルマから倫理観低めの一般的な女好き傭兵の生態を聞いてクリスが顔を赤くしている。その横でミミも困ったような顔で顔を少し赤くしているが、クリスほどの反応ではないのはクリスと違ってミミは傭兵のそういう話を今までに色々見聞きしているからだろうな。傭兵ギルドの受付のお姉さんとかとそういう話をするらしい。主に心配されて。

  　你也在身边围着很多女孩子的船长那里工作吧？没问题吗？有没有被强迫做什么乱来的事？差不多就是这种感觉。

  　あなたも女の子をいっぱい囲ってるキャプテンのところで働いているんでしょう？　大丈夫？　無茶なことされてない？　みたいな感じで。

  　我对此感到非常意外。我明明是极为绅士地对待船员们的。你问我现在在做什么？我拒绝回答。

  　俺としては大変に心外である。俺は極めて紳士的にクルー達に接しているというのに。今お前が何をやっているのか省みてみろって？　嫌です。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　cosplay大会结束后，我们又举办了cosplay大会的续摊。没错，这次轮到我当大家的换装人偶了。我被迫换上各种莫名其妙的服装，甚至还演了小短剧。不过，毕竟我之前让她们换上cosplay服装，还笑嘻嘻地欣赏，所以她们也有这个权利吧。因为这幅画面完全没人会高兴，所以我决定封印这段记忆。

  　コスプレ大会が終わったらコスプレ大会の二次会が開催された。そう、今度は俺が皆の着せ替え人形化である。なんか色々とよくわからん格好をさせられ、小芝居までさせられた。いや、まぁ俺が皆にコスプレ衣装を着せてニヤニヤしながら眺めたりしたのだから、彼女達にもその権利はあるだろう。まったくもって誰得な絵面なので、俺はその記憶を封印することにしたが。

  　然后，那天晚上。

  　で、その夜のことである。

  「当然不行啊。」

  「駄目に決まってるだろ」

  　我对着来到房间的克莉丝如此说道。

  　部屋を訪ねてきたクリスに俺はそう言い放った。

  「没问题的。祖父大人也会允许的」

  「大丈夫です。お祖父様も許して下さりますから」

  　克莉丝微笑着说道，她身上穿着一件半透明的睡裙。啊，不行。不行啊，这位客人。啊，这可难办了。

  　そう言ってにっこりと
    
     微笑
    ほほえむクリスの衣装はスケスケのネグリジェめいたものであった。あー、いけません。いけませんお客様。あー、困ります困ります。

  「就算这样……」

  「仮にそうだとしてもだな……」

  　真难办。我总不能去问达莱恩瓦尔德伯爵「我可以对您的孙女出手吗？」。但要是她说已经得到许可了，我也没有理由拒绝。

  　困った。まさかダレインワルド伯爵に「お孫さんに手を出しますけど、良いですね？」などと聞くわけにもいかない。だが許可を
    
     貰
    もらっている、問題ないと言われて迫られると拒む理由に乏しい。

  「您不会用还没结婚，还没订婚这种理由拒绝我吧？」

  「まさか婚前だからとか、婚約前だからとかそういう理由では断りませんよね？」

  「唔……」

  「ぐぬぬ……」

  　被她这么一说，我就没辙了。我只有和蜜蜜正式结了婚，和其他船员并没有公开的婚姻关系。虽然我觉得我们实际上处于类似婚约的状态。既然我已经对她们出手了，就没有理由用克莉丝所说的理由拒绝她的决心。

  　それを引き合いに出されると弱い。俺が正式に婚姻関係を結んでいるのはミミだけで、その他のクルーとは公的にそういった関係を結んではいない。事実婚みたいな状態ではあると思うが。そんな状態で彼女達に手を出している以上、クリスの言うような理由で彼女の覚悟を拒むというのは理屈が合わない。

  「如果担心身体和年龄的话，我和蜜蜜小姐没什么区别，而且我也长大了，更重要的是我接受了强化手术，身体很结实」

  「身体や年齢の事ならミミさんとそう変わりませんし、私も成長していますし、何より強化手術を受けてもいますから頑丈ですよ」

  「别抢我的话」

  「先回りするんじゃない」

  　克莉丝从正面抱住我，用手臂环住我的腰，把我一点点地往房间里推。无论是体格还是体重，应该都是我更胜一筹，但就算我想抵抗也纹丝不动。如果我使用灵能能力认真抵抗的话，压制克莉丝是很容易的，但要是我拒绝到那种地步，不知道会有什么后果……。

  　正面から俺に抱きつき、腰に腕を回してきたクリスがジリジリと俺を部屋の中に押し込んでくる。体格的にも体重的にも俺の方が勝っている
    
     筈
    はずなのだが、抵抗しようにもびくともしない。サイオニック能力も駆使して本気で抵抗すればクリスを制圧するのは容易だが、そうまでして拒否などしたらどうなるか予想がつかないなぁ……。

  「无论如何都不行吗？」

  「どうしてもか？」

  「无论如何都不行。你又要到很远的地方去了吧？」

  「どうしてもです。また遠くに行ってしまうのでしょう？」

  　她抬头盯着我的脸，那双如黑玛瑙般闪耀的眼睛看起来意志坚定。

  　じっと俺の顔を見上げてくるオニキスのように輝く
    
     瞳
    ひとみの意思は固そうだ。

  　既然是克莉丝，达莱恩瓦尔德伯爵应该真的会允许吧。毕竟我以前也用这个理由拒绝过，她应该也清楚记得。

  　クリスのことだから、ダレインワルド伯爵が許してくれるというのも本当のことなのだろう。以前はそれを理由に断ったし、それは彼女もはっきり覚えているだろうからな。

  「……OK，我认输。」

  「……オーケー、観念する」

  　没什么，如果达莱恩瓦尔德伯爵生气的话，到时候再说。不管是下跪还是什么，都要让他原谅我。如果他说要砍了我！那我就抵抗。

  　なに、もしダレインワルド伯爵が怒ったらその時はその時だ。土下座でも何でもして許してもらおう。斬り捨てる！　とか言われたら抵抗するまでだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我醒来后，把视线转向在我旁边发出均匀呼吸声的克莉丝。她脸上披散的几缕黑发莫名地性感。我小心不吵醒她，轻轻拨开她的头发，凝视着她的睡脸。

  　目を覚まし、隣ですぅすぅと寝息を立てているクリスに視線を向ける。少しだけ顔にかかった黒髪が妙に色っぽい。クリスを起こさないように髪をそっと払い、その寝顔を見つめる。

  　嗯，是啊。没错。终于出手了。我本以为只有克莉丝不会变成这样——不，骗人的。我早就觉得总有一天会变成这样。虽然比预想的要早很多。

  　まあ、はい。そうね。ついに手を出してしまったね。クリスとだけはこうなるまいと思って──いや、
    
     噓
    うそだな。いつかこうなるような気はしてたな。想定よりもかなり早かったけど。

  　我忍住不叹气，以免吵醒克莉丝，然后看向天花板。嗯，不管怎么想都躲不掉。可以确定的是，我已经完全被包围了。从黑莲花内部以梅伊为首的蜜蜜她们完全没有介入的那一刻起，就可以认为女性阵营已经达成了共识。

  　クリスを起こさないように
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     堪
    こらえ、天井に目を向ける。うん、どう考えても回避はできなかったな。外堀が埋まりきっていたのは確定的に明らかだ。ブラックロータス内でメイを始めとしてミミ達の介入が一切無かった時点で女性陣の間での合意形成は
    
     為
    なされていたと考えられる。

  　当然，如果我以打从心底拒绝的态度面对，应该也可以拒绝……但深入思考也没有意义。到头来，我喜欢克莉丝。她很可爱，很坚强，有点腹黑的一面，或者该说贵族的一面我也喜欢。没有男人不高兴被这样的女孩仰慕。不，或许有，但我很高兴。那么，光是这样就万事OK了。

  　無論、心の底から絶対に拒否、という姿勢で臨めば拒絶することも可能だっただろうが……深く考えても意味はないか。結局のところ、俺はクリスが好きだ。可愛いし、
    
     健
    けな
    
     気
    げだし、ちょっと腹黒い面というか、貴族らしい面も好きだ。こんな子に慕われて喜ばない男はいない。いや、いるかもしれないが俺は
    
     嬉
    うれしい。なら、それだけで何もかもＯＫだな。

  「……早安。」

  「……おはようございます」

  「早安，克莉丝。」

  「おはよう、クリス」

  「……请不要看我。」

  「……見ないでください」

  　克莉丝这么说着，双手捂着脸钻进了被子里。要是我这时候说「OK！」然后放着她不管，她绝对会闹别扭。要是她用贵族的力气捏我的侧腹，那我肯定会内出血，所以还是好好照顾她吧。

  　そう言ってクリスは両手で顔を覆って布団の中に潜り込んでしまった。これで「ＯＫ！」って言って放置したら絶対
    
     拗
    すねるな。貴族の
    
     膂
    りよ
    
     力
    りよくで脇腹でもつままれた日には内出血不可避なので、しっかりとケアしていくことにしよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「呜……好害羞。」

  「うぅ……恥ずかしい」

  　克莉丝把脸埋在我移动的背上，闹着别扭。

  　クリスが移動する俺の背中に顔を
    
     埋
    うずめてぐずっている。

  「我也不是不能理解你的心情……」

  「気持ちはわからないでもないけど……」

  　我背着闹别扭的克莉丝走向餐厅。虽然房间里有储备的水瓶，但吃饭还是要去餐厅。昨晚的种种让我肚子饿了。

  　ぐずるクリスを背中に引っ付けたまま俺は食堂へと向かう。部屋に水のボトルはストックしてるけど、メシはやっぱり食堂に行かないとな。昨晩のアレコレで俺は腹が減ってるんだよ。

  　啊，我先冲了个澡。你们看，昨晚的痕迹还留在身上吧？

  　ああ、先にシャワーはサッとだけど浴びてきたよ。二人ともほら、昨晩の名残がね？

  「希罗大人看起来好像没事……！？」

  「ヒロ様は平気そうじゃないですか……!?」

  「我已经习惯了……」

  「俺はもう慣れてるし……」

  　我几乎每晚都会按照她们决定的轮班表和某人同床共枕。和某人一起迎接早晨，一起冲澡后去餐厅，这已经变成一种例行公事了。事到如今，我心中已经不会涌出害羞之类的情感了……

  　ほぼ毎晩彼女達の決めたローテーションで誰かと
    
     同
    どう
    
     衾
    きんしているのだ。誰かと共に朝を迎えて一緒にシャワーを浴びた後に食堂へ行くのは一種のルーチンみたいなものになってしまっている。今更気恥ずかしいとかそういう感情はちょっと湧いてこないんだよな……。

  「而且，这也不是一直躲着就能解决的问题吧？来，做好觉悟吧，克莉丝汀娜。」

  「それに、いつまでも引きこもっていれば解決するようなことでもないだろ？　ほら、覚悟を決めろクリスティーナ」

  「呜……」

  「うーっ……」

  　我拖着呻吟的克莉丝走进餐厅，蜜蜜和库姬已经在里面了。其他人不在，感觉有点稀奇。

  　
    
     唸
    うなるクリスを引きずって食堂に入ると、そこにはミミとクギがいた。他の面々がいないのは珍しい気がするな。

  「啊，早上好！希罗大人，小克莉丝也早上好」

  「あ、おはようございます！　ヒロ様、クリスちゃんも」

  「早上好，主公。克莉丝汀娜大人也早上好」

  「おはようございます、我が君。クリスティーナ様もおはようございます」

  
   [image: ]
  

  「你们俩早上好。来，克莉丝」

  「おはよう、二人とも。ほら、クリス」

  「早，早上好……」

  「お、おはようございます……」

  　蜜蜜和库姬精神饱满地向我们打招呼，我也向她们回礼，然后催促克莉丝也打招呼，她也用蚊子般的声音回礼。

  　元気よく
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつしてくるミミとクギに朝の挨拶を返し、クリスにも挨拶を促すと蚊の鳴くような声でクリスも挨拶を返した。

  「嗯，如你所见。请随意对待她」

  「まぁ見ての通りでな。適当に接してやってくれ」

  「好的，随意！」

  「はい、適当にですね！」

  「嗯，随意。对了，艾尔玛她们呢？」

  「ああ、適当にだ。それで、エルマ達は？」

  「是，主公。艾尔玛小姐她们昨天似乎喝到很晚，恐怕要到中午才会起床」

  「はい、我が君。エルマさん達は昨日は夜遅くまで酒盛りをしていらしたようなので、恐らく起き出してくるのはお昼ごろになるかと」

  「啊……原来如此？」

  「あー……なるほど？」

  　是顾虑到克莉丝吗？早上起来的时候全员迎接！如果变成这样，克莉丝也会觉得尴尬，或者说是难以应对。蜜蜜和库姬和克莉丝的接触感觉也很温和，作为人选或许不错。

  　クリスに気を遣ったのかね？　朝起きてきた時に全員でお出迎え！　みたいな感じになるとクリスもバツが悪いというか、やりにくいだろうしな。ミミとクギならクリスとの接触もソフトな感じになるだろうし、人選としては悪くないかもしれない。

  「克莉丝汀娜大人，身体没问题吗？」

  「クリスティーナ様、お身体は問題ありませんか？」

  「是，是的……那个，我没事。只是觉得走路有点困难」

  「は、はい……その、大丈夫です。ちょっとだけ歩きづらいような気がするだけで」

  「这样啊。那吃完早饭一起去医务室吧。交给翔子医师的话就不用担心了」

  「そうですか。それでは朝ご飯を食べたら一緒に医務室に行きましょう。ショーコ先生にお任せすれば何の心配もありませんよ」

  　库姬立刻握住克莉丝的手，笑眯眯地交流着。那是在悄悄使用心灵感应让克莉丝冷静下来吧。其他人可能看不出来，但我看得出来。不过，这不是坏事，就随他们去吧。

  　早速クギがクリスの手を握ってにこやかにコミュニケーションを取っている。あれはこっそりテレパシーを使って気持ちを落ち着かせているな。他の人にはわからないだろうが、俺にはわかる。まぁ、悪いことではないからそっとしておこう。

  「所以……怎么样？」

  「それで……どうでした？」

  「什么怎么样……什么问题都没有」

  「どうでしたってなんだよ……何の問題もなかったよ」

  　至少，我的肋骨，脊椎和腰骨没有碎掉。关于行为本身的感想请容我保持沉默。这种事请和女孩子一起分享。不过，我只能说，不愧是施加了身体强化的贵族，体力果然很厉害。

  　少なくとも、俺の
    
     肋
    ろつ
    
     骨
    こつや背骨や腰骨が砕け散るようなことはなかった。行為そのものの感想については黙秘させてもらう。そういうのは女の子同士で共有してくれ。ただ、身体強化を施された貴族なだけあってやっぱ体力は
    
     凄
    すごかったとだけ言っておく。

  「总之先吃饭。来，克莉丝也来吃饭吧」

  「とりあえずメシだメシ。ほら、クリスもメシを食おう」

  「好的！」

  「はいっ！」

  　和库姬说话的时候，克莉丝似乎恢复了精神，她精神饱满地回答，跟着我走向自动调理器的铁人。吃完饭后还要做每日的运动。就吃个八分饱吧。

  　クギと話している間にメンタルを持ち直したらしいクリスが元気に返事をして自動調理器のテツジンのもとへと向かう俺についてくる。飯を食ったら日課の運動もするからな。腹八分目くらいにしておくかね。

  「……要吃吗？」

  「……食うね？」

  「身体强化之后食量就增加了……」

  「身体強化をしてから食事量が増えて……」

  　克莉丝害羞地低下头，她的盘子上堆满了人造肉排。艾尔玛也是从早上就吃很多的类型，原来是有这种原因啊。毕竟艾尔玛也接受了身体强化。再加上克莉丝正处于成长期。铁人会提供这样的食量，说明这就是克莉丝的正常食量吧。

  　そう言って恥ずかしそうに
    
     俯
    うつむくクリスのプレートの上には人造肉のステーキが山盛りになっていた。エルマも朝からガッツリと食うタイプだが、そういう事情があったのか。エルマも身体強化を受けているって話だものなぁ。それに加えてクリスは成長期ってのもあるか。テツジンがこの食事量を出してきたってことは、これがクリスの適正な食事量なのだろう。

  「食量大是好事。比起食量小要让人安心多了」

  「食が太いのは良いことだと思うぞ。食が細いよりはずっと安心だ」

  「是吗？」

  「そうですか？」

  「我是这么想的。为了顽强地活下去，必须好好吃饭。克莉丝说不定意外地适合当佣兵哦？」

  「俺はそう思うよ。しぶとく生き残るにはちゃんと食えないとな。クリスは案外
    
     傭
    よう
    
     兵
    へい向きかもしれないぞ？」

  「我适合当佣兵吗。呵呵，那样或许也不错。要是能抛下一切当佣兵，那该有多好啊」

  「私が傭兵向きですか。ふふ、そんなのも良いかもしれませんね。全部投げ出してそうしてしまえたら、どんなに良いことでしょう」

  　我看着微笑的克莉丝，思考着如果她真的成为佣兵，这个佣兵团会让她做些什么工作。

  　そう言って微笑むクリスを見ながら、もしそうなっていたらクリスにはこの傭兵団でどんな役割をこなしてもらっていたのだろうかと考える。

  　考虑到克莉丝那副适合当下任女爵的身体强化能力、反应速度，以及大脑的处理能力，或许像艾尔玛那样准备一架新的机体，让她成为第三名驾驶员也不错。如果能让她完全活用身体能力累积经验，想必会成为相当可靠的伙伴。在白兵战能力方面，如果她能用剑的话，应该也会很可靠。

  　次期女伯爵に
    
     相応
    ふさわしい身体強化を施されたクリスの身体能力と反応速度、脳の処理能力を考えれば、エルマのように新しく機体を用意して第三のパイロットになってもらうのも良かったかもしれないな。彼女の身体能力をフルに
    
     活
    いかして経験を積めば、さぞかし頼りがいのある仲間となってくれたことだろう。白兵戦能力においても剣を扱うことができるなら頼りになっただろうしな。

  「虽然没有变成那样的未来，但克莉丝能守护我回来的地方，我也就放心了。」

  「そういう未来にはならなかったが、それでも帰ってくる場所をクリスが守っていてくれるなら俺は安心だよ」

  「您愿意这么做吗？」

  「そうして下さるんですか？」

  「我是这么打算的。果然还是在科马特Ⅲ盖房子最好。」

  「その予定だ。やっぱりコーマットⅢに家を建てるのが一番良いと思う」

  「请详细告诉我。」

  「詳しく聞かせてください」

  　她非常感兴趣。我一边吃饭，一边告诉她不久前和克莉丝讨论后得出的结论。确保宽广土地时的价格便宜、作为据点时的粮食问题，以及克莉丝这个最有力的门路能发挥的权限范围等等，综合考虑下来，还是在科马特Ⅲ建立据点比较好。

  　滅茶苦茶食いついてきた。メシを食いながら少し前にクリスも交えて話し合ったことを踏まえた結論を伝える。広い土地を確保するとなった時の価格の安さ、それと拠点にした際の食い
    
     扶
    ぶ
    
     持
    ちの有無、最も太いコネであるクリスが振るえる権限の範囲など、総合的に考えてコーマットⅢに拠点を作る方向で考えるのが良いだろう、と。

  「当然。我当然会帮忙！正如您所说，如果是科马特Ⅲ，有很多事情都能用我的权限解决。」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろん。勿論協力します！　仰る通り、コーマットⅢなら私の権限でできることも多いですからね」

  　克莉丝喝着饭后的茶，心情看起来相当不错。昨晚的种种似乎已经让她把羞耻心抛到九霄云外了。

  　食後のお茶を飲みながら、クリスは大変に上機嫌である。昨晩のアレコレに関する
    
     羞
    しゆう
    
     恥
    ち
    
     心
    しんなど何処かに吹っ飛んでいってしまったようだ。

  「我想把用地规划得宽广一点，至少要有个能让克里希那降落的着陆平台。如果可以的话，最好能停泊中型舰艇。不过这样一来，着陆平台的面积就会比建筑物的占地面积还要大了。还有，为了以防万一，我想准备一个坚固的地下避难所。」

  「敷地は広めに取って、最低でもクリシュナが着陸できる着陸パッドが欲しいと思っているんだ。できれば中型艦くらい停泊できれば良いんだが、そうなると建物の敷地面積よりも着陸パッドの敷地面積が広くなりそうだからな。それと、万一に備えて防御の堅い地下シェルターを用意しようかと」

  「虽然在那之后没有发生大规模的宙贼空降袭击，但凡事总有万一。我也赞成准备地下避难所。至于着陆平台，我应该能准备一个能让黑莲花停泊的平台。」

  「あれから大規模な宙賊の降下襲撃などは起きていませんが、万が一ということもありますからね。地下シェルターに関しては私も賛成です。着陸パッドに関してはブラックロータスが停泊できるようなものも用意できますけど」

  「不不不，个人要维持大型舰艇等级的着陆平台，负担还是太大了。我觉得只要将来在附近盖个能让黑莲花降落的综合港湾设施就好了。家里只要有个小型舰艇用的着陆平台就够了吧。再来就是房子——或者该说宅邸的格局该怎么设计了。这部分就要看能确保的土地大小，还有和钱包商量的结果了。」

  「いやいや、流石に個人で大型艦クラスの着陸パッドは維持するのがしんどいだろう。将来的にブラックロータスが着陸できるような総合港湾施設が近くに出来ればそれで良いと思うんだよな。家には小型艦用の着陸パッドがあれば十分じゃないかな。あとは、家というか屋敷の作りをどうするかだよな。その辺りは確保できる土地の広さというか、財布と相談って形になるが」

  　虽说是要在刚开拓的行星上建房子，但最终还是要建成可供几十人居住的宅邸，光是确保足够的土地面积，可能就要花光我现在的存款了。

  　いくら開拓を開始したての惑星とはいえ、最終的に数十人が暮らすような邸宅になるだろうという話なのだから、十分な広さの土地を確保するだけでも今の貯金がすべて吹っ飛ぶかもしれない。

  「土地的话，我可以轻松准备。说到底，开拓的土地全都是我，或者说达莱恩瓦尔德伯爵家的土地。希罗大人是我的伴侣，所以实际上就相当于免费。」

  「土地に関しては簡単に用意できますよ。そもそも開拓された土地は全て私というかダレインワルド伯爵家の土地ですし。ヒロ様は私の
    
     伴
    はん
    
     侶
    りよとなるわけですから、実質タダみたいなものです」

  「呃，那税金呢？」

  「ええと、税金とかは？」

  「达莱恩瓦尔德伯爵家的土地，从属于达莱恩瓦尔德伯爵家的希罗大人，谁会向他征收税金呢？」

  「ダレインワルド伯爵家の土地でダレインワルド伯爵家の身内のヒロ様からどこの誰が税金を取ると？」

  「贵族特权……太强了！」

  「貴族特権……強いッ！」

  　克莉丝歪着头，我则感到不寒而栗。达莱恩瓦尔德伯爵家确实属于征税方，但因为是自己人就免税，这样真的没问题吗？谁来叫个税务署的人过来！虽然我这么想，但那个税务署本身就是克莉丝，或者说达莱恩瓦尔德伯爵家的爪牙。

  　首を傾げるクリスに
    
     戦
    せん
    
     慄
    りつを禁じえない。確かにダレインワルド伯爵家は徴税側だけども、そんな身内だから無税みたいなことが
    
     罷
    まかり通って良いのか？　誰か税務署の人呼んできて！　と思ったが、そもそもその税務署がクリスというかダレインワルド伯爵家の手先なのであった。

  「那个，法律上没问题吗……？」

  「その、法的に大丈夫なのか……？」

  「领地贵族如何利用自己的领地，这种裁量权是帝国法在皇帝陛下的名义下认可的。」

  「領地貴族が自分の領地をどのように利用するのか、という裁量に関しては帝国法によって皇帝陛下の名の下に認められていますから」

  　克莉丝得意地挺起胸膛。真的没问题吗？真的没问题吗……之后也问问梅伊吧。

  　そう言ってクリスが得意げに胸を張る。良いのか？　良いのか……後でメイにも聞いてみよう。

  「既，既然克莉丝你都这么说了，那我就恭敬不如从命了……那个，你可别做什么违法的事情啊？」

  「ま、まぁクリスが良いって言うならお言葉に甘えるけど……その、法に触れるようなことまではしないでくれよ？」

  「不会的。希罗大人，你把我当成什么人了？」

  「しませんよ。ヒロ様は私を何だと思ってるんですか」

  　克莉丝用鄙视的眼神看着担心的我。不是，因为克莉丝你给人一种为了我，就算做坏事也会毫不犹豫的感觉啊。说实话，克莉丝在这方面比瑟琳娜还要更胜一筹，我总感觉她会毫不犹豫地去做坏事。

  　心配する俺にクリスがジト目を向けてくる。いや、だって俺のためにってことなら割と黒いことも平気でやりそうな雰囲気があるんだよ、クリスは。正直、そういう面に関してはセレナよりもクリスの方が一枚上手というか、
    
     躊
    ちゆう
    
     躇
    ちよなくやりそうな気がしてならないんだよな。

  「那么，确保和选定建造我们宅邸的土地就由我来负责吧！要选在将来预定建造综合港湾设施的地点附近，而且要能设置宅邸和至少能让克里希那停泊的着陆平台的土地……啊，费用方面请不用担心。因为这次白金级的船长希罗从帝都护送我们到德克瑟星系，所以我会准备相应的报酬」

  「それでは私達の屋敷を作る土地の確保と選定に関しては私が責任を持って進めておきますね！　将来的に総合港湾施設を作る予定の場所に近くて、邸宅と最低でもクリシュナを停泊させられるだけの着陸パッドが設置できる土地、と……ああ、費用に関しては心配しないでください。今回プラチナランカーのキャプテン・ヒロに帝都からデクサー星系までの護衛をしてもらった、その対価として用意しますから」

  　克莉丝说着，露出了灿烂的笑容。

  　そう言ってクリスはにっこりと満面の笑みを浮かべてみせた。

  　嗯，真可靠啊。

  　うん、頼りにナルナー。

 
  ＃2：变形

  ＃２：トランスフォーム

  「土地和建筑就交给我吧！所以您一定要回来哦？」

  「土地と建物に関しては任せてください！　だから絶対に帰ってきてくださいね？」

  　我们笑着和克莉丝告别，也向达雷恩瓦尔德伯爵打过招呼后，便前往了星际闸道。这是为了前往韦尔萨鲁斯神圣帝国。

  　笑顔でそう言うクリスに別れを告げ、ダレインワルド伯爵にも挨拶をしてから俺達はゲートウェイへと向かった。ヴェルザルス神聖帝国へ行くためである。

  　我们的目的地是尼帕克星系。从达雷恩瓦尔德伯爵领地的中心星系德克瑟星系出发，经由星际航线往五个星系外的皇家直辖领地。那里存在着最接近的星际闸道。

  　目的地となるのはニーパック星系。ダレインワルド伯爵領の中心星系であるデクサー星系からハイパーレーン経由で五つ先にある帝室直轄領である。そこに最寄りのゲートウェイが存在している。

  　现在我们从德克瑟星系出发，经过科马特星系，正在前往韦利克星系的星际航线上。

  　今はデクサー星系から出発してコーマット星系を通過し、ウェリック星系へのハイパーレーンを移動中といったところだ。

  「首先要前往尼帕克第二殖民卫星对吧？」

  「まずはニーパックプライムコロニーに向かうんだな？」

  「是的，主公。只要从存在星际闸道的星系的主要殖民卫星出发，就能和本国取得联系，然后派人来迎接我们。」

  「はい、我が君。ゲートウェイが存在する星系の主要コロニーからであれば本国と連絡を取ることができますので、迎えを
    
     寄
    よ
    
     越
    こしてもらうことになります」

  「迎接吗？」

  「迎えですか？」

  「是的，蜜蜜小姐。实际上与其说是迎接，不如说是派遣交替人员。我们国家限制与外部的交易和船只往来。与帝国的星际闸道连接也没有定期进行，所以会利用这种机会，一口气移动外交相关人员和不定期的交易船」

  「はい、ミミさん。実質的には迎えというよりは交替要員の派遣なのですが。
    
     此
    この身どもの国は外部との交易や船の往来を制限しています。帝国とのゲートウェイ接続なども定期的なものは行われていないので、こういった機会があった時に外交に関わる人員や不定期の交易船などを一気に移動させるわけですね」

  　在前往尼帕克星系的途中，大家在黑莲花的休息室里集合，以库姬为中心，讨论关于前往韦尔扎鲁斯神圣帝国的事。

  　ニーパック星系への道中、ブラックロータスの休憩室に皆を集めてクギを中心にヴェルザルス神聖帝国行きについて話し合っている。

  「为什么要限制往来？」

  「どうして往来を制限してるん？」

  「是的，蒂娜小姐。本人不太清楚，所以只是传闻，但好像是为了不让其他国家过度警戒」

  「はい、ティーナさん。此の身は
    
     然
    さ
    
     程
    ほど詳しくはないのであくまでも伝聞になりますが、他国から必要以上に警戒されないためということのようです」

  「「「？？？」」」

  「「「？？？」」」

  　库姬的说明让大家都歪着头。我也歪着头。为了不让其他国家过度警戒而采取半锁国政策，实在无法理解。

  　クギの説明に一同が
    
     揃
    そろって首を
    
     傾
    かしげる。俺も首を傾げる。他国から必要以上に警戒されないために半ば鎖国みたいな政策を取っているっていうのはなんとも解せない。

  「呃，我们国家的船、兵器和士兵们，和其他国家相比相当异常……」

  「ええと、此の身どもの国の船や兵器、兵士達は他国と比べるとかなり異質なので……」

  「原来如此……？」

  「なるほど……？」

  　似懂非懂。说到韦尔扎鲁斯神圣帝国，就会想到灵能科技，而应用了灵能科技的船，其设计和性能确实会与现存科技制造的船有所不同。

  　わかるようなわからないような。ヴェルザルス神聖帝国といえばサイオニックテクノロジーなので、それを応用した船となると確かに既存のテクノロジーで作られた船とはデザインや性能が異質なものになるのだろう。

  「那样没问题吗？不会发生进去之后就出不来的状况吧？」

  「それって大丈夫なの？　一回入ったら出られないとかそういうことにならないでしょうね？」

  「关于这点应该没问题。如果与像主公这样来自上位世界的来访者——也就是被称为落之人的存在发生冲突，一个不好，连我们都有可能被消灭。」

  「それに関しては大丈夫かと思います。我が君のような上位世界からの来訪者──
    
     所謂
    いわゆる落ち人と呼ばれるような方と事を構えると、下手をすれば此の身どもですら滅ぶ可能性があるので」

  「怎么突然说这么吓人的话？」

  「いきなり物騒な話になったね？」

  　涅薇皱起眉头，歪着头。也是，突然听到这种话，也很难理解吧。尤其是涅薇在贝雷贝雷姆联邦长期目睹了宇宙帝国或星际国家的力量。就算说是白金位阶的佣兵，区区个人怎么可能消灭那种东西，她当然无法接受。

  　ネーヴェが
    
     眉
    まゆ
    
     根
    ねを寄せて首を傾げる。そうだよな、いきなりそんなことを言われてもピンとこないよな。特に、ネーヴェはベレベレム連邦で長い事宇宙帝国、
    
     或
    あるいは星間国家というものの力を目の当たりにしてきたのだから。いくらプラチナランクの傭兵とはいえ、たかが個人がそういったものを滅ぼす、などと言われても納得はできまい。

  「库姬说的不是开玩笑。虽然我不是随时都处于即将爆炸的未爆弹状态，但如果满足几个条件，我一死就会发生一个星系，甚至多个星系一起被炸飞的大惨剧。」

  「クギの言ってることは冗談の類じゃないんだ。常に爆発寸前の不発弾ってわけじゃないんだが、いくつかの条件を満たした上で俺が死ぬと星系一つ、或いは複数星系をまとめて吹っ飛ばすような大惨事が起こるらしい」

  「哈哈哈，真是规模宏大的事情呢……诶？开玩笑的吧？」

  「ははは、スケールの大きな話だねぇ……え？　冗談だよね？」

  　翔子医师听到我的话后，本想一笑置之，但看到我和库姬的样子后，又一脸认真地问道。库姬的表情非常严肃，而我的表情也差不多。

  　ショーコ先生が俺が言ったことを笑い飛ばしかけたのだが、俺とクギの様子を見て真顔になって聞いてきた。クギは大真面目な顔をしているし、俺もまたそれに近い顔をしているからだろう。

  　实际上，最近觉醒了灵能能力的我，已经相当脱离人类的范畴了。说实话，我自己也看不清自己的灵能力的底限。正如韦尔扎鲁斯神圣帝国的人们所说，如果我在绝望的尽头释放出所有的灵能力，会发生什么事情，我自己也无法预测。正如他们所说，就算发生一个星系被炸飞的事态也不奇怪。

  　実際のところ、サイオニック能力に目覚めた最近の俺はかなり人間離れしてきているからな。正直、自分でも自分のサイオニック能力の底が見えない。ヴェルザルス神聖帝国の人達が言っていたように、俺が絶望の果てに全てのサイオニックパワーを解き放ったりしたら、どんな事が起きるのか俺にも予想がつかないのだ。彼らの言うように、星系一つが吹っ飛ぶなんて事態が起こっても不思議ではないように感じる。

  「虽然我到现在还是半信半疑，但韦尔扎鲁斯神圣帝国的人们确实是这么说的」

  「私は
    
     未
    いまだに半信半疑だけど、ヴェルザルス神聖帝国の人間にそう言われたのは事実みたいよ」

  「我们发誓没有说谎。我们实际观测过很多次这样的例子。也有留下记录。在集技术之大成的未来预测中也出现了这样的结果。我再说一遍，我们发誓这是真的」

  「此の身どもは誓って
    
     噓
    うそは言っていません。此の身どもはそういった事例を実際に何度も観測しています。記録も残っています。技術の粋を集めた未来予測でもそのような結果が出ています。もう一度言いますが、誓って本当のことです」

  　艾尔玛半信半疑地眯着眼睛，库姬则是一脸严肃。她们分别补充了我所说的话，肯定了我的发言。第一次听到这个冲击性事实的涅薇和翔子医师非常困惑。那当然了。如果有人说眼前的男人是搞不好能炸飞恒星系的活生生的炸弹，换做是我也会困惑。

  　エルマがいかにも半信半疑ですというジト目で、一方クギはこれ以上無い真顔で。それぞれが俺の言ったことを補強し、肯定するような発言をする。この衝撃的事実を初めて聞かされたネーヴェとショーコ先生は非常に困惑している。そりゃ困惑するよな。目の前の男が下手すると恒星系を吹っ飛ばす生きた爆弾ですとか言い始めたら。俺だって逆の立場なら困惑する。

  「啊——说起来，哥哥在很久以前，库姬刚来我家的时候好像说过类似的话」

  「あー、そういや兄さんが結構前、クギがうちの子になったくらいの時にちらっとそんなこと言っとったなぁ」

  「我都快忘了，确实说过。我一直以为是哥哥在开玩笑……」

  「忘れかけてたけど、言ってたね。私は今までお兄さんの冗談だと思ってたんだけど……」

  「就算希罗大人这么说，但规模实在是太大了……」

  「いくらヒロ様の言うこととはいえ、あまりにスケールが大きな話ですからねー……」

  　整备士姐妹和蜜蜜也是一副半信半疑的样子。没办法。就算我说的，规模也实在是太大了。

  　整備士姉妹とミミも半信半疑といった様子だ。まぁ仕方ないよね。いくら俺の言うこととはいえ、ちょっとスケールがデカすぎるもんな。

  　不过，就我的实际感受来说，我想这大概是事实。我以前曾经和伊克萨马尔伯爵家的私兵们大打出手，当时第三法力——也就是操纵时空间和命运的能力觉醒了。具体来说，我变得能够用精神波捕捉到隔着遮蔽物的远处对手，对时空间和因果关系进行作弊，将他们一网打尽。

  　ただ、俺の実感としては多分本当のことなんだろうなと思っている。俺は以前イクサーマル伯爵家の私兵達を相手に大立ち回りしたわけだが、その際に第三法力──つまり時空間や運命を操る能力に
    
     覚
    かく
    
     醒
    せいした。具体的には
    
     遮
    しや
    
     蔽
    へい越しにいるような離れた相手を精神波で
    
     捕
    ほ
    
     捉
    そくし、時空間と因果関係にイカサマを起こしてまとめて首を
    
     刎
    はねるなんて芸当ができるようになった。

  　一般来说，要以普通科技穿越时空间，需要星际闸道那样的超大规模构造体和庞大的能源，但我却能以肉身做到同等以上的事情。而且，引发这种现象的能源是从我自身产生的。而且，使用一次也不会感到虚脱，想用的话可以尽情使用。

  　通常のテクノロジーで時空間を飛び越えようとすると、ゲートウェイのような超大規模構造体と
    
     莫
    ばく
    
     大
    だいなエネルギーが必要になるというのに、俺は生身でそれと同等以上のことをやれてしまう。そして、そういった現象を起こすためのエネルギーは俺自身から発生しているわけでな。しかも、一回使ったら虚脱感に襲われる、などということもなく使おうと思えばバンバン使えてしまう。

  　我的身体到底蕴含了多少能源？老实说，光是想象就让我感到害怕。不过，这下子前往韦尔扎鲁斯神圣帝国时，又多了一件需要担心的事情。

  　一体俺のこの
    
     身体
    からだにはどれだけのエネルギーが内包されているというのか？　正直に言うと、考えるのも恐ろしい。まぁ、それはそれでヴェルザルス神聖帝国に行くにあたって心配事が増えてしまったわけなんだが。

  　我重新向大家说明了这件事。因为大家正好聚在一起，所以是个好机会。

  　ということを改めて皆に話した。ちょうど皆集まってるから良い機会だろうということで。

  「操纵时空间和命运的能力，第三法力……现在听起来还是没什么感觉，会不会太抽象了？具体来说是什么样的能力？」

  「時空間と運命を操る能力、第三法力ねぇ……今ひとつピンとこないというか、抽象的すぎないかい？　具体的にどういった能力なのかねぇ？」

  「啊，说得也是。最容易理解的是……蜜蜜，那个水瓶借我一下。」

  「あー、そうだよな。一番わかりやすいのは……ミミ、その水のボトルちょっと貸してくれ」

  「咦？啊，好的。请用。」

  「え？　あ、はい。どうぞ」

  「不，放在那里就好。嘿。」

  「いや、そこに置いたままで良い。ほい」

  　蜜蜜虽然歪着头，但还是把水瓶放在桌上，我把那个瓶子拉到手边。不是用念动力，而是用时空间操作能力进行转移。

  　首を傾げながらもミミがテーブルの上に水のボトルを置いてくれたので、そのボトルを手元に引き寄せる。念動力を使ってではなく、時空間操作能力を使った転移によって。

  「咦……？船长，你刚才做了什么？」

  「えっ……？　今、何をやったんだい？　キャプテン？」

  　涅薇指着毫无预兆出现在我手中的瓶子，露出困惑的表情。这个啊，没有机关也没有秘密。因为是真正的超能力。

  　ネーヴェが何の前触れもなく俺の手の中に現れたボトルを指差して困惑の表情を浮かべる。これね、種も仕掛けも無いんですよ。本物の超能力だから。

  「就是所谓的吸引。把远处的东西拉到手边。跨越空间。」

  「
    
     引き寄せ
    アポートってやつだな。離れた場所にあるものを手元に引き寄せたわけだ。空間を飛び越えて」

  「骗人的吧……」

  「噓やん……」

  「大哥，你终于真的放弃当人类了……」

  「お兄さん、
    
     遂
    ついに本当に人間辞めちゃったんですね……」

  　蒂娜的眼睛失去了光芒，薇丝卡露出同情的表情，吐出勉强达到谩骂等级的话。终于放弃当人类，这已经超越底线了吧。

  　ティーナの目からハイライトが消え、ウィスカが気の毒そうな表情でギリギリ暴言レベルに達している言葉を吐く。遂に、とか人間辞めちゃった、とかそれはライン超えだろオイ。

  「哥哥，你知道吗？不管距离有多短，完全的传送、跳跃都需要庞大的能源哦？不是几艘黑莲花，而是需要几十艘、几百艘莱斯塔里亚斯战舰的能源哦？你明白吗？？？」

  「兄さん、わかっとる？　どんなに短距離でも完全なワープ、ジャンプには膨大なエネルギーが必要なんよ？　ブラックロータス何隻分とかやのうて、レスタリアスみたいな戦艦が何十隻とか何百隻とか、そういう単位のエネルギーが要るんよ？　わかっとる？？？」

  「空间跳跃的能源是从哪里来的？难道是哥哥自己提供的吗？而且还活蹦乱跳的……难怪连星系都会被炸飞。」

  「どこから持ってきたんですか、空間跳躍のエネルギー。もしかしてお兄さんが自分で賄ってるんですか？　しかもピンピンしてるし……そりゃ星系も吹き飛びますよね」

  　对科技了若指掌的维修士姐妹似乎『理解』了我所做的事情有多么异常，SAN值似乎一下子陷入了危机。翔子医师的脸颊也抽搐得厉害。看来翔子医师也受到了相当大的精神伤害。

  　テクノロジーに詳しい整備士姉妹は俺がやったことの異常さを『理解』してしまったようで、一発で
    
     ＳＡＮ値
    正気度がピンチになってしまったようだ。ショーコ先生も頰を盛大に
    
     引
    ひき
    
     攣
    つらせている。あれはショーコ先生もゴリッと精神的ダメージを負ったやつだな。

  「好厉害！完全就像全像动画或全像漫画里的英雄一样！」

  「すごいですね！　完全にホロアニメとかホロコミックのヒーローみたいです！」

  「虽然不太清楚到底有多厉害，但从博士们的反应来看，我明白你做了非常不得了的事情。」

  「何がどれくらい
    
     凄
    すごいのかよくわからないけど、ドクター達の反応から何かとんでもないことをしたってことだけはよくわかったよ」

  　蜜蜜和涅薇一下子兴奋，一下子佩服，反应相当正面。对她们来说，我的『吸引』似乎只是有点稀奇的魔术。

  　ミミとネーヴェはテンションが上がったり、感心したりと実にポジティブな反応だ。彼女達にとっては俺の『引き寄せ』はちょっと珍しい手品くらいにしか見えないらしい。

  「那个，对自己和其他人也能用吗？」

  「それ、自分とか他の人とかにも使えるの？」

  「因为生物很可怕，所以还没试过。感觉上应该可以。」

  「生き物は怖くてまだやってない。感覚的にはできると思う」

  「很明智的选择。要是陷入墙壁里，或是被丢到船外的话，那可就惨不忍睹了。」

  「賢明ね。壁にめり込んだり、船の外に放り出されたりしたら目も当てられないわ」

  　在我们交谈的期间，我们乘坐的黑莲花也以超光速持续移动。在这样的情况下，要是转移自己或他人，万一失误的话，就有可能发生艾尔玛所说的状况。所以我才害怕转移包含自己在内的生物，而没有尝试过。

  　こうして話している間にも俺達が乗っているブラックロータスは超光速で動き続けている。そんな中で自分や他の人を転移させ、もしミスったとしたらエルマが言っているようなことが起きかねない。だから俺も自分を含めた生物を転移させるのは怖くてやってないんだよな。

  　至于艾尔玛，她本身也是潜在的灵能能力者，虽然有点逊，但也能使用魔法——在库姬他们的分类中是第一法力——所以即使理解，也不会像蒂娜她们那样变得奇怪。应该说，艾尔玛可能认为我是个超乎常人的存在，但事到如今也没什么好大惊小怪的。

  　エルマの場合は彼女自身も潜在的なサイオニック能力者で、若干しょぼいながらも魔法──クギ達の区分では第一法力──を使えるので、理解はしていてもティーナ達のように様子がおかしくなることはなかった。というか、エルマは俺が何かヒトとして規格外だからといってそれが何なのかというか、今更だろうというスタンスなのかもしれない。

  「总结一下，如果主人陷入不幸的境遇而死，就会释放出庞大的灵能力量，引发类似超新星爆炸的现象，导致一个恒星系规模的毁灭。顺带一提，超新星爆炸的威力据说为10的48次方到52次方焦耳，因此推测其威力可能与之相当或数倍，甚至十几倍。考虑到人类尺寸竟然能容纳如此庞大的能量，这可说是神秘现象。」

  「話をまとめますと、ご主人様が不幸な境遇に陥って死ぬと、莫大なサイオニックパワーが放出されて超新星爆発めいた現象が発生し、恒星系一つから複数に
    
     跨
    またがる規模の破滅が訪れるというわけですね。ちなみに、超新星爆発の威力が10の48乗から52乗ジュールと言われておりますので、それと同等から数倍、もしくは十数倍くらいの威力と推察されます。人間サイズにそれだけのエネルギーが詰まっていると考えると、まさに神秘と言えましょう」

  　梅伊认真地整理了乱七八糟的话题。虽然出现了庞大的数值，但数字的位数实在太大，让人没有真实感。

  　とっ散らかった話をメイが真面目にまとめてくれる。なんか莫大な数値が飛び出してきたが、あまりにも数字の
    
     桁
    けたがデカすぎて実感がわかないなぁ。

  「没问题吗？哥哥不会突然爆炸吧？」

  「大丈夫なん？　兄さんいきなり爆発したりしない？」

  「虽然无法保证那个不知道存不存在的神明不会突然让我爆炸，但应该没问题吧……翔子医师的检查结果也没有突然让我爆炸的迹象。」

  「いるのかどうかわからん神様的な何かが突然俺を爆発させたりしないという保証はないけど、多分大丈夫なんじゃねぇかな……ショーコ先生の検診でもいきなり俺が爆発しそうみたいな結果は出てないし」

  「不，虽然没有，但我的诊断范围终究是自然科学领域的生物工学或医疗，关于灵能科技我几乎束手无策。」

  「いや、出てないけどね？　あくまでも私が診られるのは自然科学分野の生物工学とか医療の範囲での話だからね？　サイオニックテクノロジーに関しては
    
     殆
    ほとんどお手上げだよ？」

  　翔子医师露出苦笑。虽然她这么说，但我知道哦。翔子医师正在解析我的基因，寻找灵能能力的显现因子，为了特定出因子，她已经开始涉足灵能科技的领域。

  　ショーコ先生が苦笑いを浮かべる。そう言うけど、俺は知ってるぞ。ショーコ先生が俺の遺伝子の解析を進めてサイオニック能力の発現因子を探したり、それを特定するためにサイオニックテクノロジーの領域に手を出し始めているのは。

  「不过，就算我身上有炸弹，好像也只有死的时候才会爆炸，我觉得在意死后的事情也没用。只要不是在精神状态非常糟糕的情况下死去，好像就不会爆炸」

  「まぁ俺が爆弾を抱えてるって言っても爆発するのは死ぬ時くらいみたいだし、死んだ後のことなんて気にするだけ無駄だと思うんだ。よほど精神的に
    
     酷
    ひどい状態で死なない限り起爆もしないみたいだしな」

  「为了不让那种事情发生，本人会一直陪在您身边」

  「そんなことが起きないように
    
     此
    この身がついておりますから」

  　库姬在我之后哼了一声，挺起胸膛。实际上，她是为了预防万一而被韦尔扎鲁斯神圣帝国派遣过来的类似安全装置的存在。在紧急情况下，她似乎会以身犯险——也就是把自己当作祭品来平息事态，但她到底要怎么阻止变成星系破坏炸弹的我呢？

  　俺の言葉の後を継いでクギがふんすと息を吐いて胸を張っている。実際、彼女は万が一の事態に備えてヴェルザルス神聖帝国が派遣してきたセーフティみたいな存在らしいからな。いざという時には
    
     人
    ひと
    
     身
    み
    
     御
    ご
    
     供
    くう──つまり自分を
    
     生
    いけ
    
     贄
    にえにして事態を収めるのが務めであるらしいが、一体どうやって星系破壊爆弾と化した俺を止めるっていうのかね？

  「但是，无论契机是什么，本人会陪在主公身边，是因为本人想这么做。即使回到本国，本人的职责被解除，本人也不打算离开主公身边」

  「ですが、きっかけがなんであれ此の身が我が君の
    
     側
    そばにいるのは、
    
     此
    この身がそうしたいからです。もし本国に戻って此の身の任が解かれたとしても、此の身は我が君の側から離れるつもりはありません」

  　库姬如此宣言，头上的狐耳竖了起来。从库姬身上感受到的精神波动充满了决心。恐怕，她是在说如果在回到本国之前发生了什么紧急情况，她会优先考虑我而不是国家吧。

  　クギはそう宣言し、頭の上の
    
     狐
    きつね耳をピンと立てた。そんなクギから伝わってくる精神波動は決意に満ちたものだ。恐らく、本国に戻る前にいざという時にはお国よりも俺を優先すると言ってくれているんだろう。

  「事到如今，我也不打算放开库姬。如果库姬是这么想的话，那就更不用说了。如果有什么万一，我会带着库姬从韦尔扎鲁斯神圣帝国逃出去的」

  「俺も今更クギを手放すつもりはないから。クギがそう思ってくれているなら
    
     尚
    なお
    
     更
    さらな。いざとなったらクギを
    
     攫
    さらってヴェルザルス神聖帝国から逃げ出してやるさ」

  　我这么一说，库姬头上的狐耳高兴地动了动，三根毛茸茸的尾巴开始摇摆起来。库姬没有说话，眼睛里噙着泪水，我从夹克的口袋里拿出手帕，帮她擦了擦眼角。

  　俺がそう言うと、クギの頭の上の狐耳がピコピコと
    
     嬉
    うれしそうに動き、三本のモフモフ
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽがブンブンと振られ始めた。言葉もなく涙目になっているクギの目元をジャケットのポケットから取り出したハンカチで
    
     拭
    ふいてやる。

  「啊——好热好热。好热啊——梅伊，把空调温度调低点」

  「あー、あついあつい。あっついなー。メイはん、空調さげてーな」

  「好的，马上来」

  「はい、ただいま」

  「唔唔唔，爱的波动……！」

  「むむむ、ラブの波動が……！」

  「今天是小库姬一个人赢了吗？」

  「今日はクギちゃんの一人勝ちかな？」

  「她在那边是最可靠的，这里就让给她吧」

  「向こうでは一番頼りになるわけだし、ここは譲っておこうかねぇ」

  　其他船员们一边说着这样的话，一边留下我和库姬，各自回到了食堂。我真不知道是该为她们的露骨而感到无语，还是该感谢她们的识趣。

  　そんなことを言いながら俺とクギを残して他のクルー達が食堂へと退散していく。露骨すぎると
    
     呆
    あきれるべきか、それとも空気を読んでくれてありがとうと感謝するべきか悩むな。

  「啊……稍微休息一下吧」

  「あー……ちょっと休むか」

  「……好的，主公」

  「……はい、我が君」

  　我抱住紧紧贴过来的库姬，两人一起坐在沙发上。不过这个时间点，再怎么说也不能回房间休息了。

  　ピッタリと寄り添ってきたクギを抱き寄せて二人でソファに座る。
    
     流石
    さすがにこの時間から部屋に戻ってご休憩とはいかないけれどもね。

  「这是个好机会。关于接下来要去的韦尔扎鲁斯神圣帝国，能告诉我一些事情吗？」

  「良い機会だ。これから行くヴェルザルス神聖帝国のことについて色々聞かせてもらおうかな」

  「好的，主公。如果本人能回答的话」

  「はい、我が君。此の身に答えられることなら」

  　库姬真的告诉我很多关于韦尔扎鲁斯神圣帝国的事情。从政治体制等严肃的话题，到流行的食物，还有住着什么样的人——种族意义上的——之类的话题。

  　クギからはヴェルザルス神聖帝国について本当に色々と聞かせてもらった。政治体制とかのお堅い話から、どんな食べ物が
    
     流
    は
    
     行
    やっていたとか、どんな人達が──種族的な意味で──住んでいるのかとか、そういう話だ。

  「原来如此……对了，我可以问一下库姬小时候的事情吗？」

  「なるほどなぁ……そうだ、クギの子供の頃の話って聞いて良いか？」

  　我并没有什么特别的意图，真的只是出于兴趣才问的，但库姬的反应却出乎我的意料。

  　特に何か意図があるわけではなく、本当にただの興味本位でそう聞いたのだが、クギの反応は俺の予想外のものだった。

  「啊，那个……小时候的事情，有点，不能说……」

  「あ、その……子供の頃の話は、ちょっと、できなくて……」

  　库姬头上的狐耳耷拉下来，表现出一副害怕的样子。怎么了？小时候的记忆里有什么心理阴影吗？不管怎么说，看来这个话题还是不要问比较好。

  　クギは頭の上の狐耳をぺたりと伏せ、まるで
    
     怯
    おびえているかのような挙動を見せる。なんだ？　子供の頃の記憶にトラウマでもあるのだろうか？　何にせよ、あまり聞かない方が良い話題のようだ。

  「别在意，我只是出于兴趣才问的。那关于巫女的生活，可以告诉我吗？」

  「気にしないでくれ、興味本位で聞いただけだから。それじゃあ
    
     巫女
    みこさんの生活について教えてもらったりするのは大丈夫か？」

  「好的，如果是这方面的话题，我愿意和您聊到天亮。」

  「はい、そちらであればいくらでもお話しできます」

  　库姬露出松了口气的表情，开始讲述巫女的修行生活。我一边听她讲述，一边思考她刚才的反应。那究竟是什么意思？唔——还是不要深究比较好吗……？真难判断。

  　どこかホッとしたような表情でクギが巫女の修行生活とはどういうものなのか、ということを話し始める。その話を聞きながら、俺は先程のクギの反応について考えていた。あれは一体どういう反応なのだろうか？　うーむ、あまり踏み込まないほうが良いか……？　判断が難しいな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　在和库姬悠闲地卿卿我我的期间，我们乘坐的黑莲花穿过了星际航线，抵达了韦利克星系。

  　クギとのんびりイチャイチャしている間に俺達が乗ったブラックロータスはハイパーレーンを抜けてウェリック星系へと到達した。

  　韦利克星系是由不属于达莱恩瓦尔德伯爵家派系的贵族治理的星系，直白地说，治安并不算好。简单来说，这个星系位于尼帕克星系驻留的星际闸道驻留舰队的威望无法触及的位置，从地理条件——在宇宙中说“地理”条件也挺奇怪的——上来说，是宙贼们容易活动的星系。

  　ウェリック星系はダレインワルド伯爵家とは別の派閥に属する貴族が治めている星系で、率直に言えばあまり治安のよろしくない星系である。その理由は簡単に言えばニーパック星系に駐留しているゲートウェイ駐留艦隊の威光がちょうど届かなくなる位置に存在する星系で、地理条件──宇宙で『地理』条件と言うのも変な話だが──的に宙賊どもが活動しやすい星系だからだ。

  　话虽如此，由于隔壁的科马特星系宜居化改造完成的行星才刚刚开始开发，为了满足开发所需的资材和人才需求，目前正处于加强星际闸道和科马特星系之间的贸易路线警备的时期。

  　とはいえ、今はお隣のコーマット星系でテラフォーミングが完了した居住惑星の開発が始まったばかりで、その開発に必要な資材や人材の需要に応えるためにゲートウェイとコーマット星系を結ぶ交易路の警備が強化されている時期である。

  　科马特星系的新移民计划不光是达莱恩瓦尔德伯爵家，帝国本身也投入了人员、资材和资金，是国家级的开发事业。因此上头下达了加强警备的命令，宙贼应该已经无法在此横行无阻了。

  　一応コーマット星系の新規入植案件はダレインワルド伯爵家だけでなく、帝国そのものからも人員、資材、資金が投入されている国家レベルの開発事業なので、お上から警備を強化するように通達がなされており、宙賊の
    
     跳
    ちよう
    
     梁
    りよう
    
     跋
    ばつ
    
     扈
    こに関しては解決されている
    
     筈
    はずであった。

  「明明应该是这样，为什么黑莲花还会被拦截啊？」

  「その筈なのになーんでブラックロータスがインターディクト食らってんのかね」

  　收到拦截警报后，我一边和蜜蜜还有库姬一起冲向克里希那，一边抱怨道。毕竟我完全没料到会遭到袭击，所以正在休息区里悠闲地休息。我可没想到会在警备应该很森严的宙域里遭到袭击。

  　インターディクト警報を受け、ミミとクギの二人と一緒にクリシュナへとダッシュしながらボヤく。流石にこの襲撃は予想してなかったから休憩スペースでのんびりしてたんだよ。まさか警備が厳重になってる筈の宙域で襲われるとは思わないじゃん。

  「哈啊、哈啊……！这已经是家常便饭了！」

  「はぁ、はぁ……！　いつものことですよぉ！」

  「我觉得这种『家常便饭』绝对有问题。」

  「こんな『いつも』は絶対に間違ってると思うんだよな」

  　我们移动到其他星系时遭遇宙贼的概率，前几天才让布修巴姆子爵他们吓了一跳。现在又多了一个实例。

  　星系の移動中に俺達が宙賊に遭遇する確率についてブッシュバウム子爵達をドン引きさせたのはつい先日の話なんだけどな。こうしてまた実例が一つ積み上がってしまった。

  「主公！我会打开登机口的！」

  「我が君！　搭乗ハッチを開けておきますね！」

  「拜托了！」

  「頼んだ！」

  　库姬加快了奔跑的速度，将我们甩在身后。在我们三人中，库姬的脚程是最快的。库姬的身体能力本来就和施加了身体强化的艾尔玛不相上下，单论跑步的话，甚至比艾尔玛还要快。不过还是比不上梅伊就是了。

  　クギが走るペースを上げて俺達を置き去りにしていく。この三人の中で普通に走って一番脚が速いのはクギなんだよな。そもそもクギは身体強化が施されているエルマとどっこいどっこいの身体能力を有しているし、走ることに関してだけ言えばエルマよりも速かったりする。流石にメイには負けるけど。

  「蜜蜜也变得能跑了啊」

  「ミミも走れるようになったよなぁ」

  「因为我很努力地在锻炼！」

  「がんばって、うんどうしてますからぁ！」

  　蜜蜜一边说着一边拼命地跑着。虽然我们平时总是在健身房里做各种各样的肌肉训练，但偶尔也会在舰内跑步。这也是为了应对这种情况的训练。

  　そう言いながら走るミミは必死である。いつもトレーニングルームで様々な筋トレをしているけど、たまに艦内を走ったりもしてるんだよな、俺達。こういう時のための訓練でもある。

  　顺带一提，我最近发明了一种应用灵能能力，或者说念动力的高速移动方法，所以其实我甚至可以甩掉库姬，第一个到达克里希那。虽然可以，但不管怎么说，我也不可能丢下蜜蜜出击，所以就和蜜蜜并肩奔跑。

  　ちなみに俺は最近になってサイオニック能力というか念動力を応用して高速移動をする
    
     術
    すべを編み出したので、本当はクギすらぶっちぎって一番にクリシュナに到達することも可能だ。可能なのだが、どちらにせよミミを置いて出撃できるわけでもないのでこうしてミミと並走している。

  　不过，虽然之前一直没怎么提及，但发生这种情况时，我就会想，或许也可以考虑对船员进行身体强化，或者用生化技术将他们改造成义体。

  　しかしアレだな。今まではあまり触れてこなかったが、こういうことがあるとクルーの身体強化やサイバネティクスによる義体化なんかも選択肢としてはありなのかもなぁ、とか思ってしまう。

  　佣兵中也有不少义体化的人。因为和身体强化相比，义体化的价格要合理得多，而且性能也比肉身要好。

  　
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいにも義体化している
    
     奴
    やつは結構多いんだよな。身体強化に比べるとだいぶリーズナブルな価格で生身を超えられるから。

  「不过蜜蜜的柔软身体会变得硬邦邦的啊……」

  「でもミミのやわらかボディがカチカチになるのはなぁ……」

  「你在说什么啊！？」

  「なんのはなしですか!?」

  　听到我的自言自语，已经用尽全力奔跑的蜜蜜吐槽道。顺便一提，我看起来像是在全力奔跑，其实是在用念动力推动自己的身体，所以速度虽快，却一点都不累。很狡猾？或许吧，但这样很轻松。

  　俺の
    
     呟
    つぶやきに既にダッシュでいっぱいいっぱいになっているミミがツッコミを入れてくる。ちなみに俺は全力ダッシュしているように見えて念動力で自分の身体を押してズルをしているので、速度の割に全然疲れていなかったりする。ズルい？　そうかもしれんが楽だからな。

  
   [image: ]
  

  　就这样，我们到达了克里希那，冲进驾驶舱后，发现座位上已经准备好了饮料。库姬真是个贴心的孩子。

  　そうしているうちにクリシュナに
    
     辿
    たどり
    
     着
    つき、コックピットに駆け込むと席にはドリンクが用意してあった。クギは気配りができる子だなぁ。

  「情况如何？」

  「状況は？」

  「梅伊小姐似乎巧妙地躲过了拦截。」

  「メイさんが
    
     上
    う
    
     手
    まくインターディクトをいなしてくださっているようです」

  「或者对方的技术太差了。梅伊，克里希那随时都能出击。」

  「
    
     或
    あるいはあっちの腕が悪いかだな。メイ、クリシュナはいつでも出せるぞ」

  　我斜眼看着坐到操作员座位上的蜜蜜小口喝着水调整呼吸，同时与梅伊小姐进行通讯。

  　オペレーターシートに着いたミミがちびちびと水を飲みながら息を整えているのを横目で見つつ、メイに通信を
    
     繫
    つなぐ。

  『是的，主人。安特利翁的出击准备也即将完成。不过，这里有一个坏消息。』

  『はい、ご主人様。アントリオンの出撃準備も間もなく整うようです。ですが、ここで一つ悪いニュースが』

  「坏消息？」

  「悪いニュース？」

  『是的。正在对我们进行拦截的是一艘大型的宙贼舰，而且有两艘。随行舰的数量混杂在大型舰的反应中，无法确认』

  『はい。インターディクトをかけてきているのは大型宙賊艦、それも二隻です。随伴艦の数は大型艦の反応に紛れて不明ですが』

  「这可不妙啊」

  「そりゃ
    
     不
    ま
    
     味
    ずいな」

  　要说哪里不妙，就是大型宙贼舰对我们来说是不太容易对付的对手。

  　何が不味いって、大型宙賊艦は俺達にとってあまり相性の良くない相手なのだ。

  　虽说是大型舰，但原本是大型运输船改造而成的，所以单纯从火力和耐久度来看并不是什么大问题。虽然不是大问题，但它们经常带着大量的小型和中型宙贼舰。也就是说，它们很有可能会用数量的暴力来压制我们。

  　大型艦とはいえ元は大型輸送船であったものを改造したものなので、単純に火力や耐久面だけを見れば然程問題にならない。ならないのだが、奴らは小型、中型の宙賊艦を大量に引き連れている事が多い。つまり数の暴力を押し付けてくる可能性が高い。

  　即使克里希那作为小型舰拥有超常的性能，黑莲花拥有超乎外表的火力，加上安特利翁，我们的数量也只有三艘。如果只有克里希那一艘的话，也不是不能靠速度和火力慢慢削减敌人，但在这期间黑莲花可能会被数量的暴力压制。

  　いくらクリシュナが小型艦として破格の性能を持っていて、ブラックロータスに見た目以上の火力があっても、アントリオンと合わせても俺達の数はたったの三隻なのだ。クリシュナ単艦であれば速度と火力に物を言わせて時間をかけて敵を少しずつ削っていくこともできなくはないんだが、そんなことをしている間にブラックロータスが数の暴力で押し切られかねない。

  　话虽如此，我们能逃得掉吗？这也不太容易。就算宙贼舰的性能再怎么低，小型舰的脚程还是相当快。要是黑莲花在逃跑之前就被敌舰贴上，安全装置就会启动，无法使用超光速驱动。

  　かといって逃げられるか？　というとそれも難しい。いくら性能の低い宙賊艦とはいっても、小型艦ともなれば足はそこそこに速い。ブラックロータスが逃げる前に船に張り付かれてしまうと、セーフティが作動して超光速ドライブを起動できなくなってしまう。

  「要是他们被我们的火力吓到逃走就好了……最坏的情况下，可能需要让克里希那殿后，让你们先撤退。这一点你们要记在心里」

  「俺達の火力にビビって逃げてくれれば良いんだがな……最悪、クリシュナが
    
     殿
    しんがりを務めて先に撤退してもらう必要があるかもしれん。それだけは念頭に置いておいてくれ」

  『好的，主人』

  『はい、ご主人様』

  　如果随行舰的数量不多的话倒还好，这下可麻烦了。如果是我们主动发起袭击的话还好，但主导权被对方掌握这一点很要命。

  　随伴艦の数が少なければ助かるんだが、どうにも参ったな。こちらから襲撃を仕掛けるならともかく、あちらに主導権を握られているのが痛い。

  『久等了，安特利翁也准备好了。已经没有时间了吧？』

  『お待たせ、アントリオンも出られるわ。余裕、無いわよね？』

  『是的，艾尔玛大人。差不多到极限了』

  『はい、エルマ様。そろそろ限界でございます』

  「OK，总之先全力应战。如果判断无法取胜就撤退」

  「オーケー、とりあえずは全力で当たる。無理そうと判断したら逃げを打つ方向で」

  『Aye Aye, Sir』

  『アイアイサー』

  『明白了。超光速驱动，解除』

  『承知致しました。超光速ドライブ、解除致します』

  　伴随着“咚”的一声，超光速驱动被解除，克里希那也几乎同时被电磁弹射器发射出去。

  　ズドォン！　という音と共に超光速ドライブが解除され、それとほぼ同時に電磁カタパルトによってクリシュナが射出される。

  「黑莲花用EML瞄准大型舰！安特利翁迎击！克里希那冲进去！」

  「ブラックロータスはＥＭＬで大型狙い！　アントリオンは迎撃！　クリシュナは突っ込むぞ！」

  『别太勉强自己了！』

  『無理すんじゃないわよ！』

  「我知道！」

  「わかってらぁ！」

  　不光是克里希那，安特利翁和黑莲花的雷达情报也整合起来显示在驾驶舱的主要屏幕上。哇哦，迷你雷达上显示的全是红色。

  　クリシュナのものだけではなく、アントリオンとブラックロータスのレーダーで得た情報も統合した情報がコックピットのメインスクリーンに表示される。わぁお、ミニレーダーの表示が真っ赤。

  「蜜蜜，这是几艘？」

  「ミミ、これ何隻いる？」

  「数量是八十三艘！」

  「カウントでは八十三隻です！」

  「有点难对付啊。梅伊！艾尔玛！执行B计划！」

  「ちょいと厳しいな。メイ！　エルマ！　プランＢだ！」

  『这下只能逃跑了。无视成本，把追踪撒出去』

  『これは逃げるが勝ちね。採算度外視でシーカーばら
    
     撒
    まくわよ』

  『只要把动力炉破坏掉，大型舰应该就能解决，但形势对我们不利』

  『バイタルを抜ければ大型は仕留められそうですが、分が悪いですね』

  　可能是没想到会有一艘战舰冲过来，克里希那冲进动作迟钝的宙贼舰队中大闹一番。这么多船挤在一起，就算不瞄准也能打中吧。不过我还是会好好瞄准的。

  　まさか一隻だけ突っ込んでくるとは思わなかったのか、動きが鈍い宙賊艦の群れに突っ込んで暴れまわる。これだけ船が密集してると狙わんでも当たりそうだな。ちゃんと狙うけども。

  『这家伙只有一艘！？』

  『こいつ単艦で!?』

  『围上去！』

  『
    
     袋
    ふくろ
    
     叩
    だたきにしろ！』

  『不，别管他！只要把大的那艘干掉，这家伙也只能逃跑了！』

  『いやほっとけ！　デカいのを黙らせればこいつも逃げざるをえねぇ！』

  『这家伙有点不妙啊！呜哇！？』

  『ほっとくにはちょっとこいつやべぇよ！　うわぁぁっ!?』

  　今天宙贼们的开放频道也热闹得很。我一边用四门重型雷射炮和两门大型霰弹炮扫射，一边冲进宙贼舰队，将他们撕裂开来。不过，其中也有比我想象中更冷静的家伙。他们没有理会我，而是让整个舰队都朝着黑莲花冲了过去。

  　今日も宙賊どものオープンチャンネル通信は
    
     賑
    にぎやかだな。四門の重レーザー砲と二門の大型散弾砲をぶっ放しながら宙賊艦の群れを切り裂くように突っ込んでいるのだが、思ったより冷静なのがいる。俺の相手はそこそこにして宙賊艦の群れ全体がブラックロータスに向けて殺到し始めた。

  「虽然这样也正合我意……可恶，出现了吗」

  「それはそれで好都合だが……クソ、出てくるか」

  　我冲破了宙贼舰队，然后掉头准备追上那些冲向黑莲花的家伙，但后方传来了锁定警告。大型宙贼舰上陆续出现了第二波敌人。

  　宙賊艦の群れを突っ切ったところで反転し、ブラックロータスに向かおうとする連中のケツに食らいつこうとしたのだが、後方からロックオン警告。大型宙賊艦から続々と第二波が出現し始める。

  「我去拖住那些家伙！你们那边没问题吧！？」

  「出てきた連中の足止めをする！　そっちは大丈夫そうか!?」

  『应该不会被击落，但有点吃紧！』

  『落とされはしないと思うけど、きついわね！』

  『请优先对付装备鱼雷和追踪导弹的敌人。我会标记出来』

  『魚雷持ちとシーカーミサイル持ちを優先してください。マークします』

  　她们那边应该还能坚持。问题是第二波敌人，数量和一开始出现的第一波差不多。喂喂，再怎么说也太多了吧。

  　あっちはまだ
    
     保
    もちそうだ。問題は第二波なんだが、最初から展開していた第一波と同じくらいの数が出てきつつある。おいおい、いくらなんでも多すぎるだろう。

  『这边的猎物很有活力啊！』

  『こっちで最初の獲物は
    
     活
    いきが良いなぁ！』

  『我听到女人的声音了！听起来很年轻！先抢先赢吧！？』

  『女の声を傍受したぜぇ！　若そうな声だ！　早いもん勝ちだよな!?』

  『你总是最后才夹着尾巴逃跑，所以不行吧』

  『てめぇはいつも最後にゃイモ引いて下がるから無理だろ』

  『才不是——』

  『ちげぇね──』

  　我再次掉头，和新出现的第二波敌人的先锋集团擦肩而过，同时用霰弹炮招呼他们。从霰弹炮中射出的无数霰弹击穿了护盾，贯穿了装甲，将船体内部连同乘员一起撕裂。船体较大的大型和中型舰船姑且不论，船体较小的小型舰船根本无法承受这种攻击。

  　再度反転し、新たに現れた第二波の先頭集団と擦れ違いながら散弾砲をぶち込んでいく。散弾砲から放たれた無数の散弾がシールドを突き破り、装甲を貫通してその船体内部を乗組員ごとズタズタに引き裂く。船体がある程度大きい大型、中型艦ならともかく、船体の小さな小型艦ではこの攻撃にはまず耐えられない。

  『呜哇！？敌舰！？』

  『うぉあ!?　敵艦!?』

  『前卫的家伙在干什么！？』

  『前衛の連中は何してやがった!?』

  『对方只有一艘！包围包围！』

  『相手は一隻だ！　囲め囲めぇ！』

  　宙贼的第二波开始散开，试图包围我。这些家伙的训练水平很高啊，很习惯集团战斗。我这边也使用侧向推进器等装置，交织着回避机动动作，避免被敌人集中攻击，但还是中弹了，护盾开始受到损伤。

  　宙賊の第二波が散開してこちらを包囲しようとし始める。こいつら練度高いな。集団戦に慣れてやがる。こちらもサイドスラスターなどを使って的を絞らせないように回避機動を織り交ぜているが、被弾してシールドにダメージが入り始めた。

  「适当地使用干扰箔片和护盾单元吧。」

  「チャフとシールドセルを適宜使ってくれ」

  「好的，主公。」

  「はい、我が君」

  　在一对多的战斗中，最重要的是将战况带入混战，避免被敌人集中攻击，但对方散开的话就很难办了。面对以光速击中的激光炮，距离越远就越难回避。

  　一対多での戦闘ではとにかく乱戦に持ち込んで的を絞らせないことが重要なんだが、散開されると厳しい。光速で着弾するレーザー砲が相手となると、距離を空ければ空けるほど回避が難しくなってしまうからな。

  「不妙啊。」

  「不味いな」

  　这样下去的话护盾会被打破。有没有什么办法？要是灵能力在航宙战中也能使用就好了，但再怎么说，要使用能对航宙舰造成影响的规模的能力还是太勉强……不，真的太勉强吗？既然蕴藏着足以炸飞恒星系的能源，这点程度应该很轻松吧？

  　このままだとシールドが割られる。何か手はないか？　サイオニック能力が航宙戦でも使えれば良いんだが、流石に航宙艦をどうにかできる規模の能力行使は無理……いや、無理か？　恒星系を吹っ飛ばす程のエネルギーを秘めているなら、それくらい余裕なのでは？

  「……主公！？」

  「……我が君!?」

  　我将为了不泄漏到外部而一直压抑的灵能力量完全释放，用念动力从前后左右推着克里希那，开始采取仅凭各处的推进器无法实现的回避机动动作。虽然感觉船体好像在嘎吱作响，但中弹数减少了。

  　外に漏れ出ないように押し
    
     留
    とどめていたサイオニックパワーを全開にしてクリシュナを前後左右から念動力で押し、各所のスラスターだけでは実現できないような回避機動を取り始める。なんか船体が
    
     軋
    きしんでいる気がするが、被弾は減った。

  「嗯？」

  「うん？」

  　总觉得……总觉得灵能力量被吸走了。而且是被以非常猛烈的势头吸走。通过操纵杆被大量吸走。怎么回事！？

  　なんか……なんかサイオニックパワーが吸われてる。なんかすっごい勢いで吸われてる。
    
     操
    そう
    
     縦
    じゆう
    
     桿
    かんを通してガンガン吸われてる。何事!?

  「呜哇哇！？仪器的数值出错了！？」

  「うわわっ!?　計器の数値がバグりました!?」

  「动力炉的输出急剧上升……护盾容量超过100％，变得很奇怪，主公！」

  「ジェネレーター出力が急上昇して……シールド容量が１００％を超えておかしいことになってます、我が君！」

  「船的控制失效了！这是怎么回事！？怎么回事！？」

  「船の制御が利かねぇ！　なんだこれ!?　なんだこれ!?」

  　船体就像操纵杆的反应变得过于敏感一样，被甩来甩去。现在到底是什么情况！？虽然因为惯性控制装置在工作，驾驶舱内并没有发生什么大事，但主要屏幕上显示的景象却变得乱七八糟，感觉都要晕船了。

  　操縦桿の反応が敏感になりすぎたかのように船が振り回される。これ今どういう状態になってんだ!?　慣性制御装置が働いてるからかコックピット内は大変なことにはなっていないが、メインスクリーンに映る景色がとんでもないことになっていて酔いそうだ。

  『那艘船怎么回事？怎么在乱发光啊！？』

  『どうなってんだあの船？　なんか
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや光ってんぞ!?』

  『是出故障了吗？管他呢，开火开火！现在是好机会！』

  『トラブってんのか？　構わん撃て撃て！　今がチャンスだ！』

  『雷射炮没用，是被弹开了吗！？喂，打不中啊！』

  『レーザーが通らないっつうか曲がってねぇか!?　おい、当たらねぇぞ！』

  『呜噢噢噢噢！？别过来这边啊！？啊——！？』

  『うおぉぉぁ!?　やめろこっちくんな!?　アッ──!?』

  　宙贼们好像在吵吵嚷嚷的，但我现在可没空管他们。不仅无法控制船，还被雷射炮随意射击，刚才好像还撞上了宙贼的船。为什么克里希那毫发无伤啊。护盾容量变成了540％这种奇怪的数值，而且还在继续上升。

  　なんか宙賊どもが騒いでいるが、こちらはそれどころではない。船の制御は利かないし、レーザー砲で撃たれ放題だし、今なんか宙賊艦に衝突した気がする。なんでクリシュナは無傷なんだよ。シールド容量がなんか５４０％とか変な数値になってるし、なんならまだ上昇し続けてる。

  「武装的显示也变成乱码了，而且灵能力量还在被持续吸收，这下可能真的要完蛋了。」

  「兵装の表示も文字化けしてきたし、なんかサイオニックパワー吸われ続けてるし、これはもう駄目かもわからんね」

  「希罗大人！？不能放弃啊！？」

  「ヒロ様!?　
    
     諦
    あきらめちゃ駄目ですよ!?」

  「我不会放弃到最后一刻的！但无法控制船体真的太难了！」

  「最後の最後まで諦めはしないけどさぁ！　流石に制御利かないのは厳しいぞ！」

  「法力被吸收了……？难道……？主公，请您试着全力注入灵能力量」

  「法力が吸われて……？　もしや……？　我が君、全力で注ぎ込んでみてください」

  「哎……？不过我也没别的事可做了……」

  「えぇ……？　まぁできることも他に無いけども……」

  　克里希那完全不受操纵杆的控制，只是在乱飞，我确实无事可做。所以，我按照库姬的指示，试着主动将灵能力量注入克里希那。幸运的是，虽然不知道为什么，护盾不仅全开，甚至突破了极限，应该还有余力注入灵能力量。

  　操縦桿による制御を全く受け付けず
    
     出
    で
    
     鱈
    たら
    
     目
    めに飛んでいるようなので、本当にできることがない。なので、クギの言う通りクリシュナに吸われるままに任せていたサイオニックパワーをこちらから流し込んでみる。幸い、
    
     何
    な
    
     故
    ぜだか知らんがシールドはバリバリ全開どころか限界突破しているようだから、それくらいの余裕はあるだろう。

  「给我搞定啊——！」

  「なんとかなれーッ！」

  　我通过操纵杆，全力将灵能力量注入克里希那，随后光芒四射。炫目的彩色闪光充斥了整个视野。这和在超空间看到的迷幻景象不同，是让人感到神圣的闪光。

  　操縦桿を通して全力でクリシュナにサイオニックパワーを注ぎ込むと、光が爆発した。とても
    
     眩
    まぶしい、極彩色の
    
     閃
    せん
    
     光
    こうが視界を埋め尽くす。それはハイパースペースで見るサイケデリックなものとは違い、神々しさを感じさせる閃光だ。

  「哇——！？这是什么光！？」

  「わーっ!?　何の光ですかぁ!?」

  「呜哎哎！？我的眼睛！？」

  「ぴえぇっ!?　目がぁ!?」

  『『『什么光！？』』』

  『『『何の光ィ!?』』』

  　驾驶舱和开放频道都充满了惨叫。连宙贼们也异口同声地对闪光感到恐惧，这倒是有点有趣，但这也就意味着克里希那整体都在发光。到底发生了什么？

  　コックピットもオープンチャンネルも
    
     阿
    あ
    
     鼻
    び
    
     叫
    きよう
    
     喚
    かんである。宙賊どもまで口を
    
     揃
    そろえて閃光に
    
     慄
    おののいてるのはちょっと面白いが、それってつまりクリシュナ全体が光ってるってことだよな。一体本当に何が起こっているんだ。

  『喂，希罗！？发生什么事了！？我看到你身上发出的光芒，就像是反应弹头一起爆炸了一样！？』

  『ちょっとヒロ!?　何が起こってんの!?　反応弾頭がまとめて爆発でもしたみたいに光ってるのが見えるんだけど!?』

  『主人！？您没事吧！？』

  『ご主人様!?　ご無事ですか!?』

  「应该没事！虽然我也不清楚发生了什么，但目前我没事！」

  「多分無事！　何が起こってるのかは俺もよくわからんが今のところ無事！」

  　艾尔玛和梅伊那边应该也忙得不可开交，但她们还是担心地向我发来了通讯。看来我身上发出的光芒连她们那边都能看到，不过驾驶舱内的光芒总算是收敛下来了。

  　あっちはあっちで余裕がない
    
     筈
    はずなんだが、それでも心配をしたエルマとメイからも通信が入ってくる。向こうからも見えるくらい光ってるらしいが、なんとかコックピット内の光は収まってきた。

  「什么都没变……不对，这是什么情况？」

  「何も変わって……いや、なんだこりゃ」

  　驾驶舱本身的样子并没有变化，但显示的数据很奇怪。仪表盘上的数字变成了我从未见过的数值，武装的名字不仅变了，数量还增加了。除此之外，还有好几个陌生的显示。船的OS是什么时候更新的？

  　コックピットそのものの様子は変わっていないが、表示がおかしい。計器類の数字は今まで見たことがないような数値になっているし、武装の名前も変わっている上に数が増えてる。その他にも見慣れない表示がいくつかある。いつの間に船のＯＳがアップデートされたんですかね？

  「念动光轮悉达多·轮盘展开中？光轮兵器金刚杵，待机？念动冲击炮俱摩罗和转移发射管也待机。啊，重激光炮倒是没变——重力子炮？」

  「念動光輪スダルシャナ・チャクラ展開中？　光輪兵器ヴァジュラナーバ、スタンバイ？　念動衝撃砲カウモーダキと転移発射管もスタンバイ。あ、重レーザー砲は変わってな──重力子砲？」

  　这是什么鬼啊。我到底该怎么办才好！？虽然我很想这样大喊，但现在正在和宙贼战斗。很遗憾，我没有时间困惑了。

  　なんだこれは。一体どうすれば良いのだ!?　と叫びたいところだが、今は宙賊との戦闘中だ。残念ながら戸惑っている暇はない。

  『光芒消失了！』

  『光が収まったぞ！』

  『形状是不是变了？那对光之翼是什么鬼啊？』

  『なんか形変わってねぇ？　つかなんだあの光の翼みたいなのは』

  『不知道，总之快开火！』

  『わからんがとっとと撃て！』

  　宙贼再次开火，我也再次应战——然而。

  　宙賊が再び撃ってきたので、こちらも応戦を再開した──のだが。

  「呜哇，这是什么啊？」

  「うわ、なんだこりゃ」

  「呜哇——！？这是什么！？」

  「うわー!?　なんですこれ!?」

  「头、头好晕……不过惯性控制生效了……我、我感觉好不舒服，主公。」

  「め、目が回りそうな……でも慣性制御が利いて……き、気持ち悪くなりそうです、我が君」

  　机动性好强。不管朝前后上下左右哪个方向移动，都能从静止状态瞬间加速到最高速。而且惯性控制完美生效，身体没有受到任何负担。这机动性肯定非常恶心。

  　すっげぇ動く。前後上下左右どの方向に動いてもすぐにゼロからトップスピードになる。なのに慣性制御がバッチリ利いて身体に負担がない。絶対すげぇ気持ち悪い動きになってるぞ、これ。

  『那恶心的动作是怎么回事！？』

  『なんだあのキモい動き!?』

  『喂！？激光打不中！那种动作根本打不中啊！』

  『おい!?　レーザー当たんねぇ！　射撃サポートが利かねぇよあんなん！』

  『而且就算打中也会被弹开！不对，是被扭曲了！？那是什么鬼！？太犯规了吧！』

  『つか当たっても
    
     弾
    はじかれてる！　いや曲げられてる!?　なんだよあれ!?　ズルいぞ！』

  　激光好像被扭曲了。之前也发生过这种事。算了，总之先用重力子炮试试看吧。我这么想着扣下扳机，重力子炮的发射口浮现出蓝色魔法阵，射出了蓝黑色的光——这真的是光吗？——射出的蓝黑色光线射穿了宙贼舰，连同护盾一起贯穿了船体，将其炸得粉碎。

  　なんかレーザーが曲がってるらしい。前にもあったな、これ。まぁいい、とりあえず重力子砲とやらを撃ってみるか、と考えてトリガーを引くと、重力子砲の発射口に青い魔法陣のようなものが浮かび上がり、青黒い光──これ本当に光か？──が発射された。発射された青黒い光線が宙賊艦に突き刺さり、シールドごと船体を貫通して木っ端
    
     微
    み
    
     塵
    じんにする。

  　不对，等一下。威力太强了。虽然强是好事，但这样会把战利品也一起炸飞。看来还是调整一下输出功率比较好。

  　いやちょっと待ってくれ。威力が高すぎる。強いのは良いんだが、これじゃ戦利品も全部消し飛ぶ。出力を調整したほうが良いな、これは。

  「啊——试试看念动冲击炮吧。」

  「あー、念動衝撃砲を撃ってみるか」

  　我切换武器，试着发射念动冲击炮的什么“爆裂模式”。这武器和电浆炮很像，但弹速快得离谱。而且这玩意也把护盾连同宙贼舰一起炸得粉碎。都说了威力太强了啊。

  　武器を切り替えて念動衝撃砲のカウモーダキとやらを撃ってみた。プラズマ砲に似たような兵器みたいなんだが、弾速が滅茶苦茶速い。そしてこれもまたシールドごと宙賊艦を木っ端微塵にしている。だから威力が高すぎるって言ってんだよ。

  　因为好像还有扩散炮模式，所以我试着发射了一下，这次的威力恰到好处，把宙贼舰打成了蜂窝。弹速和原本装备的散弹炮几乎一样，但有效射程远得多。这作弊兵器是怎么回事啊。

  　拡散砲モードもあるようなので撃ってみたのだが、こっちは程よい威力で宙賊艦を穴だらけにした。弾速は元々装備していた散弾砲と
    
     殆
    ほとんど同じなんだが、有効射程が
    
     遥
    はるかに長い。なんだこのチート兵器。

  「光轮兵器是……这是什么？」

  「光輪兵器は……なぁにこれぇ？」

  　我启动了什么“金刚轮”，然后第六感……或者说是感知精神波的能力就得到了极大的强化。我看得见。我捕捉到了宙贼们的精神反应。在航宙战中，双方的距离不仅有数公里，甚至可能达到数十公里，但我却能捕捉到宙贼们的精神波动，仿佛距离根本不存在一样。

  　ヴァジュラナーバとやらを起動すると、第六感とでも言えば良いのか……所謂精神波の感知能力が滅茶苦茶に拡大された。見える。宙賊どもの精神反応が
    
     捉
    とらえられる。航宙戦では数キロメートルどころか下手すると軽く数十キロメートルとか距離が離れたりするんだが、そんな距離なんて関係ねぇと言わんばかりに宙賊どもの精神波動を捉えられる。

  「是使用精神波进行锁定吗？试试看吧。」

  「精神波を使ったロックオンってことか？　撃ってみるか」

  　第二波的残存数量是五十二艘。因为好像可以同时攻击所有目标，所以我试着发射了金刚轮……。

  　この時点で第二波の残存数は五十二隻。その全てに攻撃ができるようなので、ヴァジュラナーバを発射してみたのだが……。

  『呜噢噢！？什么玩意儿！？发光的圆环——』

  『うおお!?　なんだ!?　光る輪っかが──』

  『好快！？这是什么——』

  『速い!?　なんだこ──』

  『住手——』

  『やめ──』

  　从克里希那的后方发射出的无数光轮描绘出复杂的轨迹，朝着被精神波锁定的宙贼飞去，将宙贼连同宙贼舰一起一分为二。从各种角度被一分为二的宙贼舰大半都爆炸四散了。只有少数的船没有让动力炉和弹药之类的爆炸，如字面意思一样一分为二，开始在宇宙空间中漂浮。

  　クリシュナの後部辺りから無数に発射された光輪が複雑な軌道を描きつつ精神波を
    
     捕
    ほ
    
     捉
    そくした宙賊に向かって飛んでいき、宙賊艦ごと宙賊を真っ二つにした。様々な角度から真っ二つにされた宙賊艦は大半が爆発四散。うまいことジェネレーターや弾薬の類が爆発しなかった少数の船は文字通り真っ二つになって宇宙空間を漂い始めた。

  　嗯，这是只针对人类，或者说是针对释放精神波的生物的兵器吧。而且还能用脑波控制。呼哈哈，很可怕吧。真的很可怕啊。我的克里希那到底怎么了？

  　うん、これは人間だけというか、思念波を放つ生き物を殺す兵器ですね。しかも脳波コントロールできる。フハハ怖かろう。本当に怖いわ。俺のクリシュナどうなってしまったん？

  「那个，希罗大人？」

  「あの、ヒロ様？」

  「嗯，怎么了，蜜蜜？」

  「うん、なんだいミミ」

  「这是怎么回事？」

  「どうなってるんですか？」

  「我也不知道，真的完全搞不懂……不过总之先歼灭所有宙贼吧」

  「それは俺にもわからん、マジで何もわからん……でもとにかく宙賊を全滅させよう」

  「是啊，主公。这也是为了争取思考的时间」

  「そうですね、我が君。考える時間を作るためにも」

  　黑莲花和安特利翁应该能撑住，先击落大型宙贼舰吧。总之得先搞清楚克里希那那谜一样的强化能力，否则什么都做不了。

  　ブラックロータスとアントリオンの方はなんとか保ちそうだから、大型宙賊艦をまずは
    
     叩
    たたき
    
     落
    おとそう。とにかく謎のパワーアップを果たしたクリシュナの性能を把握しないことにはどうにもならん。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　从结论来说，我完全搞不懂强化后的克里希那。只知道它变得强得离谱，但完全搞不懂为什么会变成这样。大型宙贼舰也以离谱的机动性躲开了大部分迎击雷射炮，逼近到我面前。我用扩散模式的念动冲击炮射击，马上就解决了。

  　結論から言うと、パワーアップしたクリシュナについては何もわからなかった。とにかく出鱈目に強くなったのはわかったが、何がどうなってこうなったのかさっぱりわからん。大型宙賊艦も出鱈目な機動で迎撃レーザーを殆ど
    
     躱
    かわしながら肉薄して、念動衝撃砲を拡散モードで撃ち込んだらすぐに決着がついてしまった。

  『我说希罗啊？你刚才还在大型宙贼舰那边吧？』

  『ねぇヒロ？　あなたほんのちょっと前まで大型宙賊艦のところにいたわよね？』

  「是啊」

  「そうだね」

  『为什么现在却在这边？话说刚才的发光圆环是什么？』

  『どうしてもうこっちにいるの？　というか今の光る輪っかは何？』

  「我也不太清楚……真的搞不懂……」

  「それが俺にもよくわからん……本当にわからん……」

  　因为黑莲花和安特利翁还在战斗，所以我急着赶回来。然后主屏幕上就显示『短距跳跃执行』，下一秒我就出现在黑莲花和安特利翁的附近了。虽然能想象发生了什么，但我的大脑拒绝理解。

  　ブラックロータスとアントリオンがまだ戦闘を継続していたから急いでこっちに戻ってこようと思ったんだ。そうしたらメインスクリーンに『ショートリープ実行』って表示されて、次の瞬間にはブラックロータスとアントリオンのすぐ近くにいたんだ。何が起こったのか想像はつくんだが、理解するのを俺の脳が拒んでいる。

  　先不管这个，我用光轮兵器把宙贼们劈成了两半。

  　それはそれとして光輪兵器で宙賊どもは真っ二つにしてやったんだが。

  『感觉连外表……都变了呢。趁我不注意的时候换船了吗？』

  『なんか見た目も……変わったわね。私が目を離した隙に船を乗り換えたの？』

  「没有换。我试着让它变成那样，然后就发光了」

  「乗り換えてない。なんとかなれーってやったらブワーって光ってこうなってた」

  『蜜蜜？』

  『ミミ？』

  「正如希罗大人所说，我完全搞不懂发生了什么！」

  「なんかもうヒロ様の言った通りで何がなんだかわかりません！」

  『……库姬？』

  『……クギ？』

  「一言难尽……这就是克里希那的真正性能……或者说，现在的样子还只是开始，或许只是解开了一个枷锁……」

  「一言で説明するのは難しいのですが……これがクリシュナの真の性能……
    
     或
    あるいは、今の姿すらまだ序の口というか、
    
     枷
    かせを一つ外しただけなのかも……」

  『完全搞不懂……唉，总之先回收吧』

  『わけがわからないわねぇ……はぁ、とりあえずサルベージしましょうか』

  　艾尔玛在通讯的另一头叹了口气。虽然规模相当大，但发生的事情本身只是宙贼袭击……事后处理也和往常一样，从击破的宙贼舰残骸中回收装备和物资，挑选可以俘获的船只运到黑莲花上，让蒂娜和薇丝卡进行修复……不过。

  　エルマが通信の向こうで
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    つく。規模がだいぶデカかったが、起こったことそのものは宙賊の襲撃だからなぁ……事後処理もいつも通りで、撃破した宙賊艦の
    
     残
    ざん
    
     骸
    がいから装備や物資をサルベージし、
    
     鹵
    ろ
    
     獲
    かくできそうな船を見繕ってブラックロータスに運び込み、ティーナとウィスカにレストアしてもらうだけ……なのだが。

  『哥哥？』

  『兄さん？』

  「我在」

  「はい」

  　听到通讯机另一头传来蒂娜平静的声音，我不由得端正了姿势。我几乎没听过蒂娜发出这种声音。好可怕。

  　通信機の向こうから聞こえてきたティーナの静かな声に思わず姿勢を正す。ティーナのこんな声殆ど聞いた覚えがない。こわい。

  『希望你现在马上回来……不过还是以生意优先吧？』

  『今すぐ帰ってきて欲しいんやけど……商売が優先やんな？』

  「是……是的」

  「そう……っすね」

  『尽可能收集数据。拜托了。如果再感觉到任何异常，就立刻停船让安特利翁拖航，然后进船坞。明白了吗？』

  『可能な限りのデータを取っといてな。頼むで？　あと少しでも異常を感じたらすぐに船を
    
     停
    とめてアントリオンに
    
     曳
    えい
    
     航
    こうしてもらってドック入りすること。ええね？』

  「Yes，Ma'am」

  「イエスマム」

  　虽然蒂娜只听得到声音，但我还是不由自主地向她敬礼。毕竟她一手培养的克里希那突然发出神秘的光芒，还改变了形态，作为整备士，她肯定有很多想法。即便如此，她还是关心着乘坐克里希那的我们，这很符合温柔的蒂娜的风格。

  　声しか聞こえていないティーナに思わず敬礼を返す。そりゃ今まで手塩にかけて整備してきたクリシュナが謎の光を発してフォームチェンジしたのだから、整備士としては思うところの一つや二つはあるだろう。それでもクリシュナに乗っている俺達の身を案じてくれている辺り、優しいティーナらしいが。

  　总之，我按照蒂娜的指示，一边处理击破宙贼后的善后工作，一边确认新克里希那的性能。关于新武装，除了那个转移发射管，其他大致上都理解了。重力子炮可以调整输出功率，我成功地计算出能够一击破坏中型宙贼舰的护盾并造成致命伤的输出功率。

  　とりあえずティーナの言う通り宙賊どもを撃破した後の始末をしながら新しいクリシュナの性能を確かめる。新しい武装に関しては転移発射管とやら以外に関しては
    
     概
    おおむね理解できた。重力子砲は出力の調整が可能で、とりあえず中型宙賊艦のシールドを一撃で抜いて致命傷を与えられる程度の出力を割り出すことに成功した。

  　只是关于这重力子炮，我发现了四门重力子炮合在一起可以发射出一道极粗的光束，或者说是能引发如同重力爆一样的大破坏。克里希那啊，你到底打算用这过剩的火力和什么战斗啊？不开玩笑地说，光靠克里希那一艘船别说是一个舰队，就算和一国的正规军为敌似乎也能取胜。

  　ただこの重力子砲なんだが、四門を束ねて一本の極太ビームというか、まんまグラビティなブラストめいた大破壊を引き起こせることが判明した。クリシュナよ、この過剰火力で一体何と戦うつもりなんだ。冗談でもなんでもなくクリシュナ一隻で一個艦隊どころか一国の正規軍全てを敵に回しても勝てそうなんだが。

  　另外，我也弄清楚了艾尔玛感到可疑的那一点。克里希那似乎获得了短距离——不，正确来说是只要在星系内，就能跳跃到任意座标的机能。该说是跳跃还是超空间跳跃呢？总之就是能够穿越时空，从座标A移动到座标B。至于能不能跳跃到星系外，我还没有尝试过。感觉上应该可以。

  　それと、エルマが不審に思っていた点についても判明した。クリシュナはどうやら短距離──いや、正確には星系内くらいであれば任意の座標にジャンプする機能を獲得したらしい。ジャンプというかワープというか、とにかく時空間を飛び越えて座標Ａから座標Ｂに移動することができるようだ。星系外にも飛べるかどうかは流石に試していない。感覚的にはできそう。

  「结束了……」

  「終わりや……」

  「结束了……」

  「終わりだぁ……」

  　然后，我收拾完宙贼回到黑莲花，看到蒂娜和薇丝卡在克里希那面前一脸绝望。该怎么说呢，两人都是一脸苍白，感觉灵魂之类的东西好像从嘴里飘走了。

  　で、宙賊の後始末を終えてブラックロータスに戻ったんだが、クリシュナを前にティーナとウィスカが絶望していた。なんというか二人とも真っ白だ。口から魂的な何かが抜けていっているような気がする。

  「总觉得……抱歉啊。」

  「なんか……ごめんな？」

  「不是大哥的错……不，虽然不是没有错，但这次好像很危险……」

  「兄さんは悪くない……いや悪くなくはないんやろうけど今回は危なかったみたいやし……」

  「说到底，我连这玩意儿是怎么变成这样的都毫无头绪……这到底是怎么了？」

  「そもそも何をどうやったらこうなるのか見当もつかないよね……どうしちゃったんだろう、これ」

  「不知道……完全不知道……总之先扫描，能拆的地方就拆，能看到内部的地方就看内部……啊，啊……说明书，说明书全部重写……」

  「わからん……なんもわからん……とりあえずスキャンして、バラせそうなとこはバラして、中身見えるとこは中身見て……ア、アァ……マニュアル、セイビマニュアルゼンブ、カキナオシ……」

  「喵啊啊啊啊啊啊啊！」

  「んにゃああぁぁぁぁっ！」

  　糟糕，蒂娜坏掉了。薇丝卡则变成了某种尖叫的啮齿类动物，或者说是抱着头的小猫。毕竟从她们的角度来看，至今为止一点一点积累起来的克里希那的整备说明书突然变得派不上用场了。

  　アカン、ティーナが壊れた。ウィスカは絶叫するげっ歯類か頭を抱える子猫めいた何かになってるし。二人にしてみれば今までコツコツと積み上げてきたクリシュナの整備マニュアルが突然使い物にならなくなったわけだからなぁ。

  　说到底，克里希那的制造商不明，出处不明，动力炉周围全是黑匣子，对整备士来说是噩梦般的机体。虽然和市面上流通的零件在某种程度上是兼容的，但有一部分连材质都不明。

  　そもそもクリシュナは製造メーカー不明、
    
     出
    で
    
     処
    どころ不明、ジェネレーター回りなんかはブラックボックスだらけといったように整備士にとっては悪夢のような機体であったりする。一応一般に流通している部品との互換性はある程度あるようだが、一部に関しては材質すら不明の箇所もあるとか。

  　蒂娜和薇丝卡一点一点地分析克里希那，通过整备加深理解，制作了即使交给整备机器人也能进行一定程度整备的说明书。

  　ティーナとウィスカはそんなクリシュナをコツコツと分析しながら整備して理解を深め、整備用のボットに任せてもある程度の整備ができるようにマニュアルを作ってきた。

  　于是就有了这次的变形。克里希那变大了一圈，稍微超出了小型战舰的范畴，成长为违法小型舰。当然，不光是这样，一部分的形状也发生了变化，武装全部被替换成了从未见过或听过的武器，作为机动装置的推进器上还长出了产生神秘光翼的装置，护盾也变成了能够扭曲并偏转光学武器的神秘扭曲护盾，动力炉则输出了前所未有的数值。

  　そこで今回のトランスフォームである。クリシュナは一回り大きくなって小型戦闘艦の
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    ちゆうからちょっとだけ飛び出し、脱法小型艦へと成長した。無論、それだけでなく一部は形状が変わり、武装は軒並み見たことも聞いたこともないようなものへと置き換わり、機動装置として従来のスラスターに加えて謎の光翼の発生装置が生えてきており、シールドは光学兵器を
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    わい
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    きよくして受け流す謎の歪曲シールドに
    
     変
    へん
    
     貌
    ぼうし、ジェネレーターは今までに見たことのないような数値を弾き出している。

  　关于光翼，从黑莲花拍摄的视频来看，与以前看到的韦尔扎鲁斯神圣帝国的战舰装备的机动装置非常相似。

  　光の翼に関しては、以前に見たヴェルザルス神聖帝国の戦闘艦が装備していた機動装置に酷似しているように見えるんだよな。ブラックロータスから撮影した映像を見る限りは。

  　还有，动力炉的输出已经不是战舰的级别了。虽然克里希那变成了违法小型舰的尺寸，但动力炉的输出却轻松超越了战舰的级别，与其说是舰船，不如说是星际闸道那样的高能源超巨大构造物的级别。我在驾驶舱里看了三次那个数值。两次还不够。

  　それと、ジェネレーター出力に関しては戦艦どころじゃない数値になっている。クリシュナは脱法小型艦サイズになったわけだが、そのジェネレーター出力は戦艦レベルを軽く飛び越えて艦船というよりはゲートウェイのような高エネルギー超巨大構造物レベルの出力になってしまっている。俺はコックピットでその数値を三度見した。二度見では済まなかった。

  「……一直这么坏下去也不是个办法。这次也没有战利舰，赶紧把工作搞定，去看看克里希那的情况吧」

  「……いつまでも壊れててもしゃーないわ。今回は鹵獲艦はないし。ちゃっちゃと仕事片付けてクリシュナの様子見よか」

  「是啊。老哥你干掉的要么是被劈成两半要么是被炸成渣，我们这边干掉的大部分都是被追踪导弹炸得四分五裂」

  「そうだね。お兄さんがやった方は真っ二つか木っ端微塵かだったし、こっちでやった方は大体シーカーミサイルで爆発四散したもんね」

  　其他还有我干掉的大型宙贼舰被打成了蜂窝，但是黑莲花要俘获大型舰也很难，所以这次就只是从击破的船上把能用的装备扒下来而已。

  　他には俺がやった大型宙賊艦が穴だらけになったが、大型艦を鹵獲するのはブラックロータスでも厳しいので、今回は撃破した船から使えそうな装備だけを
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    ぱがすだけにした。

  　虽然把船体连同框架一起劈成两半的光轮兵器完全不适合俘获船只，但是没有被炸得四分五裂的船，武装和超光速驱动都能完好无损地扒下来，所以只要好好干的话，应该能赚得比以前更多。今后应该多加练习，注意不要把船炸得四分五裂。

  　船体をフレームごと真っ二つにする光輪兵器は船の鹵獲には全く向かないんだが、爆発四散しなかった場合には武装や超光速ドライブなんかを割と無傷で引っ剝がせるので、上手くやれば今まで以上に稼げそうなのが良いところだな。今後は船を爆発四散させないように気をつけて扱う術を磨いていくべきだろう。

  「克里希那就拜托你们了」

  「クリシュナのこと、頼んだ」

  「好，好，交给我们吧」

  「アイ、アイ、頼まれたわー」

  「我会努力的」

  「頑張ってみますね」

  　不只是克里希那，还有从宙贼那里俘获的装备的善后工作，几乎全部都丢给她们，让我有些过意不去……但是这些已经超出了我能帮得上的范围，只能依靠她们了。我能做的只有多给她们一些补贴而已。

  　クリシュナだけでなく、宙賊から鹵獲した装備品の後始末なども含め、ほぼ全部丸投げするのは心苦しいが……俺が手伝うことのできる領域を逸してるからな。二人に頼る他ない。俺ができるのは彼女達の手当を少し手厚くしてやることだけだ。

  　总之，这次的工作就给她们发点奖金，然后在韦尔扎鲁斯神圣帝国给她们买些喜欢的酒作为回报吧。

  　とりあえず、今回の仕事に関してはボーナスを支給するのと、彼女達が好きそうな酒をヴェルザルス神聖帝国でしこたま買ってやることで報いるとしよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我们在韦利克星系被以两艘大型宙贼舰为核心的宙贼大船团袭击，靠着变形后的克里希那的活跃表现，我们成功突围，还获得了大量的战利品。毕竟这次有两艘大猎物，战利品可以说是任君挑选。

  　ウェリック星系で大型宙賊艦二隻を中核とする宙賊どもの大船団に襲われた俺達はその襲撃をトランスフォームしたクリシュナの活躍によって切り抜けた。そして大量の戦利品を獲得した。何せ今回は大物が二隻もいたからな。戦利品は
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    どり見取りの取り放題だった。

  　话虽如此，我们也没法全部掠夺过来，所以就和韦利克星系的佣兵公会取得联系，把剩下的战利品的打捞权卖掉了。然后，我们就这样带着战利品前往尼帕克星系。

  　とはいっても全部は略奪しきれなかったので、ウェリック星系の
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    へいギルドに通信を
    
     繫
    つなぎ、残った戦利品のサルベージ権を売り払ってきた。で、その戦利品を抱えたままニーパック星系へと向かったわけだ。

  　然后呢？我们就这样成了一个带着大量战利品的佣兵团，这些战利品都是宙贼在处理的，偏向黑色的灰色地带的战利品，不管怎么看都很可疑。

  　するとどうなるか？　宙賊が扱っているようなブラック寄りのグレーな戦利品を大量に抱えたどこからどう見ても怪しい傭兵団の出来上がりである。

  　这种东西还是赶紧处理掉最好，但是这次的停靠地已经决定了。反正我们会在尼帕克星系的殖民卫星停留数日，搞不好会停留一周以上，所以把战利品卖了的话，还是在那里处理掉更有效率。

  　こんなものはさっさと処分してしまうのが一番なんだが、今回は寄港地が既に決まっている。どうせニーパック星系のコロニーには数日から下手すると一週間以上滞在することになるだろうから、戦利品を売り払うならそこで処分した方が効率的だ。

  　于是，我们带着战利品，处理完各种事情之后，按照当初的预定前往尼帕克星系。

  　というわけで、戦利品を手にして
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    もろの処理も終えた俺達は当初の予定通りニーパック星系へと進路を向けた。

  『安全扫描发现你们的船上载有可疑货物。请说明货物的来源』

  『セキュリティスキャンでお前達の船に怪しい貨物を発見した。入手先について説明せよ』

  　嘛，果然会变成这样。

  　まぁこうなるよね。

  　这里说的可疑货物，指的是在某个殖民卫星的宇宙港被盗，被登记为丢失的货物集装箱，被宙贼威胁释放的，通过网络被登记为丢失的货物集装箱，被宙贼击毁，失踪的，上面还带着船舶标签的货物集装箱。

  　この場合の怪しい貨物というのはどこぞのコロニーの宇宙港で盗まれて紛失届の出されている貨物コンテナだったり、宙賊に脅されて放出した際にオンライン経由でロスト扱いになっている貨物コンテナだったり、宙賊による撃破・
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    そう扱いになっている船舶のタグがついたままの貨物コンテナだったりする。

  　因为我们的货舱里装满了这种东西，所以会被怀疑也是理所当然的。

  　そんなものを貨物スペースに満載して航行しているのだから、そりゃ怪しいよねって話だ。

  　当然，我们佣兵在回收这些货物的时候，也会通过影像和取得座标的形式，确保这些是从宙贼那里得到的战利品的证据。当然，战斗时的记录也会保存下来。这样就可以证明货物是从宙贼那里得到的战利品。

  　当然俺達
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    へいもそれに対応するためにそれらを回収する際には映像や取得座標といった形で宙賊からの戦利品であるということを証明するデータを確保している。
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    ろん戦闘時の記録も取っている。それで貨物が宙賊からの戦利品であるということを証明するわけだな。

  　顺便一提，我作为佣兵公会的白金级和帝国的名誉子爵的身份，也起到了有利的作用。与头衔相随的社会信用，意外地不容小觑。

  　ついでに、俺の場合は傭兵ギルドのプラチナランカーであることや、帝国の名誉子爵であるということも有利に働く。肩書きに付随する社会的信用というものは意外と馬鹿にならないのだ。

  『确认完毕。祝各位旅途愉快』

  『確認が取れました。良い旅を』

  　完成安全扫描和我们的ID核对之后，星际闸道防卫舰队便离开了。这样一来，这个星系——我们这次旅行的目的地尼帕克星系内应该就不会再发生什么麻烦事了。

  　セキュリティスキャンと俺達のＩＤの照合を終えたゲートウェイ防衛艦隊が去っていく。これでこの星系──今回の旅の目的地であるニーパック星系内でこれ以上の面倒が起こることはないだろう。

  「不知道和在韦利克星系处理掉之后再过来比，哪个更快呢」

  「ウェリック星系で処分してから来るのとどっちが早かったかな」

  「我觉得这边更快哦。韦利克星系的安全等级和经济等级都很低，估计会被狠狠砍价吧。不过话说回来，没事找事真是让人郁闷啊」

  「こっちの方が早かったと思うわよ。ウェリック星系はセキュリティレベルも経済レベルも低いから買い
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    たたかれただろうしね。それにしても痛くもない腹を何度も探られるのは
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    とうしいわね」

  「啊哈哈……哎呀，反正我们也没做什么亏心事，稍微等会儿也没什么吧」

  「あはは……まぁ、別にやましいことは何も無いんですから、少し待機するくらい良いじゃないですか」

  　蜜蜜安慰着发牢骚的艾尔玛。正因为有我白金级和名誉子爵的头衔，所以才只受到了这种程度的盘查，不然的话，他们甚至有可能会登船临检。

  　愚痴るエルマをミミが
    
     宥
    なだめる。俺のプラチナランカーと名誉子爵って肩書きがあるからこそこの程度で済んでいるが、そうでなかったら臨検も辞さない雰囲気だったものな。

  「因为是白金级和贵族所以可以免除盘查，很有帝国的风格呢」

  「プラチナランカーで貴族だから取り締まりを免除されるって、いかにも帝国って感じだね」

  「阶级这种东西，就是社会信用的指标嘛。某种意义上来说，这不也是一种社会机能吗？」

  「階級というものが社会的信用のバロメーターとして働いているというわけだねぇ。ある意味では機能的と言えるんじゃないかな？」

  「联邦没有这样的机制吗？」

  「連邦ではそういった仕組みは無いのでしょうか？」

  「要说哪里都能通用的话，大概也就联邦政府的高官吧？还有，星系军也是军组织的一部分，所以军方的高官应该也通用。你也知道，我就是那样，所以对军方以外的事情不太了解。」

  「どこででも通用する、となると連邦政府のごく一部の高官くらいじゃないかな？　あと、星系軍も軍組織の一部だから、軍の高官もそうかも。知っての通り、私はアレだったから。軍関係以外の事情については疎いんだよね」

  　涅薇说着，散发出有些不悦的氛围。她穿着轻飘飘的漂亮衣服，让库姬梳着一头白发，端庄地坐在沙发上，所以看起来不怎么严肃，但对她来说，祖国贝雷贝雷姆联邦是应该唾弃的敌人。库姬偏偏问了涅薇关于联邦的事情，脸上浮现的表情仿佛能听到她的心声在说：「我搞砸了。」

  　そう言ってネーヴェが若干不機嫌そうな雰囲気を醸し出している。フリフリの
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    れいな服で着飾って、クギに真っ白な髪の毛を
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    くしけずられながらお行儀よくソファに座っているからあんまり深刻そうに見えないが、彼女にとって祖国であるベレベレム連邦は
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    きすべき敵以外の何物でもないからな。そんな連邦の事情をよりにもよってネーヴェに聞いてしまったクギが「やってしまいました」と心の声が聞こえてきそうな表情を浮かべている。

  「哎，反正麻烦事也到此为止了，接下来就慢慢等抵达吧。抵达尼帕克普莱姆殖民卫星之后，感觉会有点忙呢。」

  「まぁアレだ。面倒事もこれで終わりだろうからあとはゆるりと到着を待つとしよう。ニーパックプライムコロニーに着いたらちょっと忙しくなりそうだしな」

  　黑莲花和安特利翁与宙贼进行了激烈的战斗，需要进行彻底的整备和补给，战利品也必须卖掉。还得领取击破的宙贼们的赏金，还有克里希那的变形问题。而且，既然要访问韦尔扎鲁斯神圣帝国，那就必须去尼帕克普莱姆殖民卫星的韦尔扎鲁斯神圣帝国教堂露个面。

  　宙賊と激しい戦闘を行ったブラックロータスとアントリオンはしっかり整備と補給を受ける必要があるし、戦利品だって売り払わないといけない。撃破した宙賊どもの賞金だって受け取らなきゃならないし、トランスフォームしたクリシュナの件もある。それに、ヴェルザルス神聖帝国を訪問するにあたってニーパックプライムコロニーにあるヴェルザルス神聖帝国の聖堂に顔を出す必要もあるだろう。

  「是啊。先暂时忘掉联邦的事，必须为工作做准备。我也会帮忙的」

  「そうだね。連邦のことはとりあえず忘れて、お仕事に備えなきゃいけないね。私も手伝えることを手伝うよ」

  「我很期待哦。总之先和蜜蜜一起工作，学习整备和补给的安排以及战利品的处理吧」

  「期待してるぞ。とりあえずはミミと一緒に仕事をしてもらって、整備と補給の手配と戦利品の処分について学んでもらうかな」

  「Aye Aye, Sir。蜜蜜，拜托你了」

  「アイアイサー。ミミ、よろしくね」

  「好的！交给我吧！」

  「はい！　任せてください！」

  　因为还没决定好涅薇的职位。先让她在内政方面工作，确认一下她是否适合吧。

  　ネーヴェをどういうポジションにつけるか決めかねているところがあるからな。まずは内政方面で働いてもらって、適性があるかどうかを確認させてもらうとしよう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　黑莲花接受了星际闸道防卫舰队的安全扫描，平安到达了尼帕克普莱姆殖民卫星。

  　ゲートウェイ防衛艦隊からのセキュリティスキャンを受け終えたブラックロータスは
    
     恙
    つつが
    
     無
    なくニーパックプライムコロニーへと到着した。

  　尼帕克普莱姆殖民卫星是设置了星际闸道的星系的主要殖民卫星，所以即使安特利翁还连接在黑莲花上，黑莲花也能顺利入港。星际闸道所在的星系不仅是军事据点，也是物流据点，所以港口设备非常齐全。

  　ニーパックプライムコロニーはゲートウェイが設置されている星系の主要コロニーなだけあって、アントリオンをくっつけたままでもブラックロータスが入港できるような設備があった。ゲートウェイ星系ってのは軍事だけでなく物流の拠点にもなる星系だからな。港湾設備に関しては充実してるってわけだ。

  「辛苦了。进展如何？」

  「お疲れ。
    
     進
    しん
    
     捗
    ちよくはどうだ？」

  　在下船之前，我来看看蒂娜和薇丝卡的情况，发现她们比我想象的还要正常。我本来还担心她们会不会在克里希那旁边变得面无血色，灵魂出窍，但她们似乎正在正常地对从宙贼船上拆下来的装备进行拆解和维护。

  　船から降りる前にティーナとウィスカの様子を見に来てみると、二人とも思ったより普通だった。クリシュナの横で真っ白になって魂が抜けていたりするんじゃないかと心配だったんだが、普通に宙賊の船から引っ剝がした装備品のオーバーホール作業をしているようだ。

  「总之，现在正在修理的大型舰用护盾产生器修好之后，就告一段落了。之后要对安特利翁和黑莲花进行整备和补给，克里希那要等到那之后再处理。」

  「とりあえず今
    
     弄
    いじってる大型艦用のシールドジェネレーターの修理が終わったら一段落やね。この後はアントリオンとブラックロータスの整備と補給をして、クリシュナを弄るんはそれからや」

  「因为如果先处理克里希那的话，感觉会变得一发不可收拾……」

  「先にクリシュナに手を付けちゃうと収拾がつかなくなっちゃいそうだから……」

  「确实如此。」

  「それは本当にそう」

  　克里希那已经面目全非，如果要开始维护或者解析的话，到底要花多少时间才能完成，就连我这个外行人都能想象得到。所以她们俩的方针是先处理完其他能处理的事情，我也能理解。

  　あそこまで変貌したクリシュナの整備というか解析に手を付け始めたら一体どれだけ時間がかかるかわかったものじゃない、というのは素人の俺でも想像がつく。その前に片付けられることを全て片付けようという二人の方針は実に納得のいくものだ。

  「话说回来，那个动力炉的输出功率实在让人无法理解，那么小的体积，到底是怎么产生出那么大的能量……」

  「それにしてもあの
    
     桁
    けた
    
     違
    ちがいのジェネレーター出力だけはほんま納得いかんというか、あの小ささでどうやってアレだけのエネルギー出力を叩き出しているのかというか……」

  「不管怎么测量，能量波长都和已知的高能量反应堆不一致……应该说，到底是怎么产生出那么庞大的能量，又是怎么维持的……我担心它会不会突然爆炸。」

  「いくら計測しても既知の高エネルギー反応炉のどれともエネルギー波長が一致しないんだよね……というか、どうやってあれだけの
    
     莫
    ばく
    
     大
    だいなエネルギーを発生させて、保持しているのか……何かの拍子にドカンといかないか心配だよ」

  「别说那么可怕的话……」

  「恐ろしいことを言わんでくれ……」

  　别说几艘战舰了，如果和星际闸道或者大型宇宙要塞这种高能量大型构造物相当的能源发生爆炸，我连想都不敢想。别说殖民卫星了，就算炸飞一颗行星也不奇怪。

  　戦艦数隻分どころか、ゲートウェイだとか大型宇宙
    
     要
    よう
    
     塞
    さいだとかといった高エネルギー大型構造物並みのエネルギーが爆発を起こしたらどうなるかなんて想像もしたくない。コロニーどころか惑星が一つ吹っ飛んでもおかしくないぞ。

  　顺带一提，这个世界一般使用的船用动力炉——好像是湮灭炉。之所以说好像，是因为我无法理解这个世界动力炉产生能源的原理。从出现的单词来看，我只知道在能量生成的循环中使用了反物质，但无法理解是如何利用，又是如何作用来产生能量的。

  　ちなみに、この世界で一般的に使われている船用のジェネレーターは対消滅炉の類である──らしい。らしいというのは、俺の頭ではこの世界のジェネレーターがエネルギーを発生させる原理が理解できなかったからだ。出てくる単語を見る限り、エネルギー生成のサイクルに反物質が使われているということはわかったのだが、それがどのように利用され、どのように作用してエネルギーを生成するのかは理解できなかった。

  　说到底，我无法理解生成的“能量”到底是什么。是电力吗？好像也不是。不，虽然确实也能产生电力，但似乎有更少能量损失，高效率的能源技术。

  　そもそも、生成される『エネルギー』とは何なのか、ということが理解できなかった。電力なのか？　というとそういうわけでもないようだし。いや、電力も発生させているのは確かなようなのだが。もっとエネルギーロスが少なく、高効率なエネルギー技術が発達しているらしい。

  　顺便说一下，克里希那装备的对舰反应弹头鱼雷中使用的反应弹头，似乎也是利用反物质的弹头。看来我在不知不觉中发射了反物质武器。

  　ついでに言うと、クリシュナが装備している対艦反応弾頭魚雷に使われている反応弾頭というのも反物質を利用した弾頭であるそうだ。俺は知らず知らずのうちに反物質兵器をぶっ放していたようだな。

  　不过，就算无法理解灵能科技的全貌，也可以加以利用。就跟家电制品、智能手机和电脑一样，即使不理解原理，也能使用。只是规模，或者说危险性，以及能源量的差距很大而已。

  　まぁ、テクノロジーの
    
     全
    ぜん
    
     貌
    ぼうを理解しなくても利用することはできる。原理を理解していなくても家電製品やらスマートフォンやらパソコンやらを使えるのと同じことだ。少々そのスケールというか、危険性というか、エネルギー量が段違いなだけで。

  「虽然我这么说有点奇怪，但你可别太钻牛角尖了。要适度地休息和睡眠，也要吃饭。」

  「俺が言うのもなんだが、あまり根を詰めすぎないようにだけは気をつけてくれよ。適度な休憩や睡眠はちゃんと取って、メシも食ってくれ」

  「虽然着急也没用，但至少要能进行最低限度的整备才行，所以也不能太悠哉……哥哥你也不想坐没整备的船吧？」

  「焦ってもしゃーないのはそうやけど、せめて最低限の整備くらいはできるようにならなアカンから、悠長にもしてられんけどなぁ……兄さんも無整備の船に乗るのは怖いやろ」

  「是这样没错，不过接下来要去的是韦尔扎鲁斯神圣帝国……我想应该不会发生克里希那大闹一场的剧情，只要在那边的时候慢慢进行就没问题了。而且，如果是韦尔扎鲁斯神圣帝国，说不定会有办法解析克里希那，或是知道如何使用。」

  「それはそうだけど、これから行くのはヴェルザルス神聖帝国だからな……多分クリシュナに乗って大暴れ、って展開は無いと思うし、あっちにいる間にゆっくり進めてもらえれば大丈夫だ。それに、ヴェルザルス神聖帝国ならクリシュナの解析とか扱い方について何か手があるかもしれないぞ」

  「嗯～这倒是……它明显拥有超越我们理解的机能和性能，或许可以期待从灵能科技方面着手。」

  「うーん、それは確かに……明らかに私達の理解を超えた機能や性能を有してますし、サイオニックテクノロジー方面からのアプローチが期待できるかもしれないよね」

  「从你们的话听来，克里希那的变形似乎也跟灵能力量有关……那不就束手无策了吗？不，我们身为机械师可不能放弃。要是有个万一，也只能学习灵能科技了……」

  「話聞く限り、クリシュナの変形もサイオニックパワー絡みっぽいもんなぁ……せやったらお手上げとちゃうか？　いや、メカニックのうちらが
    
     諦
    あきらめたらアカンか。いざとなればサイオニックテクノロジーでもなんでも勉強するしかないなぁ……」

  「从头开始学习全新的技术体系，感觉好困难啊……」

  「全く新しい技術体系をイチから学ぶのはハードだなー……」

  　蒂娜和薇丝卡两人同时望向虚空，发出了叹息。对我来说，船的整备只能依靠她们两人，所以希望她们能努力一下。

  　ティーナとウィスカの二人が
    
     揃
    そろって遠い目を虚空に向けてぼやく。俺としては船の整備に関しては二人に頼る他無いので、なんとか頑張って頂きたい。

  「不管怎样，去韦尔扎鲁斯神圣帝国的目的又多了一个。我会试着交涉，看能不能得到克里希那的整备，或是灵能科技的学习方面的协助。」

  「何にせよ、ヴェルザルス神聖帝国に行く目的が一つ増えたってことだな。なんとかクリシュナの整備とか、サイオニックテクノロジーの習得について協力を取り付けられるよう交渉してみる」

  「是啊……那边就交给哥哥了。」

  「せやな……そっちは兄さんに任せるわ」

  「拜托你了。」

  「お願いします」

  「嗯，交给我吧。虽然对对方来说，这应该接近军事机密的领域，所以可能无法轻易得到协助。」

  「うん、任された。向こうとしても軍事機密に近い領域の話になるだろうから、一筋縄では行きそうにないけど」

  　即使如此，从库姬的话听来，我们似乎会受到贵宾般的待遇，所以我想至少能让我们说几句话。虽然结果如何还是未知数。

  　それでもクギの話を聞く限り俺達は賓客のような待遇を受けられそうな感じだから、なんとか話だけは聞いてもらえると思うんだよな。結果がどうなるかは今のところ未知数だけども。

  『主人，入港手续已经完成了。』

  『ご主人様、入港手続きが完了致しました』

  　正当我和蒂娜她们讨论着克里希那的整备时，设置在机库的扬声器传来了梅伊的声音。

  　ティーナ達とクリシュナの整備について話していると、ハンガーに設置されたスピーカーからメイの声が響いてきた。

  「了解。那大家就一起下船，一边处理各种事务，一边跟着库姬办理手续吧。把大家叫过来」

  「了解。それじゃあ皆で船を降りて諸々の処理を進めつつ、クギの手続きについていくとしよう。皆を集めてくれ」

  『好的，主人』

  『はい、ご主人様』

  　好了，去看看热闹的殖民卫星是什么样子吧。得小心别走散了。

  　さて、好景気に沸くコロニーの様子ってやつを見に行くとしますかね。はぐれないように注意をしないとな。

 
  ＃3：尼帕克普莱姆殖民卫星

  ＃３：ニーパックプライムコロニー

  「这和我至今见过的热闹殖民卫星又有些不同呢。」

  「こりゃ今まで見てきた盛況のコロニーとはまたちょっと趣が違うもんだな」

  　降落在尼帕克普莱姆殖民卫星，和大家一起向佣兵公会报告并领取奖金后，我再次眺望人来人往的殖民卫星，如此喃喃自语。

  　ニーパックプライムコロニーに降り立ち、皆と一緒に
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいギルドで報告やら賞金の受け取りやらを済ませた俺は改めて人々の行き交うコロニー内を眺めてそう
    
     呟
    つぶやいた。

  　该怎么说呢，客层……这么说好像有点奇怪。感觉走在路上的人们气质不同。大概是新移民的人们看起来有些兴奋，充满活力，而像是商人们则对赚钱的机会充满欲望。他们散发出的氛围让整个殖民卫星都充满了活力。

  　なんというか、客層……と言うのは変か。歩いている人々の質が違う感じがする。恐らく新規の入植者であろうと思われる人達はどこか高揚しているというか、生気に
    
     満
    みち
    
     溢
    あふれているし、商人であろうと思われる人達は
    
     儲
    もうけ話に目をギラつかせている。そんな彼らの発する空気がコロニー全体を活気づかせているのだろうか。

  「嗯，感觉有很多穿着体面的人呢。」

  「ふむ。なんだか身なりの良い人が多いように見えるね」

  　被库姬和蜜蜜牵着双手——要是被绑架就麻烦了——的涅薇东张西望地环视周围，如此说道。听她这么一说，确实有很多穿着体面，或者该说服装和身上的配件都很漂亮，整体上给人整洁感的人们。

  　クギとミミに挟まれて両手を
    
     繫
    つないでもらっている──人
    
     攫
    さらいとかに遭ったら大変なので──ネーヴェがきょろきょろと周囲を眺めながらそう口にする。そう言われてみると確かに身なりが良いというか、服や身につけているガジェット類が綺麗で全体的に清潔感がある人々の姿が多めに見える。

  「看起来确实如此。这是为什么呢？」

  「確かにそのように見えますね。
    
     何
    な
    
     故
    ぜでしょうか？」

  「能移居到行星居住地的，除了极少数运气好的人以外，基本上都是拥有第一等市民权的人……嗯，就是这么回事。」

  「惑星上居住地に入植できるのは、ごく一部の運の良い人を除けば基本的に一等市民権を持つ人達ばかりなので……まぁ、そういうことですね」

  　对于涅薇和库姬的朴素疑问，蜜蜜做出了微妙地暗示着社会黑暗面的发言。啊啊，原来如此。第一等市民权啊，原来如此。移居到行星居住地时的瓶颈就是第一等市民权啊。

  　ネーヴェとクギの素朴な疑問にミミが微妙に社会の闇を匂わせる発言をしている。ああ、そうか。一等市民権ね、なるほど。惑星上居住地に住む際のネックになるのが一等市民権だものな。

  　我也是在下定决心要在行星上建一栋房子的时候，撞上了第一等市民权这堵墙。虽然我在获得金星勋章的时候，顺带得到了第一等市民权，但如果不走正规途径，而是想用钱解决的话，应该需要以亿为单位的艾尼。

  　俺も惑星上に一戸建てを建てようと一念発起した際にぶつかったのが一等市民権という壁だった。ゴールドスターを受勲した時に棚ぼた的に手に入れてしまったが、そういった正規のルートを踏まずに金で解決しようとすると、億単位のエネルが必要とかいう話だった
    
     筈
    はずだ。

  　顺带一提，拥有第一等市民权的普通人，是祖祖辈辈都在行星上生活的比较——和住在殖民卫星的人们相比——富裕的人们，或是像我一样立下某种功绩而被赋予第一等市民权的人们，或是和贵族有血缘关系的人们及其后裔，所以基本上都是被称为胜利组的人们。

  　ちなみに、一等市民権を持つ普通の人々というのは先祖代々惑星上で暮らしている比較的──コロニーに住んでいる人々と比べて──裕福な人々であったり、俺のように何らかの功績を上げて一等市民権を付与された人々であったり、貴族と血縁関係を持つ人々やその
    
     末
    まつ
    
     裔
    えいであったりするので、まぁ基本的には勝ち組と呼ばれるような人々である場合が多い。

  　拥有第一等市民权的人可以降落到行星上居住地，以相对便宜的价格购买有机食材和只能在行星上获得的资源，从而进行商业活动。在税制和其他制度上，第一等市民也比第二等以下的市民享有更多的优惠，所以拥有第一等市民权的人基本上都很富裕。

  　一等市民権を持っていれば惑星上居住地に降下して比較的安価にオーガニック食材や惑星上でしか得られない資源などを買い付けて商売をすることが可能だし、税制上もその他制度上においても二等以下の市民に比べるとだいぶ優遇されるので、まぁ裕福な人が多いというわけだな。

  「那极少数运气好的人又是怎么一回事？」

  「ごく一部の運の良い人ってのはどういう人達なんだい？」

  「好像也有名额给没有第一等市民权的人，让他们成为行星上居住地的移民。每个殖民卫星只有几个人的名额，从志愿者中抽签决定人选」

  「一等市民権を所持してない人でも惑星上居住地の入植者に選ばれる枠があるみたいですよ。コロニーごとに数人とかの小規模で。希望者の中から抽選で決められるみたいです」

  「原来如此……你了解得真清楚啊？」

  「なるほど……よく知ってるね？」

  「因为希罗大人决定在行星上建一栋带院子的独栋房子的时候，我调查了很多资料！」

  「ヒロ様が惑星上に庭付き一戸建てを建てるって決めた時に色々調べましたからね！」

  　面对涅薇，蜜蜜挺起她那丰满的胸部，一脸得意。嗯，好大的魄力。蜜蜜能认真调查资料，真是了不起。

  　ネーヴェを相手にミミが大きなお胸を張ってフフンとドヤ顔をする。うむ、大迫力。ミミはちゃんと調べ物をしてくれて偉いなぁ。

  「那些眼神闪闪发光的人是商人。能使用星际闸道，说明他们应该是规模相当大的商会的人」

  「目がギラギラしてるのは商人達ね。ゲートウェイを利用できるってことは、それなり以上の規模の商会の人間でしょ」

  「原来如此。这种特殊需求的生意应该很容易赚钱，但感觉也有类似赌博的部分？」

  「なるほどね。こういう特需は儲けは出しやすいと思うけど、チキンレースみたいなところもありそうだね？」

  「嗯——是啊。比如本以为能卖出去而大量采购的材料，却因为先到货的材料而成了死库存，这种事也是有可能发生的。我认为这方面就是商人展现本领的地方了」

  「うーん、そうですね。確実に売れると思って大量に仕入れてきた資材が、先に納入されていたせいで死に在庫になったりとか、そういうこともあるでしょうから。その辺りが商人としての腕の見せ所になると思います」

  　蜜蜜最近越来越多地会用交易商人的视角来谈论事物。这应该是她不再只是负责管理补给物资，还被委任利用黑莲花的货物空间进行交易的结果吧。希望她能继续学习，最终掌握足以独当一面的交易商人的技能。然后也请务必把这份技能传授给涅薇，希望她们将来能互相切磋琢磨。

  　ミミは最近交易商人みたいな視点で物事を語ることが増えてきた。補給物資の管理だけでなくブラックロータスのカーゴスペースを利用した交易も任せるようになった結果だろう。このまま一端の交易商人としてもやっていけるくらいのスキルを是非身につけて欲しい。そしてそのスキルを是非ネーヴェにも授けて、将来的には
    
     切
    せつ
    
     磋
    さ
    
     琢
    たく
    
     磨
    ましてほしい。

  「哦？是不是那个？」

  「お？　あれじゃないか？　迎えの人って」

  「是的，主公。应该没错」

  「はい、我が君。恐らく間違いないかと」

  　库姬确认了我所指方向上的人物，一边点头一边说道。

  　俺が指差した方向にいる人物を確認したクギが
    
     頷
    うなずきながらそう言う。

  　其实我们并不是在人来人往的港湾区块——佣兵公会也经常位于港湾区块——漫无目的地观察行人，而是在等人。

  　実は俺達は人々が行き交う港湾区画──傭兵ギルドは港湾区画にあることも多い──で目的もなく通行人ウォッチングに
    
     勤
    いそしんでいたわけではなく、人を待っていたのである。

  　我们等的人是韦尔扎鲁斯神圣帝国派来迎接我们的人员。在抵达尼帕克普莱姆殖民卫星的时候，我们联系了韦尔扎鲁斯神圣帝国的教堂，他们说会派人来迎接我们，所以我们一直在等。

  　その待ち人というのはヴェルザルス神聖帝国の迎えの人員というやつだ。ニーパックプライムコロニーに着いた時点でヴェルザルス神聖帝国の聖堂に連絡を入れたところ、迎えを
    
     寄
    よ
    
     越
    こしてくれるという話だったので、それを待っていたわけだな。

  「喂，来了个眼熟的家伙」

  「おい、なんか見覚えのある
    
     奴
    やつがきたぞ」

  　迎接我们的人有三个。一个是高个子的壮汉，额头上长着像鬼一样的角。另一个是美女，头上长着和库姬一样的尖尖的兽耳。最后一个是头上长着圆圆的兽耳，眼熟的女性。

  　迎えと思われる人物の人数は三人であった。一人は額というか前髪の生え際辺りに鬼のような角が生えた背が高く、大柄な男性。もう一人はクギと同じような
    
     尖
    とがった獣耳が頭の上に生えている美人の女性。そして最後の一人は丸い獣耳が頭の上に生えている見覚えのある女性だ。

  　话说，第三个人怎么看都是狸猫系武士少女木叶。她讨伐了那个名字很夸张的超大宇宙水母“行星吞噬者”之后，应该和韦尔扎鲁斯神圣帝国的远征舰队一起回到了韦尔扎鲁斯神圣帝国……为什么会在这里？

  　というか、三人目はどう見てもタヌキ系サムライガールことコノハである。彼女は
    
     プラネットイーター
    惑星喰らいとかいう大層な名前のクソデカ宇宙クラゲを討伐した後、ヴェルザルス神聖帝国の外征艦隊と一緒にヴェルザルス神聖帝国に戻った筈なんだが……どうしてここにいるんだ？

  「请容我问候。我是兰真，担任这个尼帕克普莱姆殖民卫星的教堂护卫官队长。阁下就是船长希罗阁下吧？」

  「ご
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつ申し上げる。私はこのニーパックプライムコロニーで聖堂護衛官の隊長を務めているランシンと申す者。貴殿がキャプテン・ヒロ殿で間違いないだろうか？」

  　长着角的男人带着木叶和兽耳美女过来打招呼并自我介绍。从他们的位置来看，他应该是三人中地位最高的。不管怎么说，既然对方都来打招呼了，那我们也得打个招呼才行。

  　角の生えた男がコノハと獣耳美人を引き連れて挨拶と自己紹介をしてきた。立ち位置から考えるに、三人の中で一番地位が高いのが彼なのだろう。何にせよ、挨拶されたのならこちらも挨拶しないとな。

  「嗯，没错。我是船长希罗。劳烦你特地过来一趟，真是不好意思」

  「ああ、間違いない。キャプテン・ヒロだ。わざわざご足労頂いて申し訳ないな」

  「这也是护卫官的职责所在，请不要在意。倒是我们让你们久等了，真是抱歉。后面两位是我的部下，萌木和木叶。虽然木叶可能不需要介绍……你们两个，打个招呼」

  「これも護衛官の務め故、お気になさらず。
    
     寧
    むしろ、お待たせしてこちらこそ申し訳なく思う。後ろの二人は部下のモエギとコノハと申します。コノハに関しては紹介の必要はなかったかもしれませぬが……二人とも、挨拶を」

  「是，我叫萌木。请多关照」

  「はい、モエギと申します。お見知りおきを」

  「我是木叶。大家好久不见」

  「コノハです。皆さん、お久しぶりです」

  　被称为萌木的美女和木叶向我们点头示意，我们也轻轻点头回应。

  　モエギと呼ばれた美人さんとコノハが会釈してきたので、こちらも軽く会釈を返す。

  「请多关照。木叶好久不见。没想到会在这里再见到你」

  「よろしく。コノハは久しぶりだな。まさかここで再会するとは思ってなかったぞ」

  「我这边也发生了很多事……有机会的话，我再跟你说。队长？」

  「こちらにも色々と事情があってですね……私のことは機会があれば後で話しますので。隊長？」

  「嗯。一直站在这里说话也不安全。我马上带你们去教堂。移动用的车辆就在附近待命」

  「うむ。ここで立ち話を続けるのも不用心というもの。早速聖堂に案内させて頂きたい。すぐ近くに移動用の車両を待たせてあります」

  「了解。不过这么一大群人一起过去，没问题吗？」

  「了解。しかしこんな大所帯で押しかけて良いものかね？」

  　蒂娜和薇丝卡留在黑莲花进行整备，所以没有同行，但反过来说，除了她们两人以外的人都在这里，所以人数相当多。加上我一共七个人。

  　ティーナとウィスカはブラックロータスに残って整備を進めているので同行していないが、逆に言えば二人以外はこの場にいるので結構な大所帯である。俺を入れて七人もいるからな。

  「完全没有问题。请往这边走。」

  「
    
     些
    いささかも問題ありませぬ。どうぞこちらへ」

  　兰真说完便转过身开始带路，于是我们也鱼贯跟在他身后。

  　そう言ってランシンが
    
     踵
    きびすを返して先導し始めたので、俺達もぞろぞろとその後ろをついて歩いていくことにした。

  
   [image: ]
  

  「嗯？」

  「ん？」

  　我们和兰真他们加起来一共十个人，而且女性成员个个都是美女，却完全没有人注意到我们。不仅如此，看起来甚至像是在避开我们。

  　俺達とランシン達を合わせて十人もの人間がぞろぞろと歩いている上、女性陣は揃って美人さんばかりだというのに、こちらに注意を払う人が全くいない。それだけでなく、俺達を
    
     避
    よけて歩いているようにすら見える。

  「怎么了？」

  「何か？」

  「不，只是觉得有点奇怪……啊，原来如此。」

  「いや、少し違和感が……ああ、なるほど」

  　我正想对有所反应的木叶说出自己感受到的异样感，却在这时察觉了原因。自称萌木的狐耳美女释放出某种精神波。这恐怕是第二法力——精神干涉系的灵能能力，类似驱人、隐密或认知阻碍之类的。原来如此，还有这种用法啊。这么说来，第一次见到库姬时好像也发生过同样的事。

  　反応したコノハに感じた違和感について話そうとしたところでその正体に気づいた。モエギと名乗った
    
     狐
    きつね耳美女から何か精神波が放たれている。これは恐らく人避けとか
    
     隠
    おん
    
     密
    みつとか認識阻害とかそんな感じの第二法力──精神干渉系のサイオニック能力だな。なるほど、こういう使い方もできるのか。そういえば、クギと初めて出会った時にも同じようなことが起こっていたような気がするな。

  「您注意到了吗？既然您受过巫女阁下的熏陶，这也是理所当然的。」

  「お気づきになりましたか。
    
     巫女
    みこ殿の薫陶を受けていらっしゃるなら当然でしたね」

  　萌木一边说着一边轻声笑了出来。嗯，美人——我确实这么觉得，库姬先生。虽然我确实这么觉得，但能不能别偷偷从后面扯我衣服袖子抗议啊。你看，蜜蜜也学着你开始做同样的事了。喂，涅薇。不要因为两手都被占了就从后面踢别人的腿。

  　モエギがそう言いながらクスリと笑みを漏らす。うん、美人──とは確かに思ったけどもクギさん。確かにそう思ったけども後ろから
    
     密
    ひそかに俺の服の
    
     袖
    そでを引っ張って抗議するのはやめないか。ほら、ミミも
    
     真
    ま
    
     似
    ねして同じことをやり始めた。おいこらネーヴェ。両腕が
    
     塞
    ふさがってるからって後ろから人のふくらはぎを
    
     蹴
    けるんじゃありません。

  「还是老样子啊……多了几个没见过的孩子」

  「相変わらずですね……見覚えのない子も増えてますし」

  「嗯，是啊。我们还是老样子。顺带一提，别看她这样，她可是比蜜蜜年纪还大的成年女性」

  「まぁ、そうね。俺達はいつも通りだよ。ちなみにその子、こう見えてミミよりも
    
     歳
    とし
    
     上
    うえのれっきとした成人女性だから」

  「哎」

  「えっ」

  　木叶一脸惊讶地盯着涅薇。也是，怎么看都只是个年幼的少女。但是，涅薇的过去可是听者流泪，说者也泪——不对，说者杀意满满？总之就是很复杂。

  　コノハが驚いた表情でネーヴェをガン見する。そうだよな、どう見ても年端もいかない少女にしか見えないよな。でも、ネーヴェには聞くも涙、語るも涙──いや、語る方は殺意満々か？　とにかく複雑な事情があるんだよ。

  「哈哈哈，看来希罗阁下的人生也是波澜万丈啊。不管怎么说，只要过得开心幸福就好」

  「ははは、ヒロ殿は波乱万丈な生を送っておられるようで。何にせよ楽しく、幸せに過ごせているのであれば何よりですな」

  「我还以为你会为“起爆按钮”越来越多而感到苦恼呢」

  「どんどん『起爆スイッチ』が増えているのを苦々しく思われるんじゃないかと思っていたんだけどな」

  　韦尔扎鲁斯神圣帝国的人们说，如果我在绝望的尽头死去，将会招致可怕的毁灭。与我关系密切的女性增加，也就意味着陷入那种事态的可能性会提高，但她们看起来并不怎么在意。

  　ヴェルザルス神聖帝国の人々
    
     曰
    いわく、俺が絶望の果てに死んだりするととんでもない破滅が訪れるらしい。俺と関係の深い女性が増えるということは、そういった事態に陥る可能性が高まるということでもあると思うんだが、あまり気にした様子がないな。

  「不会发生那种事的。无论何时，能使人坚强，成为对抗绝望的力量的都是爱，勇气和希望。希罗阁下增加重要的人是件好事」

  「そのような事はありませぬ。いつだって人を強くし、絶望に
    
     抗
    あらがう力となるのは愛と勇気と希望です。ヒロ殿に大切な人が増えるのは良いことですとも」

  「爱，勇气和希望吗……」

  「愛と勇気と希望と来たか……」

  　这个男人头也不回，一边严肃地走着一边说着有趣的话。

  　こちらを振り返りもせず、粛々と歩きながら面白いことを言うなぁ、この男。

  　爱，勇气和希望。爱，勇气和希望……？嗯，从精神文明的立场上来说，这种精神论也是不能小看的要素吗？我开始对韦尔扎鲁斯神圣帝国的思想产生兴趣了。

  　愛と勇気と希望。愛と勇気と希望ねぇ……？　まぁ、精神文明的な立場から言えば、そういった精神論というやつも馬鹿にできない要素なのかね？　ちょっとヴェルザルス神聖帝国の思想に興味が湧いてきたぞ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「韦尔扎鲁斯神圣帝国的教堂感觉都差不多啊」

  「ヴェルザルス神聖帝国の聖堂ってどこも似たような感じなんだな」

  「因为已经找到了在航宙殖民卫星这种特定环境下的最佳解」

  「航宙コロニーという特定環境における最適解というものが
    
     見
    み
    
     出
    いだされて久しいということですな」

  　我从兰真他们准备的类似巴士的交通工具上下来，抬头看着圣堂前庭里的东西，不禁喃喃自语。兰真回答了我的疑问。原来如此，也就是说韦尔扎鲁斯神圣帝国的圣堂无论在哪里都是同样的构造。

  　ランシン達の用意してくれたバスのような乗り物から降り、聖堂の前庭に存在するものを見上げて漏れ出た俺の呟きにランシンが応じる。なるほど、つまりヴェルザルス神聖帝国の聖堂はどこも同じような作りになっているというわけか。

  　也就是说，前庭里的灵能力量储存装置——形成一个看起来有点不祥的紫色火球的这个装置，基本上每个圣堂都有设置。

  　ということは、前庭にあるサイオニックパワーの貯留装置──若干
    
     禍
    まが
    
     々
    まがしく見える紫色の炎の球体のようなものを形成しているこの装置も、大体どこの聖堂にも設置されているというわけだな。

  　仔细一看，储存的灵能力量的量看起来很少。说不定是因为库姬找我商量，为了和韦尔扎鲁斯神圣帝国的本国进行通信，消耗了大量储存的灵能力量。

  　よく見ると、貯留されているサイオニックパワーの量がだいぶ少なく見える。もしかしたら、クギからの相談を受けてヴェルザルス神聖帝国の本国に通信を行うために
    
     貯
    ためていたサイオニックパワーを大きく消費したのかもしれない。

  「你好像不怎么惊讶呢？」

  「あまり驚かれないのですね？」

  「因为在温德斯特尔提乌斯殖民卫星见过同样的东西。」

  「ウィンダステルティウスコロニーで同じものを見てるからな」

  　我故作平静地对萌木说……这个人，距离感好近！她摇着尾巴，耳朵一跳一跳地靠近我，那个，很困扰。而且还有股好闻的味道。

  　モエギにそう言って平静を装うが……この人、なんか距離感が近い！　
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽをふりふり、お耳をぴこぴこされながらそんな近い距離に来られると、その。困る。なんかいい匂いもするし。

  「唔……！」

  「むー……！」

  「唔唔唔……！」

  「むむむー……！」

  　啊！这位客人！这位客人您这样我很为难！很为难的！这位客人！请不要两个人一起从后面拉我的袖子！这位客人！踢我的小腿肚也很为难的！啊！

  　あー！　お客様！　お客様困ります！　困ります！　お客様！　後ろから二人でジャケットの袖を引っ張るのはおやめください！　お客様！　ふくらはぎを蹴られるのも困ります！　あー！

  　我虽然装出慌张的样子，但这是美人计之类的吧。我感觉到她以不会太露骨的程度，在精神波中带着好意放射过来……嗯？感觉不到恶意，或者该说是邪恶的意图……？该说是天然吗，她只是单纯对我有好感……？为什么？

  　とまぁ、慌てたふりをしてみるが、まぁハニートラップの類だよな。露骨にならない程度に精神波に好意を乗せて放射してきているのを感じ……うん？　なんか悪意というか、
    
     邪
    よこしまな意図を感じないな……？　天然というか、普通に好意を向けてきている……？　なんで？

  　我困扰地看向木叶，她明显地翻白眼看着我。而且好像还用毛茸茸的尾巴拍打我的大腿。明显地不高兴，或者该说是不满的感觉。

  　困ってコノハに視線を向けると、あからさまなジト目を向けられた。しかもなんかモフッとした尻尾でポフポフと俺の太ももを
    
     叩
    たたいてくる。明らかに不機嫌そうというか、不満げな感じだ。

  「萌木，你太露骨了，会吓到他的。稍微有礼貌一点比较好吧？」

  「モエギ、露骨すぎて引かれてますよ。もう少しお行儀よくした方が良いのでは？」

  「呜！？对、对不起……那个，我是你的粉丝。」

  「うっ!?　す、すみません……その、ファンでして」

  　被木叶劝告的萌木慌张地退开。粉丝？为什么是粉丝？为什么没见过面的人会是我的粉丝？话说粉丝是什么啊？我只是个普通人……不，或许不是普通人，但我可不是偶像哦。

  　コノハに苦言を呈されたモエギが慌てて身を引く。ファン？　ファンナンデ？　何故会ったこともない人が俺のファンになってるの？　というかファンってなんだよ。俺はただの一般人……いや
    
     流石
    さすがに一般人では無いかもしれないが、アイドルでもなんでもねぇぞ。

  「不是有你的纪录片吗？」

  「
    
     貴方
    あなたのドキュメンタリー、あるじゃないですか」

  「啊？啊，有啊。我因为有点害羞，所以没怎么看内容……咦？是这样吗？」

  「あ？　あぁ、あるね。俺は小っ恥ずかしくてあまり内容を見てな……えぇ？　そういうこと？」

  「因为是出现在执勤地的落之人，为了确认动向和为人，有不少职员会收看哦。像萌木这样的人也有一定数量。」

  「勤務地に現れた落ち人ですから。動向や人となりを確認するためということで、結構な数の職員が視聴していますよ。モエギみたいな感じの人が一定数います」

  「咦……」

  「えぇ……」

  　我感到困惑。虽然不知道为什么，但那个……记录我们生活的佣兵纪录片节目，似乎在一部分人中很受欢迎。

  　俺、困惑。なんか知らんが一部の人には人気らしいんだよな……アレ。俺達の生活を実録して作った
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいドキュメンタリー番組。

  「顺带一提，圣堂长也是粉丝。」

  「ちなみに聖堂長もファンです」

  「我该和他握手吗……？」

  「握手でもすれば良いのか……？」

  　就算得到这种情报，我也很困扰。到底要我怎么做啊。

  　そんな情報
    
     貰
    もらっても困るわ。俺にどうしろというのだ。

  　就这样，我被萌木和木叶缠着，后方有人拉住我的袖子，还有小脚踢我的小腿。到底要我怎么做啊。

  　そうしてモエギとコノハに構われていると後ろから服の袖は引っ張られるし小さな足でふくらはぎを蹴られる。一体俺にどうしろっていうんだよ。

  「请脱鞋后再进来。」

  「履物は脱いで上がってくださいね」

  「了解。」

  「了解」

  　在圣堂入口，或者该说玄关，类似土间的地方，木叶这么对我说，所以我乖乖地脱鞋，和大家一起走进木板房间。嗯，果然有种日本房屋，或者该说神社的氛围。

  　聖堂の入口、というか玄関というか土間のような場所でコノハにそう言われたので、素直に靴を脱いで皆で板の間に上がる。うーん、やっぱりどことなく日本家屋っぽいというか、神社っぽい雰囲気があるな。

  　库姬，还有艾尔玛和蜜蜜很熟练地脱下鞋子，走进了木板房间，但其他人可能是因为没有脱鞋进房间的文化，所以有些手忙脚乱。说起来，精灵也给人一种和风，或者说亚洲文化的感觉。

  　クギと、あとエルマとミミは特に手間取ることもなく靴を脱いで板の間に上がってきたのだが、他の面々はあまり靴を脱いで板の間に上がる文化が無いからか、少し手間取っている。そういやエルフもどことなく和風っぽさというか、アジア系の文化っぽさを感じさせる雰囲気があったな。

  　为什么蜜蜜这么熟练？

  　ミミが慣れているのはなんでだ？

  「因为我经常去库姬小姐的房间！」

  「クギさんのお部屋にお邪魔することが結構あるので！」

  「原来如此」

  「なるほど」

  　说起来，库姬的房间除了入口以外都铺着榻榻米，除了入口以外都禁止穿鞋进入。蜜蜜平时经常去库姬的房间玩，所以很熟练吗？

  　そういえばクギの部屋は入り口部分以外は畳敷きっぽくしてあって、入り口の所以外は土足厳禁にしてるもんな。ミミは普段からクギの部屋に遊びに行くことが多いから、慣れてるのか。

  　我们一边聊着这些，一边在三位圣堂护卫官的带领下，鱼贯地走进圣堂深处。我感觉到灵能力量在墙壁上，或者说是建筑物中流动。在温德斯特尔提乌斯殖民卫星的圣堂里没有注意到，圣堂本身就像是灵能科技的集合体。它到底有什么功能呢？

  　そんな話をしながら聖堂護衛官の三人に案内されてぞろぞろと聖堂の奥へと進んでいく。壁面というか、建物中にサイオニックパワーが巡っているのを感じるな。ウィンダステルティウスコロニーの聖堂では気づかなかったが、聖堂そのものがサイオニックテクノロジーの塊みたいなものなんだな。一体どういった機能を持っているんだろう。

  「……你很在意吗？」

  「……気になりますか？」

  　回过神来，萌木又凑到了我身边。她似乎注意到了我心不在焉地东张西望。但库姬像是在说没有下次机会一样，从物理上拦截了萌木。具体来说，就是抱住我的手臂。

  　気がつくと、またもやモエギがすぐ近くに寄ってきていた。俺が上の空になってきょろきょろと建物を見回しているのに気がついたようだ。しかし次はないとばかりにクギがインターセプトしてくる。物理的に。具体的には俺の腕に抱きつくという形で。

  「主公，这座圣堂具有从圣堂内人员身上吸收增强的剩余法力，将其储蓄在刚才提到的法力储蓄器中的功能，以及圣堂本身的保护功能。法力结界被嵌入了建筑物本身，所以整栋建筑都能感受到法力」

  「我が君、この聖堂には、聖堂内にいる人員から増幅された余剰の法力を吸い上げ先程の法力貯蓄器に貯蓄するという機能や、聖堂自体の保護機能などがあります。その法力結界が建物そのものに組み込まれているので、建物全体から法力を感じるのです」

  「原来如此，看起来像是低科技，其实却是高科技，或者说功能很多。嗯？这么说来，我的灵能力量也被吸收了吗？这个设施没问题吗？」

  「なるほど、ローテクのように見えて結構ハイテクというか、機能的なんだな。うん？　そうなると俺のサイオニックパワーも吸い上げてるのか？　大丈夫か？　この施設」

  　我的灵能力力量毕竟在量，或者说输出上非同寻常，如果从我身上吸收灵能力力量，感觉机构会过载。

  　俺のサイオニックパワーは何せその量というか出力がとんでもないので、俺からサイオニックパワーを吸い上げるとなると、機構がオーバーフローを起こしそうな気がするが。

  「请放心。关于这一点，我们已经事先做好了对策。我们知道您的法力有多强」

  「ご心配なく。その点については事前に対策済みです。貴方の法力の強さはわかっていますから」

  　木叶一脸平静地回答道。原来如此，只要事先知道的话，就有办法应对了。之前去温德斯特尔提乌斯殖民卫星的时候，应该也遇到了同样的情况，或许她就是把当时的经验反馈到了这里。

  　澄ました顔でコノハがそう応じる。なるほど、事前にわかっていれば対策のしようはあるということか。前にウィンダステルティウスコロニーに行った時にも同じような状況にはなっていたはずだから、そこで得られた経験がフィードバックされているのかもしれない。

  「话说回来，总觉得和以前相比……那个，力量是不是增强了不少，熟练度是不是也提高了？」

  「ところで、なんだか以前と比べると随分……その、力が増しているというか、練度が上がっていませんか？」

  「啊……毕竟经历了生死关头嘛。现在的话，说不定能赢过木叶哦？」

  「ああ……まぁ修羅場を
    
     潜
    くぐったからな。今ならコノハにも勝てるかもしれないぞ？」

  　我这么一说，木叶就一脸不悦地沉默了。第一次看到木叶战斗的时候，我被她那强大的实力吓了一跳，但现在的话，我应该也能做到同样的事情，也能躲开和防御她的攻击。

  　俺がそう言うと、コノハはムッとした表情で黙り込んだ。初めてコノハの戦闘を目の当たりにした時はあまりの強さにビビったが、今なら俺も同じようなことができるし、避けることも防ぐこともできるだろう。

  「你变得很会说大话了呢……？小心我弄哭你哦？」

  「随分と大きな口を叩くようになりましたね……？　泣かしますよ？」

  「那么，到底是谁会哭呢？」

  「さて、泣くことになるのはどっちかな？」

  「哈哈哈，有精神是件好事。我也想请您务必指点我一招。」

  「ははは、元気が良くて結構なことですな。私も是非一手指南頂きたいところです」

  「木叶，别这样。队长也是。」

  「コノハ、やめなさい。隊長もですよ？」

  「我知道……哎呀，真是遗憾。像我们这样的人，要全力战斗的话，这个殖民卫星太脆弱了。」

  「わかっている……いやはや、実に残念無念。
    
     某
    それがし達のような者が全力で戦うにはこのコロニーは
    
     脆
    もろすぎる」

  「是啊。」

  「それはそう」

  　最近我在黑莲花的货舱里和梅伊进行模拟战的时候，也变得越来越难了。如果要完全发挥念动力，感觉会把黑莲花的货舱弄坏，这让我很害怕。主要是害怕蒂娜和薇丝卡会拿着工具过来找我算账。

  　最近は俺もメイとの模擬戦をブラックロータスのカーゴスペースでやるのが大変になってきているんだよな。念動力を十全に使うとなると、ブラックロータスのカーゴスペースをぶっ壊してしまいそうで怖い。主に工具を持ってカチこんでくるであろうティーナとウィスカが。

  　同样的，如果和木叶或兰真全力战斗，感觉也会对周围造成巨大的损害，这让我很害怕。如果在战斗中使用了太多念动力，别说是圣堂了，殖民卫星的船体可能会受到严重的损伤。

  　それと同じことでコノハやランシンと全力で戦うとなると、やはり周辺被害が甚大なことになりそうで怖い。あまり派手に念動力やら何やらを使って戦ったら、聖堂どころかコロニーの船体に重篤なダメージが入りかねん。

  　不过，我的必杀技可以在不造成巨大破坏的情况下杀死对手。但是，只是模拟战就使用『必杀技』也不太好。因为我的必杀技正如其名，是一定会杀死对手的招式。

  　まぁ、俺の必殺技はそういう大破壊を引き起こさずに相手を殺せるんだけども。だが、たかが模擬戦で『必殺技』を使うのもな。文字通り必ず殺す技だからな、俺のは。

  　我一边想着这些事一边走着，似乎已经到达了目的地的房间。这个房间位于相当靠里面的地方。

  　そんなことを考えながら歩いていると、どうやら目的の部屋に
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついたようだった。結構奥まったところにある部屋だな。

  「圣堂长，我带希罗阁下、圣城阁下以及他们的同伴过来了。」

  「聖堂長、ヒロ殿とセイジョウ殿、それに連れの方々を案内致した」

  「请进。」

  「どうぞ、入ってくだされ」

  　兰真回应着从里面传来的招呼声，拉开了一扇类似拉门的门。走进房间后，里面有一位男性正在等着我们。他穿着一身神主般的服装，头上的耳朵跟木叶一样圆圆的。是熊？还是狸猫？不，是黄鼠狼吗？搞不懂。

  　中から聞こえてきた声に応じてランシンが
    
     襖
    ふすまのような引き戸を開ける。中に入ると、そこには一人の男性が待っていた。なんか神主っぽい格好をしているな。頭の上の耳はコノハのような丸っこい感じだ。クマ？　タヌキ？　いや、イタチとかか？　わからんな。

  「初次见面。我是负责管理这座圣堂的风信。」

  「お初にお目にかかります。私は当聖堂を預かっているフウシンと申す者です」

  「您客气了。我是佣兵船长・希罗。还有，这位是巫女库姬，以及我的船员们。啊，两位机械师留在船上，所以不是全员到齐。」

  「これはご丁寧にどうも。俺は傭兵のキャプテン・ヒロだ。それと、知っているかもしれないが
    
     巫女
    みこのクギと、俺のクルー達だ。ああ、メカニックの二人は船に残っているから全員じゃないんだが」

  　我这么说着，依次介绍大家，然后在准备好的坐垫上坐了下来。我盘腿而坐，库姬则是跪坐，而平时没有跪坐习惯的蜜蜜她们则各自随意地坐着。不对，其中蜜蜜是跪坐的。是库姬教她的吗？

  　そう言って一人一人紹介し、用意されていた座布団に腰を落ち着ける。俺はあぐらでクギは正座をしているが、普段床に座る習慣がないミミ達は思い思いの格好で座っているな。いや、その中でもミミは正座で座ってるんだけど。クギに教えてもらったのかな？

  「听说本国已经大致准备完毕，迎接的船团也已经待命了。关于前往本国一事，等古兰坎帝国和星际闸道的运用讨论结束后就会安排，但应该不会花太多时间。」

  「本国では既にあらかた準備を終えているそうで、迎えの船団も既に待機中とのことですな。本国行きに関してはグラッカン帝国とゲートウェイの運用についての話し合いが終わり次第となりますが、さして時間はかからないかと」

  「已经待命了？动作真快啊。」

  「既に待機中って、随分と早いな」

  「那是因为希罗阁下通过圣城阁下事先向帝都的大使馆传达了访问的意图。这是在充分的准备时间后得出的结果」

  「それはヒロ殿がセイジョウ殿を通じて
    
     予
    あらかじめ帝都の大使館に訪問の旨を伝えてくれていたからですな。十分な準備期間を設けられた結果というわけです」

  「原来如此」

  「なるほど」

  　在那个时间点就已经开始行动了吗？难怪准备得这么周到。

  　あの時点ですでに動いてくれていたわけか。そりゃ準備万端なわけだ。

  「我们预定也会在这次航班上返回本国，所以路上应该会一起行动」

  「我々も今回の便で本国に帰還する予定なので、道中は一緒に行動することになりましょう」

  「原来如此。说起来，我听说你们会顺便进行人员的替换」

  「なるほど。そういえばついでに人員の入れ替えをするとか聞いたな」

  　我想起了库姬说过类似的话。既然要派舰队来迎接，那顺便进行人员替换和交易确实更有效率。

  　クギからそんな感じの話を聞いていたことを思い出す。どうせ迎えの艦隊を寄越すなら、ついでに人員の入れ替えやら交易やらを行ったほうが効率的なのは確かだよな。

  「正是如此。几天之内，最迟一周内就会有航班前往本国。这段时间请留在这座圣堂」

  「その通りですな。数日中、遅くても一週間以内には本国行きの便が運行されることになるでしょう。その間は当聖堂にご滞在くだされ」

  「啊——嗯——……不，感谢你的提议，但我们刚刚在韦利克星系遭受了大规模的袭击。还有许多事情要做，比如整备船只和处理战利品。等这些事情结束后……不，但这样就太麻烦你了」

  「あー、んー……いや、申し出は有り難いんだが、ウェリック星系でちょっと大規模な襲撃を食らってな。船の整備やら戦利品の処分やら何やらでやることが色々多いんだ。それが終わってからなら……いや、でも流石にご厄介になるのは」

  　我一边说一边看向库姬，库姬也表示肯定地点了点头。

  　そう言ってクギに視線を向けると、クギもそれを肯定するように
    
     頷
    うなずいた。

  「是的。正如主公所说，我们这边有点忙。不过，这些事情也只需要一两天就能处理完，等事情办完后我们就会去圣堂露个脸，这样如何？在这里的话，我们也能提前了解本国的文化，我想一定会有许多对主公和各位来说都很有趣的东西」

  「はい。我が君の仰せの通り、少々立て込んでおりまして。とはいえ、それも一日二日のことでしょうから、用事が終わり次第聖堂に顔を出すというのはどうでしょうか？　ここならば
    
     此
    この身どもの国の文化について予め知ることもできますし、きっと我が君にとっても皆様にとっても面白いものがいくつもあると思います」

  「原来如此……我觉得这是个好主意，但不会给你们添麻烦吗？」

  「なるほど……それは良い考えだと思うが、迷惑じゃないか？」

  「不会不会，没有这回事。请务必来一趟。说实话，我们想在去本国之前，更详细地掌握希罗阁下的力量。和这座圣堂一样，本国也有很多建筑物拥有增强和储存滞留者法力的功能」

  「いえいえ、そのような事はありませぬ。是非ともお越しください。正直なところを申し上げますと、本国に行く前にヒロ殿の力がどれほどのものなのか、より詳細に把握しておきたいという事情がありましてな。この聖堂と同じように、本国には滞在者の法力を増幅し、蓄える機能を持つ建物が多いですから」

  「啊，原来如此。要是像我这样的人突然出现，确实有可能发生我刚才担心的灵能力量溢出现像」

  「ああ、なるほど。俺みたいなのがポンと現れると、それこそ俺がさっき心配していたサイオニックパワーのオーバーフローみたいなことが起きかねないと」

  「就是这么回事」

  「そういうことで」

  　风信阁下露出慈祥老爷爷般的笑容，点了点头。原来如此。既然这样，还是按照他们说的去圣堂露个脸比较好。反正我也没感觉到什么恶意。

  　フウシン殿が
    
     好
    こう
    
     々
    こう
    
     爺
    やめいた笑みを浮かべながらそう言い、頷く。なるほどな。まぁそういうことならあちらの言うように聖堂に顔を出したほうが良いか。特に悪意とかも感じないし。

  　风信阁下和韦尔扎鲁斯神圣帝国陷害我们，这种事也不太可能发生。根据库姬他们的说法，与我这样的落之人敌对，对他们来说似乎是禁忌中的禁忌。话虽如此，他们也有可能在说谎，所以现在就全面信任他们还为时过早。

  　フウシン殿やヴェルザルス神聖帝国が俺達を
    
     嵌
    はめる、なんてこともあまり考えにくい。クギ達の話では俺のような落ち人を敵に回すのは彼らにとって禁忌中の禁忌であるようだし。とはいえ、彼らが
    
     噓
    うそを言っている可能性もあるから、流石に全面的に信用するのは早計だろうけど。

  　不管怎么说，双方都找到了妥协点，可以说是个好的开始。毕竟我们也有事想拜托他们，能友好相处是最好的。

  　何にせよお互いに落とし所というか、妥協点を見つけられたのは良い滑り出しだと言えるだろう。こちらとしても彼らに頼みたいことがあるわけだし、仲良くしておくに越したことはないよな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　在韦尔扎鲁斯神圣帝国的圣堂打完招呼，喝完茶回来的我们，首先忙着把从宙贼那里得到的战利品卖掉。因为我不认为带去韦尔扎鲁斯神圣帝国能卖出去。如果死重太多，也会影响黑莲花的机动性，所以我想尽可能地减轻重量。不然加速会变慢，减速也会花更多时间。虽然宇宙空间没有重力，但质量并不会消失。

  　ヴェルザルス神聖帝国の聖堂で
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつを終え、お茶を
    
     馳
    ち
    
     走
    そうになって帰ってきた俺達は、まず宙賊からの戦利品を
    
     売
    うり
    
     捌
    さばくことに奔走した。ヴェルザルス神聖帝国に持ち込んでも売れるとは思えないからな。デッドウェイトが多いとブラックロータスの機動力にも影響が出るから、できるだけ身軽にしておきたい。加速が遅くなったり、減速に時間がかかるようになったりするんだよ。宇宙空間に重力はないが、質量が無くなるわけじゃないからな。

  　还有，弹药类要充分补给，多储备一些备用弹药。韦尔扎鲁斯神圣帝国的战斗舰与我们的技术体系相差太大，追踪导弹，多管炮，以及黑莲花舰首EML的弹药等等，很可能无法补充。虽然我觉得在那边发生战斗的可能性很低，但万一到了紧要关头没有子弹而无法战斗，就可能陷入绝境。

  　それと、弾薬の類はしっかり補給して予備弾も多めに確保しておく。ヴェルザルス神聖帝国の戦闘艦はあまりにこちらと技術体系が違いすぎて、シーカーミサイルやマルチキャノン、それとブラックロータスの艦首ＥＭＬの弾薬などが補充できない可能性が高い。向こうで戦闘になる恐れは低いとは思うんだが、いざという時に弾がなくて戦えませんなんて状態になったら詰みかねない。

  　不知该说是幸运还是什么，克里希那的大型霰弹炮换成了念动冲击炮，不需要弹药，因此可以多装载一些其他武器的弹药。不过，主要是多装载一些追踪导弹。毕竟导弹还是很厉害的。

  　幸いというかなんというか、クリシュナの大型散弾砲が念動衝撃砲に置き換わって弾薬が不要になったので、その分他の兵器の弾薬を多めに積み込むことができる。まぁ、シーカーミサイルを多めにだな。なんだかんだでミサイルは強いから。

  　对舰反应弹头鱼雷的补充就先不考虑了。那姑且算是高火力武器，而且根据使用方式，也有可能成为大规模杀伤性武器，带着太多的话，帝国政府也不会给我好脸色看，同样地，大量带去韦尔扎鲁斯神圣帝国，也有可能刺激到他们。

  　対艦反応弾頭魚雷の補充は見送った。一応あれは高火力兵器、かつ使いようによっては大量破壊兵器にもなるものなので、あまり大量に持ち歩くのは帝国政府からも良い顔はされないし、同様に大量に持ち込むとヴェルザルス神聖帝国を刺激することにもなりかねない。

  「实际上，比起对舰反应弹头鱼雷，我才是远比它危险得多的炸弹」

  「実際には対艦反応弾頭魚雷なんかよりも俺の方が
    
     遥
    はるかに危険な爆弾だったりするわけだけどな」

  「确实如此。所以，你特意把大家召集起来，是有什么事吗？」

  「それは本当にそうよね。それで、わざわざ皆を集めるなんてどうしたわけ？」

  　艾尔玛一边斜眼看着聚集在黑莲花上的船员们，一边拉开罐装啤酒般的廉价酒的拉环。突然就开始喝了啊。

  　ブラックロータスに集まったクルー達をちらりと横目で見ながらエルマが缶ビールめいた安酒のプルタブを開ける。いきなり飲み始めるじゃん。

  「与其说是今后的行动，不如说是关于对韦尔扎鲁斯神圣帝国的态度，我想和大家统一一下认识。」

  「今後の動きというか、ヴェルザルス神聖帝国に対するスタンスについて意識を共有しておきたいと思ってな」

  　艾尔玛单手拿着廉价酒，用视线催促我继续说下去。明明有足够买好酒的钱，艾尔玛却经常说因为喝习惯了，所以喝那种酒。蒂娜和薇丝卡则相反，经常喝高级的好酒。

  　エルマが安酒を片手に視線で先を促してくる。良い酒を買うだけの分け前はあるのに、舌に
    
     馴
    な
    
     染
    じむからとか言ってああいうのを飲んでることが結構あるんだよな、エルマは。ティーナとウィスカは逆に高くて良い酒を味わうように飲んでることが多いんだが。

  「目前，韦尔扎鲁斯神圣帝国的对应总体上是亲切且友好的。不仅没有隐藏恶意的感觉，甚至直接对我们表示了好意和敬意。唯一的例外是对梅伊的过度警戒心，但对重视灵能能力交流的他们来说，对无法沟通的存在保持警惕也是无可奈何的吧。」

  「今のところ、ヴェルザルス神聖帝国の対応は総じて親切で友好的だ。悪意を隠している感じが無いどころか、ストレートに好意や敬意を向けてきてくれていると思う。例外はメイに対する過剰な警戒心くらいだが、サイオニック能力によるコミュニケーションを重視している彼らにとって、それが通じない存在に警戒するのは仕方がない部分もあるんだろうと思う」

  　梅伊点头同意我的话。

  　俺の言葉にメイが頷く。

  「我的想法是，基本上没有必要过度警戒。这有两个理由，一个是刚才说的，从韦尔扎鲁斯神圣帝国的人们身上感觉不到恶意。另一个是，今后如果踏入他们的国家，无论如何都不可能进行像样的抵抗」

  「基本的には過度に警戒する必要はないだろう、というのが俺の考えだ。これには二つ理由があって、一つは今言ったようにヴェルザルス神聖帝国の人達から悪意を感じ取れないこと。もう一つは今後彼らの国に足を踏み入れたら、どちらにせよ抵抗らしい抵抗は不可能だろうということだ」

  　第一个理由暂且不论，第二个理由似乎让人有些摸不着头脑，库姬和梅伊以外的船员们歪着头。

  　一つ目の理由はともかく、二つ目の理由は今ひとつピンとこなかったのか、クギとメイ以外のクルー達が首を
    
     傾
    かしげた。

  「韦尔扎鲁斯神圣帝国的本国肯定有和库姬同等，或者拥有更强大的第二法力，也就是精神干涉的灵能能力的人员。即使那些人成群结队地过来，只要不是特殊情况，我应该不会受到那种力量的影响，机械智慧的梅伊也不会受到影响。但是，除了我和梅伊以外，我想其他人是无法抵抗的。如果他们成群结队地过来，库姬也无能为力吧。如果大家被当成人质，我就无计可施了」

  「ヴェルザルス神聖帝国の本国にはきっとクギと同等か、もしかしたらそれ以上の第二法力、つまり精神干渉のサイオニック能力を持った人員がいるだろう。そんな連中が束でかかってきたとしても余程のことがなければ俺はその力の影響を受けることはないだろうし、機械知性のメイも影響を受けることはない。だが、俺とメイ以外は抵抗することもできないと思う。クギだって束になってかかってこられたらどうしようもないだろうな。皆を人質に取られたら、俺には
    
     為
    なす
    
     術
    すべがない」

  「这就是第二个理由？别说不警戒的理由了，这不就是警戒的理由吗？」

  「それが二つ目の理由？　警戒しない理由どころか、警戒する理由じゃない」

  「是啊。如果真的变成那样，我会为了夺回大家而拼命大闹。从结果上来说，陷入最糟糕事态的可能性很高。也就是说，这就是没必要警戒的理由。正因为深知落之人的可怕，所以才安全。当然，他们也不是完全团结一致，或许也会有趁机找麻烦的家伙。但是，那些人应该会被害怕落之人失控的人们全力排除」

  「そうだな。もしそんな事になったら俺は死に物狂いで皆を取り戻すために暴れる。結果として最悪の事態に陥る可能性が高い。つまりそれが警戒する必要がない理由でな。落ち人の恐ろしさをよく知っているからこそ、安全だろうって話なんだよ。無論、彼らも完全に一枚岩というわけじゃないだろうから、ここぞとばかりにちょっかいを掛けてくるような連中もいるかもしれない。だが、そういう連中は落ち人の暴走を恐れている人達が全力で排除してくれるはずだ」

  　听了我的说明，艾尔玛把手放在嘴边思考起来。我觉得这个理论没有漏洞。

  　俺の説明にエルマが口元に手を当てて考え込む。論理は
    
     破
    は
    
     綻
    たんしてないと思うんだよな。

  「也就是说，因为相互保证毁灭的状态已经成立，所以不用担心。如果对方出手，我就会大闹一场。正因为清楚这个可怕之处，所以我觉得韦尔扎鲁斯神圣帝国比古兰坎帝国更安全」

  「つまり相互確証破壊みたいな状態が成立してるから、心配は要らないだろうというわけだ。あちらが手を出せば俺が暴れる。その怖さがちゃんとわかってるから、グラッカン帝国よりもヴェルザルス神聖帝国の方が安全まであると俺は思ってる」

  「相互保证毁灭……船长偶尔会让人窥见知性呢」

  「相互確証破壊って……キャプテンってたまに知性を
    
     垣
    かい
    
     間
    ま
    
     見
    みせてくるよね」

  「意思是平时看不见知性吗？嗯？」

  「普段は知性が垣間見えないってことか？　えぇ？」

  「总之，船长的战略就是亲切地结交更多同伴，让同伴保护自己。我非常赞成」

  「とにかくキャプテンの戦略は愛想よくして味方を多く作って、その味方に守ってもらおうってわけだ。私は大いに賛成だよ」

  「可以不要无视我吗？？？」

  「無視しないでもらって良いですか？？？」

  　我抗议道，涅薇却故意走到坐在沙发上的我身边，露出慈爱的表情，踮起脚摸了摸我的头。我快气炸了。

  　俺が抗議すると、ネーヴェはわざわざソファに座っている俺の
    
     側
    そばまで来て、慈愛の表情を浮かべながら背伸びをして俺の頭をなでなでしてきた。キレそう。

  「国家等级的敌对关系，无论哪边都一样无能为力吗……知道希罗的危险性，所以那边更让人放心，确实有道理。我明白了」

  「国家レベルで敵対されたらどうしようもないのはこっちでもあっちでも同じか……ヒロの危険性を知っているだけ向こうの方が安心できるってのは確かにその通りかもね。納得したわ」

  「古兰坎帝国也掌握了希罗君访问韦尔扎鲁斯神圣帝国的消息，而且还有侯爵家，伯爵家，子爵家三家贵族的联姻在等着，如果希罗君出了什么事，帝国也不会坐视不理吧？佣兵公会也是。虽然不知道两者在韦尔扎鲁斯神圣帝国的权威有多大，但对方应该也不想惹上无谓的麻烦」

  「ヒロくんがヴェルザルス神聖帝国を訪問することはグラッカン帝国も把握しているし、侯爵家、伯爵家、子爵家と三つもの貴族家が絡む婚姻を控えているわけだから、もしヒロくんの身に何かあったら帝国だって黙っていないんじゃないかい？　
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいギルドもね。ヴェルザルス神聖帝国にどれだけ両者の権威が効くかはわからないけど、無用なトラブルは向こうも願い下げなんじゃないかな」

  「是啊。虽然对希罗来说是麻烦的束缚，但从这个角度看，束缚就是保护我们的铠甲」

  「そうね。ヒロにとっては面倒なしがらみでも、そういう視点で見ればしがらみは私達の身を守る
    
     鎧
    よろいになるわ」

  「束缚是铠甲，这个观点真新颖。原来如此」

  「しがらみが鎧になるって視点は新しいな。なるほど」

  　我本以为金星和名誉子爵之类的勋章和立场就像是帝国给我的项圈，但反过来也能成为保护我不受其他宇宙帝国伤害的铠甲。从古兰坎帝国的角度来看，自己套上项圈的狗被别人擅自带走关进笼子里，肯定会觉得“你小子是在小瞧我吗”。

  　ゴールドスターだの名誉子爵だのといった勲章や立場は帝国につけられた首輪みたいなもんだと思っていたが、逆に他の宇宙帝国から身を守る鎧にもなるのか。グラッカン帝国からすれば自分が首輪をつけた犬を勝手に連れ去られて
    
     檻
    おりに入れられたりしたら、
    
     舐
    なめてんのかてめぇって話になるものな。

  「话虽如此，对方如果觉得有好处，或许也会不择手段。你可不能大意，特别是要小心美人计之类的手段。还有，不要擅自捡女孩子回来」

  「とはいえ、あっちも国益になるならなんだってやってくるかもしれないからね。油断はしないようにしなさい。特にハニートラップの類には気をつけなさいよ。勝手に女の子を拾ってきたりもしないように」

  「不要说得好像我以前捡过女孩子一样」

  「今までにも節操なく女の子を拾ってきたみたいな言い方はよさないか？」

  　如果我真的毫无节操地捡女孩子回来，现在黑莲花早就人满为患了。大概。不，这么说是不是有点太过了？不过，我肯定更早就会和瑟琳娜和克莉丝结婚了。

  　もし俺が本当に節操なく女の子を拾ってきていたら、今頃ブラックロータスは満員になっているぞ。多分。いや、そこまでは流石に言いすぎかな？　でももっと早くセレナやクリスとの結婚が決まってたのは間違いないだろうな。

  「好好好，希罗才不是什么没节操的家伙。就当是这么回事吧。总之，等迎接的舰队来了，我们就要暂时离开古兰坎帝国，所以要趁现在把只能在帝国内做的事情做完。比如和家人联络之类的。特别是蒂娜和薇丝卡，你们要联络的对象很多吧？」

  「はいはい、ヒロは節操なしなんかじゃないわね。そういうことにしておくわ。とにかく、迎えの艦隊が来たらしばらくグラッカン帝国を離れることになるんだから、帝国内でしか出来ないことは早めに済ませておくのよ。家族への連絡とかね。特にティーナとウィスカには連絡する相手が結構いるでしょ？」

  　艾尔玛无视我的抗议，总结了现场的状况。继涅薇之后，连艾尔玛都对我这么随便，我整个人都快哭出来了。谁来安慰我一下啊。

  　俺の抗議をスルーしつつ、エルマがこの場をまとめる。ネーヴェに続いてエルマにも割とぞんざいな扱いをされて俺としてはぴえんぱおんである。誰か俺を慰めてくれても良いぞ。

  「嗯，是啊。我会联络妈妈和艾莉亚她们。」

  「ん、せやな。母ちゃんとかアイリアとかにも連絡しとくわ」

  「我也去联络养父吧。」

  「私も養父に連絡しておくかねぇ」

  　不光是蒂娜，翔子医师也这么说，于是我们当场解散。总之，战利品之类的已经卖掉了，明天就去教堂打听各种消息吧。

  　ティーナだけでなくショーコ先生もそう言い、この場は解散ということになった。とりあえず、戦利品の類は売り捌けたから、明日は聖堂に行って色々話を聞いたりしてみるか。

 
  ＃4：异文化交流

  ＃４：異文化交流

  　第二天，做好准备的我们联系了木叶后前往圣堂。今天蒂娜和薇丝卡也同行。她们俩原本还在烦恼要不要留下来分析和维护克里希那，但听翔子医师说圣堂里有很多有趣且未知的技术，所以就跟着来了。她们觉得或许能从中得到灵感，应用在克里希那的维护和分析上。

  　翌日、準備を終えた俺達は連絡を入れてから聖堂へと向かった。今日はティーナとウィスカの二人も同行している。二人ともクリシュナの分析と整備のために残るかどうか悩んでいたのだが、ショーコ先生から聖堂に面白そうな未知の技術がたくさんあると聞いてついてきたのだ。クリシュナの整備や分析に応用できるインスピレーションを得られるかもしれないということでな。

  「哦哦……虽然很突然，但这里有个不可思议的东西呢。」

  「おぉ……いきなりやけど、不思議なもんがあるやん」

  「姐姐，你看这个能源波形。」

  「お姉ちゃん、このエネルギー波形見て」

  「哦哦？跟克里希那的动力炉很接近呢。」

  「おぉ？　クリシュナのジェネレーターから出てるのに近いな」

  　两位维修员立刻对设置在前院的灵能力量储存装置产生了兴趣。话说薇丝卡，你那个像扫描器一样的机器是什么？准备得也太充分了吧。

  　早速整備士の二人が前庭に設置されているサイオニックパワーの貯留装置に興味を示している。というかウィスカ、なんだそのスキャナーみたいな機械は。準備万端すぎるだろう。

  「久等了，欢迎光……这是怎么回事？」

  「お待ちしておりました。歓迎致しま……何事ですか？」

  　我们就这样在圣堂入口处的前院吵吵闹闹，木叶前来迎接——然而，她看到蒂娜和薇丝卡拿着奇怪的机器四处扫描，眼睛闪闪发光的样子，不禁感到困惑。

  　そんな感じで聖堂の入口というか前庭でわちゃわちゃしていると、コノハが迎えに来た──のだが、何か奇妙な機械をあちこちに向けて目を輝かせているティーナとウィスカを見て困惑している。

  　这是理所当然的反应。如果我站在木叶的立场，也会感到困惑。

  　当然の反応だよな。俺がコノハの立場でも困惑していると思う。

  「早上好。因为一些原因，她们两个对灵能科技很感兴趣」

  「おはよう。ちょっと色々と事情があってな。二人ともサイオニックテクノロジーに興味津々なんだ」

  「在我们帝国，法力技术似乎没有得到多少发展，就算对技术感兴趣并学习，也没有用武之地吧？」

  「こちらの帝国では法力技術はあまり発展していないようですし、技術に興味を持って習得したところで使い
    
     途
    みちがないのでは？」

  「倒也不是这样……其实我也有事要找你商量」

  「それがそうでもないというか……実はその相談もあるんだよな」

  　我应该在这里说出克里希那变成了木叶的事吗？说出来比较好吧。反正早晚都要说，而且要说的话，还是跟木叶说最方便，毕竟她跟我们关系很好，而且是韦尔扎鲁斯神圣帝国的人中，最了解我们情况的。

  　ここでコノハに
    
     変
    へん
    
     貌
    ぼうしてしまったクリシュナの件を話すべきかどうか。話してしまった方が良いか。いずれ話すことになるのだし、どうせ話を持っていくなら気心がある程度知れているコノハが一番話しやすい。ヴェルザルス神聖帝国の人間で俺達の事情に一番詳しいのも彼女だろうしな。

  「这是在我们来到这个殖民卫星前不久发生的事，克里希那变形了」

  「このコロニーに来る本当に少し前の話なんだが、クリシュナが変形したんだ」

  「……？」

  「……？」

  　木叶一脸惊讶地抬头看着我，像是在说“这家伙在说什么啊？”。也是，听不懂吧。但这是事实。总之，先向木叶坦白克里希那现在的状况吧……这可不是站着就能说完的事。

  　コノハが「何を言ってんだこいつ？」みたいな
    
     怪
    け
    
     訝
    げんな表情で俺を見上げてくる。そうだよな、意味がわからないよな。でも事実なんだ。とりあえず、コノハに包み隠さず今のクリシュナの現状を伝えるか……立ち話で終わらせられるような話じゃないな。

  「虽然不长，但说来话长，我想坐下来好好说」

  「長くはないが、ややこしい話になる。腰を落ち着けたいな」

  「嗯，也是。让客人一直站着也太失礼了。这边请。圣堂长风信大人也在等您」

  「ん、そうですね。お客様を立たせたままというのも失礼です。どうぞ、こちらへ。聖堂長のフウシン殿もお待ちになってますから」

  　木叶说完便转过身，静静地开始为我们带路。她带路时尾巴左右摇摆，看起来心情不错。不过木叶的尾巴和库姬的毛茸茸感又不太一样，真想摸摸看，不知道有没有机会？

  　そう言ってコノハが
    
     踵
    きびすを返し、しずしずと俺達を先導し始める。先導する彼女の
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽはゆるく左右へと振られており、機嫌が悪いということはなさそうだ。しかしコノハの尻尾はクギとはまた違った感じにモフモフだよな。是非触ってみたいんだが、そんな機会が訪れることはあるんだろうか？

  「主公，盯着尾巴看是违反礼仪的。不可以，这是性骚扰」

  「我が君、尻尾を凝視するのはマナー違反ですよ。だめです、せくはらです」

  「是吗……神圣帝国的礼仪好难懂」

  「そうなのか……難しいな、神聖帝国のマナーは」

  　我观察着木叶的尾巴，结果被库姬骂了。她走到我身边拉着我的袖子，用三条毛茸茸的尾巴拍打着我。对不起，我不知道。

  　前を歩くコノハの尻尾を観察していたらクギに怒られた。隣に並んで上着の
    
     袖
    そでを引っ張りながら、三本のモフモフ尻尾でペシペシとやってくる。ごめんて。知らなかったんだって。

  「唔……要是我也有尾巴」

  「ぐぬぬ……私にも尻尾があれば」

  「尾巴是强化植入物哦。跑步，飞翔，跳跃的时候很方便，近战的时候也能稳定身体。你想的话我可以帮你做手术哦？」

  「強化インプラントであるよぉ、尻尾。走ったり飛んだり跳ねたりする時に便利で、近接戦闘時も体幹の安定に一役買うみたいだねぇ。お望みとあらば施術はするけどぉ？」

  「我可没有做手术的勇气……！不过，真的可以吗？植入物强化之后，我也能和希罗大人一起上前线？」

  「インプラント手術をする勇気は……！　いや、でもアリなんですかね？　インプラントで強化すれば私もヒロ様と一緒に前線に立てたり？」

  「虽然我会尊重蜜咪的选择，不过白兵战的话还有战斗机器人在……比起身体能力，强化情报处理能力和感觉系的能力对蜜咪来说应该更合适吧？」

  「ミミの選択は尊重するけど、白兵戦に関しては戦闘ボットもあるからなぁ……身体能力よりも情報処理能力や感覚系を強化する方がミミには合うんじゃないか？」

  　用生化植入物把蜜咪柔软的身体变得硬邦邦的，这可不行。不过尾巴的话倒是很可爱。

  　ミミのやわらかボディをサイバネティクスインプラントでカチカチにするなんてとんでもない。尻尾は
    
     可愛
    かわいいかもしれないけどな。

  「你们还是老样子呢」

  「相変わらずですね、
    
     貴方
    あなた達は」

  「虽然不知道你指的是什么，不过我们过得挺悠闲自在的。木叶也要来吗？」

  「どういう意味の相変わらずなのかわからんが、ゆるく楽しくやってるよ。コノハも来るか？」

  「……我考虑一下」

  「……考えておきます」

  「哦，哦」

  「お、おう」

  　还以为她会断然拒绝，没想到还挺积极的？糟糕，这下搞砸了。我悄悄地观察了一下艾尔玛，只见她一脸不高兴。蜜咪则是一副“木叶小姐也要成为船员了吗！？”的样子，眼睛闪闪发光。

  　断固拒否されるかと思ったんだが、意外と前向きなのか？　ヤバい、これはやらかした。そっとエルマの様子を
    
     窺
    うかがうと、
    
     物
    もの
    
     凄
    すごく渋い顔をしていらっしゃった。ミミは「コノハさんもクルーになるんですか!?」とでも言いそうな感じに目を輝かせてるけど。

  「船长就是这样增加船员的呢」

  「キャプテンはこうやってクルーを増やすんだね」

  「昨天艾尔玛姐才说过不要擅自捡女孩子回来的」

  「昨日エルマ
    
     姐
    ねえさんに勝手に女の子を拾ってくるなって言われたばっかなのになぁ」

  「嗯……不过木叶小姐很了解我们，而且非常可靠呢」

  「うーん……でもコノハさんは気心も知れてるし、とても頼りになるよね」

  　我听见后面那三个娇小的女生在窃窃私语。你们三个，别这样啦。这种窃窃私语对我很有效。我承认自己太大意了。还有，木叶确实很可靠。她的白兵战能力大概超越了梅伊，仅次于我。

  　後ろで背が小さい組の三人がヒソヒソしてるのが聞こえてくる。やめてくれ三人とも。そのヒソヒソは俺に効く。
    
     迂
    う
    
     闊
    かつだったのは認めるから。あとコノハが頼りになるのはそれはそう。多分メイを超えて俺の次に白兵戦に強い。

  　木叶听见了她们的窃窃私语。她头上的圆圆兽耳正在抽动，所以一目了然。听到薇丝卡说她很可靠，她大概很高兴吧。尾巴摇摆的速度稍微变快了。

  　そんなヒソヒソ会話をコノハが聞いている。頭の上の丸獣耳がピクピクしてるから丸わかりだ。ウィスカに頼りになるって言われて多分喜んでるな。尻尾の振り方がちょっと速くなってる。

  「请脱鞋进来。」

  「どうぞ、靴は脱いで上がってくださいね」

  「好。」

  「うっす」

  　我们脱下鞋子，前往昨天被带去的房间。好了，看来风信阁下也会加入谈话……不过该从哪里开始说起呢？

  　皆で靴を脱ぎ、昨日案内された奥の部屋へと移動する。さて、フウシン殿も交えて話をすることになりそうだが……どこから話したものかな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「注入大量法力后，克里希那就会随着光芒改变样貌，进化成性能惊人的船，是吗？」

  「多量の法力を込めると光と共にクリシュナが変貌を遂げ、
    
     途
    と
    
     轍
    てつもない性能を持つ船に進化した、ですか」

  　在被带往的房间内，我向风信阁下和木叶商量克里希那的现状，结果风信阁下露出严肃的表情陷入沉思。木叶头上则浮现问号，大概什么也不懂吧。看起来有点傻傻的，真可爱。

  　招かれた奥の間でフウシン殿とコノハにクリシュナの現状について相談すると、フウシン殿は深刻そうな表情で考え込んでしまった。コノハは頭の上にクエスチョンマークを浮かべている感じなので、多分何もわかってない。ちょっとアホの子っぽくて可愛い。

  「巫女阁下？」

  「
    
     巫女
    みこ殿？」

  「主公的克里希那，除了主公以外的人也能操作……所以我认为其他东西才是圣遗物」

  「我が君のクリシュナは我が君以外の人でも操作が可能で……他のものが聖遺物なのだろうと思っていたのですが」

  「啊，那个……确实很特殊。但是，从现状来看应该没错」

  「ああ、それは……確かに特殊ですな。ですが、現状を見る限り間違いないかと」

  　风信阁下和库姬两人似乎在互相理解着什么。圣遗物……？　我觉得克里希那不是遗物。它可是现役的航宙舰。虽然出处很可疑。

  　フウシン殿とクギが何か二人で通じ合っている。せいいぶつ……聖遺物？　別にクリシュナは遺物ではないと思うんだが。現役バリバリの航宙艦やぞ。
    
     出
    で
    
     処
    どころは怪しいけど。

  「难道说韦尔扎鲁斯神圣帝国里有这种著名现象吗？」

  「もしかしてヴェルザルス神聖帝国では有名な現象だったりするのか？」

  「啊，嗯。是啊……说到落之人就是圣遗物。说到圣遗物就是落之人……虽然也有观测到没有圣遗物的落之人，但这种情况下，本人通常会拥有特别强大的异能……啊，不。也就是说，圣遗物是落之人携带的一种宝具，就像拥有非凡力量的超兵器一样」

  「ああ、うむ。そうですな……落ち人と言えば聖遺物。聖遺物と言えば落ち人というか……聖遺物を持たない落ち人という方も観測されたことはあるのですが、その場合は本人が特別強力な異能を保持していることが多く……ああ、いや。つまり、聖遺物というのは落ち人が携える一種の宝具、尋常のものではない力を有する超兵器のようなものなのです」

  「也就是说，克里希那可能就是圣遗物？」

  「つまりクリシュナがそれではないかという話で？」

  「嗯，是的。就是这么回事。圣遗物这种东西，拥有着能够根据所有者的需要改变形态，增强力量的性质。虽然不经过调查还不能完全确定，但克里希那很有可能就是圣遗物。只不过，圣遗物这种东西，大部分都只有所有者才能使用，像克里希那这样，除了原本的所有者以外也能使用的情况非常罕见。因此，巫女阁下在克里希那改变形态之前，似乎都没有注意到它是圣遗物」

  「ええ、はい。そういうことで。聖遺物というものには所有者の求めに応じてその形を変え、力を増す性質を持つものがあります。調べてみないとはっきりとはわかりませんが、クリシュナが聖遺物である可能性は高いでしょうな。ただ、聖遺物というものは所有者にしか使うことができないようなものが大半で、クリシュナのように本来の所有者以外にも使うことができるものというのは大変に
    
     稀
    まれです。そのため、巫女殿はクリシュナが変貌を遂げるまで聖遺物であることに気づかなかったようですな」

  「原来如此……既然存在被认知，那韦尔扎鲁斯神圣帝国的研究应该也有所进展吧？」

  「なるほど……存在が認識されているということは、ヴェルザルス神聖帝国では研究も進んでいる？」

  「嗯，正是如此。也有专门研究圣遗物的政府机关和学者。我也是其中之一。虽然我的专业不是圣遗物本身，而是通过解析圣遗物而制造出来的宝具……」

  「ええ、その通りです。聖遺物を専門に研究する政府機関や学者などもおります。私もその端くれではあります。私の専攻は聖遺物そのものではなく、聖遺物の解析によって作り出されてきた宝具の分野ですが……」

  　宝具。又冒出了一个听不懂的名词。从对话来看，应该是解析落之人持有的超强力圣遗物而制造出来的劣化版道具，是这个意思吗？

  　ほうぐ。宝具ね。なんかまたよくわからないものの名前が飛び出してきたな。話からすると落ち人が持っている超強力な聖遺物を解析して作った劣化版の道具、みたいな感じだろうか？

  　算了，宝具的事情现在先不提。圣遗物的研究有所进展，还有专门的研究机构，这可是个好消息。如果去韦尔扎鲁斯神圣帝国的话，克里希那的整备和解析的问题很有可能得到解决。问题在于，蒂娜和薇丝卡是否能够学会这些技术。

  　まぁ宝具については今は良い。聖遺物の研究が進んでいて、専門の研究機関もあるというのは朗報だな。ヴェルザルス神聖帝国に行けばクリシュナの整備や解析について解決する可能性はかなり高そうだ。問題は、その技術についてティーナやウィスカが習得可能かどうかという点なんだが。

  「如果去韦尔扎鲁斯神圣帝国的话，克里希那的解析就交给你们了，整备技术方面能不能请你们指导一下我们的机械师？除此之外，我也会在力所能及的范围内提供帮助」

  「ヴェルザルス神聖帝国に行ったらクリシュナの解析については存分にしてもらって良いから、整備技術についてうちのメカニックに指南してもらえたりしないか？　その他に俺にできることはできる範囲で協力もするから」

  「关于这件事，我很难向你们保证，但当然可以传达你们的意向。我会作为特别事项传达给对方，所以请不用担心。如果可以的话，去那边之前，能不能让我也看看克里希那的状态？这样交接起来应该会更顺利」

  「その件について私から確約することは難しいですが、意向を伝えることは
    
     勿
    もち
    
     論
    ろんできます。特記事項としてそのように伝えておきますので、その点はご心配なく。よろしければ、あちらに赴く前に私にもクリシュナの状態を見せて頂けますか。そうすれば引き継ぎもより円滑になるかと思います」

  「OK，那就招待风信阁下去黑莲花吧。如果日程上没有问题的话，明天就去。木叶要一起来吗？」

  「オーケー、それならフウシン殿をブラックロータスにご招待させてもらおうか。スケジュールに余裕があるなら明日にでも。お供はコノハが来るか？」

  「那就看风信阁下的意思了。我可以带路」

  「そこはフウシン殿のご随意に。ご案内はできるかと」

  　虽然她正襟危坐，一脸平静地这么说，但圆圆的兽耳竖了起来，毛茸茸的狐狸尾巴也摇来摇去。看来她非常感兴趣。

  　正座をしたまま澄ました顔でそう言っているが、丸獣耳がピンと立ってモフモフタヌキ尻尾がふわふわと振られている。
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや乗り気であるようだ。

  「那么，就朝这个方向调整日程吧。巫女阁下，除了这件事之外，关于在本国的日程安排，可以和您商量一下吗？」

  「それではそういう方向で予定を調整致しましょう。巫女殿、その件に加えて本国での予定についてご相談させて頂いてもよろしいですかな？」

  「好的，风信阁下。如果梅伊小姐也能帮忙的话，我会很高兴的」

  「はい、フウシン殿。メイさんもご協力頂けると
    
     嬉
    うれしいのですが」

  「好的。主人，可以吗？」

  「はい。ご主人様、よろしいでしょうか？」

  「嗯，帮她一把吧。如果要制定日程安排，有梅伊在应该会更顺利」

  「ああ、力を貸してあげてくれ。スケジュールを立てるならメイがいると
    
     捗
    はかどるだろうし」

  　不只是我们的喜好，相反，没有人比梅伊更清楚我们讨厌什么。如果风信阁下和库姬要商量抵达韦尔扎鲁斯神圣帝国之后的日程安排，梅伊是最理想的顾问。

  　俺達の好みだけでなく、逆に何を嫌うか、という点についてメイほど正確に把握している人はいないだろう。フウシン殿とクギがヴェルザルス神聖帝国に着いてからのスケジュールについて相談するなら、メイはこれ以上なく最良のアドバイザーだ。

  　那么，既然他们三个人要讨论今后的安排，我们该怎么办呢？

  　さて、三人が今後の予定について話すとなると、俺達はどうするかな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「是你自己夸下海口的，所以你得负起责任。先不提我个人的感情，我也想事先掌握你的实力」

  「大口を
    
     叩
    たたいたのは貴方なんですから、責任は持ってもらわないと。私の個人的感情とは別に、貴方の実力を事前に把握しておきたいというのもあるんです」

  　「走在身旁的木叶用不悦的眼神看着我，一边用尾巴拍打我的屁股一边说道。被毛茸茸的尾巴拍打屁股的我，和毛茸茸的犯人木叶正朝着护卫官们的训练场走去。

  　隣を歩くコノハがジト目を俺に向け、ペシペシと尻尾で俺のケツを叩きながらそう言う。モフモフとケツを叩かれている俺とモフモフ犯のコノハが向かっている先は護衛官達の修練場だ。

  　「虽然我确实说过现在的话或许能赢过木叶，但我可不想和一个能独自消灭装备动力装甲的帝国海兵小队的女人来一场认真的对决。」

  　確かに今ならコノハにも勝てるかもとは言ったけど、だからってパワーアーマー装備の帝国海兵小隊を一人で全滅させそうな女とガチンコバトルしたいわけじゃないのよ。

  「你还是老样子，一点干劲都没有……身为男人，难道就没有想要变强之类的欲望吗？」

  「相変わらずやる気がないですね……男ならもっとこう、強くなりたいとかそういうのは無いんですか？」

  「我不会说完全没有那种欲望，但我不喜欢在不擅长的领域里搞得自己又累又痛。」

  「そういう欲求が全く無いとは言わないけど、不得意な分野で疲れたり痛い目に遭ったりするのは嫌なんだよなぁ」

  「有到不擅长的程度吗？你不是在帝国声名远播的剑士之一吗？」

  「不得意と言うほどですか？　帝国で勇名を
    
     馳
    はせている剣士の一人でしょう、貴方は」

  「我自认是所谓的航宙佣兵……最近用肉身战斗的次数变多，让我很烦恼。」

  「俺の自認は
    
     所謂
    いわゆる航宙
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいなんだよ……最近生身で戦うことが増えてきているのが悩みだ」

  　「如果要攻击我和船员，比起在船上，瞄准肉身的时候成功率更高」，还有「除了宙贼之外，很少有人会用航宙舰发动攻击」，大概就是这两个原因吧。毕竟用航宙舰发动袭击，很容易就会被追踪到。

  　俺やクルーを狙うなら船に乗っている時よりも生身の時を狙う方が成功率が高いのと、航宙艦を使って仕掛けてくるような連中が宙賊以外にはそういるわけじゃないってのが原因なんだろうけどな。航宙艦での襲撃はどうしても足がつきやすいし。

  「既然如此，不是更应该磨练肉身战斗的技巧吗？」

  「なら余計に生身での戦闘に磨きをかけるべきでは？」

  「话是这么说没错，但我提不起劲啊。」

  「そうなんだけど気は進まんなぁ」

  　要是能雇用木叶这种高手的话，一切就都解决了……但才刚被艾尔玛说不要捡女孩子回来，要是邀请木叶的话，感觉会被艾尔玛折断某处的骨头。

  　コノハみたいな腕利きを雇うことができれば万事解決なんだろうが……女の子を拾ってくるなと言われたばかりなのにコノハを誘ったりしたら、エルマにどこかの骨をへし折られそうだな。

  「怎么了？一直盯着别人的脸看。」

  「なんですか？　そんなに人の顔をジッと見て」

  「我只是在想世事不能尽如人意。不，会这么想就代表我的热情不够吗……」

  「世の中ままならないなと思ってな。いや、そう思っている時点で熱意が足りないか……」

  　如果无论如何都想得到木叶的话，就算会被艾尔玛责骂，就算对瑟琳娜和克莉丝过意不去，就算会让霍尔斯侯爵家、达莱恩瓦尔德伯爵家和威尔罗斯子爵家没面子，也应该要排除这些顾虑，将木叶拉拢为同伴，甘愿承受色狼、好色之徒和没节操等诽谤。

  　コノハがどうしても欲しいということであれば、エルマに怒られるだとか、セレナやクリスに悪いだとか、ホールズ侯爵家やダレインワルド伯爵家、ウィルローズ子爵家に面目が立たないだとか、そういったものを振り払ってでもコノハを仲間に引き入れて、助平だの女好きだの節操なしだのといった
    
     誹
    そしりを甘んじて受けるべきだ。

  「热情……？你到底在说什么？」

  「熱意……？　一体何の話です？」

  「我在自言自语。好了，我们去训练场吧。我突然想活动身体了。」

  「こっちの話。さぁ、訓練場に行こう。急に
    
     身体
    からだを動かしたくなってきた」

  「这次又突然有干劲了……你到底怎么了？」

  「今度は急にやる気を出して……本当に何なんです？」

  　「好了好了。」我一边敷衍，一边推着一脸狐疑的木叶的背，前往训练场。要消除杂念，活动身体是最好的方法。

  　まぁまぁまぁまぁ、と誤魔化しながら不審がるコノハの背を押して訓練場へと向かう。雑念を払うには身体を動かすのが一番だな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「好，我们来战斗吧！」

  「よし、
    
     戦
    やりましょう！」

  　我和木叶一起到达训练场后，兰真便笑容满面地向我如此说道。不过我倒是无所谓，毕竟我就是想活动活动身体才来的。

  　コノハと一緒に訓練場に
    
     辿
    たどり
    
     着
    つくなり満面の笑みを浮かべたランシンにそう言われた。まぁ良いんだけども。身体を動かすつもりで来たわけだし。

  「可以是可以……不过我先说清楚，我在单纯的体能方面，能力只和稍微锻炼过的人类差不多」

  「構わんが……先に言っておくけど、俺は単純なフィジカル面ではちょっと鍛えた人間くらいの能力しかないぞ」

  　和怎么看都是体能精英的兰真打起来，我怎么想都不觉得能有什么结果。估计会被他单手扭住。

  　どう見てもフィジカルエリートなランシンと取っ組み合いをしてもどうにもなる気がせんのだが。片手で
    
     捻
    ひねられそう。

  「是这样吗？以希罗阁下的法力，只要能稍微掌握一些自我强化系的法力，应该就能发挥出百人之力」

  「そうなのですか？　ヒロ殿ほどの法力があれば、自己強化系の法力を少しでも扱えるようになれば百人力くらいは出せそうですが」

  「我目前还没有放弃当人类……而且我的法力只能用在念动力上」

  「今のところそっち方面では人間辞めてないなぁ……第一法力は念動力くらいしか使えないんだ」

  「哦，念动力。只要练到极致，就能成为斩断万物的刀刃，粉碎一切的锤子，守护自己的铠甲，翱翔天际的翅膀」

  「ほう、念動力。極めれば万物を斬る
    
     刃
    やいばにも、全てを砕く
    
     槌
    つちにも、身を守る
    
     鎧
    よろいにも、天を駆ける翼にもなる力ですが」

  「我还没掌握用念动力斩击的感觉……木叶很擅长吧？用念动力斩击」

  「念動力で斬る感覚はまだ
    
     摑
    つかめてないなぁ……コノハは
    
     上
    う
    
     手
    まいよな？　念動力で斬るの」

  「那是我擅长的招式。斩击需要细腻的控制，不能只凭蛮力」

  「私の得意な技ではありますね。斬るのには繊細な制御が必要です。力任せではいけません」

  　木叶说得一脸得意。她大概是因为自己能做到我做不到的事情，所以产生了优越感吧。我要弄哭你哦，你这小狐狸。

  　そう言うコノハは実に得意げである。俺にできないことが自分にはできることに優越感でも覚えているのだろうか。泣かすぞこのタヌキ娘。

  「你对念动障壁的掌握程度如何？」

  「念動障壁はどの程度使えるのですか？」

  「念动障壁……就是用念动力做出的墙壁，或者说是屏障，或者说是护盾吗？我没试过」

  「念動障壁……念動力で作る壁というかバリアというかシールドってことか。やったことないな」

  　毕竟我有个人护盾。我从没想过要特意用念动力做出护盾。如果想要护盾，用念动力抓起附近的墙壁，地板，尸体之类的，做成物理护盾还更方便。

  　パーソナルシールドあるしな。わざわざ念動力で障壁を作るって発想がなかった。盾が欲しいならその辺の壁だの床だの死体だのを念動力で引っ摑んで物理的な盾をでっち上げたほうが早いし。

  「只要想象护盾的样子，然后用念动力固定住就行了。你试试看」

  「シールドのイメージで念動力を固めれば良いんですよ。やってみてください」

  「你先张开护盾，我来打打看」

  「張ってみて頂ければ。私が殴って試しましょう」

  「你们测强度的方式也太肌肉了吧……？」

  「強度の測り方が
    
     脳
    のう
    
     味
    み
    
     噌
    そマッスルすぎんか……？」

  　我一边对兰真的发言感到无语，一边尝试着构筑念动障壁。个人护盾我用过很多次，以克里希那为首的航宙舰也用过护盾，所以只要我有心，就能轻松地构筑出来。

  　ランシンの発言に
    
     呆
    あきれつつ、とりあえず試してみようということで念動障壁とやらを構築してみる。パーソナルシールドは何度も使ったことがあるし、クリシュナを始めとした航宙艦でもシールドそのものは使っているので、やろうと思ってみれば簡単に構築することができた。

  　然后，他们就来打我了。

  　で、殴ってもらったのだが。

  「……会不会太硬了？」

  「……堅すぎませんか？」

  「纹丝不动啊……」

  「ビクともせんな……」

  　不光是木叶和兰真，其他圣堂护卫官也全都来挑战我的念动障壁，但真的纹丝不动。听说念动障壁受到攻击会消耗法力——灵能力量，所以会很累，但我完全没事。感觉不管来多少攻击都能防住。

  　コノハやランシンだけでなく、他の聖堂護衛官も総出で俺の念動障壁に挑んだのだが、マジでビクともしない。なんでも念動障壁に攻撃を受けるとその分法力──サイオニックパワーを消費して疲れるらしいのだが、全くなんでもない。いくらでも防げそうだ。

  「我的精神防壁可是坚固到库姬都认可了。只要能用一次，之后就简单——嗯？等等？这样的话……？」

  「精神防壁もクギにお墨付きを
    
     貰
    もらえるくらいに堅いからな。一回使えるようになれば簡単──ん？　待てよ？　こうすれば……？」

  　我将念动障壁和平时展开的精神防壁进行统一。我的精神防壁是参考某泛用人型决战兵器和其敌人的那个东西，所以要和具有物理强度的念动障壁统一起来非常简单。什么嘛，一开始就这么做不就好了。

  　常時張っている精神防壁のイメージに念動障壁を統合する。俺の精神障壁のイメージは某
    
     汎
    はん
    
     用
    よう人型決戦兵器とかその敵が使うアレのイメージなので、物理的な強度を持たせる念動障壁のイメージを統合するのは実に簡単だった。なんだ、最初からこうしていれば良かったじゃないか。

  「变得更坚固了，不如说是多层化了……？」

  「更に堅く、というか多層化してませんか……？」

  「哎呀，真是佩服。没想到会到这种程度」

  「いや、感服した。ここまでとは」

  「不要因为完全打不动就开始用法力攻击好吗？」

  「ビクともせんからって法力で攻撃し始めるのやめんか？」

  　这些家伙，知道我的障壁完全打不破后就开始全力攻击了。不，他们好像有在注意不要破坏训练场，所以应该不是真正的全力？即便如此，他们肯定也是相当认真的。

  　こいつら、俺の障壁が全く破れる気配がないと知ると全力で攻撃を始めやがった。いや、修練場を破壊しないように気をつけてはいるようだから、本当の全力では無いか？　それでもかなり本気なのは間違いないと思う。

  　话说木叶，那个看不见的斩击，不是把坚硬的古代文明采掘单元劈成两半的那个吗？万一打中了，我也会被劈成两半吧？喂。

  　というかコノハ、その見えない斬撃は滅茶苦茶硬い古代文明の採掘ユニットを真っ二つにしたアレじゃないのか？　万が一通ってしまったら俺が真っ二つにならんか？　おいコラ。

  「好，现在开始攻守交换。你们给我做好觉悟」

  「よーし、今から攻守交替だ。覚悟しろお前ら」

  「「「哎」」」

  「「「えっ」」」

  　我维持着保护自己的障壁，又展开了两枚井盖大小的圆盘状障壁。故意让他们看得见，算是给他们一点让步。

  　俺は自分の身を守る障壁を維持したまま、マンホールくらいの大きさの円盤状の障壁を新たに二枚展開した。
    
     敢
    あえて見えるようにしてあるのはハンデみたいなものだ。

  「在法力运用上，前辈们比我更有经验，就让我见识一下你们的应对能力吧。放心，我会控制威力的。不会把你们劈成两半」

  「法力運用に一日の長がある先輩方の対応力というものを見せてくれ。大丈夫だ、威力はセーブするから。切れるようにはなってないから」

  「是案例04！应对！」

  「ケース04だ！　対処！」

  　木叶他们对兰真的声音做出反应，迅速组成阵形，摆好架势。哦，原来他们有应对这种情况的手册或者作战计划吗？很好很好，那就来较量一下吧。

  　ランシンの声に反応し、コノハ達が素早く陣形を組んで身構える。ほう、こういうケースに対応するためのマニュアルというか作戦があるのか。よしよし、じゃあやりあおうじゃないか。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「……这有点犯规了吧」

  「……ちょっとこれは反則では」

  「败犬的远吠真是悦耳啊」

  「負け犬の
    
     遠
    とお
    
     吠
    ぼえは耳に心地良いなぁ」

  「唔……！」

  「くっ……！」

  　木叶趴在训练场的地板上，发出不甘心的声音。趴在训练场地板上的不只有木叶，兰真和其他两名不知道名字的圣堂护卫官也一样。

  　修練場の床に
    
     這
    はい
    
     蹲
    つくばったままのコノハが悔しそうな声を上げる。修練場の床にはコノハだけでなく、ランシンとその他に名前を知らない聖堂護衛官が二名ほど同じように床に這い蹲っていた。

  　所有人都被我的念动力按在训练场的地板上，还被关在精神・念动复合障壁中。一旦被关在障壁中，似乎就无法对外行使法力。这作为让灵能能力者无力化的方法，应该相当有效吧。

  　全員、例外なく俺の念動力によって修練場の床に押さえつけられた上に精神・念動複合障壁の中に幽閉されている。障壁の中に幽閉すると、中から外に対して法力を行使できなくなるみたいなんだよな。サイオニック能力者を無力化する手法としてかなり有効なんじゃないだろうか。

  「我们太小看落之人的实力了……」

  「落ち人の強さというものを
    
     舐
    なめてかかっていたな……」

  　兰真还在试图用蛮力挣脱。他似乎很擅长自我强化法力，消耗量相当少。隔着护盾都能感受到他强大的力量。

  　ランシンは
    
     未
    いまだに隙あらば抜け出そうとしてるな。筋力で。自己強化法力はかなり燃費が良いらしい。障壁越しに伝わってくる力が
    
     物
    もの
    
     凄
    すごく強い。

  「好了，那就算我赢了」

  「はい、じゃあこれで俺の勝ちってことで」

  　我压制他们的手段其实很简单。就是高速移动巨大的飞盘状护盾，不断砸向他们。他们的攻击无法突破保护我的护盾，也无法降低护盾逼近的速度。这应该算是一场噩梦吧。

  　俺が彼らを制圧した手段は実に単純なものだ。デカいフリスビー状の障壁を高速で動かし、ぶち当てまくった。彼らの攻撃では俺自身を守る障壁を抜けず、迫りくる障壁の速度を殺すことすらできない。ちょっとした悪夢だったと思う。

  「唔……你是不是突然变强了……？」

  「ぐっ……急に強くなりすぎじゃありませんか……？」

  「我说过了吧？我经历过修罗场」

  「言っただろ？　修羅場を
    
     潜
    くぐったんだよ」

  　虽然多亏了木叶他们，我学会了新的技能，但我的王牌另有其物。我不会把王牌告诉木叶他们。王牌就是要藏着才有效果。尤其是必杀的王牌，知道的人越少越好。

  　コノハ達のお陰で新しい技を習得できたが、俺の切り札は他にあるからな。切り札に関してはコノハ達にも教えない。切り札は伏せてこそ意味があるものだからな。特に文字通り必殺の切り札となれば、知る人の数は少なければ少ないほど良い。

  　不过，这个精神・念动复合护盾——好长。就叫灵能护盾吧。这个灵能护盾，只要我想，似乎可以随时展开。不仅可以改变范围和形状，还能用于攻击。我可能得到了新的王牌。

  　しかしこの精神・念動複合障壁──長いな。サイオニックシールドで良いか。このサイオニックシールド、やろうと思えば常時展開することもできそうだ。範囲や形状の変更も可能だし、攻撃に転用もできる。新しい切り札を手に入れてしまったかもしれん。

  　我一边想着，一边改变灵能护盾的规模和形状，进行各种测试。不知为何，圣堂护卫官们纷纷用一种看到恶心东西的眼神看着我。怎么了？

  　そう考えながらサイオニックシールドの規模や形状を変更して色々と確認していたのだが、
    
     何
    な
    
     故
    ぜか聖堂護衛官の皆様に気味の悪いものを見るような目を向けられた。なんだよ。

  「你是不是太快就习惯了……？你不是才刚学会念动障壁吗？」

  「慣れるのが早すぎませんか……？　念動障壁、覚えたばかりですよね？」

  「我算是比较灵巧的类型。」

  「俺は結構器用な方なんだ」

  「你学会应用的速度也太快了……」

  「応用を覚えるのが早すぎる……」

  　漫画、动画和游戏真是太伟大了。一旦自己能够使用不可思议的力量，那方面的知识或印象就会派上用场。比如让障壁本身高速移动，当作武器使用；操作多个障壁压扁敌人；高速射出极薄的障壁进行切割等等，创意源源不绝。

  　漫画やアニメ、ゲームって偉大だよな。いざ自分が不思議パワーを使えるようになると、結構そっち方面の知識というかイメージが役に立つんだよ。障壁そのものを高速で移動させて武器みたいに扱うとか、複数の障壁を操作して
    
     押
    おし
    
     潰
    つぶすとか、ごく薄い障壁を高速で射出して切り裂くとか、アイデアがいくらでも浮かんでくる。

  　不过，如果要在实战中使用，问题在于能多快发动。在实战中，速度就是绝对的正义。无论能释放出多么强大的攻击，如果在释放之前就被压制，那就毫无意义。如果有同伴在，也可以让他们争取时间准备强力攻击。

  　ただ、実戦で使うとなるとどれだけ早く繰り出せるかが問題だよな。実戦においては速さこそが絶対正義だ。どんなに強力な攻撃を放てるとしても、放つ前に制圧されてしまったら何の意味もない。仲間がいるなら強力な攻撃の準備時間を稼いでもらうって手も使えるけど。

  「我深刻体会到落之人的可怕之处了。」

  「落ち人の恐ろしさというものはこういうものかと深く納得致しました」

  「我有点听不懂你在说什么。」

  「ちょっと何を言ってるかわからないんだが」

  「我会向本国进言，千万不可与希罗阁下为敌。」

  「本国にはくれぐれもヒロ殿と敵対するようなことはないようにと意見具申させて頂きます」

  「所以说为什么啊？」

  「だからどうして」

  　兰真露出一副看破红尘的清爽表情，说着莫名其妙的话。什么啊，说得好像我现在的行为很异常一样。我觉得这并不是什么难事啊。

  　ランシンが吹っ切れたような
    
     爽
    さわやかな顔でわけのわからないことを言う。何すか。まるで俺が今やっていることが異常みたいじゃないですか。別にそんなに難しいことじゃないだろうと思うんだけど。

  「请不要以为这样就赢了……！」

  「これで勝ったと思わないでくださいよ……！」

  「胜负已分。」

  「もう勝負ついてるから」

  　我用得意的表情回应着呲牙咧嘴，尾巴膨胀的木叶。哎呀，学会了新技能，心情真好。希望她能继续教我各种有趣的技能。

  　ガルルと
    
     牙
    きばを
    
     剝
    むき
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽをパンパンに膨らませているコノハにドヤ顔を返しておく。いやぁ、新しい技も習得できたし気分が良いな。この調子で面白そうな技を色々と教えて欲しいもんだ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「啊，希罗大人！」

  「あ、ヒロ様！」

  　我来到蜜咪她们所在的食堂，那里除了蜜咪之外，艾尔玛也在。蜜咪手里拿着形状不规则的饭团，那是蜜咪捏的吗？

  　ミミ達がいるという食堂に顔を出すと、そこにはミミだけでなくエルマも一緒にいた。ミミが不格好な形の握り飯を手にしているのだが、あれはミミが握ったのだろうか？

  「这不是饭团吗？你们煮了饭？」

  「おにぎりじゃないか。米を炊いたのか？」

  「啊，不是。好像是用加热器加热就能吃的美味米饭？」

  「あ、いえ。加熱器で温めるだけで食べられるおいしいごはん？　というやつらしいです」

  「原来如此？有这种东西也不奇怪。」

  「なるほど？　まぁそういうのがあってもおかしくはないか」

  　蜜蜜把手中的饭团递给我，我接过没有包海苔的饭团，送入口中。嗯，是饭团。是盐饭团。虽然应该是类似寿◯饭团的速食米饭，但吃起来就像刚煮好的饭一样美味。说实话，这远比铁人做的伪饭还要好吃。

  　ミミが手に持っていたおにぎりを差し出してきたので、
    
     海苔
    のりが巻かれていないそれを受け取って口に運ぶ。うん、おにぎりだ。塩おにぎりだ。サ◯ウのごはん的なレトルトご飯なんだろうが、炊きたてみたいに
    
     美
    お
    
     味
    いしいな。正直、テツジンが作るご飯もどきよりも
    
     遥
    はるかに
    
     美
    う
    
     味
    まい。

  「嗯，好吃。蜜蜜也是个出色的饭团大师了呢」

  「うん、美味しい。ミミもこれで立派なおにぎりマスターだな」

  「还差得远呢，要捏得像萌木小姐那样漂亮很难……手上也沾满了饭粒」

  「まだまだです、モエギさんみたいに
    
     綺
    き
    
     麗
    れいな形にするのは難しくて……手にいっぱいついちゃいましたし」

  　蜜蜜的手上沾着很多饭粒。确实，饭团这种东西想要捏得好看还挺难的。我因为讨厌手上变得粘粘的，所以是用保鲜膜捏饭团的派。以萌木为首的圣堂职员们似乎都是徒手捏得很漂亮。

  　そういうミミの手にはご飯粒が沢山くっついている。確かにおにぎりって上手に握ろうとすると結構難しいんだよなぁ。俺は手がベタベタになったりするのが嫌なのでラップで握る派だ。モエギを始めとした聖堂職員の方々は素手で上手に握っているようだけど。

  「然后，艾尔玛在喝酒吗。你啊，注意一下TPO啊……」

  「で、エルマは飲んだくれてるのか。お前、ＴＰＯとか
    
     弁
    わきまえようぜ……」

  「我可没喝到醉。这是试味道，试味道。听说这是用韦尔扎鲁斯神圣帝国种植的米酿造的酒」

  「酔っ払うほど飲んでないわよ。味見よ、味見。ヴェルザルス神聖帝国で栽培してるお米から醸造されたお酒だって」

  　艾尔玛一边说着一边用酒壶和酒盅小口小口地喝着类似清酒的酒，但她的脸已经有点红了。清酒的酒精度数好像还挺高的。和艾尔玛平时喝的啤酒和葡萄酒相比，酒精度数应该翻了一倍吧？

  　そう言ってエルマが
    
     徳
    とつく
    
     利
    りとお
    
     猪
    ちよ
    
     口
    こでチビチビと清酒っぽいものを飲んでいるのだが、既に顔が少し赤い。清酒って結構アルコール度数高いらしいからな。普段エルマが飲んでいるビールやワイン類に比べると倍くらいあるんじゃないか？

  「别再喝了吧？」

  「おかわりはやめとけよ？」

  「我知道啦」

  「わかってるわよ」

  
   [image: ]
  

  　艾尔玛撅着嘴，像是要保护酒壶一样抱在怀里。她真的很喜欢喝酒啊。我也很喜欢碳酸饮料，特别是可乐，所以也不是不能理解她的心情。

  　唇を
    
     尖
    とがらせながら俺から徳利を守るかのように抱え込むエルマ。本当に好きだね、お酒。俺も炭酸飲料、特にコーラは大好きだから気持ちは少しだけわからんでもないけど。

  「话说回来，是酿造啊。韦尔扎鲁斯神圣帝国没有种植能榨出酒的米吗？」

  「それにしても醸造ね。ヴェルザルス神聖帝国ではお酒が搾れる米とかは作ってないのか？」

  「诶？那是什么？那种亵渎的作物……」

  「え？　なんですか？　その
    
     冒
    ぼう
    
     瀆
    とく的な作物は……」

  「古兰坎帝国就有哦。有一种类似葡萄的水果，可以直接榨出葡萄酒」

  「グラッカン帝国では作ってるぞ。ワインが直接搾れるブドウっぽい果物」

  「不、不愧是对生物工程学很强的国家……我们这里没有那种东西」

  「さ、
    
     流石
    さすがは生物工学に強い国ですね……うちにはありませんよ、そういうのは」

  　萌木听到我的话后露出了苦笑。原来如此，韦尔扎鲁斯神圣帝国没有那种作物啊。这种地方也能看出国家的特色吗？

  　俺の話を聞いたモエギが苦笑いを浮かべている。なるほど、ヴェルザルス神聖帝国にはそういう作物はないのか。結構そういうところにお国柄ってのが出るものなのかね？

  「话说回来，你们做这么多饭团要做什么？」

  「ところでその大量に作っているおにぎりはどうするんだ？」

  「这是今天圣堂的晚饭。在提供之前稍微加热一下，和其他料理一起端出来」

  「これは今日の聖堂の晩ご飯ですね。提供する前に少し温めて他のお料理と一緒に出すんですよ」

  「原来如此」

  「なるほど」

  　在食堂深处的厨房里，除了萌木以外还有几个人在准备餐点。说起来，差不多到晚饭时间了。

  　食堂の奥、
    
     厨
    ちゆう
    
     房
    ぼうではモエギ以外にも何人かが食事の用意をしているようだ。そういえばそろそろ夕飯時だな。

  「蒂娜她们呢？」

  「ティーナ達は？」

  「蒂娜和薇丝卡，还有博士和涅薇去圣堂深处的灵能科技那里了，还没回来。应该快回来了吧？」

  「ティーナとウィスカ、それにドクターとネーヴェは聖堂の奥にあるサイオニックテクノロジーを見に行ったまま帰ってきてないわよ。そろそろ戻ってくるんじゃない？」

  「原来如此。那么，库姬和梅伊在和风信阁下谈话吗？聊了好久啊。」

  「なるほど。で、クギとメイはフウシン殿と話し合い中か。随分と長話だな」

  　我在修练场训练了很长一段时间。中午过后离开黑莲花，现在差不多到晚饭时间了。那边的行程安排得那么紧凑吗？

  　俺が修練場で訓練をしていた時間は結構長い。昼過ぎくらいにブラックロータスを出て、もうそろそろ夕飯時という時間だ。向こうでそんなに大量のスケジュールを詰め込むつもりなのか？

  「啊，希罗阁下。各位也会在这里吃晚饭吧？不如说，我已经准备好了各位的份。」

  「あ、ヒロ殿。皆様もお夕飯、食べていかれますよね？　というか、既にそのつもりでご飯を用意しているのですけど」

  「那真是感激不尽……嗯，那就承蒙好意了。谢谢。」

  「そりゃ有り難いが……うーん、じゃあご
    
     馳
    ち
    
     走
    そうになっていくか。ありがとう」

  「哪里哪里。」

  「いえいえ」

  　听到我的回答，萌木露出灿烂的笑容。既然已经准备好了，拒绝的话也很失礼，这里就坦率地表示感谢吧。

  　俺の返事にモエギがにっこりと良い笑みを浮かべる。既に用意されているのに断るというのも失礼だし、ここは素直に感謝しておこう。

  「您在这里啊，主公。」

  「こちらにおいででしたか、我が君」

  「哦，库姬和梅伊也来了啊。你们好像聊了很久。」

  「おお、クギとメイも来たのか。随分と長話だったみたいだな」

  「是的。我一边接受风信大人的指导，一边让梅伊小姐帮忙，制作了从与主公相遇至今的报告书。萌木大人，本人也来帮忙吧」

  「はい。フウシン様の指導を受けながらメイさんにも手伝ってもらい、我が君と出会ってから今までの報告書を作ったりもしていましたので。モエギ様、
    
     此
    この身もお手伝い致します」

  「好的，欢迎」

  「はい、歓迎致します」

  　库姬好像也要帮忙做菜。嗯，我也来帮忙吧？光是呆呆地看着也不太好。虽然萌木说食材匮乏，做菜很难，但应该还是有能用的食材吧？

  　クギも調理を手伝うらしい。ふーむ、俺も何か手伝おうかな？　ただボケーっと見てるだけってのもアレだし。食材が乏しくて料理が難しいって言ってたけど、少しくらいは何か無いもんかね？

  　我这么想着，向萌木询问了一下，但很遗憾，厨房里几乎没有像样的食材。因为圣堂储备的食材基本上都是韦尔扎鲁斯神圣帝国产的速食食品。

  　そう思ってモエギに聞いてみたのだが、残念ながら厨房には本当に食材らしい食材は
    
     殆
    ほとんど存在していなかった。聖堂に備蓄されていた食料というのは基本的にほぼ全てがヴェルザルス神聖帝国産のレトルト系食品であったからだ。

  　而且都是那种只要打开封口，用加热器加热一下就能吃的速食食品。虽然也有把味噌汤或者猪肉汤倒进锅里加热的，但这也是把冷冻干燥的各种食材用水泡开再加热，很难用来做菜。

  　それも封を切って加熱器で温めるだけでいいタイプのレトルト系の食品ばかりだ。一応、
    
     鍋
    なべに移してから加熱する
    
     味
    み
    
     噌
    そ
    
     汁
    しるというか豚汁っぽいものがあったが、これもフリーズドライになった各種の具やら何やらを水で戻しつつ温めるだけのもので、調理に使うのは難しそうだった。

  　不，虽然只要想做的话，应该还是能只用一部分的食材，但问题是失去一部分食材的汤要怎么处理？把剩下的食材丢掉，这种事还是有点让人过意不去。会招来浪费妖怪的哦。

  　いや、一部の具だけを抜いて使うことはやろうと思えば出来そうだったが、その一部の具を失った汁物をどう処分するのか？　という話だな。残りは廃棄、みたいなことは流石にちょっと気が
    
     咎
    とがめる。もったいないお化けが出てくるよ。

  「哦，意外地能吃嘛。小哥，这个很好吃哦」

  「お、意外といけるやん。兄さん、これ美味しいわ」

  「唔唔……虽然很粗糙，但还挺好吃的」

  「むむ……雑なのに結構美味しいですね」

  　蒂娜和木叶吃了我做的类似炒饭的东西后，向我传达了感想。虽然木叶的「粗糙」评价也是没办法的事，但我觉得自己已经很努力了。

  　俺が作った焼き飯もどきを食べたティーナとコノハが俺に感想を伝えてくれる。コノハの「雑」という評価も仕方なしの出来ではあるが、自分としては結構頑張ったと思う。

  　如前所述，厨房里几乎没有像样的食材。但是，仔细找的话，还是能找到古兰坎帝国的军粮中也有的那种装着咸香肠的包装和香辛料，以及韦尔扎鲁斯神圣帝国产的类似酱油的东西。而且厨房的设备很齐全，也有大号的平底锅等烹饪器具。

  　前述のように、厨房にはまともな食材などほぼ存在しなかった。だが、よく探すとグラッカン帝国のレーションにも入っているあの塩辛いソーセージが入ったパッケージと香辛料の類、そしてヴェルザルス神聖帝国産の
    
     醬
    しよう
    
     油
    ゆのようなものだけは見つかった。そして厨房の設備だけはまともなものだったし、大きめのフライパンやら何やらの調理器具もあった。

  　然后用不知道是什么的食用油炒碎的香肠——类似香肠的东西——，再把盒装的米饭倒进去继续炒，然后淋上少许类似酱油的酱汁，等酱油烤出香味后，再撒上适量的香辛料，就做成了类似炒饭的料理。

  　そこで細かく刻んだソーセージ──のような何か──を原料不明の食用油で
    
     炒
    いため、そこにパックのご飯を投入して更に炒めてから醬油のようなソースを少々回しかけ、醬油が香ばしく焼けた辺りでパパッと香辛料を適量ふりかけて焼き飯もどきをでっち上げたのだ。

  　虽然是男人做的粗糙料理，但可能是因为油和香辛料不错，我觉得自己做得还挺好的。

  　雑な男飯だが、油と香辛料が良かったのか、我ながら結構上手く出来たと思う。

  「你真的会一些莫名其妙的技能呢……啊，这味道下酒真爽」

  「本当に、無駄に変なスキル身に付けてるわよね……あー、お酒が進む味だわ」

  「嗯，好吃。虽然速食饭也不错，但感觉好久没吃到像样的料理了」

  「うーむ、美味い。即席飯も悪くはないが、久々にちゃんとした料理を食べている気がする」

  　艾尔玛和兰辛一边吃着炒饭一边小口喝酒。你们是酒馆街拉面店里的大叔吗？

  　エルマとランシンが焼き飯をつつきながら酒をチビチビと飲んでいる。飲み屋街のラーメン屋でチャーハンを
    
     肴
    さかなにビールを飲むおじさんか何かかな？

  「希罗大人做的料理很受欢迎呢」

  「ヒロ様の作ったお料理、人気ですね」

  「这边的饭虽然好吃，但味道比较上等，适合大众口味。偶尔吃吃这种粗糙又油腻的料理，感觉会更美味」

  「こっちのご飯は美味しいけど万人向けの上品な味だからな。ああいう雑でジャンクな感じの味付けのものをたまに食うと美味しく感じるんだと思うぞ」

  　至于我，一边看着我的船员和神殿的人们吃着我大量制作的炒饭，一边享用着蜜蜜、库姬和萌木他们为我做的圣堂的饭菜。菜单是像猪肉味噌汤一样有很多配料的汤，和类似煎蛋卷的东西。这个煎蛋卷也是冷冻干燥系的软罐头。虽然不知道是怎么做的，但技术真厉害。

  　俺はというと、俺が大量に作った焼き飯を食べるうちのクルーや神殿の面々を眺めながらミミやクギ、モエギ達が作ってくれた本来の聖堂のご飯を頂いている。メニューは豚汁のような具沢山の汁物と、だし巻き卵のようなものだ。このだし巻き卵もフリーズドライ系レトルトらしい。一体どうやっているのかわからんが、凄い技術だ。

  「……总觉得有种输了的感觉。」

  「……なんだか負けた気分なんですが」

  「因为是主公做的。」

  「我が君のなさることなので」

  　萌木一边露出像藏狐一样的表情，一边把饭团送进嘴里。顺便说一下，她也试吃了一小盘我的炒饭。

  　モエギがチベットスナギツネみたいな顔をしながらもそもそとおにぎりを口に運んでいる。ちなみに、彼女もしっかり小皿にさらっと一杯分、俺の焼き飯を試食していた。

  　话说回来，库姬小姐，你那句话不算安慰吧？虽然我无所谓就是了。不过，虽然我不讨厌盐饭团，但果然冷了就差了一点。如果有海苔的话，应该会好一点，但我至今为止都没在这边见过海苔……这样的话，那个应该不错。

  　ところでクギさんや。それはフォローになっていなくないか？　別に良いけどさ。しかしまぁ、塩おにぎりも嫌いじゃないが、やっぱり冷めると今一つだな。海苔があれば少しはマシだと思うんだが、海苔はいままでこっちで見たことがないんだよな……となると、アレが良いか。

  「要不要试试看烤饭团，增加饭团的种类？」

  「焼きおにぎりにしてみるとか、おにぎりのバリエーションを増やしたらどうだ？」

  「烤饭团……？」

  「やきおにぎり……？」

  「咦？你不知道吗……？」

  「あれ？　知らない……？」

  　总觉得这个世界的饮食文化好像被虫蛀过一样，或者说是在进入宇宙的过程中丢失了某些东西。明明食物种类丰富，变化也多，但就是有“为什么有这个却没有那个？”之类的情况。

  　どうにもこの世界の飲食物関係は虫食いになっているというか、どこか宇宙進出の過程でロストしたようなところがあるんだよな。食い物は割と豊かでバリエーションも多いのに、これがあって何故それが無い？　みたいなものが結構ある。

  　恐怕是进入宇宙时，因为气压的关系容易破裂，或者热和烟会对生命维持系统造成负担，所以有些东西长期没有被带入宇宙空间，导致烹饪文化本身衰退或丧失……难道没有研究食品史的研究家吗？

  　恐らく宇宙に進出した際に気圧の関係で破裂などを起こしやすいだとか、熱や煙が生命維持システムに負担を与えるだとか、そういう関係で宇宙空間に長らく持ち込まれなかったものがあって調理という文化自体が衰退したか、喪失したかじゃないかとは思うが……食品史的なものを研究している研究家とかいないのかね？

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我向萌木讲解了烤饭团的做法，今天就先告辞了。萌木说之后会拿给风信阁下尝尝。说起来，风信阁下不在吃饭的地方，但毕竟他也是圣堂长，如果一起吃饭的话会让周围的人感到拘谨，所以基本上都是在办公室里一个人吃饭。这样感觉有点寂寞……不过，他们有紧急情况时可以通过心灵感应联系，所以可能也不算寂寞吧？

  　モエギに焼きおにぎりの作り方をレクチャーし、今日のところはお
    
     暇
    いとますることにした。あとでフウシン殿に差し入れてみるそうだ。そういえば食事の場にフウシン殿がいなかったが、一応聖堂長ということもあって一緒に食事を
    
     摂
    とると周りを
    
     萎
    い
    
     縮
    しゆくさせてしまうので、基本的に執務室で独りで飯を食っているらしい。それはそれで少し寂しそうなんだが……まぁ、彼らはいざとなればテレパシーですぐ
    
     繫
    つながることができるんだろうから、そうでもないのかね？

  「那么，你有掌握到灵能科技的线索吗？」

  「それで、サイオニックテクノロジーの端緒は
    
     摑
    つかめそうだったのか？」

  「不，完全不行。看来得从基础中的基础开始好好学习，否则根本无从下手。」

  「いや全然駄目だねぇ。基礎の基礎からちゃんと学ばないとどうにもならなそうだよ」

  「技术体系真的相差太大，感觉无从下手。」

  「本当に技術体系が全く違いすぎて、どうにもならない感じです」

  「如果有人说1＋1会随心情变成5或8，那也只能举双手投降了。该说是不讲理还是不讲道理呢？」

  「１＋１が気分次第で５とか８とかになるって言われるともうお手上げだね。理不尽というか不条理だよ」

  「我一脸认真地问『心情是什么意思？』。」

  「気分ってなんやねんって真顔になったわ」

  「这样啊……总之别气馁，继续加油吧。」

  「さようか……まぁ懲りずに頑張ってくれ」

  　我原本想说，如果能稍微学到一些对克里希那的维修和解析有帮助的技术，就算赚到了，但看来没那么顺利。就算大家都是优秀的技术人员或研究者，也不可能一下子就学会技术。

  　クリシュナの整備や解析に役立ちそうな技術を少しでも拾ってくれれば
    
     儲
    もうけものと思っていたんだが、そう上手くはいかないか。いくら皆が優秀な技術者や研究者とは言っても、そんな一足飛びで技術の習得なんてできるわけがないよな。

  「明天风信阁下应该会来拜访黑莲花吧？」

  「明日はフウシン殿がブラックロータスを訪ねてくることになってる
    
     筈
    はずだな？」

  「是的，主公。听说他中午过后会过来。」

  「はい、我が君。昼過ぎにこちらに来るそうです」

  「OK。其他该做的事……弹药和其他物资都准备好了吧？」

  「オーケー。他にやっておくべきことは……弾薬やその他物資の手配は終わってたよな？」

  「万无一失！」

  「ばっちりです！」

  　蜜蜜说着，露出灿烂的笑容竖起大拇指。嗯，共用物资没有问题。至于我个人使用的日用品库存，有梅伊在管理，所以万无一失。

  　ミミがそう言って良い笑顔でサムズアップする。うむ、共用の物資に関しては問題なしと。俺が個人的に使う日用品のストックに関してはメイが管理してくれているので、抜かりはあるまい。

  　我也觉得这样不太好哦？把这种事全交给梅伊去做。不过她坚持这是服侍主人的女仆机器人不能退让的底线，我只好交给她处理。不过，如果我真的拒绝，梅伊应该也会退让，但这种事也没必要坚持到那种地步……人类就是这样逐渐被女仆机器人，或者该说被机械智慧给堕落的吧。

  　俺もどうかとは思っているんだぞ？　そんなことをメイに任せっきりにしてしまうのは。しかし
    
     主
    あるじにお仕えするメイドロイドとしてこれだけは譲れないと言い張って聞かないので、仕方なくメイに任せているんだ。まぁ、本気で俺が拒否すればきっとメイも引き下がるんだろうが、そこまでして
    
     拘
    こだわるほどのことでもないからな……こうしてヒトはメイドロイドというか機械知性に堕落させられていくんだろうか。

  「那么明天就招待风信阁下吧。」

  「それじゃあ明日はフウシン殿の歓待くらいか」

  　韦尔扎鲁斯神圣帝国的使者什么时候会来呢？不过，能悠哉度日也不错。但要是待太久，感觉会被卷入麻烦事里，所以我不太喜欢。

  　ヴェルザルス神聖帝国の迎えとやらはいつ頃来るのかね。まぁ、ゆっくりできると思えば悪くはないけども。あんまり長居するとそれはそれで面倒事に巻き込まれそうで嫌なんだよな。

  「话说回来，库姬在那边也能用吗？」

  「ところでクギ、向こうでもエネルは使えるのかしら？」

  「是的，艾尼在本国也能作为货币流通。」

  「はい、本国でもエネルは通貨として流通していますよ」

  「这样啊，那我就放心了。」

  「そう。なら安心ね」

  　艾尔玛露出安心的笑容。那毫无疑问是打算买下在餐厅喝过的韦尔扎鲁斯神圣帝国的酒的表情。我看得出来。

  　エルマが安心したような笑みを浮かべる。あれは間違いなく食堂で飲んでたヴェルザルス神聖帝国の酒を買い込もうと
    
     目
    もく
    
     論
    ろんでる顔だな。俺にはわかる。

  　隔天，我们度过一如往常的早晨，吃完铁人·五代做的午餐，稍作休息时，风信阁下等人来访。

  　そんな一幕を挟んだ翌日。いつも通りの朝のルーチンをこなし、テツジン・フィフスの作った昼食を摂って一休みした頃にフウシン殿達が訪ねてきた。

  「哇……真是奢侈的空间利用方式」

  「わぁ……
    
     贅
    ぜい
    
     沢
    たくな空間の使い方ですね」

  「噢噢，这真是有开放感啊」

  「おお、これは開放感がありますなぁ」

  　今天的客人是这三位。萌木和风信阁下做出了第一次来到黑莲花的人们都会有的典型反应，而木叶则已经体验过黑莲花的奢华空间了。

  　というわけで、本日のゲストはこちらの御三方。ブラックロータスを初めて訪れた人々がするテンプレート的な反応を返してくださっているモエギとフウシン殿、そして既にブラックロータスのラグジュアリー空間を体験済みのコノハの三人である。

  　圣堂护卫官似乎也跟着风信阁下来了。兰真则留在圣堂负责看守。

  　フウシン殿のお供ということで聖堂護衛官の二人がついてきたらしい。ランシンはフウシン殿の留守を預かって聖堂に残っているそうな。

  「欢迎。先喝一杯吗？还是说直接去看克里希那？」

  「ようこそ。まずは一服と行きますか？　それとも単刀直入にクリシュナを見に？」

  「这个嘛，先让我看看克里希那的样子吧。不先确认一下的话，我也没法安心喝茶。还有，其实我是希罗阁下的粉丝，纪录片也全都看过了。所以，你不用对我这么恭敬」

  「そうですな、まずはクリシュナの様子を見せて頂ければと思います。一度確認してからでないと落ち着いてお茶を頂くこともできなそうですからな。あと、実は私はヒロ殿のファンでしてな。ドキュメンタリーも全て見させて頂いております。なので、そのようなかしこまった話し方をされずとも結構ですぞ」

  「这，这样啊……我倒是觉得那部纪录片有点羞耻，看不下去」

  「さ、左様ですか……俺自身は小っ恥ずかしくて見てられないんですがね、あのドキュメンタリー」

  　风信阁下露出慈祥老爷爷般的笑容说道，我不由得有些害怕。那部纪录片……该说是剪辑的妙处吗。总感觉把我拍得像个严以律己的高意识英雄一样。看着都让人觉得羞耻……有一次蜜蜜邀请我一起看了一个小时左右，我实在是忍受不住就逃走了。

  　
    
     好
    こう
    
     々
    こう
    
     爺
    やめいた笑みを浮かべながらそう言うフウシン殿に思わず
    
     怯
    ひるんでしまう。あのドキュメンタリーなぁ……編集の妙とでも言えば良いのか。なんか俺がストイックで意識の高いヒーローみたいな感じに見えるようになってるんだよ。もう見てて小っ恥ずかしいのなんのって……一度ミミに誘われて一時間ほど鑑賞したんだが、耐えられずに逃げ出すことになった。

  「希罗阁下真是心地高洁啊。我也想向您学习」

  「ヒロ殿は高潔な心をお持ちですな。私も見習いたいところです」

  「真的……完全不是那样的」

  「全然そういうのじゃないですから……本当に」

  　为什么这个人要这样吹捧我啊……被一个明显比我年长，更有威严和人德的人这样吹捧，只会让我觉得不自在。能不能放过我啊。

  　どうしてこんなにヨイショしてくるんだ、この人……明らかに俺より年上で
    
     貫
    かん
    
     禄
    ろくもあれば人徳もありそうな人にそんなにヨイショされても居心地が悪いだけだよ。勘弁してくれんか。

  　我一边在心里苦闷地想着，一边带着风信阁下，木叶和萌木三人走向克里希那停放的机库。

  　心中で苦々しく思いつつ、フウシン殿とコノハ、モエギの三人を連れてクリシュナを駐機させているハンガーへと向かう。

  「哦，是哥哥……和风信先生，对吧？」

  「おー、兄さん……と、フウシンさん、やったっけ？」

  「是风信阁下，姐姐。对不起，姐姐说话这么没礼貌」

  「フウシン殿、だよお姉ちゃん。すみません、姉が失礼な口をきいて」

  「对不起」

  「ごめんなさい」

  「哪里哪里，我也不喜欢太拘谨。出了圣堂我就是个普通的老头子，叫我风信先生就行了。我才是，出于兴趣而打扰你们工作，真是不好意思。」

  「いえいえ、私も堅苦しいのは苦手でしてな。聖堂から出ればただの
    
     爺
    じじいですから、さん付けで十分ですとも。それよりも興味本位でお仕事場にお邪魔して、こちらこそ申し訳なく思います」

  　我一边侧眼看着风信阁下与整备士姐妹和和气气地交谈，一边操作小型情报终端，打开了克里希那的登机梯。变形后还能正常使用这些功能真是帮大忙了。话说回来，明明外观变化这么大，内部系统却几乎没有变化，真是令人惊讶。梅伊和涅薇检查了克里希那的系统后，都是一副无法理解的样子。

  　整備士姉妹と和やかにコミュニケーションを取っているフウシン殿を横目に見ながら、小型情報端末を操作してクリシュナのタラップを開放する。変形してもこういった機能は変わらず使えるのは助かる。というか、これだけ色々と変わったのに内部システム周りは驚くほど変わっていないらしい。メイとネーヴェがクリシュナのシステムをチェックしてとても解せない様子だった。

  「这就是进化后的克里希那吗？看起来确实变化很大……我可以摸摸看吗？」

  「そしてこれが進化したクリシュナですか。確かに大分様子が変わったようで……触れても？」

  「请便请便。」

  「どうぞどうぞ」

  　得到我的许可后，风信阁下用手触碰克里希那的装甲，闭上眼睛。他似乎在将灵能力量注入克里希那，又或者说是使用灵能力量从克里希那的表面进行探索。这应该是使用灵能力量的扫描技能吧。

  　俺の許可を得たフウシン殿がクリシュナの装甲に手を触れ、目を
    
     瞑
    つぶる。どうもクリシュナにサイオニックパワーを注ぎ込むというか、サイオニックパワーを使ってクリシュナの表面から探っているような感じだな。サイオニックパワーを使ったスキャン的な技なんだろうか。

  「确实变化很大。总觉得和我们国家的船氛围很相似。」

  「確かに随分と変わりましたね。なんとなく私達の国の船と雰囲気が似ているような」

  「虽然船的设计是这边的风格，但装饰和颜色之类的确实有那种感觉」

  「船のデザインはこっち風ですけど、装飾とか色とかがそんな感じですよね」

  　木叶和萌木也一边仰望着克里希那一边七嘴八舌地说着。可能是因为她们两个都是圣堂护卫官，姑且算是军人或者武官，所以对战斗舰的审美眼光或者说是见识似乎还不错。

  　コノハとモエギもクリシュナを見上げながらああだこうだと言っている。二人とも聖堂護衛官ということで一応軍人というか武官であるからか、戦闘艦に関する審美眼というか知見がそこそこあるらしい。

  「唔，从装甲上无法鉴定。不好意思，可以让我从内部进行鉴定吗？」

  「ううむ、装甲の上からでは鑑定が通りませんな。申し訳ないのですが、内部から鑑定をさせてもらっても？」

  「请便请便。哪里比较好呢？我注入法力的地方是驾驶舱的驾驶员座位。动力炉那边比较好吗？」

  「どうぞどうぞ。どこが良いかな。俺が法力を注ぎ込んだのはコックピットのパイロットシートからなんですが。ジェネレーターの方が良いかな？」

  「那样的话驾驶舱比较好吧。战斗舰的驾驶舱以刀来说就像是挥舞刀的刀柄。可以说是适合鉴定的地方」

  「それでしたらコックピットの方が良いでしょうな。戦闘艦のコックピットは刀で言えばそれを振るうための
    
     柄
    つかのようなもの。鑑定をするのに適した場所と言えましょう」

  「OK。那我来带路吧」

  「オーケー。ではご案内致しましょう」

  「呵呵呵，没想到能进入在纪录片里看到的克里希那里面。我都一把年纪了，却还是兴奋起来了」

  「ほっほっほ、いやぁドキュメンタリーで見たあのクリシュナの中に入れるとは。
    
     年
    とし
    
     甲
    が
    
     斐
    いもなく興奮してしまいそうです」

  　风信阁下笑着说道。我带着他走上舷梯，将他带进克里希那。木叶和萌木似乎在克里希那的舷梯处守着。考虑到我可能会加害风信阁下，她们应该跟着我一起来才对吧？不，难道是相信我不会做那种事吗？搞不懂。

  　そう言って笑うフウシン殿を引き連れてタラップを上がり、クリシュナの中へと案内する。コノハとモエギはクリシュナのタラップを固めるようだ。俺がフウシン殿を害する可能性を考えればついてくるべきではないのか？　いや、そんなことをするわけがないと信頼されているのか？　わからんな。

  「哦……哦哦……这确实是在纪录片里看到的……」

  「ほう……おお……確かにこれはドキュメンタリーで見た……」

  　像风信阁下这样的老爷爷感动到说不出话来，这幅画面感觉挺新鲜的……大概就像是在电影或电视剧里看到的外景地进行圣地巡礼的感觉吧。

  　フウシン殿のようなおじいちゃんが感動して言葉を失っている絵面ってのはなんか新鮮だな……映画やドラマで見たそのまんまのロケ地とかに聖地巡礼したような感覚なんだろうか。

  「然后这就是克里希那的驾驶舱……和纪录片里看到的一样。那么失礼了。」

  「そしてこれがクリシュナのコックピット……ドキュメンタリーで見たままですな。それでは失礼」

  　风信阁下笑眯眯地摸着克里希那的主驾驶员座位，像刚才一样闭上眼睛开始集中精神。虽然他说是鉴定，但那应该是像奇幻系轻小说里出现的鉴定技能之类的东西吧？如果是法力的话，那又属于哪个分类呢？感觉和第一到第三的法力都不符合。是分类之外的特殊技能吗？

  　フウシン殿がニコニコしながらクリシュナのメインパイロットシートに手を触れ、先程のように目を瞑って集中し始める。鑑定と言っていたが、
    
     所謂
    いわゆるファンタジー系のラノベとかにある鑑定スキルのようなものなのだろうか？　法力だとすると、どの区分になるんだ？　第一から第三のどの法力にも当てはまりそうにないんだが。カテゴリー外の特殊技能なのかね。

  「唔唔……这还真是……」

  「むむぅ……これはなんとも」

  　风信阁下闭上眼睛集中精神，过了一会儿，他像是放弃了似的睁开眼睛，叹了口气。看来反应不是很好。

  　
    
     暫
    しばらく目を瞑って集中していたフウシン殿であったが、やがて
    
     諦
    あきらめたかのように目を開いて
    
     溜
    ため
    
     息
    いきを
    
     吐
    ついた。どうもあまり芳しくない反応だな。

  「不行吗？」

  「駄目だったので？」

  「不，克里希那确实是圣遗物。只是它过于复杂且强大，我的鉴定术无法完全解析。看来还是需要准备相应的设备进行解析……不过」

  「いえ、クリシュナが聖遺物であるということは間違いないかと。ただ、複雑かつ強力すぎて私の鑑定の術では解析しきれませなんだ。やはり
    
     然
    しかるべき設備を用意した上で解析する必要がありそうですな……しかし」

  「不过？」

  「しかし？」

  「我有预感，这可能会成为前所未有的超级武器。其威力恐怕甚至能凌驾于本国最强战力的素戋呜尊级战舰之上」

  「前代未聞の超兵器、ということになりそうな予感がしてなりません。恐らく本国の最大戦力、スサノオ級戦艦の出力すら
    
     凌
    りよう
    
     駕
    がするのではないかと」

  「虽然不太明白，但我知道这东西很不得了」

  「よくわからないが、なんだかとんでもないってことだけはわかった」

  　素戋呜尊级什么的，我完全没概念。不过，我理解了它可能拥有与韦尔扎鲁斯神圣帝国最强战舰同等以上的性能。

  　スサノオ級とか言われてもピンとこない。ただ、ヴェルザルス神聖帝国の最強艦と同等以上の性能かもしれない、という点だけは理解できた。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「也就是说，圣遗物是像希罗阁下这样的落之人的力量增幅器，是用于达成目标的焦点具」

  「つまりですな、聖遺物というのはヒロ殿のような落ち人の力を増幅し、事を
    
     為
    なすための焦点具なのです」

  「「？？？」」

  「「？？？」」

  　蒂娜和薇丝卡听了风信阁下关于圣遗物的初步讲解，露出了宇宙猫般的表情。焦点具是什么？她们的表情就像在这么说。我大概也露出了同样的表情。

  　フウシン殿に聖遺物についての初歩的な講義を受けているティーナとウィスカが宇宙猫みたいな表情になっている。焦点具イズ何？　って感じの顔だな。多分俺も同じような顔をしている。

  「焦点具指的是将法力转换成符合目的的形态，并加以控制的道具。如果把能源包比喻成落之人，那么雷射枪就相当于焦点具。当然这只是非常简单的比喻。实际上焦点具要复杂得多，也拥有更多的功能。」

  「焦点具というのは法力を目的に沿った形に変換、制御するための道具のことを言います。エネルギーパックを落ち人とすると、レーザーガンが焦点具に相当するわけですな。ごく単純に言えばですが。実際にはもっと複雑かつ多くの機能を持っています」

  「似懂……非懂」

  「わか……るようなわからんような」

  「也就是说，虽然只靠灵能力量驱动，但基本上和普通的机器没什么区别……？」

  「つまりサイオニックパワーで動くだけで、
    
     概
    おおむね普通の機械と変わらないってことなのかな……？」

  「如果真的想得非常单纯，就是这么回事。圣遗物和普通机器最大的不同之处在于，常识对圣遗物不适用。它们会创造出我们无法理解的——应该说是我们世界不存在的原理，并利用这些原理发挥出超乎常规的效能。它们拥有干涉、改写或追加这个世界法则的能力。」

  「本当に極々単純に考えればそうですな。普通の機械と大きく違う点は聖遺物にはとにかく常識が通用しないということです。我々の理解が及ばない──というより我々の世界には存在しない原理を創り出し、それを用いて規格外の効能を発揮します。
    
     此
    この世の
    
     理
    ことわりに干渉し、書き換え
    
     或
    あるいは書き足して改変する能力を持つのです」

  「「？？？？？」」

  「「？？？？？」」

  　蒂娜和薇丝卡又露出了宇宙猫般的表情。我大概也是一样的表情。呃，也就是说，如果我使用克里希那，就能改写这个世界的物理法则，引发本来不可能发生的现象？

  　ティーナとウィスカがまた宇宙猫みたいな表情になっている。俺も多分そうなっている。ええとつまり、俺がクリシュナを使うとこの世界の物理法則とかそういうものを書き換えて、本来起こらない筈の現象を引き起こすと？

  「那岂不是超级危险的物品吗？居然能改写或改变世界的法则」

  「滅茶苦茶な危険物じゃないか？　世界の法則を書き換えるとか改変するとか」

  「实际上是非常危险的。但是，就算危险，落之人也几乎不会放弃圣遗物……希罗阁下也不会放弃克里希那吧？」

  「実のところ大変危険ですな。ただ、危険だからといって落ち人が聖遺物を手放すということはほぼありませんからな……ヒロ殿もクリシュナを手放そうとは思わないでしょう？」

  「那是当然」

  「それはそう」

  
   [image: ]
  

  「如果有人想强行抢走呢？」

  「無理やり取り上げようとしたら？」

  「我会全力抵抗」

  「全力で抵抗するな」

  「我想也是。那样一来，就有可能发生危险的法则改变。因此，我们希望落之人都能过上安稳的生活。如果希罗阁下希望的话，我国会全力提供这样的生活」

  「でしょうな。そうするとその危険な理の改変が起きかねないわけです。なので、我々としてはできるだけ穏便に、心安らかに落ち人の皆様に過ごして欲しいと考えているわけです。ヒロ殿がお望みとあらば、我が国はそういった生活を全力で提供する用意があるのですが」

  「现在还不用」

  「今のところはノーセンキュー」

  　风信阁下听到我的回答后，闭上眼睛点了点头，仿佛在说“我懂”。迄今为止观测到的落之人，大概也和我一样，倾向于过着自由自在的生活。由此可以看出，主动照顾他们的韦尔扎鲁斯神圣帝国的人们有多辛苦。

  　俺の返事にフウシン殿がわかっておりましたという顔で
    
     瞑
    めい
    
     目
    もくし、
    
     頷
    うなずく。今までに観測されている落ち人も概ね俺と同じように無軌道というか、自由気ままな生活を送りたがる傾向でもあったのだろう。その世話を進んで焼こうとしているヴェルザルス神聖帝国の人々の苦労が
    
     窺
    うかがい
    
     知
    しれる。

  「关于这方面的事情，现在就先不提了。也就是说，落之人的圣遗物是强大的武器、兵器，同时也是现实改变器。其形状可能是武器，可能是文具，各种各样。像克里希那这样呈现航宙舰形状的圣遗物，据我所知还是第一次见到。要如何维护它，以及是否真的需要维护，包含这些在内，我认为还是在本国进行详细解析比较好」

  「そちらの話については今はおいておきましょう。つまり、落ち人の聖遺物というものは強力な武器、兵器であると同時に現実改変器でもあるということです。その形状は武器であったり、文房具であったり様々ですが、クリシュナのように航宙艦の形をしているものは私の知る限り初めてですな。その整備にどのような技術が必要なのか、そもそも整備が必要なのかどうかという点も含めてやはり本国で詳細な解析を行ったほうが良いかと」

  「薇，姐姐要受挫了」

  「ウィー、お姉ちゃん
    
     挫
    くじけそうや」

  「姐姐，我们只能接受现实了。克里希那就是童话故事中的魔法杖或传说之剑。我们接下来要做的就是维护这种童话故事中的存在，只能成为童话故事中的矮人了」

  「お姉ちゃん、あるがままを受け入れるしかないよ。クリシュナはおとぎ話の魔法の
    
     杖
    つえとか伝説の剣ってことなんだよ。私達はこれからそんなおとぎ話の存在の手入れをする、おとぎ話のドワーフになるしかないの」

  「骗人的吧……薇的脑子太灵活了……姐姐已经跟不上了」

  「うせやろ……ウィーは頭が柔らかすぎるわ……お姉ちゃんもうついていかれへん」

  　蒂娜终于屈服了吗，她双手捂着脸，低下了头。

  　ついにティーナの心が折れてしまったのか、彼女は両手で顔を覆って
    
     俯
    うつむいてしまった。

  「薇丝卡，别太欺负你姐姐了」

  「ウィスカ、あんまりお姉ちゃんを
    
     虐
    いじめるなよ」

  「我没有欺负她。我反而觉得欺负她的是大哥和克里希那」

  「虐めてないです。むしろ虐めているのはお兄さんとクリシュナだと思いますけど」

  　薇丝卡说着，用鄙视的眼神看向我。就算你这么说，我也是直到刚才才知道克里希那是如此不得了的战斗舰啊……我觉得自己没有错。

  　そう言ってウィスカが俺にジト目を向けてきた。そんなこと言われても俺だってクリシュナがそんなトンデモ戦闘艦だって今の今まで知らなかったし……俺は悪くないと思う。

  「呵呵呵，克里希那毫无疑问是前所未有的强力圣遗物，所以本国肯定也会召集精挑细选的学者和技师。你们肯定能从他们身上学到很多东西」

  「ほっほっほ、まぁクリシュナは前例の無いほどの強力な聖遺物であることは間違いないでしょうから、きっと本国でも
    
     選
    えりすぐりの学者や技師が集められる
    
     筈
    はずです。きっと彼らから学べることは多いでしょう」

  「我有问题。为什么能断言克里希那是前所未有的强力圣遗物？」

  「はーい、しつもん。どうしてクリシュナが前例の無いレベルの強力なせいいぶつ？　とかいうものだってわかるんや？」

  　蒂娜举手向爽朗地笑着的风信阁下提问。确实，断言这一点让我有点在意。

  　朗らかに笑うフウシン殿にティーナが挙手して質問をする。確かに間違いないと断言するのはちょっと気になるな。

  「很简单。圣遗物是物质化的星幽体——这么说你们也不懂吧。唔唔……对了。也就是说，是物质化的高次元能源体。你们可以把它想象成是作为物质而稳定的反物质」

  「それは簡単なことですな。聖遺物というのは物質化したアストラル体──と言っても通じませぬか。ううむ……そうですな。つまり、物質化した高次エネルギー体なのです。物質として安定した反物質のようなものだと思って頂ければ」

  「作为物质而稳定的反物质」

  「ぶっしつとしてあんていしたはんぶっしつ」

  「宇宙的法则要被颠覆了」

  「うちゅうのほうそくがみだれる」

  　听了风信阁下的说明，整备士姐妹的眼神失去了光芒，变得面无表情。

  　フウシン殿の説明を聞いた整備士姉妹の目からハイライトが消えて無表情になる。

  　顺便一提，反物质是只要一点点就能产生惊人能量的可怕东西。好像是用宇宙空间太阳能发电产生的大量能量来生成的。详细情况我也不清楚。

  　ちなみに、反物質というのはごく少量でなんかスゴイエネルギーを発生させるヤバい何かだ。宙間太陽光発電とかで発生させている大量のエネルギーを使って生成してるらしいよ。詳細は知らんけど。

  「你们能理解这是多么稀有的东西，真是太好了。也就是说，体积越大，蕴含的能源也就越大」

  「どれだけ
    
     稀
    け
    
     有
    うなものなのかはご理解頂けたようで何よりですな。つまり、デカければデカいほど秘めているエネルギーも大きいということです」

  「哥哥，我开始有点害怕摸克里希那了」

  「兄さん、ちょっとうちクリシュナを触るの怖くなってきたんやけど」

  「没有危险津贴吗？」

  「危険手当とか出ません？」

  「没有。虽然有点奇怪，但只是普通的小型战斗舰。制造商不明的独特小型战斗舰。绝对不是只要指甲尖大小的碎片产生反应就能把一切都炸飞的危险物体。明白了吗？」

  「出ません。これはちょっと変わってるけどただの小型戦闘艦。メーカー不詳のユニークな小型戦闘艦。決して爪の先ほどの
    
     欠片
    かけらが反応するだけで全てを吹っ飛ばすような危険な物体ではない。イイネ？」

  「欺骗！我终于明白风信阁下从刚才开始就有点坐立不安的意思了！」

  「
    
     欺
    ぎ
    
     瞞
    まん！　フウシン殿がさっきからちょっとソワソワしとる意味がわかってきたわ！」

  「我要求哥哥改善劳动环境！」

  「お兄さんに労働環境の改善を要求します！」

  　整备士姐妹举起双手，蹦蹦跳跳地开始吵闹。

  　整備士姉妹が両手を振り上げ、ぴょんぴょんと跳ねながらやいのやいのと騒ぎ始める。

  「没事没事！以前都没事，所以这次也没事的！好！」

  「大丈夫大丈夫！　今までも大丈夫だったから大丈夫だよ！　ヨシッ！」

  「哪里好！？要是这个尺寸的反物质发生湮灭反应，整个星系都会被炸飞的！」

  「どこがヨシッ！　やねん!?　このサイズの反物質が対消滅起こしたらそれこそ星系一つ吹っ飛ぶわ！」

  「事到如今，我们也不能不使用克里希那了吧！在它搭载着黑匣子，是出处不明的航宙战斗舰的时候，我们就知道它有很高的风险了！事到如今，事到如今！」

  「んなこと言ったって今更クリシュナを使わないわけにもいかないだろ！　ブラックボックス搭載、出処不明の航宙戦闘艦って時点でハイリスクなのはわかってたじゃないか！　今更だ、今更！」

  「那是……！那是没错……！」

  「それは……！　それはそうですけど……ッ！」

  　为了让吵闹的姐妹冷静下来，我费了好大一番功夫，最后风信阁下说「这只是个比喻。没有危险。大概」，并承诺会好好调查韦尔扎鲁斯神圣帝国是否安全，她们才总算冷静下来。

  　騒ぐ姉妹を落ち着かせるのに滅茶苦茶苦労したが、最終的には「あくまでたとえ話だから。危険は無い。多分」というフウシン殿の言葉と、ヴェルザルス神聖帝国で危険が無いかしっかり調べてもらうということを約束することでなんとか落ち着いてくれた。

  　哎呀，前途堪忧啊。

  　いやはや、先が思いやられるな。

 
  ＃5：前往韦尔萨神帝国

  ＃５：ヴェルザルス神聖帝国へ

  　风信阁下乘坐黑莲花对克里希那进行调查之后，我们度过了几天平静的日子。毕竟在韦尔扎鲁斯神圣帝国派人来迎接之前，我们无事可做。

  　フウシン殿がブラックロータスでクリシュナを調査してから数日間は実に平和な日々を過ごすことになった。何せヴェルザルス神聖帝国からの迎えが来るまでやることがない。

  　就算想狩猎宙贼来打发时间，尼帕克星系的安全等级也太高了，没办法随便狩猎一下宙贼。话虽如此，我也不想在普莱姆殖民卫星做些寻找失物、寻人或是取缔违法货物之类的工作，无论从内容还是报酬来看都太寒酸了。

  　宙賊狩りをして時間を
    
     潰
    つぶそうにもニーパック星系はセキュリティレベルが高すぎて宙賊をちょっと一狩り、というわけにもいかないし、だからといってニーパックプライムコロニーで
    
     失
    うせ物探しだの人探しだの、違法貨物の取り締まりだのといった内容的にも報酬的にもしょっぱい仕事はやりたくない。

  「所以，今天要维修武器吗？」

  「それで、今日は武器の整備ですか？」

  「差不多该逛完所有店家了。现在两个机械师都在忙着解析克里希那，我想趁有空的时候做一下。」

  「そろそろ見て回るような店もネタ切れでな。今はメカニックの二人がクリシュナの解析で忙しいから、暇な時にやっておこうかと」

  　我一边对木叶这么说，一边检查分解后的雷射枪零件，仔细清洁后重新组装起来。闲得发慌的我让库姬和梅伊帮忙，把备用的雷射枪和激光步枪等武器搬到休息区，进行简单的拆解维修和清洁。

  　コノハにそう言いながら分解したレーザーガンのパーツをチェックし、丁寧にクリーニングしてから組み直す。暇を持て余した俺はクギとメイに手伝ってもらいながら予備のレーザーガンやレーザーライフルなどを休憩スペースに持ち込み、簡単な分解整備とクリーニングを行っていた。

  　来黑莲花玩的木叶和萌木在旁边看着我们。这两个人在风信阁下的吩咐下，几乎每天都会来我们这里玩。

  　その様子をブラックロータスに遊びに来たコノハとモエギが横で眺めている。この二人はフウシン殿の言いつけで毎日のように俺達のところに遊びに来ているのだ。

  　不，其实她们不是来玩的，而是来当护卫的，不过像今天这样窝在黑莲花里，护卫什么的也无用武之地。

  　いや、本当は遊びに来ているんじゃなくて護衛のためらしいんだが、今日みたいにブラックロータスに引き
    
     籠
    こもっていると護衛も何も無いよねっていう。

  「话说回来，你们看得真仔细啊。」

  「それにしても随分熱心に見てるな」

  「因为很稀奇。我们不需要这种外面的武器。」

  「珍しくて。私達はこういった外の武器を必要としませんから」

  「其实我也是。我可以拿在手上仔细看吗？」

  「実は私もそうなんです。手に持ってじっくり見ても大丈夫ですか？」

  「我也可以吗？」

  「私も良いでしょうか？」

  「请便请便。能源包已经拔掉了，所以完全安全。不过枪口还是别对着人哦。」

  「どうぞどうぞ。エネルギーパックは抜いてあるから、完全に安全だ。でも一応銃口は人に向けないでくれよ」

  「「好的。」」

  「「はい」」

  　木叶和萌木兴致勃勃地拿起备用的雷射枪开始观察。别看她们这样，两人都是武官，所以对这种他国的武器很感兴趣吧。

  　コノハとモエギが興味津々といった様子で予備のレーザーガンを手に取って眺め始める。こう見えて二人とも武官だから、こういった他国の武器には興味があるのだろう。

  「这么说来，库姬、木叶和萌木都没有雷射枪呢。是因为戒律之类的原因，不能持有雷射枪吗？」

  「そういえばクギもそうだけど、コノハとモエギもレーザーガンを持っていないよな。何かこう、戒律的なものでレーザーガンを持ってはいけないとかそういうのがあるのか？」

  　我这么一问，她们面面相觑，然后木叶作为代表清了清嗓子开始说道。

  　俺がそう聞くと彼女達は互いに顔を見合わせ、代表としてなのかコノハがコホンと
    
     咳
    せき
    
     払
    ばらいをしてから話し始めた。

  「你觉得我们有必要用这种东西吗？」

  「私達にこのようなものが必要だと思いますか？」

  「唔——，要说有没有必要的话，大概是没有的吧……特别是第二法力的对人能力太不人道了」

  「うーん、まぁ必要かどうかと言えば多分必要はないんだろうけど……特に第二法力の対人能力はえげつないしな」

  「不人道……」

  「えげつない……」

  　库姬和萌木听到我的话后露出了苦笑。不是，毕竟我听说库姬对伊克瑟马尔伯爵和他的部下使用第二法力时……她把伊克瑟马尔伯爵家的人洗脑，让他们像自己的手脚一样行动，还半强迫地从他们的大脑中提取了情报。

  　俺の物言いにクギとモエギが苦笑いを浮かべる。いや、だってクギがイクサーマル伯爵やその配下に第二法力を使った時のことを聞くとなぁ……イクサーマル伯爵家の連中を洗脳して手足のように使ったり、半ば無理矢理
    
     脳
    のう
    
     味
    み
    
     噌
    その中身の情報を引っこ抜いたりしたって話だし。

  「木叶和萌木因为腰上挂着刀，所以不会被当成贵族而被纠缠，但我觉得库姬可以随身携带。只要展示出自己有武装，就不会有奇怪的家伙靠近……不过库姬的话，应该可以使用认知阻碍之类的能力，避免被那种人纠缠吧」

  「コノハとモエギは腰に刀を差してるから貴族と思われて絡まれたりはしないだろうけど、クギは持ち歩いても良いような気がするんだよな。ちゃんと武装してるぞってのを見せつけると変な
    
     奴
    やつも寄ってきづらいし……でもクギの場合はそもそもそういう手合いに絡まれないように認識阻害とかもできるのか」

  　说起来，库姬明明没有武装，却从来没有被搭讪男或者绑架犯之类的麻烦家伙缠上过。她是不是平时就使用着第二法力，让自己不引人注目呢？

  　そういえばクギって武装してるわけでもないのにナンパ野郎とか人
    
     攫
    さらいとかそういう面倒な連中に絡まれたことが一度も無いんだよな。普段から注目されづらくするとか、そういった感じの第二法力を使ってたりするんだろうか。

  「就是这样——嗯？」

  「そういうことで──む？」

  　木叶的视线突然在空中游移，头上的狸猫耳朵也动了起来。萌木也一样，难道是尼帕克普莱姆殖民卫星的教堂发来了什么联络吗？

  　コノハが急に視線を宙空に
    
     彷徨
    さまよわせ、頭の上のタヌキっぽい耳をピクピクと動かす。モエギも同じようにしているところを見ると、ニーパックプライムコロニーの聖堂から何か連絡でも来たかな？

  「希罗阁下，迎接的人来了」

  「ヒロ殿、迎えが来たようです」

  　迎接的人来了，也就是说韦尔扎鲁斯神圣帝国的护卫舰队到了吧。虽然说不会花多少时间，但几天就到了吗？真的很快啊。

  　迎えが来た、ということはヴェルザルス神聖帝国から護衛艦隊とやらが到着したということだろう。
    
     然
    さ
    
     程
    ほど時間はかからないと言っていたが、数日で到着か。本当に早かったな。

  「说起来，古兰坎帝国的赴任人员也要换人吧。你们俩也要回国吗？」

  「そういえばグラッカン帝国に赴任している人員の入れ替えもするんだっけか。二人も本国に帰るのか？」

  「是的，我和木叶妹妹这次人员替换都要回国一趟。不过教堂长和兰真队长会留下来」

  「はい、私もコノハちゃんも今回の人員転換で一度本国に戻ります。聖堂長とランシン隊長は居残りですけど」

  「不介意的话，要坐黑莲花去吗？反正目的地一样」

  「良かったらブラックロータスに乗っていくか？　行き先は同じだし」

  　我随口一说。我完全没有别的意思，只是觉得萍水相逢也是缘，出门在外靠朋友。

  　俺は軽い気持ちでそう言った。そこには下心は
    
     欠片
    かけらもなかったし、
    
     袖
    そで
    
     振
    ふり
    
     合
    あうも他生の縁というか、旅は道連れ世は情けといった意味での発言だった。

  「……色狼」

  「……すけべ」

  「我可以接受吗？不会和夫人们起冲突吗？」

  「お受けしても良いのでしょうか？　奥様達と角が立ったりしませんか？」

  　木叶对我翻了个白眼，萌木则红着脸，有些慌张地在我和库姬之间来回张望。糟了，我用词不当。

  　コノハが俺にジト目を向け、モエギが顔を赤くしながら少し慌てた様子で俺とクギとの間で視線を彷徨わせ始める。しまった、言い方が悪かった。

  「不是的，我不是那个意思。我明白了，我收回前言。当我没说」

  「違うそうじゃない。そういう意図での発言じゃない。わかった、撤回する。この話はナシだ」

  　我举起双手撤回前言。虽然有点自卖自夸，但黑莲花不仅房间空着，还实现了非常舒适的居住环境。我们已经混熟到一定程度了，既然目的地相同，我只是觉得可以一起走而已。

  　俺は両手を挙げて発言を撤回した。部屋も余ってるし、自慢するようでなんだがブラックロータスはとても快適な住環境を実現している。こうしてある程度仲良くなれたのだし、どうせ行き先が同じならどうかと思っただけだったのだ。

  「自作自受」

  「身から出た
    
     錆
    さびね」

  「希罗大人只是很亲切而已」

  「ヒロ様は親切なだけなんですけどね」

  　在稍远处听着我们对话的艾尔玛随口说道。蜜蜜在这种时候也会帮我说话，真是温柔啊。没错，我只是很亲切而已。

  　少し離れた場所で俺達の話を聞いていたエルマが好き勝手言っている。こんな時でもフォローしてくれるミミは優しいよな。そうだぞ。俺は親切なだけなんだぞ。

  　虽然我也觉得自己对女人有点太好了。但我觉得这应该是人之常情吧。男人就自己想办法吧。我也会想办法的。

  　ぶっちゃけ女に甘い傾向はあると自分でも思うけどな。でも、それは誰だってそうなんじゃないかと思うんだ。男は自分でなんとかしろ。俺もなんとかする。

  「我明白这是出于好意的提案了。根据情况，我们这边也有可能主动提出同行，可以稍等一下再回复吗？」

  「親切心からの提案ということはよくわかりました。場合によってはこちらから同行を願う可能性もあるので、お返事は少し待って頂けますか？」

  「你们那边？什么意思？」

  「そっちから？　どういうことだ？」

  「本国可能会命令我和萌木作为你的护卫和随从同行。比起让初次见面的人执行这种任务，由多少了解你的人来执行，你也会更放心吧？」

  「本国で私とモエギが
    
     貴方
    あなたの護衛や付き人として付き添うよう命令が出る可能性があるんです。初対面の人がそういった任務に就くよりは、少しでも気心が知れている私達の方が貴方も安心でしょう？」

  「这倒也是。」

  「それはそうだな」

  　韦尔扎鲁斯神圣帝国那边也有可能会做出这样的安排。木叶说的确实有道理。虽然不知道她们在古兰坎帝国生活了多久，但至少比那些从未离开过韦尔扎鲁斯神圣帝国的人更了解这边的风俗和思维方式，这样应该能减少不必要的麻烦和误会。

  　ヴェルザルス神聖帝国側がそういう配慮をする可能性もあるのか。確かにコノハの言うことは
    
     尤
    もつともな話だ。彼女達がグラッカン帝国で何年過ごしたのかはわからないが、少なくともヴェルザルス神聖帝国から一度も出たことがない人達よりはこっち側の流儀や考え方というものを知っているだろうし、その方が無用なトラブルや行き違いは少なくなるだろう。

  　不过，如果问我是否完全适应了古兰坎帝国的风俗和思维方式，老实说，我没什么自信。

  　尤も、俺自身グラッカン帝国の流儀や考え方に完全に適合しているのかと言われると、正直自信はあまり無いんだが。

  「如果决定同行的话，就联系我吧。反正房间是空的，出发前联系我就行了」

  「同道する件に関しては決まったら連絡してくれ。いずれにせよ部屋は空いてるから、出発までに連絡をくれれば良い」

  「好的，我知道了」

  「はい、わかりました」

  「到时候就麻烦你了」

  「その時はお世話になります」

  　木叶和萌木说着，缓缓摇动尾巴。考虑到她们可能会来，还是先准备好客房吧。关于这件事，还是先和梅伊商量一下吧。毕竟每次我准备房间或者打扫的时候，梅伊都会露出悲伤的表情。

  　コノハとモエギがそう言ってゆるりと
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽを振る。二人が来ることを想定して客室の用意だけはしておくかな。それに関してはメイに相談しておこう。俺がそういう部屋の用意とか掃除とかしようとすると悲しそうな顔をするからな、メイは。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「那就是韦尔扎鲁斯神圣帝国的护卫舰队吗？」

  「あれがヴェルザルス神聖帝国の護衛艦隊か」

  「是的。您有印象吗？」

  「そうですね。見覚えがあるのでは？」

  「果然是这样吗？」

  「やっぱそうだよな？」

  　因为韦尔扎鲁斯神圣帝国的舰队出现了，我召集大家，立刻启动大型全息显示器，想确认其威容……但总觉得这支舰队似曾相识。

  　ヴェルザルス神聖帝国の艦隊が現れたというので、皆を集めて早速その威容を確認しようと大型のホロディスプレイを起動したわけだが……なんか見覚えのある艦隊だった。

  「好像在利修星系见过呢。」

  「リッシュ星系で見たような船やね」

  「虽然不知道是不是同一艘船，但看起来是这样。那个像六片光之羽毛的东西，果然和克里希那的一样吧？」

  「同じ船かどうかまではわからないけど、そう見えるね。あの六枚の光の羽みたいなやつ、やっぱりクリシュナのと同じじゃないかな？」

  「或许吧。看起来非常相似。船的装饰也像是同一系列的设计。」

  「そうかもしれん。かなり似てるように見えるなぁ。船の装飾みたいなんも同じような系統のデザインに見えるわ」

  　蒂娜和薇丝卡中断了工作，来到这里观看韦尔扎鲁斯神圣帝国的护卫舰队。她们一边观察韦尔扎鲁斯神圣帝国的船，一边议论纷纷。确实，我觉得有很多地方和进化后的克里希那相似。虽然细节部分有很大的不同，但轮廓或者说氛围上有一种相似的感觉。

  　作業を中断してヴェルザルス神聖帝国の護衛艦隊を見に来たティーナとウィスカがヴェルザルス神聖帝国の船を観察しながらああだこうだと議論をしている。確かに進化したクリシュナと似通ったような部分が多く見られるように思う。細部はだいぶ違うんだろうが、シルエットというか雰囲気に似た流れを感じるのだ。

  　船体各处都有金色的图案和雕刻。最显眼的是船体后部出现的三对六片光之羽毛。光是这两点就足以让人自然地认为它们是“同系统”的。

  　船体のあちこちに施されている金色の模様や彫刻のようなもの。何より目立つ船体の後部に出現している三対六枚の光の羽。この二つだけで「同系統だな」と自然に思ってしまうくらいには雰囲気が似ている。

  　顺便一提，这个画面是来自定点摄像头的影像，可以实时看到星际闸道的情况。这是尼帕克星系的统治机构在尼帕克星系开展的视频发布服务中官方发布的频道。每个星系都有各种各样的这类服务。

  　ちなみに、この映像はゲートウェイの様子をリアルタイムで見ることができる定点カメラの映像である。ニーパック星系で展開されている動画配信サービスでニーパック星系の統治機構が公式で配信しているチャンネルだ。こういうサービスが星系ごとに結構色々とあったりする。

  「哎呀，真期待啊。如果去韦尔扎鲁斯神圣帝国，应该能获得很多珍贵的样本。」

  「いやぁ、楽しみだねぇ。ヴェルザルス神聖帝国に行けば貴重なサンプルが沢山手に入りそうだよ」

  「那个，老师。这种事还是……」

  「あの、先生。あまりそういうのは……」

  「库姬同学，这可不行啊。只要得到同意，抽一两管血应该没问题吧？」

  「そりゃないよ、クギくん。同意を得れば血の一本や二本くらい抜かせてもらっても良いだろう？」

  「医生，我想应该没有那么奇特的人会毫无理由地就让你抽血吧」

  「特に理由もなく血を抜かせてくれるような奇特な人はそういないんじゃないかな、ドクター」

  　在那边，库姬和涅薇正在劝说着翔子医师不要过于积极地从韦尔扎鲁斯神圣帝国的人民那里获取活体样本。毕竟翔子医师对未知的基因解析毫无抵抗力……还是提醒她不要在那边做些乱来的事情比较好吧。

  　あちらではヴェルザルス神聖帝国の民から生体サンプルを得ようと張り切っているショーコ先生をクギとネーヴェが
    
     窘
    たしなめているな。ショーコ先生は未知の遺伝子解析に目がないからなぁ……あまりあちらで無茶なことをやらないように気をつけたほうが良いだろうか。

  　话虽如此，如果在这艘船上完全不能进行她想要的研究的话……那么翔子医师乘上这艘船的好处就少了很多，这样一来我们船团就有可能失去优秀的研究者兼医师。还是考虑一下以某种形式协助她吧。

  　とはいえ、この船で彼女の望む研究が一切できないというのもなぁ……それではショーコ先生がこの船に乗るメリットが薄くなってしまうし、そうすると我が船団は優秀な研究者兼医師を失うことにもなりかねない。何らかの形で協力することも視野に入れるか。

  　顺便一提，萌木和木叶从刚才开始就一直盯着虚空，头上的狐耳和狸猫耳一动一动的。大概是在用念话进行某种交流吧。从刚才开始就一直能感觉到类似的精神波在来回交错。

  　ちなみに、モエギとコノハは先程から虚空を見つめながら頭の上の
    
     狐
    きつね耳や
    
     狸
    たぬき耳をピクピクと動かしている。念話で何かしらのやり取りをしているのだろう。それらしき精神波が先程からひっきりなしに飛び交っているのを感じる。

  「那么，流程上大概是什么感觉？我姑且也算是帝国贵族的一员，需要什么特别的手续吗？」

  「それで、流れとしてはどういう感じになるんだ？　俺は一応帝国貴族の端くれなわけだが、何か特別な手続きとかは必要なのか？」

  「事前的手续并没有什么特别的。通过星际闸道的时候，船籍和乘员都会被记录下来」

  「事前の手続きなどは特に必要ないですね。ゲートウェイを通過する時に船籍や乗員については記録されますから」

  「这样啊。那么，等韦尔扎鲁斯神圣帝国的人员移动结束之后，我们再出发吧。也就是说，要等那边的反应了」

  「そうか。ならヴェルザルス神聖帝国の人員移動やなんかが終わり次第移動って形になるかな。ということは、あっちからの反応待ちか」

  「是啊。啊，蜜蜜。如果你打算把古兰坎帝国的物品带去韦尔扎鲁斯神圣帝国，记得检查一下有没有触犯进出口禁止项目」

  「そうなるわね。ああ、ミミ。ヴェルザルス神聖帝国にグラッカン帝国の品を持ち込むつもりなら、輸出入の禁止項目に触れる品が無いかをちゃんとチェックしておくようにね」

  「当然。我也会让梅伊小姐帮忙检查的」

  「
    
     勿
    もち
    
     論
    ろんです。一応メイさんにもチェックしてもらいますね」

  「这么做比较妥当」

  「そうするのが無難だな」

  　那么，我也来准备去韦尔扎鲁斯神圣帝国吧。虽然没什么特别要做的事！

  　それじゃあ俺もヴェルザルス神聖帝国に行く用意をしておくか。特にこれといってやることねぇけど！

  ☆★☆

  ☆★☆

  　韦尔扎鲁斯神圣帝国的接触非常迅速。从星际闸道Warp Out的船中，有一艘特别小型的船立刻来到了尼帕克普莱姆殖民卫星。不管用超光速驱动飞得有多快，一般都需要将近两个小时，但那艘船似乎只用了三十分钟就到达了尼帕克普莱姆殖民卫星。也许那艘小型舰拥有和克里希那搭载的相同能力，能够进行短距离转移。

  　ヴェルザルス神聖帝国からの接触は非常に速やかであった。ゲートウェイからワープアウトしてきた船の中でも特に小型の船がすぐにニーパックプライムコロニーへとやってきたのだ。どれだけ超光速ドライブをかっ飛ばしても普通は二時間弱くらいはかかるはずなのに、ほんの三十分ほどでニーパックプライムコロニーに到着したようである。もしかしたらあの小型艦にはクリシュナに搭載されているのと同じような短距離転移を行う能力があるのかもしれない。

  「对方说马上会来这边打招呼，可以吗？」

  「すぐにこちらへと
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつに来るとのことなのですが、よろしいでしょうか？」

  「当然可以。话说回来，他们居然直接过来见我们。明明只要使用心灵感应，就能轻易和我进行沟通了。」

  「勿論だ。というか、直接顔を合わせに来るんだな。テレパシーを使えば俺とコミュニケーションを取るのなんて簡単だろうに」

  「这是礼仪问题。除非是熟人，或是同属一个组织的上司和部下，又或者是同事，否则只要不是紧急情况，突然使用第二法力进行接触会被视为无礼。」

  「礼儀の問題ですね。特に知り合いでも無ければ同じ組織に所属している上司と部下、
    
     或
    あるいは同僚だとか、緊急事態でもない限り、いきなり第二法力を用いて接触するのは無礼とされていますから」

  「原来如此。」

  「なるほど」

  　我对木叶的说明感到佩服。第二法力——也就是心灵感应，如果在日常生活中使用，与他人的心灵距离会变得更近，或许这就是韦尔扎鲁斯神圣帝国独特的礼仪文化如此发达的原因。不对，帝国也一样吗？虽然小型情报终端可以进行全息通话，但也不是所有事情都能用这个解决。

  　コノハの説明に感心する。第二法力──つまりテレパシーを日常的に使えるようになり、他人との心の距離がより近くなった結果、ヴェルザルス神聖帝国では独特の礼儀作法が発達しているのかもしれない。いや、帝国でも同じか？　小型情報端末でホロ通話ができるとは言っても、それで全てを済ませるってわけでもないしな。

  「好像到了，迎接的人……」

  「着いたようです、出迎えは……」

  「梅伊已经过去了。我们在这里等吧。」

  「メイが行ってる。俺達はここで待とう」

  　就这样悠闲地等了一会儿，梅伊带着三位客人出现在休息区。其中一人是背上长着黑色翅膀，长相可疑的男人。另一人是穿着类似库姬服装的苗条兔耳姐姐，最后一位是年轻男人，头顶上长着一根像呆毛一样的豪华装饰羽毛。

  　そうしてのんびり待っていると、メイが三名のお客人を連れて休憩スペースに現れた。一人は背中に黒い翼を生やしているなんか
    
     胡
    う
    
     散
    さん
    
     臭
    くさい顔つきの男。もう一人はクギと似たような服を着ている細身のうさ耳お姉さん、最後の一人はアホ毛のように頭のてっぺんに豪華な飾り羽のようなものを生やした若い男だ。

  　话说回来，我对第一个可疑的黑翼男有印象。

  　というか、一人目の胡散臭い黒い翼の男には見覚えがある。

  「您好，好久不见。我是【鸦】。这次也担任即应舰队的队长。」

  「どうも、お久しぶりです。カラスです。今回も即応艦隊の長を務めています」

  「啊，好久不见。上次见面是在利修星系。我就觉得这艘船很眼熟，原来真的是同一艘啊。」

  「ああ、久しぶりだな。リッシュ星系以来だ。見覚えのある船だとは思っていたんだが、本当に同じ船だったんだな」

  「哈哈哈，我们舰队的座右铭是只要接到命令，就算到宇宙的尽头也在所不辞。上头认为派稍微有点面识的人过来会比较好。毕竟船长阁下是友好的落之人。所以要尽可能地多加关照。」

  「ははは、うちの艦隊は下命あらば宇宙の果てまでというのがモットーでして。少しでも面識がある者を
    
     寄
    よ
    
     越
    こした方が良いだろうという上の配慮でもあります。キャプテン殿は友好的な落ち人ですからね。できうる限りの配慮をせよということで」

  「友好的啊。」

  「友好的な、ね」

  　特地用友好的这种说法，就代表也有不友好的落之人存在——想到这里，我脑中闪过粉红色的臭婊子的脸。同时想起和那家伙见面时的感觉。

  　わざわざ友好的、だなんて表現するということは、友好的じゃない落ち人も存在するってことだ──と、考えたところでピンク色のクソビ◯チの顔が
    
     脳
    のう
    
     裡
    りを
    
     過
    よぎる。奴と顔を合わせた時に感じたあの感覚も同時に。

  「您有什么想法吗？」

  「何か思うところが？」

  　头上长着装饰羽毛的男人紧张地问道。啊，他以为我对友好的这个部分有什么意见吗？

  　頭に飾り羽を生やした男が緊張気味に聞いてくる。ああ、これは俺が友好的という部分に何か含むところがあると思われたのか。

  「不，我没什么意见。只是觉得既然你特地这么说，就代表也有不友好的人存在。哎，站着说话也不好。我们去那边的餐厅坐下来吧。而且还没所有人都自我介绍呢。」

  「いや、俺としては特には無いさ。ただ、
    
     敢
    あえてそう言うってことは、そうじゃない連中もいるのかなと思っただけだ。まぁ、立ち話もなんだ。あっちの食堂に腰を落ち着けよう。全員の自己紹介も終わってないしな」

  　我耸了耸肩，回答了装饰羽毛君后，便带着他们前往食堂。除了我们船员以外，木叶和萌木，还有【鸦】他们也在一起，所以人数相当多。

  　肩を
    
     竦
    すくめて飾り羽君にそう答えた俺は彼らを食堂へと案内した。うちのクルーに加えてコノハとモエギ、それにカラス達も一緒なのでかなりの大所帯だ。

  「抱歉，现在才打招呼。我是因幡。神祇省的记录官」

  「挨拶が遅れました。私はイナバ。
    
     神
    じん
    
     祇
    ぎ省の記録官です」

  「我是孔邪。武官」

  「クジャ。武官だ」

  　兔耳姐姐和装饰羽毛男分别做了简单的自我介绍。我们也配合着做了简单的自我介绍。

  　うさ耳お姉さんと飾り羽男がそれぞれ簡単に自己紹介をする。それに合わせてこちらの面々も簡単に自己紹介をした。

  「哈哈哈，还是那么华丽，真是羡慕」

  「ははは、相変わらず華やかで
    
     羨
    うらやましい限り」

  「如果你不是在讽刺的话，那我就说声『谢谢』吧。我的船员们都很优秀」

  「それが皮肉でないなら『どうも』と言っておくよ。うちのクルー達は皆優秀だぞ」

  　不过，考虑到和我的关系以及避免麻烦，现在也不能再增加男性船员了，从某种意义上来说，这也是个难点。

  　尤も、俺との関係やトラブルを避けることを考えると、今更男性クルーを入れるわけにはいかないというのがある意味では難点だったりするんだが。

  「好了，关于我的船员的事情就先放在一边吧。虽然我这边也有在意的人……但首先还是先商量一下进入神圣帝国的事情吧」

  「まぁ、うちのクルーの話は後にしよう。俺としてもそちらに気になる人がいるが……まずは神聖帝国入りについて打ち合わせをするのが先決だろうな」

  　我一边说着，一边瞥了一眼因幡小姐——兔耳姐姐。虽然说很在意，但可不是那种色色的意思哦？不，因幡小姐是个美人，我也不否认自己被兔耳巫女这个存在所吸引，但我在意的并不是那种方面。而是她所属的组织让我有些在意。

  　そう言いつつ俺はイナバさん──うさ耳お姉さん──に視線をちらりと向ける。気になるとは言っても色っぽい意味じゃないぞ？　いや、イナバさんは美人だし、うさ耳
    
     巫女
    みこという存在そのものに
    
     惹
    ひかれる部分が無いとは言わないが、俺が気になっているのはそういう方向性の話ではない。彼女の所属に気になる点があるのだ。

  　她自称是神祇省的记录官。说到神祇省，库姬也是神祇省所属的巫女。虽然不知道她对库姬来说是什么样的存在，但我和库姬之间肯定有什么关系。

  　彼女は神祇省の記録官と名乗っていた。神祇省といえば、クギも神祇省所属の巫女である。彼女がクギにとってどういう存在なのかはわからないが、俺とクギに何かしらの関係があるのは間違いないだろう。

  「不，您能理解真是太好了。首先，关于出发时间，大约是四十八小时后。请在那之前从殖民卫星出港。只要您能办到，我们这边就会提出同步航行的请求。」

  「いや、話が早くて実に助かりますな。まず、出発に関してなのですが、およそ四十八時間後になります。それまでにコロニーから出港しておいて下さい。そうして頂ければこちらから同期航行の要請を行いますので」

  「了解。货物的检查也请在那之前完成。」

  「了解。積荷のチェックもそれまでに済ませておこう」

  　我一边说着一边看向蜜蜜，她露出「交给我吧！」的表情点了点头。货物和补给物资交给蜜蜜应该就不用担心了。涅薇也点了点头，看来没问题。

  　そう言いながら視線を向けると、ミミは「任せて下さい！」という表情で
    
     頷
    うなずいてみせた。積荷や補給物資に関してはミミに任せておけば安心だろう。ネーヴェも頷いているから大丈夫そうだ。

  「其他还有什么？」

  「その他には？」

  「没什么特别的。只要您注意不要做出常识范围外的行动就可以了。比如不要突然开枪，不要突然砍人，不要突然使用法力之类的」

  「特には。常識的な行動を心がけて頂ければ十分です。突然発砲しないとか、斬りかからないとか、そういうレベルの」

  「不会的。只要你们不要突然开枪，砍人，使用法力的话」

  「いやしねぇよ。突然撃たれたり斬りかかられたり法力を使われたりされなければだが」

  　听到我的吐槽，【鸦】哈哈大笑起来。刚才那是在开玩笑吗？

  　俺のツッコミにカラスがカラカラと笑う。いまのは冗談なのか？

  「还有因幡阁下有事想拜托希罗阁下。因幡阁下」

  「それとイナバ殿からヒロ殿に頼み事があるようで。イナバ殿」

  「是。我知道这个请求很突然也很失礼，但还是希望您能答应」

  「はい。突然かつ失礼な申し出であることは承知の上でどうかお許し頂きたいことがあるのです」

  　说完，兔耳巫女小姐直直地盯着我的眼睛。说起来，这个人准确来说不是巫女，而是记录官。记录什么的呢？

  　そう言ってうさ耳巫女さんが俺の目をまっすぐに見つめてくる。そういえばこの人は正確には巫女さんではなく記録官という役職だったか。何を記録する人なんだろう。

  「总之先让我听听是什么内容吧」

  「とりあえずどのような内容か聞かせて頂けると」

  「是。在到达我们的国家之前，以及到达之后，希望您能让我待在您的身边」

  「はい、私どもの国に着くまで、そして着いてからもお
    
     側
    そばに置いて頂きたいのです」

  「……什么？」

  「……ええと？」

  
   [image: ]
  

  　她用充满决心的眼神看着我，我只能感到困惑。我向【鸦】投去求助的视线，但他只是露出可疑的笑容，什么也没说。我只好看向木叶，她清了清嗓子后开口道。

  　決意に満ちた視線を俺に向けて宣言する彼女に俺はただただ困惑するしかない。助けを求めてカラスに視線を向けるが、彼は胡散臭い笑みを浮かべているばかりで何も言わない。それではとコノハに視線を向けてみると、彼女は一つ
    
     咳
    せき
    
     払
    ばらいをしてから口を開いた。

  「因幡阁下，希罗阁下似乎有些困惑，能请您再稍微解释一下吗？」

  「イナバ殿、ヒロ殿が困惑しておられますので、もう少し事情を説明して頂けますか」

  「好的。记录落之人希罗阁下的一举一动——虽然这么说有些夸张，但记录其言行举止、思考方式、行动原理等，并将其流传后世，便是我等记录官的职责。为了完成这份职责，还请务必让我与您同行」

  「はい。落ち人であるヒロ殿の一挙手一投足を記録する──というのは
    
     流石
    さすがに大げさですが、その言動や考え方、行動原理などを記録し、後世に
    
     遺
    のこすのが私のような記録官の務めなのです。その務めを果たすため、是非とも行動を供にさせて頂ければと」

  「不，我单纯是不想答应……」

  「いや、シンプルに遠慮したいんだが……」

  　我这么一说，她便露出一副世界末日般的表情。原本直直竖起的兔耳也软趴趴地垂了下来。虽然觉得她很可怜，但被人记录一举一动并流传后世，任谁都会感到抗拒吧。

  　俺がそう言うと、彼女はこの世の終わりのような表情を浮かべた。ピンと伸びていたうさ耳がへにょへにょと
    
     萎
    しおれてしまっている。
    
     可哀
    かわい
    
     想
    そうだとは思うのだが、流石に一挙手一投足を記録された上に後世に遺すとか言われたらそりゃ嫌だろう。

  「不过，神祇省——虽然我不太清楚，但库姬也隶属于那里对吧？」

  「とはいえまぁ、神祇省──のことはよく知らんのだが、クギも同じところに所属してるんだよな？」

  「是的，主公。虽然神祇省内部也有各种部署？但应该没错。本人虽然隶属于那里，但其实不太清楚」

  「はい、我が君。同じ神祇省の内部でも部署？　が色々あるらしいので、恐らくは。
    
     此
    この身は所属していながら実はよく知らないのですが」

  「不清楚……？为什么？」

  「知らない……？　どうしてだ？」

  「自从本人决定成为巫女后，便一直过着修行的日子，没有特别以神祇省职员？的身份工作……」

  「此の身は巫女になると決まってからはずっと修行の毎日で、神祇省の職員？　としての勤めは特に無かったもので……」

  　库姬一脸抱歉地说道，但……这再怎么说也太奇怪了吧？

  　そう言ってクギが申し訳なさそうにしているのだが、それは……流石に何かおかしくないか？

  　我经常在想，库姬作为韦尔扎鲁斯神圣帝国政府机关的特工，未免太过单纯，或者说是温室里的花朵。她始终把侍奉我作为至高命题，完全没有表现出要为所属国家谋求利益的样子。

  　常々思っていたのだが、クギはヴェルザルス神聖帝国の政府機関に所属するエージェントとしては、あまりに純粋というか、箱入り娘すぎると思うんだよな。あくまでも俺に仕えることを至上命題としていて、自分が所属する国家に利益誘導するような素振りも全く無いし。

  「那个，恕我僭越，让我来说明一下……在神祇省，巫女的存在和培养她们的部门，或者说机构，是相当特殊的。身为巫女的圣城阁下之所以不了解我们神祇省职员，或者说不了解其他部门，是因为她接受了这样的教育——不，是因为她没有接受过这样的教育」

  「あの、
    
     僭
    せん
    
     越
    えつながらご説明致しますとですね……神祇省において巫女という存在と、彼女達を育成する部署、というか機関は特殊なところなのですよ。巫女であるセイジョウ殿が私どものような神祇省職員というか、他の部署のことを知らないのはそういう教育を受けている──いえ、受けていないからなのです」

  「原来如此……？虽然不明白，但总之我先接受这个说法」

  「なる、ほど……？　意味がわからんが、そういうものなんだととりあえず納得はしておく」

  　这到底是怎么回事啊。完全不明白。之后再让她解释，现在先把关于库姬的疑问放在一边吧。

  　本当にどういうことなんだよ。意味がわからん。そのうち説明はしてもらうとして、今はクギに関する疑問は横においておこう。

  「……可以认为记录官因幡小姐是韦尔扎鲁斯神圣帝国的情报通吗？」

  「……記録官のイナバさんはヴェルザルス神聖帝国の事情通でもあるという認識で良いか？」

  「呃，是的。没错。算是吧」

  「えっと、はい。そうですね。それなりには」

  「那就成交了。我默许因幡小姐记录我的行动，但因幡小姐每次遇到我有疑问的时候，都要提供情报。如果你能接受这个条件，我就允许你同行。」

  「それじゃあ取引だ。イナバさんが俺について記録を取るのを黙認する代わりに、イナバさんには俺が疑問に思ったことに関して都度情報を提供してもらう。この条件を
    
     吞
    のめるなら同行を許そう」

  「这点小事我很乐意。只要是我能回答的问题，我都会回答。」

  「その程度であれば喜んで。私に答えられることであれば何でもお答え致します」

  　因幡小姐露出安心的笑容。刚才下垂的耳朵也竖了起来，看起来真的很开心。能免费雇用情报通，这条件真是太便宜了。反正我的记录只要不看，就和不存在一样。

  　イナバさんが安心しきった様子で笑みを浮かべる。先程へにょっていたお耳もピンと伸びて実に
    
     嬉
    うれしそうだ。事情通を実質無賃金で雇えたと思えば安いものだな。俺の記録なんて目を通さなければ無いのと同じようなものだし。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我们的出港准备几乎已经完成，所以第二天顺利地从尼帕克普莱姆殖民卫星出港。木叶和萌木似乎决定先搭韦尔扎鲁斯神圣帝国的船回家，所以没有和我们一起。

  　俺達の出港準備はほぼ終わっていたので、特に何のトラブルもなく翌日にはニーパックプライムコロニーから出港した。コノハとモエギに関してはとりあえずはヴェルザルス神聖帝国の船で帰郷することになったらしく、同乗していない。

  　另一方面，决定接受我提议的因幡小姐在昨天就转乘到黑莲花上，和蜜蜜和库姬一起观看我出演的纪录片，看起来非常满意。

  　一方俺の提案した取引に乗ることに決めたイナバさんは昨日のうちにブラックロータスに移乗してきており、ミミやクギと一緒に俺の出演するドキュメンタリーを見て大変満足な様子である。

  　不过，我希望她不要在休息区观看。看到那种有点羞耻的东西上映，我就不敢靠近休息区了。

  　ただ、俺としては休憩スペースで鑑賞するのだけはやめて欲しかった。あんな小っ恥ずかしいものが上映されていては休憩スペースに近づけんのだよ。

  「所以你才一直泡在这里吗？」

  「それで、ここに入り浸っているってわけかい？」

  「就是这样。」

  「そういうわけなんだよ」

  　我回答了有些无语的翔子医师，坐在翔子医师研究室里的凳子上转来转去。这种椅面会旋转的凳子就是会让人想转来转去呢。不过转过头的话会头晕就是了。

  　少し
    
     呆
    あきれた様子のショーコ先生にそう答え、ショーコ先生の研究室に備え付けられているスツールに座ったままくるくると回転する。こういう座面が回転するスツールってなんかこうしたくなるよな。あんまりやると目が回るけど。

  『关于我的性感裸体可以任你尽情观赏这件事，你没有什么想说的吗？船长。』

  『私のセクシーな裸体が見られ放題な件について、何かコメントはないのかい？　キャプテン』

  「没什么特别的感想耶。你还是再努力长点肉吧。」

  「特に無いかなぁ。もう少し頑張って肉をつけていこうな」

  『完全无视也很让人火大呢。』

  『完全にスルーっていうのも腹が立つね』

  　在我和翔子医师眼前，涅薇从一个像是科幻作品里会出现的、足以容纳一个人的水槽装置中不满地说道。全裸的她漂浮在装置中装满的黄绿色液体里，身体各处都贴着像是电线的东西。就算说这是治疗，我也完全搞不懂这是在做什么。

  　俺とショーコ先生の目の前、いかにもＳＦチックな人一人がすっぽりと入る水槽のような装置の中からネーヴェが不満げな声を上げる。全裸の彼女は装置の中に満たされた黄緑色の液体の中に浮かんでおり、
    
     身体
    からだの各所にはコードのようなものが貼り付いていた。これが治療と言われても、何をしているのかまったくわからんな。

  　涅薇的身体状况已经恢复到可以一个人到处走动的程度，但偶尔还是会像这样进入身体强化用的舱体，检查和调整身体状况。今天刚好就是调整日。

  　ネーヴェはもう一人でそこらを歩き回れる程度には身体の調子が良くなったのだが、たまにこうして身体強化用のポッドに入って身体の調子のチェックや調整をしているらしい。今日はたまたまその調整日だったというわけだな。

  「我倒是觉得，你一个大男人盯着淑女的裸体看不太好吧？」

  「私としてもレディの裸をタダ見するのはどうかと思うけどねぇ？」

  「可是一个人窝在房间里也很无聊……」

  「だって一人で部屋にこもってるのはつまんないし……」

  『跟大家一起回顾船长的活跃表现不就好了？大家一定会好好夸奖你的』

  『皆と一緒にキャプテンの大活躍を振り返っていればいいじゃないか。きっとチヤホヤしてくれるよ？』

  「这种羞耻play也太过了吧……」

  「そんなん
    
     羞
    しゆう
    
     恥
    ちプレイにも程があるだろう……」

  　那还不如在这里呆呆地望着涅薇的裸体更有意义。她的身体一开始光是碰到就会让骨头嘎吱嘎吱地折断，现在看起来已经恢复到勉强可以称作健康的程度了。

  　それならここでネーヴェの裸でもぼけーっと眺めていたほうが幾分か有意義だ。最初は触れるだけであちこちの骨がポキポキと折れそうだった彼女の身体だが、今はもうギリギリ健康的と言える範囲の状態まで回復している──ように見える。

  「治疗的进展如何？」

  「治療の進み具合はどうなんだ？」

  「大致上没问题了。内脏已经没事了，骨骼强度也在容许范围内。正如希罗君所说，肌肉量还有点不足。接下来要么老老实实吃饭运动，要么像现在这样用调整舱解决」

  「
    
     概
    おおむね問題なしってレベルかな。臓器はもう大丈夫。骨格強度もまぁ許容範囲内。ヒロくんも言ったようにまだちょっと筋肉量が足りないね。ここから先は地道にしっかりと食事を摂って運動するか、今みたいに調整ポッドで解決していくかかな」

  『太好了，船长。内脏方面已经没问题了。我会按照约定，为你生很多很多孩子』

  『やったねキャプテン。臓器の方はお墨付きだよ。約束通りキャプテンの子供をたくさん産んであげるね』

  「这个以后再说吧……」

  「それはおいおいでいいかなぁ……」

  　就算涅薇的年龄和外表不符，这也太……不，我对蒂娜和薇丝卡都出手了，说这话也没什么说服力。

  　いくらネーヴェが見た目通りの年齢ではないとしても、流石になぁ……いや、ティーナやウィスカにも手を出している俺が言っても何の説得力もないんだが。

  「作为主治医生，为了让她好好养好身体，我觉得还是再过一段时间再怀孕比较好。不过你们想做的话就请便吧。要做的话一定要好好避孕」

  「主治医としてはちゃんと身体を作るためにも妊娠出産はもう少し時間を置いたほうが良いと思うけどね。行為そのものはご自由にどうぞ。するなら避妊はしっかりね」

  『唔，真遗憾。那就再等一下吧，船长。不过做——』

  『うーん、残念だね。もう少し待ってね、キャプテン。でもセック──』

  「好了，别说了。这个话题就到此为止吧。比起这个，既然内脏已经没问题了，那应该可以正常吃饭了吧？调整结束后我们去吃点好吃的吧」

  「はい、やめ。この話はここでやめよう。な？　それよりも臓器がもう大丈夫なら普通にメシも食えるってことだよな？　調整が終わったら何か
    
     美
    う
    
     味
    まいものでも食おう」

  「话题转换得真露骨……」

  「露骨な話題転換だねぇ……」

  
   [image: ]
  

  　虽然翔子医师苦笑着，但再继续聊这方面的话题的话感觉会很不妙。反正也不是什么急事，我希望涅薇能先好好保重身体。

  　ショーコ先生が苦笑いしているが、これ以上そっち系の話題を続けると大変なことになりそうだからな。急ぐ話ではないだろうし、ネーヴェにはまず身体を大事にして欲しいと思う。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　旅途本身非常平稳，或者说根本不可能遇到麻烦。从尼帕克普莱姆殖民卫星出港后，我们配合着星际闸道的运行时间，与韦尔扎鲁斯神圣帝国的快速反应舰队同步航行，通过了星际闸道。然后我们已经进入了韦尔扎鲁斯神圣帝国的领地。

  　旅程そのものは実に平穏無事というか、トラブルに見舞われようのないものだ。ニーパックプライムコロニーから出港した後はゲートウェイの運行時間に合わせてヴェルザルス神聖帝国の即応艦隊と同期航行を行い、ゲートウェイを通過する。そうしたらもうそこは既にヴェルザルス神聖帝国領である。

  「如果只有我们的船的话，就可以使用空间跳跃航行来缩短旅程……」

  「私どもの船だけであれば空間跳躍航行を使って旅程を短縮できるのですが……」

  「黑莲花没有那么方便的装置……话说回来，那种东西可以事后加装吗？」

  「ブラックロータスにそんな便利なもんはついてないからなぁ……というか、後から組み込めるものなのかね？」

  　正如我所说，黑莲花并没有搭载灵能跳跃驱动这种方便的装置，所以只能使用超光速驱动和超空间跳跃来在星系内或恒星间移动。

  　俺が言った通りブラックロータスにはサイオニックジャンプドライブなどという便利なものは搭載されていないので、通常通りに超光速ドライブとハイパードライブを使う他に星系内や恒星間を移動する手段がない。

  　因此，搭载了跳跃驱动的韦尔扎鲁斯神圣帝国的快速反应舰队也只能陪着黑莲花一起悠闲地前往目的地——韦尔扎鲁斯神圣帝国的中枢星系。

  　なので、ジャンプドライブを搭載しているヴェルザルス神聖帝国の即応艦隊もブラックロータスに付き合ってのんびりと目的地──ヴェルザルス神聖帝国の中枢星系──へと移動するしかないわけだ。

  「这个嘛……？就算装上了，也不确定能不能启动……因为那似乎需要平时就将船上的士兵们的法力储存在船上，然后根据需要提取储存的法力才能使用。」

  「どうでしょう……？　もしつけられたとしても、動かせるものなのかどうかは……あれは船に乗っている兵達の法力を普段から船に
    
     貯
    ためておいて、必要に応じて貯めておいた法力を引き出してやっと使えるものらしいので」

  　因幡小姐歪着头。她身旁的我国技术人员们也面露难色。

  　イナバさんが首を
    
     傾
    かしげる。その横ではうちの技術者連中が難しい顔をしていた。

  「嗯……虽然要看神圣帝国的跳跃驱动装置的大小，但如果需要灵能力量才能启动，那就意味着一艘船要同时存在两个能源系统吧？就算是斯基布拉兹尼尔级，应该也很难做到吧？」

  「んー……神聖帝国のジャンプドライブユニットの大きさ次第やけど、稼働にサイオニックパワーが必要ってことになると、一つの船に二つのエネルギー系統を共存させるってことになるやろ？　流石のスキーズブラズニル級でもキツいんとちゃう？」

  「只要减少货物空间，应该也不是做不到，但这样一来船体重量就……如果韦尔扎鲁斯神圣帝国能提供比现在使用的更高效且低油耗的推进器就好了」

  「カーゴスペースを減らせば出来ないこともなさそうだけど、そうすると船体重量の方がねぇ……ヴェルザルス神聖帝国に今使っているものより高出力で低燃費のスラスターとかあれば良いけど」

  「但是，就算这样解决了，维护方面能跟得上吗？技术体系不同的话，这方面也会很麻烦吧。说到底，能不能用这艘船上的复制器制造修理材料也是个问题」

  「でも、それで解決したとしてメンテナンスはちゃんとできるのかい？　技術系統が違うとなるとその辺りも大変だろうし、そもそもこの船に搭載しているレプリケーターで修理資材を作れるかどうかも問題なんじゃないかな」

  　技术人员们一边眺望着与黑莲花组成船团进行超光速航行的韦尔扎鲁斯神圣帝国的快速反应舰队，一边展开讨论。看来议题是黑莲花的改造计划……但改造到那种程度的话，就不能再称之为斯基布拉兹尼尔级了吧，没问题吗？和太空·矮人公司之间的独家合同怎么办？

  　技術者達はブラックロータスと船団を組んで超光速航行を行っているヴェルザルス神聖帝国の即応艦隊を眺めながら議論を繰り広げている。どうやら議題はブラックロータスの改造計画のようだが……そこまで改造したらもうスキーズブラズニル級とは言えなくなりそうなんだが、大丈夫か？　スペース・ドウェルグ社との独占契約とか。

  「哦哦，这就是真正的稻荷寿司……」

  「おお、これがほんもののいなりずし……」

  「是的。甜炸豆腐和醋饭在口中融为一体……很好吃吧？」

  「はい。甘いおあげと酢飯が口の中で
    
     渾
    こん
    
     然
    ぜん
    
     一
    いつ
    
     体
    たいとなって……
    
     美
    お
    
     味
    いしいでしょう？」

  「我以前也想过，作为下酒菜是不是有点微妙？」

  「以前も思ったけど、お酒のおつまみにはちょっと微妙かしらねぇ」

  　在稍远的地方，蜜蜜和库姬还有艾尔玛正吃着稻荷寿司。似乎是那个可疑的快速反应舰队的队长【鸦】送来的。说是考虑到库姬暂时离开故乡……但为什么我就是觉得可疑呢。

  　少し離れたところではミミとクギ、それとエルマがいなり
    
     寿
    ず
    
     司
    しを
    
     摘
    つまんでいた。あの
    
     胡
    う
    
     散
    さん
    
     臭
    くさい即応艦隊の長、カラスからの差し入れであるらしい。
    
     暫
    しばらく故郷を離れていたクギへの配慮だと言っていたらしいのだが……どうしてこう、胡散臭く感じてしまうんだろうな。

  　不过，恐怕不是纯粹的善意。实际上库姬非常高兴，我也觉得如果他有什么请求的话，我会考虑一下的。

  　まぁ、恐らくだが純粋な善意ということもあるまい。実際にクギが大層喜んでいるので、俺としては何か頼み込まれた場合一定の配慮をしようと思ってしまっているしな。

  「不过，怎么说呢，比平时还要安静，或者说和平……」

  「しかしなんだ、いつになく静かというか平和というか……」

  「喂，希罗，别说这种话」

  「ちょっとヒロ？　やめなさいよ。そういう事を言うのは」

  「希罗大人，其实您很喜欢麻烦吧？」

  「ヒロ様、実は結構トラブルを楽しんでませんか？」

  　艾尔玛和蜜蜜立刻吐槽。不，不是这样的。只是和平的时间持续太久，会让人担心什么时候会发生事情吧？而且平时总是会在这个时候发生什么麻烦。

  　エルマとミミから速攻でツッコミが飛んでくる。いや、そういうわけではないけどさ。あまりにも平和な時間が続くといつ来るかいつ来るかと不安になるだろ？　大体いつもこういうタイミングで何かしらのトラブルが起こるし。

  『主人，护卫舰队好像发现了什么，停止了超光速航行。虽然那边会处理，但为了以防万一，请注意一下』

  『ご主人様。護衛艦隊が何かを見つけたそうで、超光速航行を停止するそうです。あちらで対処するとのことですが、念の
    
     為
    ためご注意下さい』

  　说着，好像真的发生了什么。休息室里的视线都集中到我身上。

  　と言っていたら、本当に何か起こったらしい。休憩スペース中から俺に向かって視線が集まってくる。

  「对不起」

  「ごめんなさい」

  　偶尔坦率地道歉也很重要。

  　時には素直に謝るのも大事だよな。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　宇宙空间突然出现了紫色的光芒，从中飞出了好几个耀眼的球体。虽说是球体，但形状并不一致，有的接近正球体，有的接近椭圆体，有的甚至不能称之为球体，大致上用球体来形容或许比较妥当。

  　宇宙空間に突如紫色の光が発生し、その中から
    
     眩
    まばゆく光る球体がいくつも飛び出してくる。球体と言ってもその形は
    
     不
    ふ
    
     揃
    ぞろいで、真球に近いものから
    
     楕
    だ
    
     円
    えん体に近いもの、球体とは言えないものなどもあり、概ね球体と表現したほうが妥当かもしれない。

  「所以，那是什么？」

  「で、なんなんだありゃ？」

  　我在克里希那的驾驶舱里，向黑莲花上剩下的因幡询问那东西的真面目。虽然快速反应舰队传来通讯说不需要出手，但那些家伙说不定会突然出现在黑莲花附近。为了以防万一，我驾驶着克里希那出击了。

  　クリシュナのコックピットからブラックロータスに残っているイナバにアレの正体を聞いてみる。即応艦隊からは手出し不要という通信が入ったのだが、いきなりブラックロータスの近くに奴らが現れるかもしれないからな。念の為クリシュナで出撃したのだ。

  『那是被称为光子生命体的亚空间生物之一。它们会不分有机生命体还是无机生命体，只要进入感知范围就会附着在生命体上，吸取生命力将其杀死。也就是所谓的宇宙怪兽。』

  『光子生命体と呼ばれる亜空間生物の一種ですね。有機生命体でも無機生命体でも関係なく感知範囲に入った生命体に取り付いて生命力を吸い殺します。
    
     所謂
    いわゆる宇宙怪獣と呼ばれるものです』

  「那种像是在向所有生命体挑衅的危险生物是怎么回事……」

  「なんだその全生命体に
    
     喧
    けん
    
     嘩
    かを売ってるような危険生物は……」

  『幸好它们没有超光速航行能力，普通的船很容易就能逃掉，但如果出现在有生命体生活的殖民卫星或居住行星附近，就会非常危险。』

  『幸い、超光速航行能力などは無いので普通の船なら容易に逃げられるんですけど、万が一生命体が生活しているコロニーや居住惑星の近傍に出現したりすると、大変危険なんですよ』

  「结晶生命体也很危险，但光子生命体也相当不得了呢……」

  「結晶生命体も危ないですけど、光子生命体というのもとんでもないですね……」

  　在旁边听着我和因幡的通信的蜜蜜表情僵硬。被吸走生命力会是什么样的感觉呢？会不会一瞬间就变得像木乃伊一样干瘪瘪的？好可怕。

  　俺とイナバの通信を横で聞いていたミミが顔を
    
     引
    ひき
    
     攣
    つらせている。生命力を吸い殺されるってどんな感じになるんだろうな。一瞬でミイラみたいにカラカラに干からびたりするんだろうか？　おっかねぇ。

  　顺便一提，如果没有任何对策就接触结晶生命体的话，就会被侵蚀同化。也就是说，要么肉体结晶化被吸收，要么在最坏的情况下变成极小的结晶生命体。好可怕。

  　ちなみに何の対策も無く結晶生命体と接触すると侵食同化される。つまり肉体が結晶化して吸収されるか、最悪の場合極小の結晶生命体に変異する。コワイネ。

  『是的，因此在我们的国家，一旦发现就要立即处理。如果放任不管，它们会花费很长时间到达殖民卫星或行星上的居住地，造成损害』

  『はい、なので発見次第対処するのが私どもの国では規則となっています。放置すると長い時間をかけてコロニーや惑星上居住地に
    
     辿
    たどり
    
     着
    ついて被害を出しかねませんから』

  「原来如此……听说韦尔扎鲁斯神圣帝国特别致力于处理宇宙怪兽，实际上就是像这样处理的啊」

  「なるほど……ヴェルザルス神聖帝国は宇宙怪獣への対処に特に注力してるって話だったが、実際にこうして対処してるんだな」

  「是的，主公。像这样处理就是我们本人的职责……好像要开始了」

  「はい、我が君。こうして対処をするのが
    
     此
    この身どもの務めですから……始まるようです」

  　在副驾驶员席上的库姬这样说道的同时，与光子生命体们保持距离包围着的神圣帝国舰队的舰艇开始在各自的前方投影出光之纹章。虽然完全不知道纹章的意义，但能感觉到庞大的灵能力量正在集中到舰艇的前方。啊，这个我记得。

  　サブパイロットシートのクギがそう言うのと同時に、距離を置いて光子生命体達を包囲していた神聖帝国艦隊の艦艇がそれぞれ前面に光の紋章のようなものを投影し始めた。紋章の意味は全くわからんが、膨大なサイオニックパワーが艦の前面に集中していっているのを感じる。ああ、これは覚えがある。

  　下一瞬间，展开的纹章中心发射出纯白的光线。发射出的纯白光线贯穿了光子生命体，一击就让其烟消云散。这个就是那个吧，我记得是叫做『魂碎』的可怕兵器。据说缺乏对物质的破坏力，但相对地拥有专门杀害生命体的能力。

  　次の瞬間、展開していた紋章の中心から真っ白い光線が発射された。発射された純白の光線が光子生命体を貫き、一撃で霧散させていく。これはアレだな、確か『
    
     魂砕き
    ソウルクラツシユ』とかって呼ばれてたヤバい兵器だ。対物破壊力に乏しい代わりに生命体を殺す能力に特化した兵器だとかいう話だったな。

  「该说还是那么凶残吗，真是让人毛骨悚然的兵器啊……」

  「相変わらずえげつないというか、
    
     怖
    おぞ
    
     気
    けが走る兵器だな……」

  　那个光子生命体什么的，用安特利翁和黑莲花装备的普通兵器能不能打倒也很难说……对舰反应弹头鱼雷的话有效吗？希望反物质兵器能有效。

  　あの光子生命体とやらもアントリオンやブラックロータスが装備している通常の兵器で倒せるかどうか怪しいよな……対艦反応弾頭魚雷なら効くか？　反物質兵器なら効くと思いたいなぁ。

  「艾尔玛小姐，真的尽可能不要与神圣帝国为敌啊。」

  「エルマ、本当に可能な限り神聖帝国を敵に回すのはやめような」

  『我原本就是这么打算的，不过我全面赞同你的意见』

  『もとよりそのつもりだけど、その意見には全面的に賛成するわ』

  『我们也不想与落之人敌对』

  『落ち人を敵に回すのは私どもも御免ですよ』

  「那个，主公，艾尔玛小姐。本人是不会与主公敌对的」

  「あの、我が君、エルマさん。此の身どもが我が君と敵対するなんてことはありませんから」

  　库姬对一脸认真地这么说的我露出苦笑。神圣帝国会避免加害我这样的落之人，这点真的是救赎。虽然克里希那已经进化，我想应该不会单方面被干掉，但我绝对不想被那种可怕的武器瞄准。

  　真顔で言う俺にクギが苦笑いを浮かべる。ヴェルザルス神聖帝国が俺のような落ち人に危害を加えることを忌避しているのが本当に救いだな。クリシュナが進化した今、一方的にやられるようなことはないと思うが、あんな恐ろしい武器を向けられるのは絶対にごめんだ。

  『主人，后方出现能源反应。酷似光子生命体的能源信号』

  『ご主人様、後方にエネルギー反応発生。光子生命体のエネルギーシグナルに酷似しています』

  「哎呀。黑莲花在不进入即应舰队射线的同时进行退避。也麻烦你和即应舰队共享情报」

  「おっと。ブラックロータスは即応艦隊の射線に入らないようにしつつ退避してくれ。即応艦隊に情報共有も頼む」

  『请交给我吧。主人您——』

  『お任せください。ご主人様は──』

  「我试试看。以克里希那现在的装备，对那种对手应该也有效果。不行的话我会马上逃跑。也麻烦你向即应舰队传达」

  「やってみるさ。今のクリシュナの装備ならああいう手合いにも効果がありそうだしな。駄目そうならすぐ逃げる。即応艦隊にもそう伝えておいてくれ」

  『——明白了。祝您武运昌隆』

  『──承知致しました。ご武運を』

  「谢了。库姬，将输出功率切换到战斗模式。蜜蜜将光子生命体的能源信号追加到目标中，同时注意增援的出现」

  「サンキュー。クギ、出力を戦闘モードに。ミミは光子生命体のエネルギーシグナルをターゲットに追加しつつ増援の出現に注意を」

  「是，主公」

  「はい、我が君」

  「明白了！」

  「わかりました！」

  　目送黑莲花喷射推进器向即应舰队的方向退避，我向库姬和蜜蜜发出指示，做好战斗准备。如果可以的话，我想尝试各种各样的方法，但对手是第一次战斗的宇宙怪兽。在SOL也没有和光子生命体战斗过。最好一开始就打算不给对方任何机会，将其歼灭。

  　ブラックロータスがスラスターを噴かして即応艦隊の方向に退避していくのを見送りつつ、クギとミミに指示を出して戦闘準備を整えていく。欲を言えば色々と試してみたいところなんだが、相手は初めて戦う宇宙怪獣だ。
    
     ＳＯＬ
    ステラオンラインでも光子生命体なんてものとは戦ったことがない。
    
     初
    しよっ
    
     端
    ぱなから何もさせないつもりで
    
     殲
    せん
    
     滅
    めつしたほうが良いな。

  「拉开距离使用光轮兵器。为了以防万一，跳到能和即应舰队进行交叉火力的位置。蜜蜜，指定座标」

  「距離を取って光輪兵器を使う。念の為即応艦隊とクロスファイアできるような位置に跳ぶぞ。ミミ、座標指定を」

  「好，好的！那个，即应舰队的位置在这个座标……座标指定完成！」

  「は、はい！　ええと、即応艦隊の位置がこの座標だから……座標指定よしです！」

  「OK，跳跃」

  「オーケー、ジャンプだ」

  　我通过操纵杆将灵能力量注入克里希那，启动进化后追加的系统，尝试短距离跳跃到蜜蜜指定的空间座标。

  　
    
     操
    そう
    
     縦
    じゆう
    
     桿
    かんを通してクリシュナにサイオニックパワーを注ぎ込み、進化後に追加されたシステムを立ち上げてミミの指定した空間座標に
    
     短距離転移
    シヨートリープを試みる。

  「！跳跃成功！」

  「ッ！　転移成功です！」

  　主屏幕上的景象发生了些许变化，我通过雷达的信息确认自己已经跳跃到了指定座标。在广阔的宇宙空间中，只靠视觉很难判断出自己的机体移动了多少距离，和其他船只或特定座标之间的位置关系。

  　メインスクリーンに映る光景が
    
     僅
    わずかに変わり、レーダーの情報から指定座標に転移したことを確認する。広大な宇宙空間では視覚だけだと自機がどれくらい移動して、他の船や特定座標との位置関係がどうなっているかわかりにくいんだよな。

  「好。和战斗中紧急跳跃的感觉有点不一样……」

  「よし。戦闘中に
    
     咄
    とつ
    
     嗟
    さにするのとはちょっと勝手が違うな……」

  　伴随着座标指定的精密短距离跳跃，说方便也确实方便，但有点麻烦。虽然不用蜜蜜指定座标，我也可以通过空间掌握进行跳跃，但这样会有点粗略。是该花时间进行精密跳跃，还是紧急进行粗略跳跃，很难判断。

  　座標指定を伴う精密なショートリープは便利といえば便利なんだが、ちょっと手間だな。ミミの手による座標指定をしなくても俺の空間把握で跳ぶこともできるんだが、ちょっと大雑把になるんだよな。時間を駆けて精密なジャンプをするか、咄嗟に大雑把なジャンプをするか、状況判断が難しそうだ。

  「希罗大人，光子生命体的反应变强了」

  「ヒロ様、光子生命体の反応が強くなってます」

  「要出来了吗。一口气歼灭吧」

  「出てくるか。一気に殲滅するぞ」

  「好的，主公。光轮兵器金刚杵，启动」

  「はい、我が君。光輪兵器ヴァジュラナーバ、起動」

  　库姬宣言的同时，克里希那通过操纵杆开始吸收我的灵能力量。嗯，虽然有被吸收的感觉，但并没有脱力或者不妙的感觉。不如说有点爽。

  　クギの宣言と同時にクリシュナが操縦桿を通して俺のサイオニックパワーを吸い上げ始める。うーん、吸われてる感はあるが力が抜けるとかヤバい感じはしないんだよな。
    
     寧
    むしろちょっと
    
     爽
    そう
    
     快
    かい。

  「很好很好，数量不多。锁定完成！光轮兵器全弹发射！」

  「よーしよし、数は多くないな。ロックオンヨシ！　光輪兵器フルバースト！」

  　我通过克里希那扩大的第六感捕捉到了所有出现的光子生命体，从克里希那后部展开的巨大光轮中射出无数光轮兵器，将它们撕裂成碎片。那些看起来根本不可能被撕裂的光球被乱舞的光轮切成了碎片，感觉真爽。

  　出現した光子生命体をクリシュナによって拡大した第六感で全て
    
     捉
    とらえ、クリシュナの後部に展開した巨大な光輪から一斉に射出した無数の光輪兵器でズタズタに引き裂く。引き裂くことなど到底できそうもない光球が乱舞する光輪に細切れにされていくのはなんとも小気味よい。

  「光子生命体全灭。似乎没有增援」

  「光子生命体全滅。増援は無さそうです」

  「为了以防万一，继续警戒。库姬，动力炉的输出如何？」

  「念の為警戒を続けてくれ。クギ、ジェネレーターの出力はどうだ？」

  「是，主公。很稳定。使用光轮兵器时也没有特别大的变动」

  「はい、我が君。安定しております。光輪兵器の使用時も特に大きな変動はなしです」

  「姑且把数据保存下来。之后给蒂娜和薇丝卡看看」

  「一応データは保存しておいてくれ。後でティーナとウィスカに見てもらおう」

  「是，主公」

  「はい、我が君」

  　很好很好，这样一来韦尔扎鲁斯神圣帝国对我们的——不如说是对我的警戒感会进一步增强吧。刚才处理光子生命体所花费的时间应该和即应舰队差不多。虽然不知道那是不是即应舰队的全力，但我们用克里希那单舰完成了即应舰队以舰队为单位完成的工作。至少，面对光子生命体或同等的宇宙怪兽，克里希那展现出了与即应舰队匹敌的性能。

  　よしよし、これでヴェルザルス神聖帝国は更に俺達──というか俺に対して警戒感を強めることだろう。今の光子生命体の処理にかかった時間は即応艦隊のそれと同等程度だったと思う。アレが即応艦隊の全力だったかどうかはわからないが、俺達は即応艦隊が艦隊単位でこなした仕事をクリシュナ単騎でこなしたわけだ。少なくとも、光子生命体やそれと同等の宇宙怪獣に対して、クリシュナは即応艦隊に匹敵する性能を示したと言える。

  　虽然双方都深不可测，但视情况而定，我们或许能与即应舰队规模的战力平分秋色，这样一来，对方应该会更难采取强硬的手段。虽然也有可能反而被视作危险，但总比被小看要好。

  　底が見えていないのはお互い様だが、場合によっては即応艦隊規模の戦力とも同等に渡り合えるかもしれないとなれば、今までにも増して強硬策は取りづらくなる
    
     筈
    はずだ。逆に危険視される可能性もあるが、
    
     舐
    なめられるよりはマシだろう。

  「好，回去吧。为了以防万一，最好也检查一下克里希那的状态。」

  「よし、帰投しよう。念の為クリシュナの調子も見てもらった方が良いだろうしな」

  「是啊。我来发送对接请求给黑莲花！」

  「そうですね。ブラックロータスにドッキングリクエストを送っておきます！」

  「麻烦你了。」

  「そうしてくれ」

  　不过，因为操作感变化很大，所以我想再进行一些熟练训练。由于数据太少，所以也不能使用模拟器。如果能确保在某个地方自由自在地驾驶克里希那的时间就好了。

  　しかし、操作感がかなり変わったからもう少し慣熟訓練をこなしたいもんなんだがな。データが少なすぎてシミュレーターも使えないし。どこかで自由気ままにクリシュナを動かせる時間を確保できれば良いんだが。
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  ☆★☆

  ☆★☆

  　即应舰队确认暂时没有后续部队出现后，再次开始向目的地移动。然后，我们平安无事地到达了韦尔扎鲁斯神圣帝国的中心区域——然而。

  　即応艦隊は暫く後続が現れないかを確認した後、再び目的地へと向かって移動を開始した。そしてその後は何事もなくヴェルザルス神聖帝国の中心領域へと到達した──のだが。

  「这是什么……」

  「なにこれぇ……」

  「哈啊……」

  「はぇー……」

  「哇……」

  「うわぁ……」

  　我们透过全息显示器看到的那副光景，让我们都看呆了。不，因为这副光景太壮观了。以恒星为中心，环状的行星群几乎以同样的距离环绕着。所谓宜居带——从恒星那里接受到的能源强度恰到好处的领域——存在着大大小小各种各样的行星。

  　俺達はホロディスプレイ越しに見えるその光景に放心していた。いや、だってこの光景は
    
     凄
    すごいぞ。恒星を中心としてほぼ同じくらいの距離に環状の惑星群があるんだ。所謂ハビタブルゾーン──恒星から程よい強さのエネルギーを受けられる領域──に大小様々な惑星が転々と存在している。

  「有那么多行星，不会发生碰撞吗……？」

  「あんなに沢山惑星があって衝突したりせぇへんのやろか……？」

  「行星引力的干涉没问题吗……？」

  「惑星引力の干渉とか大丈夫なのかな……？」

  「就本人所知，没有发生过那种事。」

  「此の身の知る限りはそういったことが起きたことはないですよ」

  　库姬用笑容试图让担心的整备士姐妹安心。不过，就目前所见，没有看到因碰撞而碎裂的行星，所以应该没问题吧，但这明显不是自然形成的星系。

  　心配している整備士姉妹をクギが笑顔で安心させようとしている。まぁ、見る限り衝突して砕け散っている惑星とかは見当たらないから大丈夫ではあるんだろうが、これって明らかに自然に形成された星系ではないよな。

  「是把行星移动到宜居带后进行了宜居化改造吗？该说这还真是相当强硬吗……完全无法想象到底花费了多少劳力。」

  「惑星をハビタブルゾーンに移動させた上でテラフォーミングしたのかねぇ？　随分とまた強引というかなんというか……一体どれほどの労力をかけたのか想像もつかないよ」

  「我觉得再怎么说，要精密计算恒星和那么多行星的引力，让它们保持奇迹般的平衡，这应该是不可能的吧」

  「恒星とあれだけの数の惑星の引力を
    
     緻
    ち
    
     密
    みつに計算して奇跡的なバランスを成立させるのは、いくらなんでも無理じゃないかと思うんだけど」

  「数据不足」

  「データ不足です」

  　比起感动和惊讶，梅伊似乎更担心。她是在计算恒星和行星群的质量和速度吗？我只觉得会得出不合理的结果，还是不要做比较好。

  　インテリ組は感動したり驚いたりするよりも心配が先に立つらしい。メイは恒星と惑星群の質量や速度を計算しようとしているのだろうか。不条理な結果に終わる気しかしないからやめておいた方が良いと思うが。

  「目的地是哪个……？」

  「目的地はどれなんだ……？」

  「呃……」

  「ええっと……」

  　因幡听到我的问题后移开了视线。有那么多行星的话，用肉眼似乎无法准确地找到。毕竟每个行星看起来都是有水的可居住行星。虽说几乎能看到全景，但距离还有数十万甚至数百万公里，这个距离下要用肉眼找到是不可能的。

  　俺の質問にイナバが目を
    
     逸
    そらす。あれだけ惑星があると目視ではピンポイントでわからないらしい。どの星も水が存在する居住可能惑星に見えるものな。ほぼ全景が見えているとは言え、距離的にはまだ数十万キロメートルとか数百万キロメートルとか下手したらそれ以上あるだろうし、この距離で肉眼で見つけろというのが無理な話か。

  「主人，通过同步航行启动超光速驱动」

  「ご主人様、同期航行により超光速ドライブを起動します」

  「了解」

  「了解」

  　映出舰外情况的大型全息显示器上开始倒计时，直到超光速驱动启动。不久后倒计时结束，从遥远彼方传来的恒星光从点变成了线。

  　艦外の様子を映している大型ホロディスプレイに超光速ドライブ起動までのカウントダウンが開始される。程なくしてカウントが終わり、
    
     遥
    はるか
    
     彼方
    かなたからの恒星の光が点から線へと変化した。

  「说起来，既然让你们派出了护卫舰队，那到了目的地之后也不能说『接下来就随便观光吧』这种话了」

  「そういえばこんな護衛の艦隊なんて出してもらったからには、着いたら『あとは適当に観光します』ってわけにはいかないよな」

  　我小声嘟囔了一句，结果在场的几乎所有人都向我投来了「那不是当然的吗」的视线。不是，就是因为我觉得是这样才姑且确认一下的啊……用不着用那种傻眼的目光看我吧……。

  　ポツリとそう言うと、その場にいるほぼ全員から「それはそうだろう」みたいな視線を送られてしまった。いやそうだと思ったから一応確認したんじゃん……そんな
    
     呆
    あきれたような目で見なくてもええやん……。

  「那个，据我所知……在主星出云的首都宇宙港着陆后，会在宇宙港举行简单的仪式，之后在大社举行祓除仪式，流程应该是这样的」

  「ええと、私の知る限りでは……主星イズモの首都宇宙港に着陸後、宇宙港でささやかなセレモニーを行って、その後は大社で
    
     祓
    はらえの儀を執り行うという流れだったはずです」

  「大社？祓除仪式？」

  「おおやしろ？　はらえのぎ？」

  「大社是本人的国家举行各种祭祀和仪式的中心设施，祓除仪式是净化身上污秽的仪式，主公」

  「大社というのは
    
     此
    この身どもの国で様々な
    
     祭
    さい
    
     祀
    しや儀式などが執り行われている中心施設のことで、祓えの儀というのは身についた
    
     穢
    けがれなどを浄化する儀式です、我が君」

  「污秽……？不过我确实浑身污秽就是了」

  「穢れねぇ……？　まぁ俺は穢れだらけだろうけども」

  　虽然我和蜜蜜在帝国法上是夫妻关系，但没有和其他船员办理过这种手续。也就是说，和蜜蜜以外的人做那种事，可以说是不贞，这么说来确实如此。

  　帝国法の上で俺とミミは夫婦関係だが、その他のクルーとはそういった手続きはしていない。ということは、ミミ以外とのそういう行為は
    
     所謂
    いわゆる不貞である、と言われるとそれはそうかもしれん。

  　除此之外，我还杀了不少宙贼，杀生的次数也不少。虽然没有偷窃就是了。不对，把宙贼杀掉后掠夺物资，这算不算偷窃？不过法律上是认可的。

  　その他にも宙賊やら何やらをぶっ殺しまくっているし、殺生はしまくってるよな。盗みとかはしてないけど。いや、宙賊とかをぶっ殺して物資を略奪するのは盗みになるのか？　でも法的に認められてるしなぁ。

  「不用担心住宿和停泊所的问题吗？」

  「寝床や停泊所の確保とかは心配要らないんだろうか？」

  「是的，关于这方面，我们会妥善安排，所以请放心。」

  「はい、そちらに関しては私どもの方でしっかりとお世話をさせて頂くことになると思いますので、ご心配なく」

  　因幡回答了我的担忧。嗯，我本来就有期待会是这样。如果她回答「这些事情请自己处理」，我肯定会吓一跳。

  　俺の心配にイナバさんが答えてくれる。まぁそうだろうと期待はしていたけどな。これで「そういうのは自分達でどうぞ」とか言われたらびっくりするわ。

  「这样啊，那就好。既然要受你们照顾，我会尽可能提供协助。」

  「そうか、ならいいや。世話になるからにはまずできる限りの協力をするよ」

  　说到底，访问韦尔扎鲁斯神圣帝国是我提出的请求，是神圣帝国方面的好意才得以实现。我可不想说些「不想处理麻烦事」、「让我自由观光」、「给我最大限度的照顾」之类自私的话。

  　そもそもヴェルザルス神聖帝国への訪問は俺が希望して、神聖帝国側の厚意で実現したものだ。面倒事は嫌だ、自由に観光させろ、最大限配慮もしろ、などと自分に都合が良い事ばかり言うのもどうかと思うしな。

  「首先担心的是住宿和停泊所，真有大哥的风格。」

  「まず心配すんのが寝床と停泊所ってのが兄さんらしいわ」

  「或许吧。」

  「確かにそうかも」

  　要你管。

  　ほっとけ。

 
  ＃6：主星出云

  ＃６：主星イズモ

  　我们到达了韦尔扎鲁斯神圣帝国的中枢领域，跟在领路的舰船后面，降落到构成环状行星带的行星之一——出云。没有特别麻烦的手续，降落过程很顺利，是因为事先已经谈妥了吗？还是说韦尔扎鲁斯神圣帝国本来就没有古兰坎帝国那么严格的行星居住地效果限制呢……我听说他们基本上不会接受国外的船进入领地，所以可能是后者吧。

  　ヴェルザルス神聖帝国の中枢領域へと到達した俺達は、先導役の艦の後に続いて環状惑星帯を構成する惑星の一つ──イズモへと降下した。特に面倒な手続きなどもなく、スムーズに降りることができたのは事前に話が通っていたからか、それともヴェルザルス神聖帝国にはグラッカン帝国ほど厳密な惑星上居住地への効果制限がそもそも存在しないのか……基本的に国外の船を領内に受け入れていないという話だったはずだから、後者かもしれんな。

  「我有个猜想。」

  「もしかしてなんだが」

  「怎么了？」

  「どうしました？」

  「韦尔扎鲁斯神圣帝国采取半锁国政策，会不会是因为国内经常出现危险的宇宙怪兽，就像那个光子生命体突然出现一样？」

  「ヴェルザルス神聖帝国が半ば鎖国めいた政策を取っているのって、あの光子生命体が突然出現したみたいに、国内で度々危険な宇宙怪獣が湧き出してくるからだったりしてな」

  「怎么可能……虽然想这么说，但确实有可能。」

  「まさかそんな……って言いたいけど、あり得るわね」

  　也许是想起了从宇宙空间涌出的光子生命体，艾尔玛眯起眼睛盯着虚空。如果那种东西不断涌出，只配备普通武装的外国船舰在韦尔扎鲁斯神圣帝国的领域内航行，肯定非常危险。

  　宇宙空間から湧き出てきた光子生命体達のことを思い出しているのか、エルマがジト目で虚空を見つめている。あんなものがひっきりなしに湧き出しているとするならば、通常武装しか持たない他国の船がヴェルザルス神聖帝国の領域内を航行するのは極めて危険であるに違いない。

  　我们一边聊着这些，一边前往韦尔扎鲁斯神圣帝国中枢领域中最具权威的宗教设施兼仪式设施的大社。

  　そんな話をしている俺達は今、ヴェルザルス神聖帝国の中枢領域の中で最も権威の高い宗教施設にして儀式施設でもある大社へと向かっている。

  「这次不会掉下去了吧……」

  「今度は落ちへんやろな……」

  「没，没事的姐姐。这辆车看起来比在李菲尔星系坐的那辆先进多了」

  「だ、大丈夫だよお姉ちゃん。リーフィル星系で乗ったものよりもずっと先進的なものみたいだし」

  　蒂娜之所以用怀疑的眼神看着我们乘坐的车辆，是因为我们乘坐的车辆是被称为『航空客车』的交通工具。

  　ティーナが
    
     胡
    う
    
     乱
    ろんなものを見るような目を俺達が乗っている車両に向けている理由は、俺達が今乗っている車両が所謂『航空客車』と呼ばれる乗り物だからだ。

  　虽然已经是很久以前的事了，但我在精灵的母星李菲尔Ⅳ也乘坐过这种被称为航空客车的车辆，当时因为意外事故而坠落在了森林里。那时真是吓死我了。实际上也差点死了。

  　かなり前の話だが、エルフの母星であるリーフィルⅣでもこの航空客車と呼ばれる類の車両に乗ったことがあり、その時は不慮の事故で深い森に墜落することになった。あの時は
    
     流石
    さすがに生きた心地がしなかったな。実際死にかけたし。

  「我们的航空客车的设计并没有粗糙到因为客车流入了意料之外的法力就坠落，所以不用担心」

  「我々の航空客車は想定外の法力が客車に流れた程度で墜落するほど
    
     杜
    ず
    
     撰
    さんな設計をしていないので、ご心配なく」

  　一脸不高兴地说着这话的是负责给我们带路的貉子武士少女木叶。

  　そう言ってむっつりとした表情を浮かべているのは俺達の案内役を仰せつかったというポンポコタヌキサムライガールことコノハである。

  「木叶酱，不要用那么带刺的语气说话。不过，木叶酱说的是真的，我们的航空客车采取了多重安全措施，所以不用担心」

  「コノハちゃん、トゲトゲ言葉はやめましょうね。とはいえ、コノハちゃんの言うことは本当のことで、私達の航空客車には幾重もの安全措置が講じられていますから、ご心配なく」

  　木叶被狐耳武士姐姐萌木训斥了。她似乎和木叶一样被任命为我们的向导，我们在降落到出云后又在宇宙港见到了她。不知为何她对因幡小姐摆出了一副得意洋洋的表情……她们之间有什么因缘吗？

  　そんなコノハを
    
     窘
    たしなめているのはコンコン
    
     狐
    きつねサムライお姉さんことモエギである。彼女もコノハと同じく俺達の案内役を仰せつかったようで、イズモに降下した後に宇宙港で再会することになった。
    
     何
    な
    
     故
    ぜかイナバさんに向かって迫真のドヤ顔をキメていたが……何か二人には因縁とかあるのだろうか。

  「……话虽如此，注入超出预期的法力也毫无益处，所以请不要故意这么做哦？」

  「……とはいえ、想定外の出力の法力を流して良いことは何も無いので、わざとやるのはやめてくださいね？」

  「不，我不会故意的……」

  「いやわざとはやらんが……」

  　萌木到底把我当成什么了。我怎么可能因为好奇心或恶作剧心理而做出那种危险的事情。

  　モエギは一体俺をなんだと思っているんだ。好奇心とか
    
     悪
    いた
    
     戯
    ずら心を優先してそんな危ないことをするわけないだろうが。

  「不过，怎么说呢，真是个风光明媚的行星啊……」

  「しかしなんというか、
    
     風
    ふう
    
     光
    こう
    
     明
    めい
    
     媚
    びな惑星だねぇ……」

  　翔子医师从航空客车的窗户眺望着外面的景色，喃喃自语道。确实，出云是个美丽的星球。绿意盎然，水源丰富，到处都盛开着花朵。最引人注目的是开着樱花般花朵的树木，明明花瓣像樱花一样不断飘落，但花朵却完全没有凋零的迹象。难道说它在凋零的同时也在不断开花吗？真是神秘的生态。

  　航空客車の窓から外の景色を眺めていたショーコ先生がぽつりと
    
     呟
    つぶやく。確かに、イズモは美しい星だった。緑が多く、水も豊富であちこちで花が咲き誇っている。特に目を引くのは桜のような花を満開に咲き誇らせている樹木で、絶えることなく桜の花びらのようなものを散らしているのに、全く花の勢いが衰える気配がない。もしかして散りつつも次々と花を咲かせ続けているのだろうか？　謎の生態だな。

  「比起那个，我更在意那个……为什么会浮在空中呢？」

  「それより私はアレが気になるけどね……なんで浮いているんだろうね」

  　涅薇的视线前方是一块浮在空中的大地。没错，那块大地正浮在空中。虽然不是特别广阔，但也没有小到极端的程度。那并非单纯的岩块，上面长满了绿意，还有水像瀑布一样从上面倾泻到地面。那水究竟是从哪里涌出来的……？

  　ネーヴェの視線の先にあるのは浮いている大地であった。そう、大地が浮いているのだ。空中に。
    
     然
    さ
    
     程
    ほど広いわけではないが、極端に小さいわけでもない。ただの岩の塊ではなく、その上には緑が生い茂っており、水が湧き出ているのか滝のように水が地上へと降り注いでいる。あの水は一体どこから湧いて出ているんだ……？

  「浮地在伊兹摩也是比较罕见的现象。是受到这个行星产出的浮石的影响。」

  「浮地はイズモでも比較的珍しい現象なんですよ。この惑星で産出される浮き石の影響ですね」

  「浮石？」

  「浮き石？」

  　我这么反问后，因幡点了点头继续说明。她头上的兔耳得意地竖了起来。她大概是喜欢说明的人吧。

  　俺がそう聞き返すと、イナバは
    
     頷
    うなずいて説明を続けた。頭の上のうさ耳が得意げにピンと立っている。説明好きな人なのだろうか。

  「是的，就是所谓的抗重力物质。它拥有遮断重力作用的性质。那块浮地的下方有抗重力物质的矿床。现在数量已经减少了很多，被当作天然纪念物受到保护。」

  「はい、所謂抗重力物質というものですね。重力の働きを遮る性質を持っています。あの浮地の下には抗重力物質の鉱床があるんです。今ではその数がだいぶ減ってしまって、天然記念物として保護されていますね」

  「姐姐，你有听过抗重力物质吗？」

  「お姉ちゃん、抗重力物質って聞いたことある？」

  「没有。老师呢？」

  「無いな。センセは？」

  「我也没有。」

  「私も無いねぇ」

  　我们家的技术人员们立刻开始讨论起抗重力物质。然后三人一起对因幡展开提问攻势。啊～算了，别管她们了。

  　早速うちの技術者連中が抗重力物質について技術談義を始めた。そして三人
    
     揃
    そろってイナバを質問攻めにし始める。あー、まぁ良いや。ほっとこう。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　我们从着陆的航空客车上下来，沿着长长的石阶往上走，前往那个什么大社。石阶的宽度很宽，途中还设置了好几个类似巨大鸟居的构造物。另外，石阶的两侧种植着之前那种持续飘落的樱花，花瓣被风吹向正在爬石阶的我们。

  　着陸した航空客車から降りた俺達はそこそこに長い石段を登って大社とやらに向かっていた。石段は横幅も広く、その途中にはいくつも巨大な鳥居のような構造物が設置されている。また、石段の両脇には例の散り続ける桜のようなものが植えられていて、石段を登る俺達に向かってその花弁が風で運ばれてきていた。

  「真是不可思议的花瓣……」

  「不思議な花弁ですね……」

  　蜜蜜看着落在自己手心的花瓣，喃喃自语道。这花瓣确实很不可思议。用手摸的时候确实有触感，但过了几秒后，花瓣就像溶于空气一样消失了。

  　自分の手の平に落ちてきた花弁を見ながらミミが呟く。確かに不思議な花弁だ。手に触れた時には確かに感触があるのに、数秒もするとまるで空気に溶けるように消えてしまう。

  「祈愿樱是一种叫作法力植物的特殊植物。它的花瓣是法力物质化后的产物，从祈愿樱上飘落之后，过一段时间就会像这样溶解」

  「祈り桜は法力植物という特殊な植物なんですよ。その花弁は法力が物質化したもので、祈り桜から散って
    
     暫
    しばらくするとそうして溶けてしまうです」

  「哎？物质化的法力……那不是类似反物质的危险物质吗？」

  「え？　物質化した法力って……それって反物質めいた危険物質じゃなかったか？」

  「……？不，主公。它没有那种危险性」

  「……？　いえ、我が君。そのような危険性はありません」

  　走在旁边的库姬歪着头，否定了我的发言。咦？

  　隣を歩くクギが小首を
    
     傾
    かしげながら俺の発言を否定する。あれぇ？

  「哥哥，风信大叔说的是物质化的星幽体，我想他没说是法力」

  「兄さん、フウシンのおっちゃんが言っとったのは物質化したアストラル体やで。法力とは言っとらんかったと思う」

  「啊，是吗。那有什么区别呢？」

  「ああ、そうだったか。何が違うんだろうな？」

  「星幽体是指存在于星幽界——也就是比法力密度更高的精神能量所构成的世界中的所有事物。基本上，我们这个世界——我们称之为现世，或者物质界，星幽体很难在这个世界维持存在。祈愿樱的花瓣虽然物质化了，但能量微乎其微，所以只会像幻影一样溶解消失。但如果那是星幽体的话……运气好的话会引发大爆炸，运气不好的话，可能会造成大范围的精神污染」

  「アストラル体というのはアストラル界──ええと、法力よりも高密度の精神的エネルギーで構成された世界に存在するモノ全般を指す言葉で、基本的にこちらの世界──此の身どもは此の世ですとか、物質界などと呼んでいますが、こちらの世界では存在を維持するのが非常に難しいものなのです。祈り桜の花弁は物質化しているとは言ってもエネルギー量は微々たるものなので、幻のように溶けて消えるだけですが、もしそれがアストラル体だった場合は……良くて大爆発、下手すると広域に精神汚染などが広がる場合も考えられますね」

  「星幽体好可怕啊。精神污染是什么啊精神污染」

  「アストラル体おっかねぇな。精神汚染ってなんだよ精神汚染って」

  「哥哥的克里希那就是那种可怕的物质块呢……」

  「お兄さんのクリシュナはそのおっかない物質の塊なんですよね……」

  「别说一片花瓣了，那可是几百吨啊……要毁灭一两个星系都绰绰有余」

  「花弁一枚どころか数百トンやからなぁ……星系の一つや二つは余裕で滅びそうやな」

  　库姬带来的可怕话题让姐妹俩都望向了远方。就算你这么说，但至今为止都没什么问题，今后也不会有问题的！虽然我也不知道！

  　クギから
    
     齎
    もたらされた怖い話に姉妹が揃って遠い目をしている。そんなこと言ってもホラ、今までも特に問題なかったし、これからもダイジョブダッテ！　知らんけど！

  「库姬小姐库姬小姐，法力植物到底是什么？」

  「クギさんクギさん、法力植物って一体どういうものなんですか？」

  「是的，法力植物是指对法力有反应的特殊植物的总称，其中最普遍的法力植物就是祈愿樱。法力植物可以让法力在行星上循环，创造出对行星居民而言更好的环境，并且维持下去」

  「はい、法力植物というのは法力に反応する特殊な性質を持つ植物の総称で、その中でも祈り桜は最も一般的な法力植物ですね。法力を惑星上で循環させて、その惑星に住む者にとってより良い環境を作り出し、維持する力があります」

  　虽然她说得轻描淡写，但那不就是靠灵能能量持续运作的简易版地球改造器吗……？而且对行星居民而言更好的环境是什么鬼啊。无论是理解的对象还是造成的影响都太模糊了吧？这是不是太方便了？

  　サラッと言ってるが、それってつまりサイオニックエネルギーで稼働し続けるちょっとしたテラフォーマーということなのでは……？　しかも惑星に住む者にとってより良い環境ってなんだよ。意を
    
     汲
    くむ対象も及ぼす影響もファジーすぎんか？　ご都合主義か？

  　整备士姐妹似乎也和我抱有同样的印象，她们都露出一副「这是什么鬼」的表情。对啊，就是这种表情。

  　俺と同じ印象を抱いているのか、整備士姉妹もなんじゃそりゃとでも言いたげな表情をしている。そうだよな、そういう表情になるよな。

  「虽然不太懂，但总之就是靠灵能能量对周围产生某种不错的影响，是值得感激的树吧」

  「よくわからんがサイオニックエネルギーでなんかいい感じの影響を周囲に及ぼしてくれるありがたい木ってことで納得しとこう」

  「是啊，像这样模糊地理解就好」

  「せやな、そういう風にふんわりと理解しとくのが良さそうやな」

  「虽然不太能释然，但也是」

  「釈然としないけど、そうだね」

  「？？？」

  「？？？」

  　库姬似乎无法理解我们的反应，一脸困惑地来回看着我们的脸。抱歉，库姬。不是你的错。错的是那个叫祈愿樱的不可思议植物，希望你不要太在意。

  　俺達の反応が解せないのか、クギが困惑した表情でキョロキョロと俺達の顔を見回す。すまん、クギ。クギが悪いわけじゃないんだ。悪いのはその祈り桜とかいう不思議植物だから、あまり気にしないで欲しい。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「哈啊，呼……终，终于到了呢」

  「はぁ、ふぅ……や、やっと着いたみたいだねぇ」

  　登上石阶后，眼前出现了一片广阔如神社境内的场所。占地面积有多大呢？非常广阔。但是，翔子医师一副气喘吁吁的样子……翔子医师几乎不怎么去训练室呢。果然还是应该强行把她拉到训练室运动一下。毕竟在关键时刻动不了的话可是关乎性命的。

  　石段を登りきると、そこはだだっ広い神社の境内のような場所だった。敷地面積はどれくらいあるんだろうか？　
    
     滅
    め
    
     茶
    ちや
    
     苦
    く
    
     茶
    ちや広いな。しかし、ショーコ先生は息も絶え絶えといった様子だが……ショーコ先生、
    
     殆
    ほとんどトレーニングルームに顔を出さないものなぁ。やはり無理矢理にでもトレーニングルームに引っ立てて運動をさせるべきなのかもしれない。いざという時に動けないのは命に関わるし。

  　顺便一提，比翔子医师还要柔弱的涅薇很快就变得摇摇晃晃，被我背了起来。非常轻。

  　ちなみに、ショーコ先生以上にひ弱なネーヴェは早々にグロッキー状態になって俺に背負われている。とても軽い。

  「虽然才几个月没见，但感觉非常怀念……」

  「ほんの数ヶ月ぶりなのに、とても懐かしく感じます……」

  　库姬环视着境内，摇着毛茸茸的尾巴。

  　クギが境内に視線を巡らせてふさふさと
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽを振っている。

  「怀念，也就是说库姬在这里修行过吗？」

  「懐かしいということは、クギはここで修行をしていたのか？」

  「是的，主公。本人在这座大社度过了修行的日子」

  「はい、我が君。
    
     此
    この身はこの大社で修行の日々を送っていました」

  　库姬说着转过身来，那副样子非常上镜……在她转过身来的周围飘舞着樱花花瓣，后方的气派的拜殿——之类的设施和什么的非常有气氛。那个，所谓的上镜就是指这种吧。

  　そう言って振り返るクギの姿は非常に絵になるというかなんというか……振り返った彼女の周囲に桜吹雪が舞い、その奥にある立派な拝殿──のような施設やら何やらがとてもキマっている。あれだ、
    
     映
    ばえるというのはこういうののことを言うんだろうな。

  「看入迷了呢……」

  「
    
     見
    み
    
     惚
    とれちゃいますね……」

  「真是如诗如画……」

  「絵になるわねぇ……」

  「记录下来了」

  「記録しました」

  　蜜蜜和艾尔玛似乎也和我一样看库姬看入迷了，就连梅伊也似乎感受到了什么，微微推了推眼镜的红色镜框，嘴里嘟囔着什么胡话。

  　ミミとエルマも俺と同じようにクギに見惚れていたようで、メイさえも何か感じるものがあったのか眼鏡の赤いフレームを
    
     僅
    わずかに持ち上げながら何か胡乱なことを呟いている。

  「唔，我们是没法表现出那种神秘感的……」

  「うーん、うちらにはあのミステリアスというか、神秘的な感じは出せんなぁ……」

  「我们只能在健康方面努力了」

  「私達はほら、健康的とかそっちの方面で頑張るしかないよ」

  「哈……哈……干脆，全裸，不就是最好的吗？」

  「はぁ……はぁ……どーんと、裸が、一番じゃないかねぇ？」

  「医生，我觉得你这再怎么说也太没情调了……」

  「ドクター、それはいくらなんでも情緒がないと思うよ……」

  　我也这么觉得。翔子医师请好好反省。

  　俺もそう思います。ショーコ先生は反省して、どうぞ。

  　不过翔子医师那个……嗯，很壮观。从simple is best的角度来说，往那个方向发展或许是很合理的。

  　でもショーコ先生はその……うん、立派だからな。シンプルイズベストという意味でそういう方向性に走るのは合理的ではあるかもしれない。

  　我丝毫没有表现出自己在想这些事，笑嘻嘻地在心情很好的库姬的带领下学习参拜的礼仪，然后大家按照礼仪在类似手水舍的地方洗手，然后在拜殿参拜。虽然和我模糊记得的礼仪有很大不同，不过毕竟这里是不同的宇宙，不同的文明圈的类似的东西。所以就是这样吧。

  　などと考えていることなどおくびにも出さずにニコニコと機嫌が良さそうなクギの案内を受けて参拝の作法を教わり、皆でそれに従って
    
     手水
    ちようず
    
     舎
    やのようなところで手を清めたり、拝殿でお参りをしたりする。うろ覚えながら俺が知っていた作法とはだいぶ違うようだったが、まぁそこは違う宇宙、違う文明圏の似たようなナニカだからな。そういうものなのだろう。

  「不过，这个集团真厉害啊。除了希罗阁下以外，全员都是女性。」

  「しかし、この集団
    
     凄
    すごいですよね。ヒロ殿以外全員女性ですよ」

  「虽然不是全员，但男性落之人从以前开始就有这种倾向。即便如此，我还是觉得希罗阁下很厉害。」

  「全員というわけではありませんが、男性の落ち人には昔からそういう傾向があるみたいですよ。それにしたってヒロ殿は凄いと思いますけど」

  「没办法，谁叫他是个无可救药的色狼。」

  「すけべなので仕方ないですね。どうしようもないすけべなので」

  　萌木、因幡和木叶在我们身后畅所欲言，但我是个成熟的大人，所以决定当作没听见。这绝不是因为无法反驳，而是为了避免争执的成熟判断。

  　俺達の後ろでモエギとイナバ、それにコノハが言いたい放題言っているが、俺は大人なので聞き流しておくことにする。決して反論のしようが無いからではなく、これは争いを避けるための大人の判断だ。

  　就在这时，一群像是向导的人出现了。他们穿着神主风格的服装，以及巫女风格的服装。人数相当多……虽然加上萌木她们的话，我们这边的人数更多。毕竟我们可是多达十二人的大家庭！虽然只有我一个男人！

  　そうしているうちに案内役らしき人々が現れた。神主っぽい衣装を着た人達と、
    
     巫女
    みこっぽい衣装を着た人達の集団だ。なんか随分と人数が多いな……モエギ達を入れると俺達の方が多いけど。何せ俺達は十二人もの大所帯だからな！　男は俺一人だけど！

  「欢迎各位大驾光临。」

  「ようこそお越しくださいました」

  「你好，承蒙关照了？」

  「どうも、お世話になります？」

  　与其说是应酬，不如说我们只是作为对韦尔扎鲁斯神圣帝国的顾虑而来的，所以承蒙关照好像也有点不太对。

  　付き合いというか、ヴェルザルス神聖帝国への配慮の一環として来ただけなので、お世話になりますというのもなんだか若干違うような気もするのだが。

  「能迎接希罗阁下到这座大社，实属侥幸。来，请往这边走。我们来准备仪式吧。」

  「ヒロ殿をこの大社にお迎えすることができて
    
     僥
    ぎよう
    
     倖
    こうに存じます。ささ、どうぞこちらへ。儀式の準備を致しましょう」

  「好。」

  「うっす」

  　我用眼神示意大家跟上，然后跟在带路的人后面。这些人所在的地方可以说是韦尔扎鲁斯神圣帝国的中枢，也就是说，他们也拥有与库姬同等，甚至更高的灵能力量吗？这方面实在是很难判断。

  　皆にもついてくるように目配せをして案内に来た人々の後ろについていく。ヴェルザルス神聖帝国の中枢とも言えるような場所にいる人々ということは、彼らもクギと同等か、それ以上のサイオニックパワーの持ち主なのだろうか？　どうにもその辺はわかりにくいんだよな。

  「希罗大人，希罗大人」

  「ヒロ様ヒロ様」

  「怎么了？」

  「どうした？」

  　蜜蜜拉拉我的袖子，叫了我的名字。我反问她，她便像说悄悄话一样把双手放在嘴边，我于是弯下腰把耳朵凑过去。

  　俺の服の
    
     袖
    そでをちょいちょいと引っ張って名前を呼んできたミミにそう聞き返すと、ミミが内緒話をするかのように両手を口の横に添えたので、
    
     身体
    からだを傾けて耳を寄せてみる。

  「您不觉得……我们好像受到了欢迎吗？」

  「なんだか歓迎されているというか……そんな感じがしませんか？」

  「怎么说呢。如果是那样就好了」

  「どうかな。そうだと良いんだが」

  　蜜蜜这么一说，我确实从带路的人身上感觉不到任何恶意。虽然很难具体形容，但能感觉到欢迎，或者说是喜悦的精神波动。虽然我完全不知道这意味着什么。

  　確かに言われてみれば俺達を案内してくれている人達からは一切悪意のようなものを感じない。具体的にどうとは言いづらいんだが、歓迎されているというか、喜んでいるような精神波動を感じる。それがどういう意味のものなのかはまったくわからないんだが。

  「不管怎么说，我们是来接受照顾的。只要举止得体，应该不会发生什么坏事」

  「何にせよお世話になる身だからな。お行儀よくしていれば悪いことにはならないと思う」

  「是啊。举止得体吧」

  「そうですね。お行儀よくしましょう」

  　不知道是不是听到了我们的对话，带路的人们没有特别说什么，继续引导我们前进。仔细一看——虽然实际上并没有看到——他们似乎在频繁地交换着思念波。说不定在韦尔扎鲁斯神圣帝国，比起用语言对话，像那样用心灵感应对话才是标准的交流方式。

  　俺達の会話が聞こえているのかいないのか、案内人達は特に言葉を発することなく俺達を先導し続けた。よくよく見る──実際に見ているわけではないが──と、思念波が頻繁にやり取りされているようだ。もしかしたらヴェルザルス神聖帝国では言葉を使って会話するよりも、ああやってテレパシーで会話をするのが標準的なのかもしれんな。

  「首先进行净身。希罗阁下请往这边走。女士们请往那边走」

  「まずは
    
     禊
    みそぎを行います。ヒロ殿はこちらへ。ご婦人方はあちらへ」

  　带路的人们这么说着，男女分开，准备带我和船员们去不同的地方。

  　そう言って案内人達が男女で分かれ、俺とクルー達を別の場所へと案内しようとする。

  「OK，之后会合吧？你们那边也要好好地做哦」

  「オーケー、後でまた合流するんだろう？　そっちはそっちでしっかりな」

  「你也是。可别给人添麻烦啊？」

  「そっちもね。迷惑かけるんじゃないわよ？」

  「真失礼。我无论何时都很有礼貌，品行端正哦」

  「失礼な。俺はいつだってお行儀が良いし、品行方正だぞ」

  　我这么一说，船员们就一起翻着白眼看向我，或是露出苦笑。真是无法理解。

  　俺がそう言うと、クルー達は揃ってジト目を向けてきたり、苦笑いを浮かべたりした。解せぬ。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「……我不是说了别给人添麻烦吗？」

  「……迷惑かけるんじゃないわよって言ったわよね？」

  「我什么都没做。我发誓什么都没做」

  「俺は何もしていない。誓って何もしていないから」

  　和女性阵营分开后，我接受了祓除仪式前的净身仪式，但这时却发生了问题。所谓的净身，就是用流水洗去罪孽和污秽的仪式，但可能是我身上的罪孽和污秽太多，用来净化我的水源开始被污染了。

  　女性陣と別れたあと、
    
     祓
    はらえの儀とやらを受ける前段階の禊の儀とやらを受けたのだが、そこで問題が起こった。禊というのは罪や
    
     穢
    けがれといったものを流水で洗い流す、といったような意味の儀式であるらしいのだが、俺の身に降り積もった罪だか穢れだかが多すぎたのか、俺を清める水源の方が
    
     禍
    まが
    
     々
    まがしい感じに汚染され始めたのだ。

  　之后场面一片混乱。不知从哪里冒出来一群穿着神主和巫女服装的人，还有其他各种各样的人，他们拿出各种像是神具的东西，一起释放灵能力量。

  　それからはもう大騒ぎである。どこから湧いて出てきたのか、神主さんっぽい格好をしている人や、巫女さんっぽい格好をしている人や、そうでない人までわらわらと出てきて、総出でよくわからない神具めいた何かを持ち出してサイオニックパワー大放出である。

  　我这边也因为水量突然增加而差点被冲走，还被某种神圣的光芒照射——虽然不痛也不痒——总之很辛苦。感觉就像被军队攻击的巨大怪兽一样。

  　俺は俺で急に水量が増えて押し流されかけたり、なんか神々しい感じの光をバシバシとぶつけられたり──特に痛くも
    
     痒
    かゆくもなかったが──と大変だったのだ。なんかあれだ、軍隊に攻撃される巨大怪獣みたいな気分を味わったよ。

  　然后，当净身仪式终于结束时，我全身湿透，而其他人也一样全身湿透，倒在各处的地板上，奄奄一息。

  　そして、禊の儀がなんとか終わった頃にはびっしゃびしゃになった俺と、同じくびっしゃびしゃになってあちこちの床に倒れ伏し、息も絶え絶えになっている人々が残されることになったと。

  　我可是拼了命才没被水流冲走，而且只是被从四面八方射来的光芒照到而已，什么都没做。真的。

  　俺は押し流されそうになるのを必死に
    
     堪
    こらえたり、四方八方から光をぶつけられていただけで何もしてないんだよ。本当に。

  「我这边的话，艾尔玛小姐和涅薇稍微有点辛苦吧？我和翔子医师好像也稍微有点吃力」

  「こっちの方はエルマさんとネーヴェちゃんがちょっと大変だったくらいですかね？　私とショーコ先生も少し強めだったみたいですけど」

  「我以前也做过用实验动物做实验之类的事。不过，希罗君会这么辛苦也是理所当然的吧？」

  「私も実験動物とかを使うことがあったからねぇ。まぁ、ヒロくんが大変だったのは順当じゃないかなぁ？」

  「也就是说，杀的人越多，污秽就会越多吗？」

  「つまり、穢れっちゅうんは人を殺したら増えるってことか？」

  「不只是人，杀生应该都会增加吧？」

  「人に限らず、殺生全般なんじゃないかな？」

  　根据需要花费更多时间祓除的人物的特征，我们家的技术人员们推断出污秽会因为什么行为而增加。原来如此。我的确是杀了很多宙贼，还用歌唱水晶摧毁了贝雷贝雷姆联邦军。如果要算杀生的话，袭击殖民卫星的白色怪物、结晶生命体和扭曲们也包括在内吧。我的确是杀生无数。

  　うちの技術者連中は禊に手間がかかった人物の特徴から、どんな行為によって穢れとやらが増えるのかを類推している。なるほどなぁ。確かに俺は宙賊をぶっ殺しまくっているし、歌う水晶を使ってベレベレム連邦軍を壊滅させたりもした。生き物を殺したというならコロニーを襲っていた白い化け物だの、結晶生命体だの、ツイステッドどもだのも該当するだろう。確かに殺生
    
     塗
    まみれだわ、俺。

  　不过，佣兵就是这样的职业。就算跟我说污秽和罪孽什么的，我也很为难。

  　でも、
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいってそういうものだからなぁ。穢れだの罪だのと言われても困る。

  　就在我和汇合的女性们聊天的时候，最初为我们带路的那群人出现了。不知为何，他们的头发、兽耳、尾巴和翅膀都湿漉漉的，衣服也变得很朴素。难道说，他们是为了支援我而急忙赶来的吗？

  　そうやって合流した女性陣と話していると、最初に俺達を案内してくれた面々が姿を現した。こころなしか髪の毛や獣耳、尻尾やら羽やら何やらがしっとりとしているし、服もなんだか簡素なものになっている。もしかしたら、俺の禊の場に増援として急行してきていたのかもしれない。

  「让您久等了……彼此都辛苦了……」

  「お待たせ致しました……お互いに、大変でしたね……」

  　拥有狼耳和狼尾，眉清目秀的神主模样的男性——大概和我同龄，或者稍微年长一些——用有些空洞的眼神向我搭话。看来他相当疲惫。

  　オオカミっぽい耳と尻尾を持つ
    
     眉
    び
    
     目
    もく
    
     秀
    しゆう
    
     麗
    れいな神主っぽい男性──多分俺と同年代か、少し上くらいだ──が若干遠い目をして語りかけてくる。相当疲弊してるな、これは。

  「啊，嗯。不好意思啊。」

  「ああ、うん。なんかすまんな」

  「不，希罗阁下并没有什么瑕疵……不，或许也不能说没有，但我知道您没有恶意。」

  「いえ、ヒロ殿に何か
    
     瑕
    か
    
     疵
    しがある話では……いえ、無いこともないのかもしれませんが、悪意がないことはわかっておりますので」

  「真的很抱歉。」

  「本当に申し訳ねぇ」

  　看到他无力地左右摇晃着垂下的尾巴，我不由得道歉。

  　だらんと垂れた彼の尻尾が力なく左右に揺れるのを見て思わず謝ってしまう。

  「不过，身上寄宿着那么多污秽却能安然无恙，甚至没有对周围造成不良影响，只能说真不愧是您呢。」

  「しかし、あれだけの穢れを身に宿していてもなんともないどころか、周囲に悪影響を及ぼしている気配もないのは流石と言うべきなのでしょうね」

  　背上长着白色翅膀，像是巫女的人尽管疲惫，却还是佩服地说道。咦，那是什么，好可怕。那个东西累积太多的话会有不良影响吗？

  　背中に小さな白い翼のようなものを生やしている巫女さんっぽい人が疲弊しつつも感服した様子でそう言う。え、なにそれ怖い。沢山溜めてると悪影響あるのか？　アレ。

  「一般来说，身上寄宿着那么多污秽会怎么样……？」

  「普通はあれだけの穢れを宿しているとどうなるんだ……？」

  「大多数情况下会堕落为只为战斗而战，只为杀戮而杀戮的修罗，或是沦为抛弃伦理和道理的邪魔外道，又或是无法控制各种欲望。而且周围的人也会受到其影响，变得和他一样。不过大多数情况下，其内心会在那之前就崩溃」

  「大抵の場合は戦うために戦い、殺すために殺す修羅に
    
     堕
    おちたり、倫理や道理を捨て去った外道に成り下がったり、様々な欲を制御できなくなったりしますね。そして周囲の人間もその影響を受けて、同じようになると思います。大抵はその前に心を壊してしまう方が多いと思いますが」

  「这也太可怕了吧……为什么我就没事？」

  「なにそれ怖……なんで俺は無事だったんだ？」

  「我想是因为希罗阁下拥有极高的潜力」

  「ヒロ殿の極めて高いポテンシャルの影響かと」

  「感觉好像什么都能用潜力来解释……」

  「なんでもそれで解決してる気がするなぁ……」

  　也就是说，我那过剩的灵能力量阻止了本应侵蚀我内心的污秽。原来如此。

  　つまるところ、俺の有り余るサイオニックパワーが本来であれば俺の心を
    
     蝕
    むしばんでいたであろう穢れを押し
    
     留
    とどめていたと。なるほど。

  　仔细想想，自从来到这里之后，我的精神就变得莫名强大。就算收拾掉求饶的宙贼也无动于衷，面对一般情况下会让人害怕的状况也能冷静应对。我本以为是因为自己还没摆脱游戏的感觉，原来原因在这里吗？

  　考えてみれば、こっちに来てから妙にメンタルが強くなっているような気はしてたんだよな。助けを
    
     乞
    こう宙賊を始末してもなんとも思わなかったし、普通なら
    
     怖
    おじ
    
     気
    けづきかねないような状況にも割と冷静に対処することができていた。ゲーム感覚が抜けてないんだろうなぁとか思っていたんだが、原因はここにあったということか？

  「祓除仪式的准备还需要一些时间，请您稍等」

  「祓えの儀の準備に少し時間がかかりそうなので、もう
    
     暫
    しばしお待ちを」

  「好」

  「うっす」

  　想必是因为我引发的骚动，导致仪式的流程被打乱了吧。我一边感到有些抱歉，一边眺望着身穿同样白色薄装的女性们打发时间。不过，只有梅伊还是老样子。身为机械智慧的梅伊似乎没有灵魂，所以不需要进行祓禊仪式。

  　きっと俺が引き起こした騒動のせいで段取りが崩れたんだろうなぁ、と若干申し訳なく思いつつ、
    
     揃
    そろいの薄手の白装束のようなものを着ている女性陣を眺めて時間を
    
     潰
    つぶすことにした。ただ、メイだけはいつもどおりの格好だけど。機械知性のメイには魂が存在しないそうで、禊の儀は必要ないらしい。

  ☆★☆

  ☆★☆

  　虽然祓禊仪式是用水，但祓除仪式似乎要用火。

  　禊の儀では水を使ったが、祓えの儀では炎を使うようだ。

  　在并排而坐的我们面前，熊熊燃烧着巨大的火焰。韦尔扎鲁斯神圣帝国的神职人员们在火焰周围念念有词地咏唱着祝词，同时将灵能力量注入火焰。

  　並んで座る俺達の前で大きな炎が燃え盛っていて、その炎の周辺でヴェルザルス神聖帝国の神職達が何かむにゃむにゃと
    
     祝詞
    のりとめいたものを唱えながらサイオニックパワーを炎へと注ぎ込んでいる。

  　被注入灵能力量的火焰改变了颜色，化为紫色的火焰熊熊燃烧。

  　サイオニックパワーを注ぎ込まれた炎はその色を変え、紫色の炎となって燃え盛る。

  「我们什么都不用做吗？」

  「これ、俺達は何もしなくて良いのか？」

  「是的，主公。您不需要特别做什么。只不过，最后火焰会延烧到我们身上，所以请不要感到惊讶。」

  「はい、我が君。特別何もしなくても大丈夫です。ただ、最後に炎がこちらに延びてきて燃え移りますので、驚かないようにしてください」

  「那个，真的不会烫吗？」

  「あの、本当に熱くないんですか？」

  「是的，因为不是真正的火焰，所以没问题的，蜜蜜小姐。」

  「はい、本物の炎ではないので大丈夫ですよ、ミミさん」

  　库姬在为看到紫色火焰后变得害怕的蜜蜜打气。不过，就算说那团火焰会烧掉自己的罪孽和污秽，也很难有实感吧。而且正常来说，那团火焰看上去就很吓人。特别是对于住在宇宙中的人来说，火焰似乎是相当可怕的东西。

  　紫色の炎を見て怖くなってきたらしいミミをクギが勇気づけている。まぁ、あの炎が向かってきて罪や穢れを焼いてくれるって言われてもなぁ。実感が湧かないよな。あと、単純に怖いわな、普通に考えて。特に宇宙に住む人間にとって炎というのは恐ろしいものらしいし。

  　在殖民卫星和航宙舰这种密闭空间里，光是火焰燃烧起来就会酿成大祸。因为房间的密闭性很高，温度会瞬间上升，氧气也会变得稀薄，燃烧产生的有毒气体也会成为致命的威胁——好像是这样。我也很怕火灾，但这个世界的普通人——除了住在行星上的居民以外——似乎比我们更害怕火焰。

  　コロニーや航宙艦のような密閉空間で炎が燃え盛ったら、もうそれだけで大惨事だ。部屋ごとの密閉性が高いから一瞬で温度が上昇するし、酸素は欠乏するし、燃焼で発生した有毒ガスは致命的な脅威となる──らしい。俺だって火事は怖いが、この世界の一般的な人間──惑星上居住地に住んでいるような人間以外──はそれ以上に炎を怖いものと考えているのだそうだ。

  「那是什么原理啊……好想扫描一下」

  「あれ、何がどうなっているんだろう……スキャンしたいねぇ」

  「是啊。啊——为什么我们没有带扫描仪来啊」

  「それな。あー、なんでうちはスキャナー持ち込まんかったんや」

  「每一样东西都太让人感兴趣了，真想全部扫描一遍」

  「どれもこれも興味深すぎて片っ端からスキャナーにかけたいねぇ」

  「博士们真是始终如一啊」

  「ドクター達はブレないなぁ」

  　正如涅薇所说，我们家的技术人员们真是始终如一……不过涅薇很适合穿白色装束啊。原本就给人的虚幻印象被进一步强调，甚至让人感觉到了神秘感。她穿巫女服应该也很合适。

  　ネーヴェの言う通り、うちの技術者連中はブレないなぁ……しかしネーヴェは白装束が似合うな。元々の
    
     儚
    はかない印象が更に強調されて、なんだか神秘性すら感じるほどだ。
    
     巫
    み
    
     女
    こ装束とかも似合いそうだな。

  「差不多要结束了哦。」

  「そろそろ終わりっぽいわよ」

  「哦，终于啊。希望别又发生什么奇怪的事。」

  「お、やっとか。また妙なことにならなきゃ良いんだが」

  「我已经放弃了。」

  「私は
    
     諦
    あきらめてるわ」

  　艾尔玛话音刚落，熊熊燃烧的紫色火焰便朝我们迸发出了火焰的轨迹。

  　エルマがそう言った瞬間、燃え盛る紫色の炎から炎の筋が俺達に向かって
    
     迸
    ほとばしってきた。

  　哦哦，速度还挺快的。我一边这么想着，一边按照库姬说的那样，什么都不做，只是看着火焰朝我的身体延伸过来。不久后，紫色的火焰到达了我的身体——

  　おお、中々の速さだなぁ。などと考えながらクギが言っていた通りに何もせずにその炎が俺の身体へと延びてくるのを眺める。やがて、紫色の炎は俺の身体へと到達し──。

  「哦，哦哦……」

  「お、おぉー……」

  　火焰沿着身体表面蔓延开来。虽然感觉很温暖，但一点也不热。感觉非常不可思议。温暖的感觉从身体表面慢慢渗透到内侧。感觉有点舒服。就是那个，感觉就像温热按摩一样。

  　身体の表面をなぞるように燃え広がっていく。温かくは感じるが、全く熱くはない。とても不思議な感覚だ。温かい感覚は身体の表面から内側へとじわじわと染み込んでくる。なんか少し気持ち良いな。あれだ、温熱マッサージとかそんな感じがする。

  「……是不是有点久？」

  「……長くね？」

  　紫色的火焰还在熊熊燃烧。以我的身体为燃料。除了我以外的人身上的火焰早就熄灭了。我全身还在燃烧。我成了紫色火焰人。

  　紫色の炎がメラメラとまだ燃えている。俺の身体を燃料にして。俺以外の
    
     面子
    メンツはとっくに炎が消えているんだが。俺はまだ全身が燃えている。紫ファイヤーマンである。

  「呃……主公，身体有没有异常……？」

  「ええと……我が君、身体に異常は……？」

  「没什么特别的……暖乎乎的很舒服。」

  「特には無いかな……ポカポカして気持ち良い」

  　我这么一说，库姬便露出为难的表情，看向在进行祓除仪式的人中穿着最豪华服装的女性——是个超级大美女。

  　俺がそう言うと、クギは困ったような表情を浮かべ、祓えの儀を執り行っていた中で一番豪華な衣装を身にまとっている女性──
    
     物
    もの
    
     凄
    すごい美人──に視線を向ける。

  「嗯……像你这样潜力如此之高的落之人也很少见。说实话，你能保持人形就已经很不可思议了。不过，不管变成什么样，应该都不会有危险吧」

  「ふむ……ここまでポテンシャルの高い落ち人というのも珍しいからの。正直、人の形を保っているのが不思議なくらいじゃし。まぁどうなったとしても危険なことはないじゃろ」

  「等一下，我好像听到了什么不能置若罔闻的话……？」

  「ちょっと待って、今聞き捨てならないセリフが聞こえたような気がするんだ……が？」

  　突然，包裹着我的身体的紫色火焰的势头变强了。刚才还只是从身体表面微微升起的程度，现在却变成了全身都在燃烧，火焰喷涌而出的状态。

  　突然俺の身体を包む紫色の炎の勢いが増した。先程までは身体の表面からうっすらと立ち上る程度だったのに、今は身体全体が燃え盛り、炎が噴出しているような状態だ。

  「哦，烧得很旺啊。落之人啊。这火焰啊，是以你灵魂上附着的污秽和罪孽为燃料而熊熊燃烧的。你到底杀了什么才会变成这样？如果不是杀了罪孽深重的大人物，是不会变成这样的」

  「おお、よく燃えるのう。落ち人よ。この炎はな、お主の魂にこびりついた穢れと罪業を燃料にして燃え盛っておるのよ。一体何を殺したらこうなるんじゃ？　余程の罪なき大物を殺さんとこうはならんぞ」

  「我完全没有头绪——啊，是那个吗？母体・水晶？」

  「心当たりが無──あー、アレか？　マザー・クリスタルか？」

  「母体・水晶？」

  「まざぁくりすたる？」

  「结晶生命体的母体。就像一个超级大的结晶海胆或栗子一样」

  「結晶生命体の母体だ。滅茶苦茶でかい結晶のウニとかイガグリみたいな」

  「原来如此……哦，你看。因为有自觉了，所以一口气烧起来了」

  「なるほどのぅ……おお、ほれ。自覚したから一気に燃えるぞ」

  　穿着豪华服装的美女眯起眼睛这么说道的瞬间，紫色的地狱之火从我的全身喷出，仪式场被紫色的光芒所填满。

  　豪華な衣装の美人がそう言って目を細めた瞬間、紫色の獄炎が俺の全身から噴出し、儀式場を紫色の光で埋め尽くした。

  ☆★☆

  ☆★☆

  「嗯，简单来说，虽然说是污秽和罪孽，但用更通俗的说法就是『怨恨』。在草丛中迈出一步，脚下就会踩碎大大小小的虫子，同样也会踩碎草吧？仅仅如此就会产生『怨恨』。被踩碎的东西们的怨恨，就像是负的法力一样」

  「ま、つまるところはの。穢れだの罪だのと言うておるが、もっと俗な言い方をすれば『
    
     怨
    うらみ』というものよ。草むらに一歩足を踏み出せばその足の下には踏み潰される大小の虫がおり、同様に踏み
    
     躙
    にじられた草があろう？　ただそれだけでも『怨み』というものは発生する。踏み躙られたモノ達の
    
     怨
    えん
    
     嗟
    さ、負の法力のようなものじゃな」

  「哈哈，原来如此」

  「ははぁ、なるほど」

  　也许是我现在还没完全理解的样子很有趣，华丽的狐狸美女咯咯地笑着，又吸了一口装饰豪华的烟管，吐出烟来。

  　俺が今ひとつピンときていないのが面白いのか、ゴージャスお狐美女がくつくつと笑ってこれまた
    
     豪
    ごう
    
     奢
    しやな装飾の
    
     煙管
    キセルを一つ吸い、煙を吐き出す。

  「一般来说，这种程度的怨恨是不需要在意的。你知道雪吗？那就好说了。一片雪落在人的皮肤上，也不会冻死吧？怨恨，也就是污秽，就是这种程度的东西。当然，如果超过限度，也会引起冻伤，冻死。你的状况就像是长时间暴露在暴风雪中，跳进结冰的湖里游泳一样……身体异常结实，所以还活蹦乱跳的」

  「普通はの、その程度の怨みなど気にする必要もない。お主、雪はわかるか？　なら話は早い。人肌に雪が一片落ちたところで凍えきって死ぬようなことはあるまい？　怨み、つまり穢れというのはその程度のものよ。無論、過ぎれば凍傷を起こしたり、凍え死んだりすることもあるがの。お主の場合は吹雪に長時間身を
    
     晒
    さらした上に、凍った湖に飛び込んで寒中水泳でもしておったようなものだったわけじゃが……異常に身体が頑丈で、それでもピンピンしてたようなもんじゃな」

  「异常。异常吗……」

  「異常。異常かぁ……」

  「你真是不干脆啊。你对自己有多异常有自觉吧？」

  「往生際が悪いのう、お主。自分の異常さは自覚しておろうが？」

  「有些事情即使有自觉，也不想承认吧？」

  「自覚していても認めたくはないことってあるじゃん？」

  「承认吧，承认吧。只要活着，就会一直跟着你。」

  「認めろ認めろ。生きておる限りついて回るんじゃから」

  　她这样说着，呵呵大笑。

  　そう言って彼女は
    
     呵
    か
    
     々
    か大笑する。

  　在祓禊仪式的最后，我引发了大爆炸，或者说是大燃烧？然后，我独自与在场看起来最伟大的美女对峙。虽说是对峙，但如你所见，我们只是在闲聊而已。

  　
    
     禊
    みそぎの儀で最終的に大爆発というか大燃焼？　を起こした俺は、あの場にいた一番偉そうな美人さんと一人で
    
     対
    たい
    
     峙
    じしていた。対峙と言っても、見ての通り雑談をしているだけだが。

  　不过，这位华丽的美女，让人不知道该把视线放在哪里。每当她笑着摇晃身体时，被薄薄的布料包裹着的东西就会弹来弹去。她绝对没穿胸罩。她单纯就是个超级大美女，真的让人很困扰。

  　しかしこのゴージャス美人さん、目のやり場に困る。笑ったりして身を揺する度に、薄い生地に包まれたものがそれはもうぷるんぷるんと。絶対ブラとかしてない。単純に滅茶苦茶に美人だし本当に困る。

  　还有，她头上的毛茸茸狐狸耳朵和腰后的毛茸茸大量尾巴也很厉害。有几条啊？九条吗？

  　あと、その頭の上のモフモフ狐耳と腰の後ろのモッフモフ沢山
    
     尻
    しつ
    
     尾
    ぽが凄い。何本あるんだ？　九本か？

  「嗯，不过，你有点厉害呢。竟然能对我产生性欲，相当了不起哦？」

  「うーむ、しかしアレじゃの。お主ちょっと凄いのう。
    
     儂
    わしに性欲を向けられるとか相当じゃぞ？」

  「虽然由我来说有点奇怪，但你的措辞。能不能再委婉一点。还有，我觉得很普通。」

  「俺が言うのもなんだけど、物言い。もう少しこう、オブラートに包んでもろて。あと、普通だと思います」

  　她可是这么漂亮，胸部又弹来弹去的美女哦。倾国美女这个词很适合她。

  　こんなに美人でおっぱいぷるんぷるんなんだぞ。傾国の美女って言葉がピッタリくるわ。

  「是啊，客观来看，我超级性感。」

  「そうじゃよな、客観的に見て儂めっちゃエロいよな」

  「是啊，虽然自己说有点奇怪，但你超级性感。」

  「そうだね、自分で言うのはどうかと思うけどドチャクソエロいね」

  「不过，一般情况下没有人会对我产生性欲。虽然不是自愿变成这样的，但毕竟我有一只脚已经踏入了上位存在」

  「でも普通は儂に性欲を向けられるような者はおらんのよ。好きでこうなったわけじゃないけど、上位存在に片足突っ込んどるから」

  「是吗——」

  「へー」

  「你完全没听懂啊。不过，说实话，我抱得动你吗？」

  「全然わかっとらんな。でも正直儂、抱けるじゃろ？」

  「抱得动抱得动。虽然我的本能一直在叫我绝对不要抱」

  「抱ける抱ける。俺の本能が絶対やめとけって言ってるけど」

  　要说我的本能有多强烈地叫我不要抱，那大概就是瑟琳娜的绝对不能抱感的百倍。完全不行。不过还是抱得动。

  　俺の本能がどれくらいやめとけって言っているかというと、セレナに抱いていた絶対アカン感を百倍にしたくらいやめとけって言ってる。完全にアカン。でも抱けるわ。

  「唉——好寂寞啊。好想念人的肌肤啊」

  「はー、寂しいのう。人肌が恋しいのう」

  「能不能别一直偷瞄我啊。话说，你为什么要带我过来？」

  「チラチラ見るのやめてもらって良いすか。というか、何故俺を連行したんで？」

  　在紫色火焰大喷出的瞬间，我被这个九尾美女绑架了。虽然完全不知道是什么原理，但我在一瞬间就被移动到了这个房间。那不是催眠术或者超高速那种小伎俩。恐怕是类似空间转移的某种能力。

  　紫色の炎の大噴出を終えたその瞬間、俺はこのゴージャス九尾美女に
    
     拉
    ら
    
     致
    ちされた。どういう仕組みか全くわからんが、一瞬でこの部屋に移動させられたのだ。催眠術だとか超スピードだとかそんなチャチなものじゃないね、あれは。恐らく空間転移めいた何かだと思う。

  「没什么，只是想和你单独好好聊聊。也可以来个缠绵之夜哦？」

  「なに、サシでゆっくりと話がしたかっただけじゃよ。しっぽりしてもええんじゃよ？」

  「不，我就免了」

  「いいえ、私は遠慮しておきます」

  「你的直觉真敏锐……如果你能成为我的人，那在很多方面都会轻松不少」

  「お主、勘が良いのう……お主が儂のものになってくれたら、色々楽になるんじゃがなぁ」

  　九尾美女遗憾地将身体靠在扶手上，吸了一口烟管。

  　そう言って九尾美女はとても残念そうに
    
     肘
    ひじ置きにだらりと身を預け、すぱーっと煙管を吹かした。

  「如果是我力所能及的范围，我会尽可能地满足你的请求。不过要收费」

  「美人の頼みなら聞ける限り聞くけどな。可能な範囲で。かつ有料で」

  「你可以随意玩弄我的身体哦？」

  「儂の身体を好きにしてええんじゃよ？」

  「虽然这个邀请非常有吸引力，但感觉我会回不来，所以这个报酬就算了」

  「滅茶苦茶魅力的な誘いだけど、帰ってこれなくなりそうだからその報酬はパス」

  　虽然我自己也不知道是什么东西会回不来，但我可以肯定，和她睡了就完蛋了。虽然不知道是什么东西完蛋了，但总之就是完蛋了。一切都会陷入僵局。或者，永远地持续下去。也就是说，两种情况都一样。虽然我自己也不知道自己在说什么。

  　何がどう帰ってこられなくなりそうなのかは自分でもわからないが、確信を持って言える。彼女と寝たら終わる。何が終わるのかもわからないが、とにかく終わる。何もかもがどん詰まりになる。
    
     或
    あるいは、永遠に進み続けることになる。つまり、どちらも同じだ。自分でも何を言っているのかわからないが。

  「真是可惜啊……算了，没关系。当你走投无路的时候，就来找我吧。我会等着那一刻的到来」

  「本当に口惜しいのう……まぁ、ええじゃろ。にっちもさっちもいかなくなったその時には、儂のもとへと来るが良い。儂はその時が来るのを待っておるよ」

  「我会注意不让自己走到那一步的。虽然我并不讨厌你」

  「そうならないように気をつけるよ。あんたのことは嫌いじゃないけど」

  　听到我这么说，她微微一笑，把手放在自己的嘴唇上，然后把手对着我吹了一口气。

  　俺がそう言うと彼女は一つ
    
     微笑
    ほほえんでから自分の唇に手を当て、その手を俺に向けて息を吹きかけた。

 
  尾声

  エピローグ

  「为啥是飞吻？」

  「何故投げキッス？」

  　回过神来，我正站在祓禊仪式的会场。

  　気がつけば、俺は禊の儀式場に立っていた。

  「希，希罗大人？您刚刚是不是突然出现在这里？」

  「ヒ、ヒロ様？　今、いきなりそこに現れませんでした？」

  「大概吧。部分是这样。」

  「多分そう。部分的にそう」

  　我一边挠着头，一边回答蜜蜜。刚才那到底是怎么回事？我被狐狸迷惑了吗？

  　ミミにそう返事しつつ、頭を
    
     搔
    かく。一体何だったんだ、今のは。
    
     狐
    きつねに化かされたのだろうか。

  「希罗，你那……」

  「ヒロ、あんたそれ……」

  「啊？」

  「あん？」

  「好明显的吻痕。还带着鲜红的口红印」

  「見事なキスマークだねぇ。真っ赤な口紅の」

  「那家伙啊……到底亲在哪里了？」

  「あいつか……どこについてるんだ？」

  　我这么一说，库姬就静静地走到我身边，用手帕擦了擦我的左脸。有点疼。

  　俺がそう言うと、しずしずと俺の
    
     側
    そばに寄ってきたクギが手に持ったハンカチでゴシゴシと俺の左頰を
    
     拭
    ふいてくれた。ちょっと痛い。

  「你喷出那么大的火焰，然后突然就消失了，到底怎么了？」

  「物凄い炎を噴き出したと思ったらいきなり消えて、どうなってんのよ」

  　艾尔玛一边说，一边和库姬一样走到我身边，然后踢了我一脚。虽然她有控制力道，但还是挺疼的。

  　そう言ってクギと同様に俺の側まで歩いてきたエルマが俺の足をゲシッと
    
     蹴
    ける。手加減はされているが普通に痛い。

  「主持仪式的人里有个穿着华丽的超绝美女对吧。有九条毛茸茸的尾巴。我被她用类似空间转移的奇怪力量绑架了，然后又用同样的力量被送了回来」

  「儀式を執り行ってた人の中に凄い豪奢な衣装のとんでもない美人がいただろ。モッフモフの尻尾が九本あった人。その人に怪しげな空間転移めいた力で拉致されて、その後同じ力で戻されたんだよ」

  　我这么一说，艾尔玛就皱起了眉头。

  　俺がそう言うと、エルマは
    
     眉
    み
    
     間
    けんに
    
     皺
    しわを寄せた。

  「有这样的人吗？」

  「そんな人いた？」

  「哎？有吧？我的火焰迟迟不灭，库姬还用视线问我该怎么办。我在大家面前也提到了母体・水晶的事吧」

  「え？　いただろ？　俺の炎がなかなか消えなくて、クギがどうしましょうって感じで視線を送ったりしてただろ。皆の前で俺もマザー・クリスタルの話とかしたじゃん」

  「？？？」

  「？？？」

  　不仅是艾尔玛，连蜜蜜也是一脸莫名其妙，不知为何连库姬也是。库姬刚才不也把视线投向了她吗！

  　エルマだけでなくミミもわけが分からないという顔をしている、
    
     何
    な
    
     故
    ぜかクギまで。クギが視線を向けた先にいただろ！

  「不，主公。本人并没有把视线投向特定的某个人，而是为了向主持仪式的某人求助而移开了视线。然后当视线转回来的时候，主公突然以惊人的气势喷出火焰，然后就消失了」

  「いえ、我が君。
    
     此
    この身は誰か特定の人物に目を向けたわけではなく、儀式を執り行っていたどなたかに助けを求めようと視線を
    
     逸
    そらしたのです。そして視線を戻すと、我が君が突然物凄い勢いで炎を噴き出して消えてしまったのですよ」

  「……你没有在骗我吧？」

  「……俺を担ごうとしてたりは？」

  「本人不会做那种事」

  「此の身はそのようなことは致しません」

  「哎……？那是什么，好可怕。有点恐怖片的感觉……」

  「えぇ……？　なにそれ怖。軽くホラーじゃん……」

  　也就是说，那个九尾美女只有我才能看到吗？在飞到那边之前，库姬他们没有听到我和那个美女的对话，也就是说在视线相交的瞬间，我就已经中了那个九尾美女的术法了吗？她是什么人啊……好可怕啊喂。

  　つまり、あの九尾美女は俺にしか認識できていなかったということか？　あちらに飛ぶ前に俺があの美女としていた会話もクギ達には聞こえていなかったってことは、目が合った瞬間にもうあの九尾美女の術中に
    
     嵌
    はまってたってことか？　何者だよ……恐ろしいなオイ。

  「请问，您说的九尾美女是……？」

  「あの、九尾の美女と言われましたか……？」

  　狼系帅哥神主一脸严肃地向我问道。

  　オオカミ系イケメン神主が神妙な顔で俺にそう聞いてくる。

  「啊啊，是一位长着很多像库姬那样的尾巴的美女。她穿着类似巫女服的薄衣，时不时地抽着烟管，每当她一动，那东西就摇摇晃晃的……好痛！？」

  「ああ、クギみたいな尻尾が沢山ある美女だった。薄手の
    
     巫女
    みこ服みたいなのを着てて、煙管をスパーっと吹かしたりしてて、
    
     身
    み
    
     動
    じろぎする度にそれはもうぷるんぷるんと……いってぇ!?」

  　我又被艾尔玛踢了。虽然摇摇晃晃的东西确实很棒，但艾尔玛那单薄敏感的胸部也——好痛好痛。我知道了，是我错了。我什么都还没说，你就别再用读心术踢我了。

  　再びエルマに蹴られた。確かにぷるんぷるんは素晴らしいものだが、エルマの薄くて感度の良い胸も──痛い痛い。わかった。悪かった。何も言っていないのに心を読んだかのようにゲシゲシ蹴るのをやめてくれ。

  「她还说，我好像已经一只脚踏入了上位存在，能让我对她产生性欲真是了不起之类的。啊啊，还有污秽和罪孽这种通俗的说法，就是怨恨之类的」

  「なんか上位存在に片足突っ込んでるとかなんとか、儂に性欲を向けられるのは凄いなお前とか色々言われたぞ。ああ、あと
    
     穢
    けがれや罪というのは俗な言い方をすれば怨みだとかなんとか」

  「啊啊……毫无疑问是那位大人」

  「ああ……間違いなくあの方ですね」

  　帅气的狼系神主不知为何望向了远方。那个人有什么问题吗？不，我只觉得她是个问题人物。毫无疑问是个危险的家伙。

  　イケメン
    
     狼
    おおかみ神主が何故か遠い目をする。何か問題のある人物なのか？　いや、問題しか感じない人物だったが。間違いなくヤバい
    
     奴
    やつだったが。

  「她凭借天生的才能和不懈的修行……不，总之她以结果而言超越了人类的范畴，达到了更高的境界。像我这种凡庸之人，连她的存在都无法捕捉」

  「持ち前の才覚と
    
     弛
    たゆまぬ修行……いえ、とにかく結果としてヒトの枠を踏み越え、高みへと至ったお方です。私程度の凡庸な者ではその存在すら
    
     捉
    とらえることが出来ません」

  「也就是说，她是个半神半人的人？」

  「半分神様みたいな人ってことか？」

  「差不多吧」

  「そのようなものです」

  　也就是说，我隐约感觉到的不妙，就是如果和那个九尾美人缠绵的话，就会去到那边再也回不来了吗？喂，好可怕啊！话说，那种东西居然在大摇大摆地走来走去吗！韦尔扎鲁斯神圣帝国也太可怕了吧！

  　つまりあれか。俺が漠然と感じていたアカン感じってのは、もしあの九尾美人としっぽりしていたら、あっち側に行って戻ってこれなくなってたってことか？　おっかねぇなオイ！　というか、そんなもんが
    
     闊
    かつ
    
     歩
    ぽしてんのかよ！　ヴェルザルス神聖帝国怖すぎるだろ！

  ☆★☆

  ☆★☆

  　总之，关于九尾美人，就算在意也没用。神主说，只能顺其自然，所以请放弃吧。请放弃是什么意思啊？请放弃。我到底被卷入了什么啊？

  　とにかく九尾美人に関しては気にするだけ無駄。なるようにしかならないので
    
     諦
    あきらめてくださいと言われてしまった。諦めてくださいってなんだよ。諦めてくださいって。俺は一体何に巻き込まれるんだよ。

  「唉……所以，结果这一连串的仪式到底是为了什么而举行的？」

  「はぁ……で、結局このどったんばったん大騒ぎな一連の儀式は一体何のために行われたんだ？」

  　我们换上平时的衣服，被带到感觉很沉稳的和室，享用着和茶一起端出来的点心。顺便说一下，端出来的点心是羊羹。不管怎么看都是羊羹，库姬他们也说这是羊羹，所以这就是羊羹。蜜蜜她们面对黑色的四角形谜样物体，露出「这是什么？」的表情。羊羹从某个角度来看，看起来像是反乌托邦饭的物体。

  　いつも通りの服に着替え、落ち着いた感じの和室のような部屋に案内された俺達はお茶と一緒に出されたお菓子を頂いていた。ちなみに、出されたお菓子は
    
     羊
    よう
    
     羹
    かんである。どう見ても羊羹だし、クギ達も羊羹だと言っていたのでこれは羊羹だ。ミミ達は黒くて四角い謎の物体を前にこれは何なのだ？　という顔をしていたけど。見ようによってはなんかディストピア飯めいた物体に見えるよな、羊羹。

  「由我来说明吧。」

  「私から説明致しましょう」

  　帅气的狼神主这样说道。算了，只要能说明的话，不管是谁都无所谓。他似乎在等待我的反应，所以我点了点头。

  　そう言ってイケメン狼神主が声を上げる。まぁ説明してくれるなら誰でも構わないよな。どうも俺の反応を待っているようなので、首肯しておく。

  「韦尔扎鲁斯神圣帝国版图所在的这一带，是这个世界的境界线变得极其稀薄的特殊领域。在这样的领域中，如果身上缠绕着污秽——也就是怨念之类的东西，就很容易从那边引来不好的东西。因此，在韦尔扎鲁斯神圣帝国的领地内行动之前，首先要进行这次的祓禊仪式和祓除仪式。」

  「ヴェルザルス神聖帝国が版図を築くこの一帯は、此の世の境界線が極めて薄くなっている特殊な領域なのです。そういった領域で穢れ──つまり
    
     怨
    うらみの類を濃く身に
    
     纏
    まとっていると、あちら側から良くないものを呼び寄せやすくなってしまうのですよ。それで、ヴェルザルス神聖帝国の領内で行動する前に、真っ先にこの度の禊の儀と
    
     祓
    はらえの儀を執り行ったというわけですね」

  「这个世界的境界线变薄了，那边，不好的东西，虽然很在意，但这些让人搞不懂的词汇一个接一个地冒出来……」

  「此の世の境界線が薄くなっているとか、あちら側とか、良くないものとか、気になるというかよくわからんワードがどんどん出てくるな……」

  「啊，是啊……我尽量简短地说明吧。」

  「ああ、そうですね……話が長くなりすぎない程度に説明しましょう」

  　虽然他这么说，但还是讲了相当长的时间。据说要追溯到韦尔扎鲁斯神圣帝国发祥的时候，但要从那里开始讲的话，不管过多久都讲不完，所以请他大幅省略。

  　と彼は言ったが、まぁそこそこ長い話ではあった。ヴェルザルス神聖帝国が発祥したその時まで
    
     遡
    さかのぼる話になるそうだが、そこから話し始めるといつまで
    
     経
    たっても話が終わらないので大幅に
    
     端折
    はしよってもらう。

  　韦尔扎鲁斯神圣帝国的祖先在过去犯了错，差点破坏了这个宇宙和其他次元世界的境界线。用我们容易理解的说法，就是差点让宇宙和超空间那种法则完全不同的世界之间的境界线解开，导致世界毁灭。

  　ヴェルザルス神聖帝国の祖先は過去のやらかしでこの宇宙と他の次元世界との境界線を破壊しかけた。俺達にわかりやすく言えば、ハイパースペースのような全く法則が違う世界との境界を
    
     解
    ほぐれさせ、世界を滅ぼすところだった。

  　虽然在各种各样的努力下，避免了那种事态的发生，但差点被打开的大洞所在的宇宙区域依然不稳定，韦尔扎鲁斯神圣帝国的人民为了守护那个不稳定区域，建立了现在的版图。

  　その事態はなんやかんやあってなんとか避けられたが、依然として大穴が開きかけた宙域は不安定なままで、ヴェルザルス神聖帝国の民はその不安定な領域を守護するために今の版図を築き上げた。

  　之所以限制其他国家的船只航行，似乎也是因为如果带着污秽的人们在宇宙区域航行，可能会被路上遇到的光子生命体之类的其他次元生物袭击。也就是说，我们的推测几乎都猜中了。

  　他国の船の航行を制限しているのも、穢れを纏ったままの人々が宙域を航行すると、道中で出くわした光子生命体のような他次元の生き物に襲われかねないからということらしい。俺達の推測が
    
     殆
    ほとんど当たっていたというわけだな。

  　然后，接下来才是正题。韦尔扎鲁斯神圣帝国境内似乎会出现某种东西。什么？

  　で、ここからが本題なのだが。ヴェルザルス神聖帝国内には出るらしい。何がって？

  「出、出现鬼吗！？」

  「お、お化けが出るんですか!?」

  「嗯，虽然不是真正的幽灵或死灵之类的东西，但会出现类似的东西。不过各位已经完成了祓禊和祓除的仪式，所以应该不会那么容易遇到。」

  「まぁ、本物の幽霊や死霊の類ではありませんが、似たようなものが出ますね。皆さんは
    
     禊
    みそぎや祓えの儀を済ませたので、そうそう遭遇することはないと思いますが」

  　帅哥狼神主平静地回答脸色发青的蜜蜜。啊，蜜蜜的脸色越来越差了。蜜蜜意外地不怕血腥暴力类型的恐怖片，但很怕被未知的什么东西或者看不见的什么东西逼到绝境的恐怖片。

  　顔を青くするミミにイケメン狼神主が平然と答える。ああ、ミミの顔色がどんどん悪くなっていくな。ミミは意外とスプラッター系とか物理的なパワータイプのホラーはあまり怖がらないけど、未知の何かとか見えない何かに追い詰められる系のホラーは苦手だからな。

  「我，很怕恐怖片」

  「うち、ホラーは苦手なんやけど」

  「我也很怕……那个，没问题吗？」

  「私だって苦手だよ……その、大丈夫なんですか？」

  「薇丝卡小姐，没问题的。万一发生什么事，本人会用法力保护大家，而且只要在主公身边，妖怪之类的就很难靠近。而且，萌木小姐和木叶小姐也会担任护卫」

  「ウィスカさん、大丈夫ですよ。いざとなれば此の身が法力でお守りしますし、我が君の側にいれば物の
    
     怪
    けの類は近寄ることも難しいです。それに、モエギさんやコノハさんも護衛に付いて下さりますから」

  「是的，请交给我们」

  「はい、お任せ下さい」

  「那些妖怪，我们一碰就能消灭」

  「そこらの物の怪など
    
     鎧
    がい
    
     袖
    しゆう
    
     一
    いつ
    
     触
    しよくにしますから」

  　萌木和木叶保持着漂亮的正坐姿势，把手放在放在旁边的刀上。嗯，真可靠。这可能是我至今为止见过的最可靠的样子。

  　モエギとコノハが
    
     綺
    き
    
     麗
    れいな正座をしたまま、脇に置いてある刀に手を置く。うむ、頼もしいな。今までで一番頼もしく見えるかもしれん。

  「那到时候也帮帮我吧」

  「じゃあその時は俺も助けてくれ」

  　我这么一说，萌木和木叶就一脸莫名其妙地歪着头。两人同时歪向相反的方向。

  　俺がそう言うと、モエギとコノハはわけが分からないという顔をして左右に首を
    
     傾
    かしげた。二人とも同じタイミングで、逆方向に。

  「我有点听不懂你在说什么」

  「ちょっと何を言っているかわからないですね」

  「帮你是开玩笑的吗？」

  「
    
     貴方
    あなたを助けるとか何の冗談です？」

  「为什么啊。帮帮我啊」

  「なんでだよ。助けろよ」

  「主公的话，那种东西只要动动手指就能消灭，所以不需要二位的帮助」

  「我が君ならそういった類のモノは指先一つで消し飛ばせるでしょうから、お二方の助けは要らないかと思います」

  「什么，是那么虚无缥缈的存在吗？那就不需要担心了」

  「なんだ、そんなに
    
     儚
    はかない存在なのか？　なら心配することはないか」

  　所以你们两个为什么都露出「这家伙在说什么？」的表情啊。连库姬和帅哥狼神主都苦笑起来了。

  　だからお前ら二人はなんでそう「何言ってんだこいつ？」みたいな顔をするんだ。クギとイケメン狼神主まで苦笑いを浮かべてるし。

  「如果我说，拥有强力主炮和护盾的战舰，和一个穿着动力装甲全副武装的人类比起来，人类很脆弱，你们会怎么想？」

  「強力な主砲とシールドを持つ戦艦が生身のパワーアーマーを着て完全武装した人間は
    
     脆
    もろいなぁって言ってたらどう思います？」

  
   [image: ]
  

  「有那么夸张？」

  「そこまで？」

  「有那么夸张」

  「そこまでですね」

  　是吗，我是战舰啊。那他们会有这种反应也不奇怪……我就是没有自觉，所以也没办法吧。你们对我温柔一点啊。

  　そっかぁ、俺は戦艦かぁ。そりゃそういう反応になってもおかしくないかなぁ……俺にその自覚が無かったんだから仕方ないだろ。もう少し俺に優しくしろよお前ら。

  「我理解情况了。感谢你们为我们费心」

  「事情は理解できた。俺達のために骨を折ってくれて感謝する」

  「不，我们也在说明情况之前，半强制地进行了仪式。毕竟神谕说必须尽快进行仪式」

  「いえ、こちらも事情を説明する前に頭ごなしに儀式を半ば強制したので。何せ一刻も早く儀式を行う必要があるとの託宣があったもので」

  「神谕啊……这个国家也有接近预测未来的占卜之类的东西啊」

  「託宣ね……未来予測に近い占いの類もあるんだったな、この国には」

  　帅哥狼神主点头同意我的话。虽然完全无法理解其中的原理，但我从库姬那里听说过，有一种占卜技术的准确率高达八成到九成。库姬和我相遇也是多亏了这种技术的恩惠。

  　俺の言葉にイケメン狼神主が
    
     頷
    うなずく。どういった仕組みなのかは全く理解していないが、的中率が八割から九割ほどもある占いの技術があるという話はクギから聞いたことがあるんだよな。クギが俺と出会ったのもそういった技術の恩恵だとかいう話だったし。

  「呃，那么接下来可以按照我们的希望来安排吗？」

  「えーと、それじゃあここからは俺達の希望で予定を立てて良いのかな？」

  「是的。首先请告诉我们您的要求，然后我们再为了实现您的要求而行动。」

  「そうですね。まずはご要望を頂いて、それから我々がその実現のために動くという形になるでしょうか」

  「这样啊。当前的第一要务是调查和分析克里希那。因为那似乎是圣遗物，所以我想请专家来鉴定。顺便说一下，我希望我们的技术人员也能加入调查。」

  「そうか。差し当たっては、クリシュナの調査と解析が第一かな。聖遺物とかいうものらしいから、専門家に見てもらいたい。ついでにと言っちゃなんだが、その調査にうちの技術者を加えてもらいたいといったところか」

  　这是在来这里之前就讨论过的事情。因为不光是蒂娜和薇丝卡，翔子医师也对灵能科技很感兴趣。特别是翔子医师，她不仅是遗传基因工程和生物工程的专家，还是纳米机器工程和材料工程的天才。我期待她能取得什么成果。

  　これはこちらに来る前から話し合っていたことだ。ティーナとウィスカだけでなくショーコ先生もサイオニックテクノロジーには興味を示しているからな。特に、ショーコ先生は遺伝子工学や生物工学だけでなくナノマシン工学や材料工学まで修めている天才だし。何かしらの成果を手に入れてくれるんじゃないかと俺は期待しているんだよな。

  「这件事我听说了。关于这件事，我国也正在招聘国内顶尖的研究者和技术人员，一旦准备就绪，我会立刻通知您。如果您愿意让至今为止参与运用的人们参与调查和研究，我们也会非常高兴。」

  「その話は伺っております。その件に関しては我々の国でもトップクラスの研究者や技術者を
    
     招
    しよう
    
     聘
    へいしているところなので、準備が整い次第すぐにお知らせ致します。今まで運用に携わってきた方達の調査、研究への参加も大いに喜ばれるかと」

  「那真是太好了。另外，我还想跟库姬的父母打个招呼……咦，你们这是什么反应？」

  「それは助かる。あとはクギのご両親に
    
     挨
    あい
    
     拶
    さつをしたいと思って……え、何その反応」

  　听到我的发言，帅哥狼神主露出像是吃了十只苦虫的表情，我环顾四周，发现除了我们船员以外的所有人都露出了同样的表情。库姬则露出为难的笑容。

  　俺の発言にイケメン狼神主は
    
     苦
    にが
    
     虫
    むしをまとめて十匹くらい
    
     嚙
    かみ
    
     潰
    つぶしたような顔をしており、辺りを見回すとうちのクルー達以外の全員が同じような顔をしていた。クギは困ったような笑みを浮かべている。

  「呃，主公。本人在成为巫女……圣城・库姬的时候，已经消除了过去的一切。所以没有那样的人存在。」

  「ええと、我が君。
    
     此
    この身は巫女に……セイジョウ・クギになった時に過去の全てを消却したので。そういった方は存在しないんですよ」

  「……为什么？」

  「……ほわい？」

  　我有点听不懂她在说什么。谁来详细地说明一下。

  　ちょっと何言ってるかわかんない。誰か詳しく説明してくれ。

  「对主公来说，这一定不是什么愉快的话题，所以我觉得您最好不要问得太详细。不管怎么说，本人现在很幸福。受到大家的照顾，在主公身边每天都能看到从未见过的事物，过着充满刺激的日子。」

  「きっと我が君にとってはあまり愉快ではない話なので、詳しくは聞かないで頂くのが一番良いかと思います。いずれにせよ、此の身は今幸せですから。皆さんに良くして頂いて、我が君の側で日々見たこともないようなものを見聞きして、刺激的な日々を送っています」

  　这样不就好了吗？库姬如此说道。

  　それで良いではありませんか？　とクギはそう言った。

  「……库姬你这样就满足了吗？不是因为已经放弃了？」

  「……クギはそれで納得してるのか？　諦めているとかでなく」

  「是的。本人是自愿这么做的。现在愿望已经实现，我觉得很幸福」

  「はい。
    
     此
    この身は望んでそうしたのです。今はその望みが
    
     叶
    かなって、幸せに思っています」

  「OK，那我就不深究了。这样是最好的吧？」

  「オーケー、なら俺はそこに深く踏み入らないことにする。それが一番良いんだな？」

  「是的，我觉得这样是最好的。啊，不过，如果主公不介意的话，我想去拜访一下在我修行时照顾过我的人」

  「はい、それが一番良いと思います。ああ、でもそうですね。我が君がよろしければ、私が修行していた時にお世話になった方々にご挨拶はしたいです」

  「那很好啊。一定要去拜访一下」

  「それは良いな。それは是非そうしよう」

  　看到我和库姬的对话，韦尔扎鲁斯神圣帝国的成员们明显松了一口气。其中一定隐藏着什么黑暗的内幕吧。但是，既然库姬不希望我深究，那我就不要去揭穿它。因为盲目地揭露真相未必是好事。

  　俺とクギとのやり取りを見て、ヴェルザルス神聖帝国の面々が露骨にホッとした気配がした。きっと闇の深い事情が隠されているんだろうな。だが、クギが望まないならそれを暴くことはやめておこう。闇雲に真実を暴くことが良いことだとは限らないからな。

 
  后　记

  あとがき

  感谢您购买《醒来发现最强装备和太空船，于是决定以当上独栋住宅为目标自由自在地生活》第十七集！真的非常感谢您一直以来的支持！

  『目覚めたら最強装備と宇宙船持ちだったので、一戸建て目指して
    
     傭
    よう
    
     兵
    へいとして自由に生きたい』十七巻を手に取って頂きありがとうございます！　本当にいつもありがとうございます！

  　我正在写这篇后记，或许是因为季节交替的关系，身体状况不太好……发烧加上喉咙痛！不过似乎不是新冠肺炎或流感，只能吃药忍耐！唯一值得庆幸的是症状不严重，而且食欲也没有减退！大家也要注意身体哦！

  　このあとがきを書いている今、季節の変わり目だからか体調を崩しておりまして……熱が出て
    
     喉
    のどが痛い！　でもコロナとかインフルエンザでは無いようで、薬を飲んで耐えるしかない！　重篤な感じではないのが唯一の救いです。食欲も落ちてませんしね！　皆様も
    
     身体
    からだに気をつけてね！

  　好了，一直炫耀自己有多难受也不是办法，所以接下来是最近玩过的游戏单元。

  　さて、あまり
    
     辛
    つらい自慢を続けていても仕方がないので最近やったゲームのコーナーに。

  　这次玩了不少游戏呢。像是勇者斗恶龙一代、二代的重制版。一代重制版的多对一战斗让我吃尽苦头，二代重制版则是有种正统进化的感觉，玩起来很有意思。两者的剧情都经过大幅修改，令人相当满意。

  　今回は結構色々やりましたね。ドラゴンなクエストの一作目、二作目のリメイクとか。一作目リメイクでは一対多数の戦闘に苦しめられ、二作目リメイクの方はなんというか正統進化リメイクって感じでやりごたえがありました。どちらもストーリーモリモリリメイクで満足度が高い。

  　另外还玩了开拓行星、设置工厂、拉电线的游戏。游戏应该差不多要更新了，但我还没玩到……身体状况不佳，再加上工作堆积如山！

  　他には惑星開拓して工場を設置したり電線を引きまくったりするゲームも。そろそろアップデートが来ているはずなんですが、まだ触れてませんね……体調を崩している上にタスクが山積みで！

  　还有日本产的僵尸游戏最新作。游戏分为恐怖要素较强的女性主人公部分，以及用枪械和手斧对僵尸和生物武器开无双的男性主人公部分，这种设计让人能享受到紧张感和解放感的交替，非常出色。那个上司居然敢把明显是白领的女性主人公在没有后援的情况下派到现场，我绝对饶不了他！

  　あと日本産ゾンビゲーの最新作とかも。ホラー要素強めの女性主人公パートと、銃器と
    
     手斧
    ちようなでゾンビや生物兵器相手に無双する男性主人公パートが切り替わって、緊張感と解放感のカタルシスを味わわせるあの造りは秀逸でしたね。明らかにデスクワーカーの女性主人公をバックアップなしで現場に送り出したあの上司は絶対に許さないからな！

  　其他还有在伊势——也就是三重县附近寻找人鱼的游戏，以及在僵尸末日的世界里检查聚集到避难所的难民中有没有感染者的游戏。

  　他にも
    
     伊
    い
    
     勢
    せ──つまり三重県辺りで人魚を探すゲームとか、ゾンビアポカリプスの世界で避難所に集ってくる避難民の中に感染者がいないか検問するゲームとかもやりましたね。

  　还有我现在稍微在玩的，国民级怪物猎手游戏的衍生作品。登场的口袋怪兽们非常可爱。这类建造系游戏我玩过很多，所以玩得很开心。

  　あと、今少し触っているのが国民的モンスターをゲットするゲームのスピンアウト作品です。登場するポケットなモンスター達がとてもかわいい。この手のビルダー系ゲームは色々やっているので、楽しく遊べています。

  　好了，游戏的话题就到此为止，稍微聊聊本篇吧。

  　さて、ゲームの話はこれくらいにして本編の話を少し。

  　本卷某种意义上可以说是书籍版剧情的集大成，或者说像是结算一样的卷。希罗的灵能力量的开花和习得都提前了，因此时间线发生了各种变化，而这些变化的结果在这卷中显著地体现出来。请务必期待它和web版的差异！

  　本巻はある意味で書籍版展開の集大成というか、決算のような巻ですね。ヒロのサイオニックパワーの開花が早かったり、習得が早かったり、それによってタイムラインが色々と変わった結果が顕著に現れてくる巻です。Ｗｅｂ版との違いを是非お楽しみ頂きたいですね！

  　接下来是关于本篇中难以提及的设定的专栏。

  　次は本編に出にくい設定について語るコーナー。

  　这次要讲的是古兰坎帝国和韦尔扎鲁斯神圣帝国的科技差距。

  　今回はグラッカン帝国とヴェルザルス神聖帝国のテクノロジー格差についてです。

  　从国力上来说，古兰坎帝国拥有的星系数量远超韦尔扎鲁斯神圣帝国，经济规模和动员兵力数也压倒性地多。

  　国力で言えばグラッカン帝国の方がヴェルザルス神聖帝国よりも保有星系の数が圧倒的に多く、経済規模も動員兵力数も圧倒しています。

  　那么，单纯从战斗力上来说呢？韦尔扎鲁斯神圣帝国则远超古兰坎帝国。因为单纯从战舰和战斗人员的质量上来说，差距实在太大了。

  　では、単純な戦闘力という面においてはどうか？　というとこれはヴェルザルス神聖帝国がグラッカン帝国を圧倒します。単純に戦闘艦や戦闘員の質の差があまりに大きすぎるためですね。

  　那么，这个差距是从哪里产生的呢？答案是科技差距。韦尔扎鲁斯神圣帝国的科技水平比古兰坎帝国高了三到四个等级，所以即使在人口和经济规模上大幅落后，战斗力也大幅领先。

  　ではその差はどこから生まれるのか？　というとテクノロジーの格差です。ヴェルザルス神聖帝国はグラッカン帝国と比べるとテクノロジーのティアが三つから四つくらい上なので、人口や経済規模では大きく劣っても戦闘能力では大きく勝っています。

  　话虽如此，技术树本身完全不同，所以很难单纯地比较……在生命科学领域，古兰坎帝国也领先了一两步。

  　とはいえそもそも技術ツリーが全く別なので、単純な比較も難しいのですが……生命工学分野ではグラッカン帝国の方が一歩も二歩もリードしていますしね。

  　那么，这次的后记就到此为止！

  　さて、今回のあとがきはこの辺りで失礼させていただきます！

  　责任编辑K、副责任编辑O、負責插畫的鍋島テツヒロ老師、参与本书发行的各位，以及拿起本书的各位读者，容我致上最深的谢意。

  　担当のＫさん、サブ担当のＯさん、イラストを担当してくださった
    
     鍋
    なべ
    
     島
    しまテツヒロさん、本巻の発行に関わってくださった皆様、そして何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

  　那么，我们第十八集见！希望出得了！

  　では、次は十八巻で！　出ると良いな！

  リュート

  リュート
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  　大叔在异世界成了最强～物理特化的觉醒者～电子特别体验版 （作者：次佐驱人　插画：peroshi）

  　おっさん異世界で最強になる　～物理特化の覚醒者～　電子特別お試し版　（著：次佐 駆人　イラスト：peroshi）
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  　年近四十的前社畜相士转移到了某个游戏风格的异世界，成为了能够使用技能的『觉醒者』。

  　どこかゲーム風な異世界に転移し、スキルを使える『覚醒者』という存在になったアラフォーの元社畜ソウシ。

  　虽然学会的技能都是物理特化型，但相士还是老老实实地提升等级，攻略迷宫BOSS获得新技能……脚踏实地地不断努力，不知不觉间钉锤的一击就拥有了惊人的威力！冒险者位阶也以最快的速度升级！？

  　覚えるスキルは物理特化なものばかりだが、愚直にレベルを上げ、ダンジョンボスを攻略して新たなスキルを獲得……と堅実に努力を積み重ねたら、いつの間にかメイスの一撃がとんでもない威力に！　冒険者ランクも最速で昇格!?

  　在这过程中，相士与被同伴抛弃的少女组队，她的才能也在相士的身边开花结果？

  　そんな中、役立たずと仲間に見限られた少女とパーティを組むことになるが、ソウシのもとで彼女の才能も開花して？

 
  序章

  プロローグ

  「奥野主任，我先告辞了。」

  「
    
     奥
    おく
    
     野
    の主任、お先に失礼します」

  「辛苦了，路上小心。」

  「お疲れ様、気をつけてな」

  　除了我以外唯一留下来的新人离开后，夜晚的办公室只剩下我一个人。

  　俺以外で唯一残っていた新人が出ていくと、夜のオフィスは俺一人になった。

  「今天也是最后一个吗？算了，反正也没有人在家里等我，轻松就好。」

  「今日も最後、か。ま、誰が家で待っているわけでもなし、気楽ではあるな」

  　我一边自言自语，一边将视线移回电脑屏幕。

  　独り言を言いながら、ＰＣのモニターに再び目を戻す。

  　最近的法规严格限制加班，不过还是有非做不可的时候。以我的情况而言，问题在于「非做不可的时候」太多了。

  　残業は、昨今の法整備で厳しく制限されるようにはなった。しかしそれでも、やらなければならない時はどうしてもある。もっとも俺の場合、その「やらなければならない時」が多いのが問題ではあるのだが。

  「……先做到这里吧。」

  「……とりあえずここまでにしておくか」

  　新人回去之后，不知不觉已经过了一个小时。我吐出疲惫的气息，关闭电脑的电源。

  　新人が帰ってから、いつの間にか一時間が
    
     経
    たっていた。疲れの混じった息を吐き出して、俺はＰＣの電源を落とした。

  　喝光宝特瓶里的饮料，我拉出放在桌下的背包，从椅子上站了起来。突然动起来的时候，身体各处都会抱怨，不过还没到啰嗦的地步。不，肩膀好像有段时间会发出哀号。

  　ペットボトルの中身を飲み干し、机の下に置いたショルダーバッグを引っ張り出して椅子から立ち上がる。いきなり動くと
    
     身体
    からだの各所が文句を言うが、まだそこまで口うるさくはない。いや、肩については一時期悲鳴まで上げていた気がするな。

  　我用手机确认时间，将时间与姓名写在最终离场纪录簿之后，离开办公室。

  　スマホで時間を確認、最終退出者の記録簿に時間と名前を書いてオフィスを出る。

  　从三楼下来的时候走楼梯，这是小小的健康对策。虽然不知道有没有意义，但总比什么都不做要好。

  　三階から下りるのに階段を使うのはささやかな健康対策だ。意味があるのかどうかは不明だが、やらないよりはマシだろう。

  　我正要走下楼梯，却不知为何犹豫了。感觉这一步已经踏出去了。

  　階段に足を踏み下ろそうとして、俺はなぜかそこで
    
     躊
    ちゆう
    
     躇
    ちよした。その一歩は、すでに踏み出した気がする。

  　正当我被这种奇怪的感觉所困时，从远处传来熟悉的声音。

  　妙な感覚にとらわれていると、どこか遠くから聞き慣れた声が聞こえてきた。

  「……想同学，想同学。」

  「……ソウシさま、ソウシさま」

  　呼唤我名字的是女孩子可爱的声音。

  　俺の名を呼ぶのは、女の子の
    
     可愛
    かわいらしい声だ。

  「……啊，这样啊，这是梦啊……」

  「……ああそうか、これは夢か……」

  　我收回脚步，将意识转向声音的方向。周围被光包围的感觉。这么说来，那个时候好像也感受到了同样的光——

  　俺は足を引っ込めて、意識を声の方に強く向けた。周囲が光に包まれていくような感覚。そういえばあの時も同じような光を感じた気が──

  「想同学，早上好。」

  「ソウシさま、おはようございます」

  「啊，早上好。不好意思，我好像睡过头了。」

  「ああおはよう。すまない、少し寝過ごしたか」

  　一脸担心地盯着我的脸的，是金发碧眼的美丽少女。我回答她，慢慢地坐起身。和『梦』中的自己不同，身体没有任何不适。全身紧绷的肌肉，反而能按照我的想法灵活地活动。

  　俺の顔を心配そうにのぞき込んでいるのは、金髪
    
     碧
    へき
    
     眼
    がんの美しい少女だった。俺は彼女に返事をして、ゆっくりと上半身を起こした。『夢』の中の自分とは違い身体のどこにも不調はない。全身引き締まった筋肉質の肉体は、むしろ俺の思う通りにしっかりと動く。

  「你好像有点呻吟。是做了什么不好的梦吗？」

  「少しだけうなされていたようです。なにか良くない夢でもご覧になっていたのですか？」

  「不好……不好吗？也许是吧。啊，没关系，没问题的。」

  「良くない……良くない、か。そうかもしれないな。ああ大丈夫、問題はないさ」

  　环顾四周，我发现自己现在正身处一个被厚布围住的房间里。这时我才终于想起，从昨晚开始我们就在帐篷里过夜了。

  　周囲を見回すと、自分が今、厚手の布で囲まれた部屋にいることがわかる。そこでようやく
    
     昨夜
    ゆうべからテント泊をしていたのを思い出す。

  　我站起身，和少女一起走出帐篷。

  　立ち上がって、少女と共にテントの外に出る。

  　那里是平原。远处有森林，更远处有山脉连绵。放眼望去尽是大自然，只有附近经过的石板路是唯一的人工产物。

  　そこは平原だった。離れたところに森あり、遠くには山脈が連なっている。見渡す限りの大自然、近くを通っている石畳の道が唯一の人工物か。

  「啊，想同学，早上好！你起得这么晚，真是少见呢」

  「あっソウシおはよっ！　ソウシが起きるの遅いのは珍しいわね」

  　另一名少女，甩着紫色的头发走了过来。她的头上长着让人联想到狼的耳朵，背后摇晃着毛茸茸的粗尾巴。她也是我在『梦』中没见过的，可爱的少女。

  　もう一人の少女が、紫の髪を跳ねさせながら近づいてきた。頭部には狼を思わせる耳が突き出ていて、背中側にはフサフサとした太めの
    
     尻尾
    しつぽが揺れている。こちらも『夢』の中では会ったことのないような、可愛らしい少女である。

  「我做了个奇怪的梦。大概是因为这个吧」

  「ちょっと妙な夢を見ていてな。そのせいだろう」

  「嗯，什么样的梦？」

  「ふぅん、どんな夢？」

  「梦到我每天晚上都工作到很晚，却只拿到很少的报酬」

  「少ない報酬で毎日夜遅くまで働かされる夢かな」

  「那真的是噩梦啊。想同学现在就已经工作过度了，至少在梦里悠闲一点嘛」

  「それって本当に悪夢じゃない。ソウシは今でも働きすぎなんだから、夢くらいゆっくりすればいいのに」

  「我自己也这么觉得」

  「それは自分でも思う」

  　我一边回答一边露出相当苦涩的笑容，但少女似乎没有注意到。

  　と答えながら顔に浮かべた笑いが、かなり苦いものであったことは少女に気付かれなかったようだ。

  　长着狼耳的少女离开后，我看到一个大锅子在类似炉灶的道具上冒着热气。我走近锅子，往里面看去。

  　狼の耳を持った少女が離れていった先には、コンロのような道具の上で大きな
    
     鍋
    なべが湯気を上げていた。俺はそちらに近づいて鍋の中をのぞき込む。

  「好香啊。看来一大早就能吃到美味的食物了」

  「いい匂いがするな。朝から
    
     美味
    うまいものが食べられそうだ」

  　听到我的话，正在做饭的第三位少女抬起头。

  　俺の言葉に、料理をしていた三人目の少女が顔を上げた。

  　她是个把银色头发扎成马尾辫，五官像人偶一样精致的美少女。尖尖的耳朵，更加衬托出她那超凡脱俗的美丽。

  　銀色の髪をポニーテールにした、人形のように整った顔立ちの美少女だ。先の
    
     尖
    とがった耳が、彼女の人間離れした美しさをさらに引き立てている。

  「因为前几天在地下城得到了上等的肉。和想先生在一起，总是能吃到美味的食物，所以街道之旅也变得有趣了」

  「先日のダンジョンでいいお肉がとれましたからね。ソウシさんと一緒だといつも
    
     美味
    おいしいものが食べられるので、街道の旅も楽しくなります」

  「我也一样。因为有大家在，所以露宿也很开心。如果是一个人的话，我绝对不会想在这种地方过夜」

  「それは俺も同じさ。皆がいるから野宿でも楽しくやっていられるんだ。一人だったらこんな場所で一泊しようなんて絶対に考えないな」

  「呵呵，是啊。有大家在肯定很开心。话说回来，刚才的梦很有想先生的风格，我忍不住笑了」

  「ふふっ、そうですね。皆がいるから楽しいのは間違いありません。ところで今の夢のお話は、ソウシさんらしくて笑ってしまいました」

  「我也这么觉得。幸好只是梦」

  「俺もそう思うよ。本当に夢でよかった」

  　我苦笑着走到稍远的地方，稍微活动了一下身体。

  　やはり苦笑しつつ、俺は少し離れたところに行き、軽く身体を動かした。

  　肩膀的疼痛，腰和膝盖的僵硬感都消失了。这里和『梦』是不同的世界。我已经不是被某人雇佣的公司职员。也不是工作到妻子厌倦为止的工作狂。

  　肩の痛みも、きしむ腰も
    
     膝
    ひざもない。ここは『夢』とは別の世界。俺はもう誰かに雇われている会社員ではない。妻に愛想をつかされるまで働いた仕事の虫でもない。

  我默念『道具箱』，眼前空无一物的空间中，突然出现了一个黑色的洞。

  『アイテムボックス』と念じると、目の前のなにもない空間に、ぽっかりと黒い穴が現れる。

  　我把手伸进去，拿出一根巨大的金属棍棒和能挡住身体的大盾。两者都超过一百公斤。不是人类能单手拿起的东西。

  　そこに手を突っ込んで、取り出したのは大きな金属製の
    
     棍棒
    メイスと、身体が隠せるくらいの大きな盾。どちらも重さは百キロを大きく超える。およそ人間が片手で持てるものではない。

  　但是，我却能像小孩子玩的玩具一样，轻松地挥舞着它们。

  　しかし俺は、そのどちらをも、まるで子どものオモチャのように軽々と振り回すことができた。

  「……我已经完全变成这里的人了」

  「……もう完全に俺はこちらの人間なんだな」

  　我仰望着清澈的蓝天，自言自语道。

  　抜けるような青空を見上げて、そう独りごちる。

  　那个『梦』，也许真的只是个梦。

  　あの『夢』は、本当にただの夢だったのかもしれない。

  　我从一开始就是在这里出生长大的。和少女们一样。

  　俺は最初からこちらに生まれて育った。少女たちと同じように。

  　这样想的话，我就能保持真诚的人格了。

  　そう考えた方が、俺は
    
     真
    しん
    
     摯
    しな人間でいられる気がした。

  「想先生，饭好像做好了」

  「ソウシさま、ご飯ができたそうです」

  「我马上过去」

  「すぐ行く」

  　我把武器收进『道具箱』，走向少女们。

  　武具を『アイテムボックス』にしまい、俺は少女たちの方に向かう。

  不是『梦』中的居民，奥野庄史，而是作为这个世界的人，想・奥克诺。

  『夢』の中の住人、奥野
    
     荘
    そう
    
     史
    しではなく、この世界の人間、ソウシ・オクノとして。

  「……能这么想，也是因为和她们组队了吗」

  「……そんな風に思えるのも、彼女たちとパーティを組んだから、か」

  　刚来到这个世界，一个人活动的时候，我并没有像现在这样心情焕然一新。

  　この世界に来て一人で活動をしていたころは、ここまで気持ちが新たになることはなかったように思う。

  　没错，刚被送到这个世界，只有我一个人的时候。

  　そう、この世界にただ一人、飛ばされたばかりのあのころには。

 
  第一章　转移，然后成为冒险者

  １章　転移、そして冒険者に

  　我睁开眼睛，发现自己躺在草地上。

  　目を覚ますと、俺は草の上に寝ていた。

  　眼前是一片蔚蓝的天空，以及稀稀疏疏的树枝。

  　目の前には抜けるような青空、そしてまばらに見える樹木の枝。

  「好痛……唔……」

  「痛……っ、つつ……っ」

  　我坐起上半身，全身瞬间传来一阵剧痛。

  　上半身を起こすと、一瞬だけ全身に強い痛みが走る。

  　我记得自己刚下班，正要回家。

  　直前の記憶では、俺は会社から帰るところだったはずだ。

  　我拖着疲惫的身体走下楼梯，心脏突然传来一阵剧痛，我半昏迷地踩空……

  　疲れた身体を引きずって階段を下りようとして、確かそこで急に心臓のあたりに鋭い痛みが走り、半分気を失った状態で足を踏み外し……。

  　照理来说，我应该躺在医院的病床上，为什么会在户外？

  　そうなると俺が寝ているべきは病院のベッドの上のはずだが、なぜ屋外で寝ていたのだろう。

  　我的服装和回家时一样，衬衫、西装裤和领带。啊，平常背在肩上的肩背包不见了，口袋里也没东西。话说，手机不见了，这下糟了吧？

  　服装は帰りの時のままだ。シャツとスラックスとネクタイと。ああ、いつも肩にかけていたショルダーバッグがないな。ポケットにもなにも入ってない。というかスマホがないのはマズくないか？

  　我一边思考，一边站起身。除了刚才的疼痛外，身体可以自由活动。四十肩的疼痛完全消失，真是不可思议——

  　そんなことを考えながら立ち上がってみる。さっきの痛み以外はなにもなく身体が動く。四十肩の痛みがきれいになくなっているのは不思議だが──

  「这里是哪里？」

  「なんだここは？」

  　我所站的地方，是至今为止的人生中从未见过的平原。长到脚踝的茂盛草原，一直延伸到遥远的彼方。周围零星地长着树木，但深处似乎完全变成了森林。

  　俺が立っていたのは、これまでの人生で一度も見たことのない平原だった。くるぶしくらいまでの草が生い茂った平原が、はるか遠くまで広がっている。周囲にはまばらに立木が生えているが、奥の方は完全に森になっているようだ。

  　在森林的相反方向，稍微远一点的地方，有一条只有泥土裸露出来的道路延伸着。沿着那条路看过去，可以看到前方有一个城镇，不，应该是村庄吧，像是聚落一样的东西。远远望去，可以看到并排着在现代日本从未见过的建筑样式。

  　森とは反対側、少し離れたところには土がむき出しになっただけの道が延びている。その道を目で追っていくと、その先には町、いや村だろうか、集落のようなものが見える。遠目に見ても現代日本では見たことのない様式の建物が並んでいる。

  「看来不是在做梦。总之先去看看吧。」

  「夢ってわけでもなさそうだな。とりあえず行ってみるか」

  　在这里也无济于事。我先朝着聚落的方向走了过去。

  　ここにいても
    
     埒
    らちがあかない。俺はひとまず集落の方に向かって歩き出した。

  　走着走着，我才发现自己的身体状况变得相当好。

  　歩き出してわかったことだが、俺の身体はやたらと調子がよくなっていた。

  　肩膀自不用说，膝盖和腰也已经很久没有发出过嘎吱嘎吱的声音了，但踩在泥土路上的脚步却相当轻快。

  　肩はもとより膝も腰もガタがきはじめて久しかったのだが、土の道を踏みしめる足取りがずいぶんと軽い。

  　说到路，现在我走的这条路上除了我以外还有其他行人。看起来明显不是日本人，但感觉和我所知道的任何一个国家的人都不一样。乍一看最接近西洋人，但五官没有那么深邃，是日本人比较容易接受的长相。

  　道と言えば、今歩いている道には俺の他にも通行人がいた。見た感じ明らかに日本人ではなく、しかしだからといって俺が知っているどの国の人間とも違っている気がする。ぱっと見は西洋人が一番近いが、顔の彫りがそこまで深くなく、日本人としては
    
     馴
    な
    
     染
    じみやすい顔立ちだ。

  　只是他们的打扮实在让人难以习惯。衣服本身看起来明显是古代的款式，而且即使是看起来像普通人的路人，腰间也挂着短剑之类的明显是武器的东西。

  　ただ彼らの格好はあまり馴染みやすいとは言えなかった。服そのものが明らかに古い時代のものに見えるし、一般人に見える人間であっても腰に短剣など、明らかに武器に見えるものを下げていたりするのだ。

  　其中几个人一直盯着我看。从他们的角度来看，我这个手无寸铁还穿着没见过的衣服的人确实很不习惯吧。

  　彼らのうち何人かは俺をじろじろと見ていた。確かに彼らからすると、丸腰でしかも見たことのない服を着ている俺の方が馴染めないだろう。

  　话说回来，这里到底是哪里呢？

  　というかここは本当にどこなのだろうか？

  　我试着倾听正在交谈的旅人风格的男人们所说的话。他们说的，是我至今为止从未听过的语言。

  　会話をしている旅人風の男たちの言葉に耳を傾けてみる。彼が口にしているのは、俺が今まで聞いたことのない言葉だ。

  「……梅卡利南的骑士团……说迷宫有一部分被封锁了……」

  「……メカリナンじゃ騎士団が……ダンジョンが一部封鎖されたって……」

  「真的吗？……听说那里的迷宫……冒险者……盯上了邻国……」

  「本当か？　……
    
     噂
    うわさじゃあそこのダンジョンは……冒険者が……隣の国を狙って……」

  　但不可思议的是，我却能理解他们所说的话。就像母语一样，毫无抵抗地理解了。

  　しかし不思議なことに、俺にはなぜかその言葉の意味がわかった。まるで母国語のようになんの抵抗もなく理解できてしまう。

  　可是「骑士团」？「迷宫」？「冒险者」？

  　しかし「騎士団」？　「ダンジョン」？　「冒険者」？

  　从他们口中说出的几个单词，实在让人感觉不到现实感。

  　彼らの口から漏れるいくつかの単語はどうにも現実感が薄い。

  　不，说得更清楚一点，这让我想起了我为了逃避人生的各种压力——比如离婚、工作、公司内部的人际关系等等——而沉迷的游戏世界。

  　いや、ハッキリ言ってしまえば、俺が人生の色々なストレス──例えば離婚とか仕事とか社内の人間関係とか──から逃げるためにハマったゲームの世界を思い出させる。

  　难道是过于逃避压力，疲惫的大脑让我看到了这样的幻想吗？

  　もしやストレスから逃げるあまり、疲れた脳がこんな幻想を見せているのだろうか。

  　……不可能。不管我怎么想，现在看到的景色、风声、泥土的气味、脚底的感觉，这些都太过真实了。说我是被传送到别的世界还更有说服力。

  　……ないな。どれだけそう思おうとしても、今見える景色や風の音や土の匂いや足の裏の感覚、そういったものがあまりにリアルすぎる。別の世界に飛ばされたとかの方がよほど説得力がありそうだ。

  　在我思考这些事情的时候，我来到了聚落的入口——说是入口，其实只是两根木柱而已。

  　そんなことを考えているうちに、集落の入り口──と言っても木の柱が二本立っているだけだが──にたどりついた。

  　这个聚落从入口开始有一条蜿蜒的路通往深处，路的两侧是两层楼的房屋，是个有点像小镇的地方。

  　その集落は、入り口から蛇行しながら奥に続く通りがあり、その両側に二階建ての家が並ぶ、ちょっとした町のような場所だった。

  　除了道路两侧以外也有房子，光是能看到的建筑物大概有五十栋左右。以日本来说，气氛接近集合住宅区。

  　通りの両側以外にも家は立っており、建物は見えるだけでも五十棟くらいはあるだろうか。日本で言えば集合住宅地の雰囲気に近い。

  　只是外观看起来很有时代感，路上铺着不规则的石板，房子是木造的，墙壁是用类似灰泥的东西建造的。老实说，感觉就像在游戏或电影中看到的奇幻世界的乡村小镇。

  　ただその見た目はいかにも時代を感じさせるもので、通りは
    
     不
    ふ
    
     揃
    ぞろいの石畳が敷かれており、家は木造で壁は
    
     漆
    しつ
    
     喰
    くいのようなもので造られている。正直に言って、ゲームや映画で見たファンタジー世界の
    
     田舎
    いなかの町そのものといった感じである。

  　路上来往的人，还有在路边看店的人，都和我来这里的路上看到的人没什么区别。他们穿着做工不好的旧式洋服，腰间挂着小袋子和短剑，看起来果然像是奇幻世界的居民。

  　通りを行き交う人間、路上で屋台の番をしている人間などはここに来るまでに見た者と変わらない。仕立ての良くない昔風の洋服に、腰に下げた
    
     巾
    きん
    
     着
    ちやく袋や短剣などがあいまって、やはりファンタジー世界の住人に見える。

  「那是什么……」

  「なんだあれ……」

  　我环顾四周，看到一个穿着华丽的四人组。

  　周囲を見回している俺の目に、やたらと派手な格好の男女四人のグループが映った。

  与其说是「华丽」，不如说是「武装」。一个男人穿着防具，拿着巨大的长柄武器（用游戏知识来说就是斧枪），一个男人背着和身高差不多的盾牌，一个女人戴着尖尖的宽沿帽，穿着斗篷和魔杖，还有一个女人拿着弓箭，看起来很轻便。他们看起来就像RPG游戏中的冒险者队伍。

  「派手な」というよりは「武装している」と言った方がいいだろうか。防具を身につけ、大きな長柄の武器（ゲームの知識で言うとハルバード）を持った男、身の丈に近い高さの盾を背負った男、先の尖ったつばの広い帽子にマントと
    
     杖
    つえのセットを身につけた女に、弓矢を携えた身軽そうな女。いかにもロールプレイングゲームの冒険者パーティみたいな集団であった。

  　只是他们身上的装备看起来都用了很久，他们自己也散发出一种和我之前看到的人不同的氛围。就连身为日本人的我，也能明确地感觉到他们是『战斗人员』。

  　ただ彼らの身につけているものはどれも使い込まれており、彼ら自身もこれまで見かけた人間とは違う雰囲気を漂わせている。日本人の俺が見ても、彼らは『戦う人間』なのだということが明確に感じ取れた。

  「……我真的来到了像游戏或电影一样的奇幻世界吗？」

  「……本当にゲームや映画みたいなファンタジー世界に来たっていうのか？」

  　我知道这很奇怪，但看到眼前的景象，我只能这么想。

  　それがおかしいことだとはわかるのだが、どうも目の前の光景を見る限りそう考えるしかない。

  　我一边观察周围，一边在石板路上来回走动。

  　俺は周囲を観察しながら、石畳の通りを往復してみた。

  　这条路似乎是商店街，民房之间零星地排列着食品店、服装店和日用品店。

  　通りは商店街になっているようで、民家の間にぽつぽつと食料や衣服、日用品の店が並んでいた。

  　其中最引人注目的是武器和防具店。在现代日本绝对看不到的，散发着危险光芒的武器和防具排列在一起的样子，让我不得不感受到自己所处的状况有多么奇妙。

  　その中で目を引いたのは武器や防具の店である。現代日本では決して見ることのできない、
    
     剣
    けん
    
     呑
    のんな光を放つ武具が並ぶ様子は、嫌でも自分の置かれた状況の奇妙さを実感させた。

  　另一方面，路上来往的人们气氛相对平静。只是到了这个时候，我才终于注意到，头上长着角或动物耳朵的人占了相当大的比例。这大概就是游戏中常见的其他种族的人吧，但看到实物还是让我吓了一跳。

  　一方で通りを行き交う人々の雰囲気は比較的穏やかだ。ただこの時になってようやく気付いたのだが、頭部にツノや動物の耳をつけた人間が結構な割合で交じっている。ゲームなどではお馴染みの別種族の人々ということなのだろうが、さすがに実物を見るとぎょっとするものだ。

  　顺便一提，我偶尔也会看到像刚才看到的冒险者队伍一样的人。他们的打扮各种各样，但都带着一种难以接近的氛围。

  　ちなみに先ほど見た冒険者パーティのような人間もちらほらと見かけた。その格好はさまざまであったが、近寄りがたい雰囲気をまとっているのは共通であった。

  　在街上走了一圈后，我回到了门边。

  　通りを一往復して、俺は門のところに戻ってきた。

  「看来……是现实啊。」

  「現実……みたいだな」

  　虽然说出口了，但看到这样的景色，我不得不转换一下思维。

  　口に出てしまったが、さすがここまでの景色を見たら頭を切り替えざるをえなかった。

  　看来我是从公司的楼梯上摔下来，然后来到了这个世界。在摔下来之前，我感觉心脏附近传来一阵剧痛，说不定是在原本的世界死掉，然后来到了这个世界。

  　どうやら俺は会社の階段を転げ落ち、そしてこの世界に来てしまったようだ。直前に心臓のあたりに強い痛みを感じたから、もしかしたら元の世界で死んでこの世界に来たということなのかもしれない。

  「如果是这样，那该怎么办？总之得先想想在这里活下去的手段……」

  「だとしたらどうする？　とりあえずここで生きていく手段を考えないといけないのか……」

  　就算要转换想法在这个世界活下去，首先遇到的问题就是这个。现在的我身无分文，别说住宿的地方了，连吃的东西都没有。

  　この世界で生きていく、と切り替えたとして、まず問題になるのはそこだった。今の俺は無一文、泊まる場所もないどころか食うものすらない。

  　就算做日薪工作糊口，这个小镇有没有那种工作都相当可疑。不，就算有工作，也不知道会不会雇用我。

  　日雇いの仕事をして食いつなぐにしても、この小さな町にそんな仕事があるかどうかはかなり怪しい。いやそもそも仕事があったとして俺を雇ってくれるかどうか。

  　被传送到奇妙的世界是无所谓，但一开始就被将死，这太扯了吧——

  　妙な世界に飛ばされたはいいが、初手で詰みとかそれはないだろう──

  「小哥，你是不是在找冒险者公会？」

  「もしやお兄さんは冒険者ギルドを探しているのではありませんかね？」

  　在我即将绝望的时候，有人从稍远处向我搭话。那是一位看起来像是这个小镇居民的老年男性。

  　絶望しかけた俺に、少し離れたところから声をかける人物がいた。見た目はこの町の住人といった雰囲気の老年の男性だ。

  「是……不……啊，那个冒险者公会是什么？」

  「は……いえ……。ああ、その冒険者ギルドというのはなんでしょうか？」

  「哦？小哥你该不会是刚『觉醒』吧？」

  「ほ？　もしやお兄さんは『
    
     覚
    かく
    
     醒
    せい』したばかりなのかの」

  「『觉醒』……？」

  「『覚醒』……？」

  　看到我被突然冒出的莫名其妙的单词吓了一跳，老人继续说道。

  　いきなり意味のわからない単語に面食らっている俺を見て、ご老体は言葉を続けた。

  「嗯，看来你也不太清楚啊。你应该是从某个村子被赶出来的吧？」

  「ふむ、それもよくわかっていないようじゃの。大方どこぞの村からなにもわからず追い出されたのじゃろう？」

  「啊～嗯，差不多……」

  「あ～、ええ、そんなところで……」

  　说实话我不是很清楚，但我想知道后续的情报，所以就随便附和了一下。

  　正直よくわかってないが、続きの情報を知りたいので適当に合わせてみる。

  「那你就更应该去冒险者公会了。跟我来吧」

  「ならばなおのこと冒険者ギルドに行かんとならんぞ。ついてきなされ」

  「好，我知道了」

  「はあ、わかりました」

  　虽然有点烦恼，但从一脸通晓事理的老人身上感觉不到恶意，所以我决定跟着他走。

  　ちょっと悩んだが、訳知り顔で案内してくれるご老体から悪意も感じられないので、ついていくことにした。

  　不过，我大概能想象到『冒险者公会』是什么样的地方，应该不会被带到奇怪的地方吧。

  　まあ『冒険者ギルド』というもの自体はなんとなくイメージが
    
     掴
    つかめるので、妙な場所に連れていかれるということはないだろう。

  「不过，我从没听说过像你这个年纪的人会『觉醒』。我觉得你以后会很辛苦，但还是要加油啊」

  「しかしお兄さんの
    
     歳
    としで『覚醒』するというのは聞いたことがありませんのう。この先大変だと思うが頑張りなされよ」

  「好……谢谢」

  「はあ……、ありがとうございます」

  　我一边被老人安慰着，一边走在路上。他带我来到刚才路过的一栋三层建筑前。

  　ご老体に慰められながら通りを歩いていく。連れていかれたのは、さっきは素通りをした三階建ての建物の前であった。

  「这里就是这个镇上的冒险者公会。只要跟那边的接待小姐说一声，她应该就会告诉你接下来该怎么做。那么，你可别太勉强自己哦。」

  「ここがこの町の冒険者ギルドになりますの。ここの受付のお嬢ちゃんに話をすれば、お兄さんがこれからどうすればいいかわかるはずじゃ。ではの、なるべく無理はせぬことじゃぞ」

  　我向老人道谢后，他一边说着「你看起来是个认真的男人，但前途多舛啊……」一边离开了。

  　俺が礼を言うと、ご老体は「
    
     真
    ま
    
     面
    じ
    
     目
    めそうな男なのに難儀なことじゃのう……」と言いながら去っていった。

  　虽然不是很明白，但只要在冒险者公会打听一下，应该就能得到在这个世界生存下去的提示吧。

  　どうも話がよくわからないが、冒険者ギルドで話を聞けばこの世界で生きていくヒントが得られるということなのだろう。

  　我穿过敞开的大门，走进了冒险者公会。

  　俺は開いたままの大きな入り口をくぐり、冒険者ギルドへと入っていった。

  　冒险者公会的一楼是宽敞的大厅。

  　冒険者ギルドの一階は広めのロビーになっていた。

  　左边是告示板，前面有两组冒险者队伍，右边是柜台，有几名职员站在那里……和我以前玩过的游戏氛围一模一样。

  　左側に掲示板があってその前に冒険者のパーティが二組、右側にカウンターがあって数人の職員が立っている……いつかやったゲームの雰囲気そのままである。

  　我先朝着柜台走去。

  　俺はとりあえず板張りの床の上をカウンターに向かって歩いていった。

  　走近柜台，一位怎么看都只有十几岁的年轻女性职员接待了我。

  　近づいていくと、職員のうちどう見ても十代後半の若い女性職員が応対をしてくれた。

  「初次见面。请问您有什么事吗？」

  「初めまして。どのようなご用でしょうか？」

  「初次见面。我叫奥库诺・总司。那个，是镇上的人叫我来这里……」

  「初めまして。私はオクノ・ソウシと申します。ええと、町の人にここに来るように言われて来たのですが……」

  「啊，难道您是刚刚『觉醒』的人吗？」

  「あ、もしかして『覚醒』したばかりの方ですか？」

  「不好意思，我也不太清楚那个『觉醒』是什么」

  「すみません、その『覚醒』というものもよく理解しておりません」

  「我明白了，那么我从头开始为您说明冒险者系统。请往这边走」

  「わかりました、それでは冒険者システムについて最初から説明をいたしますね。こちらへどうぞ」

  　我被她流畅地引导着，移动到了里面一张椅子的柜台席。

  　流れるように案内され、奥にある椅子のあるカウンター席へと移動させられる。

  「那个，您是奥库诺・总司先生对吧。姓氏是总司没错吧？」

  「ええと、オクノ・ソウシさんでしたね。姓はソウシの方でよろしいですか？」

  「啊，奥库诺才是姓氏」

  「あ、オクノが姓です」

  　这个世界，不对，是这个国家吗？？这里的姓氏好像是在后面。

  　この世界、いやこの国か？　ここは姓が後ろにくるスタイルらしい。

  「那么奥库诺先生，请握住这块板子」

  「ではオクノさん、こちらの板を握ってください」

  　我按照她说的，握住职员……接待小姐拿出来的细长金属板。

  　言われるがままに、職員……受付嬢が取り出した細長い金属の板を握る。

  　然后板子的一部分发出了淡淡的红光。

  　すると板の一部が薄く赤色に発光した。

  「好的，确认完毕。奥库诺先生确实是『觉醒者』。『觉醒者』基本上有义务在大陆上的所有国家作为『冒险者』进行活动」

  「はい、確認が取れました。オクノさんは『覚醒者』で間違いありません。『覚醒者』は基本的にこの大陸にあるすべての国で『冒険者』として活動する義務があります」

  「哦……」

  「はあ……」

  「啊，不好意思。您不知道什么是『觉醒』对吧，那么我从头开始说明」

  「あ、すみません。『覚醒』についてもご
    
     存
    ぞん
    
     知
    じないのでしたね、では最初から説明しますね」

  　她这么说着，开始说明。

  　そう言って、彼女は説明を始めた。

  　总结一下她的说明就是，

  　その説明をまとめると、

  
   ・『觉醒』是指普通人能够使用名为『技能』的强大力量。

   ・『覚醒』とは、普通の人間が『スキル』という強い力を使えるようになることである。

   ・『觉醒』的出现条件完全不明。不分男女，以极低的概率出现，大多在十五～二十五岁之间出现。

   ・『覚醒』の発現条件は一切わかっていない。男女関係なく低い確率で発現し、多くは十五～二十五歳の間で発現する。

   ・『觉醒』的人，必须成为『冒险者』一次。

   ・『覚醒』した人間は、一度は必ず『冒険者』にならなければいけない。

   ・『冒险者』是以与怪物战斗为生的人，大多在『迷宫』中活动。

   ・『冒険者』とはモンスターと戦うことを
     
      生
     なり
     
      業
     わいとする者であり、多くは『ダンジョン』で活動する。

  

  　大概是这种感觉。

  　という感じであった。

  　如果要我冒着语病说，简单来说，我似乎被作为角色扮演游戏的玩家角色扔进了这个世界。

  　語弊を覚悟で言うならば、要するに俺はロールプレイングゲームのプレイヤーキャラクターとしてこの世界に放り込まれたということらしい。

  　我暂且理解了自己所处的状况，向接待小姐提问。

  　俺はひとまず自分の置かれた状況を
    
     呑
    のみ込みつつ、受付嬢に質問をした。

  「我被扔出来的时候身上什么都没有，总之我该怎么做才好？」

  「自分は着のみ着のままで放り出されたのですが、とりあえずどうすればいいんでしょうか？」

  「是的，因为有很多这样的人，所以公会也会提供资金。还款方式是从奥库诺先生获得的报酬中扣除一定金额，如果您愿意的话，请您使用。」

  「はい、そういった方も多いので、ギルドでは資金の貸し付けも行っております。返済方法はオクノさんが得た報酬から一定額を引く形になりますが、それでよろしければご用命ください」

  「原来如此，帮大忙了。」

  「なるほど、助かります」

  　看来比起很久以前玩过的游戏的勇者子孙，我的待遇要好得多。

  　どうやらはるか昔にやったゲームの勇者の子孫よりは扱いがいいようだ。

  　我向那位接待小姐问了很多问题，然后收下『冒险者卡』，最后借了资金离开了公会。

  　俺はその受付嬢に色々と質問をして『冒険者カード』なるものを受け取り、最後に資金を借りてギルドを後にした。

  　那天我按照冒险者公会的初学者指南，买齐了道具，然后在镇上（名字叫托尔森）的两间旅店中，选择了便宜的那间投宿。如果在公会借不到钱的话，我只能去马厩过夜了，真是帮大忙了。

  　その日は冒険者ギルドにあった初心者ガイドに従って道具を買い揃え、この町（トルソンという名だとか）で二つあるうち安い方の宿に泊まることにした。ギルドで金を借りられなかったら良くても馬小屋泊まりだったので助かった。

  　旅店的房间只有一张床，虽然很朴素，但总比露宿要好得多。镇外似乎会有野狗和强盗出没。

  　宿の部屋はベッドが一つあるだけの簡素なものだったが、野宿よりははるかにマシだろう。町の外は野犬や賊の
    
     類
    たぐいも出るらしいし。

  　我坐在硬床上，检查今天买的道具。

  　俺は硬いベッドに腰かけ、今日買った道具を確かめていた。

  　背包，短刀，水壶，携带食品，代替毛巾的布，以及单手就能使用的棍棒，还有同样单手就能使用的盾牌，最后是半顶头盔的帽子。

  　背負い袋、短刀、水筒、携帯食、タオル代わりの布、そして片手で扱える長さの
    
     棍棒
    メイスと、やはり片手で扱える小さな盾、後は半分ヘルメットのような帽子。

  　每一样道具对我来说都古老得像古董一样，但在这个世界里，这应该很普通吧。

  　いずれも俺からすると
    
     骨
    こつ
    
     董
    とう品にすら見えるレベルで古めかしい作りの道具だが、この世界ではこれが普通なのだろう。

  「不过武器……吗？」

  「しかし武器……か」

  　不用说，作为现代日本人，我从来没有接触过真正的武器。

  　言うまでもなく、現代日本人として本物の武器など手にしたことはない。

  　比如金属钉锤……和武器店的老爹商量后，他推荐初学者用这个，确实，如果被这个狠狠地打到，感觉不会没事。

  　例えば金属でできたメイス……武器屋の
    
     親
    おや
    
     父
    じさんに相談したら初心者はこれが一番だと勧められたものだが、確かにこれで思い切り殴られればただでは済まないという感じがする。

  　反过来说，今后我必须用这个武器去殴打并杀死从未见过的怪物，冷静下来想想，一股无法言喻的不安感向我袭来。

  　逆に言えば、これから俺はこの武器で
    
     未
    いまだ見ぬモンスターを殴って殺さなければならないわけで、こうやって落ち着いて考えるとどうにもならない不安感が襲ってくる。

  　不过，要说的话，被传送到这个世界这件事本身就是不安的种子。

  　もっともそれを言ったらこの世界に飛ばされたことそのものが不安の種ではあるが。

  「今天就吃饭睡觉吧」

  「今日のところは飯を食って寝るか」

  　我把道具收进背包，拿着背包下到旅店一楼的食堂。

  　俺は道具を背負い袋にしまい、袋を持って宿の一階の食堂へ下りていった。

  　食堂里有六成左右的客人。在这个镇上住宿的几乎都是行商人或冒险者，但看起来大概各占一半。特别是冒险者，乍一看都是新手，也就是和我一样的新人。和我不同的是，他们都有团队成员。

  　食堂は六割くらいの客の入りだった。この町の宿に泊まるのは行商人か冒険者がほとんどだそうだが、見た感じ半々というところだろうか。特に冒険者は、ぱっと見て駆け出し、つまり俺と同じ新人が多いようだ。俺と違うのは彼らが皆パーティメンバーと共にいるということだ。

  　我坐在空着的桌子上，向旅店的老板娘点菜，等待着饭菜的到来。

  　俺は空いているテーブルに座り、注文を宿の
    
     女将
    おかみさんに頼んで飯が来るのを待った。

  「咦，大叔，你该不会是冒险者吧？」

  「あれおっさん、もしかして冒険者？」

  　向闲着没事的我搭话的，是一个二十岁左右的青年。脸颊发红是因为喝了酒吧。

  　
    
     手
    て
    
     持
    もち
    
     無
    ぶ
    
     沙
    さ
    
     汰
    たの俺にそう声をかけてきたのは、
    
     二十歳
    はたち前くらいの青年だった。頬が赤いのはアルコールを飲んでいるからだろう。

  「嗯，是啊」

  「ああ、そうだ」

  「嘿，这个年纪当冒险者真是少见啊。对吧，大家？」

  「へえ、その歳で冒険者ってのは珍しいな。なあみんな？」

  　他一搭话，坐在桌边的他的同伴……都是二十岁左右的男女……都兴致缺缺地点了点头。

  　彼が声をかけると、テーブルについていた彼の仲間……いずれも二十歳前の男女……は興味なさそうにうなずいた。

  　从他的态度来看，这个青年应该是喝醉了就会缠着人不放的类型。

  　あの態度から見て、この青年は酔うと絡み癖が出るといった感じなのだろう。

  「所以，大叔你很强吗……不可能吧。要是很强的话就不会住这种旅店了」

  「で、おっさんは強いのか……ってそんなわけねえか。強かったらこの宿には泊まらねえもんな」

  「是吗？」

  「そうなのか？」

  「那当然了，强的话就能赚钱，赚了钱就能住好旅店」

  「そりゃそうさ、強けりゃ稼げる、稼いだらいい宿に泊まる、ってな」

  「原来如此。那你呢？在我看来你好像挺强的」

  「なるほど。君はどうなんだ？　俺から見ると強そうに見えるが」

  　醉鬼就是要奉承……虽然也有这个原因，但他比我强也是事实。

  　酔っぱらいはおだてるに限る……というのもあるが、彼が俺より強そうなのは事実だった。

  　身高虽然差不多，但胳膊的粗细就差了一圈以上。身上的装备看起来也用了很久。

  　身長こそそう変わらないが、腕周りなどは一回り以上太い。身につけているものもそれなりに使い込まれているようだ。

  「啊？我还不成气候呢。毕竟只是E位阶。只是不是新手而已」

  「あ？　まだまだ大したことはねえさ。
    
     所
    しよ
    
     詮
    せんＥランクだしな。初心者じゃねえってだけだ」

  「你都E位阶了，看来冒险者的位阶比想象中更难升啊」

  「君がＥランクということは、冒険者のランクというのは想像以上に上がりにくいんだろうな」

  　青年似乎理解了这是委婉的夸奖，露出了开心的表情。

  　そう言うと、それが
    
     婉
    えん
    
     曲
    きよく的な褒め言葉だと理解してくれたのか、青年は
    
     嬉
    うれしそうな顔をした。

  「哈哈，是啊。光是升到E就花了两个月，不过这好像已经算快了。大叔你也要加油啊」

  「ははっ、まあそうだな。Ｅに上がるだけで二カ月かかったが、これでも早い方らしいぜ。おっさんも頑張んな」

  　他似乎很满意我的回答，心情愉快地回到了同伴的桌边。看起来像是他同伴的少女向我低头致歉，看来他们比想象中更好沟通。

  　そう言うと満足したのか、彼は上機嫌で仲間のテーブルに戻っていった。仲間の少女に見える娘さんがすまなそうに頭を下げたので、思ったより話の通じる冒険者たちなのかもしれない。

  
   [image: ]
  

  　不过冒险者的位阶啊。根据公会的接待小姐所说，冒险者有A到F的位阶，位阶会根据实绩而提升。我是初学者的F，不过只要努力的话，三个月就能升到E。那么他确实算是优秀的冒险者。

  　しかし冒険者のランクか。ギルドの受付嬢によると冒険者にはＡからＦまでのランクがあり、実績によってランクが上がるらしい。俺は初心者のＦだが、頑張れば三カ月でＥに上がれますよという話だった。ならば彼は確かに優秀な方なのだろう。

  「久等了。」

  「はいお待ち」

  　这时老板娘端来了料理。

  　そこで女将さんが料理を持ってきてくれた。

  　似乎是蔬菜和肉的炖汤。喝了一口，有种似曾相识，又像是第一次尝到的味道和香气。

  　どうやら野菜や肉のスープ煮のようだ。口をつけると食べたことのあるような、初めてのような、そんな味と香りがした。

  　虽然味道偏淡，但并不难喝。身为日本人，食物会直接影响到我的干劲。看来我在这个世界能吃得下去，真是谢天谢地。

  　どちらにしろ薄味だが悪くない。日本人として食べ物はモチベーションに直結するからな。食い物に関してこの世界でやっていけそうなのはありがたい。

  　日落后就睡觉，日出后就活动。

  　日が落ちたら寝て、日の出とともに活動する。

  　在这个夜晚照明不足的世界，这种生活似乎理所当然。不过我生前（？）有露营过，所以不成问题。

  　夜の明かりが不十分なこの世界では、やはりそういった生活が当たり前らしい。まあこのあたりは生前（？）キャンプをやっていたので問題はない。

  　我吃完早饭后，决定先去昨天调查的『迷宫』。据说托尔颂镇周围有三个迷宫，其中两个是F级，一个是D级。

  　俺は朝一で飯を食うと、まずは昨日調べた『ダンジョン』とやらに向かうことにした。ここトルソンの町の周辺にはダンジョンが三つあり、うち二つはＦクラスのダンジョン、一つはＤクラスのダンジョンということだ。

  　迷宫的等级与冒险者的位阶相对应，F级冒险者推荐进入F级迷宫。但这种情况下必须注意的是，「推荐F级冒险者」这句话基本上意味着「推荐F级冒险者队伍」。队伍一般由三到五人组成，所以这句话的意思是「请三名以上的F级冒险者组队进入F级迷宫」。

  　ダンジョンのクラスは冒険者のランクと対応しており、Ｆランクの冒険者はＦクラスのダンジョンに入ることが推奨されている。ただこの場合注意しなくてはならないのは、「Ｆランクの冒険者推奨」という言葉は、基本的に「Ｆランクの冒険者パーティ推奨」という意味だということだ。パーティは三～五人が想定されているので、「Ｆクラスのダンジョンは、Ｆランクの冒険者三人以上で組んで入ってください」という意味になる。

  　因此，我今天只是去看看，不打算进去。说到底，我不仅没有与怪物战斗的技术，连钉锤都挥不好。

  　なので今日のところは見るだけで入るつもりはない。そもそも俺はモンスターと戦う技術どころか、メイスを満足に振ることさえできないのだ。

  　我离开城镇，按照指示牌走了大约一个小时，看到平原正中央有一块巨大的岩石。岩石上有一个大洞，那就是迷宫的入口。

  　町を出て案内の看板に従って一時間ほど歩いていくと、平原の真ん中に巨大な岩が見えてきた。その岩にはぽっかりと穴が開いており、それがダンジョンの入り口なのだそうだ。

  　入口附近已经有几组冒险者队伍，正在检查装备。仔细一看，昨天在食堂和我聊天的青年的队伍也在。他们应该是E级，进入F级的迷宫有什么理由吗？

  　入り口周辺にはすでに何組かの冒険者パーティがいて、装備の確認などを行っている。よく見ると昨日食堂で話した青年のパーティもいる。彼らはＥランクのはずだが、Ｆクラスのダンジョンに入るのはなにか理由があるのだろうか。

  　我本来想问问他们，但他们是即将战斗的人，可能会散发出杀气，所以还是算了。

  　彼らに話を聞こうかとも思ったが、戦いを前にした人間たちである。殺気立っていたりするかもしれないと思ってやめておく。

  　在我远远地观察时，在场的队伍都进入了迷宫。

  　俺が遠目に見ているうちに、その場にいたパーティはすべてダンジョンに入っていった。

  「稍微看一下吧」

  「ちょっとだけのぞいておくか」

  　虽然我打算之后练习挥舞钉锤，但先看看自己接下来要战斗的地方，练习也会更顺利吧。

  　この後メイスを振り回す練習などをするつもりだが、自分がこれから戦う場所の様子を見ておいた方が練習もはかどるだろう。

  　我走近巨石，从宽约三米的洞口往里面看。里面似乎是岩石洞窟。地面是平缓的下坡，看起来一直延伸到地下。深处也隐约有些亮光，这是迷宫的谜团之一。多亏如此，冒险者不需要携带火把。

  　俺は巨大岩に近づき、縦横三メートルほどの穴から中をのぞいてみた。どうやら中は岩の
    
     洞
    どう
    
     窟
    くつのようだ。なだらかな下り坂になっていて、地下に続いているように見える。奥の方までぼんやりと明るいのはダンジョンの謎の一つらしい。おかげで
    
     松
    たい
    
     明
    まつとかが必要ないとのことで冒険者としては助かる話だ。

  「喂，不进去的话就让开」

  「おう、入らないならどいてくんな」

  　哎呀，好像有新的队伍来了。我对向我搭话的体格健壮的青年道歉，离开了那里。

  　おっと、新たなパーティが来ていたようだ。俺は声をかけてきた体格のいい青年に謝罪をしてその場を後にした。

  　好了，既然已经探完路，就找个没人的地方活动一下身体吧。

  　さて、下見も終わったし、どこか人目のつかないところで
    
     身体
    からだを動かすとしよう。

  　我从迷宫往城镇的方向走，走进偏离道路的树林里。当然，这是为了在那里练习挥舞钉锤。

  　俺はダンジョンから町の方へ引き返しつつ、道から外れたところにある林に入っていった。もちろんそこでメイスの素振りなどを行うためである。

  　年轻时被派去参加公司内的棒球比赛时，我才知道初学者连挥棒都做不好。虽然这是理所当然的，因为连职业棒球选手都会练习挥棒，但对从来没有认真运动过的我来说，这是一次令人惊讶的经验。因此，我认为不可能突然就进行实战，所以至少要练习挥舞钉锤。

  　若いころ社内の野球大会に駆り出された時に知ったのだが、初心者はバットを振るのさえ満足にできないのだ。プロ野球の選手すら素振りの練習をするのだから当たり前の話だが、運動を
    
     真
    ま
    
     面
    じ
    
     目
    めにしてこなかった自分には驚きの経験であった。なのでいきなり実戦などありえないと思い、最低限でもメイスを振る練習をしようと思ったわけである。

  　我放下背包，拿起钉锤。

  　背負い袋を下ろし、メイスを手に取る。

  　这是把金属棒，前端装着几块方形金属板的武器。

  　金属製の棒で、先端に角ばった金属板が何枚か取り付けられている武器だ。

  　总之先试着挥舞几次。不可思议的是，感觉不到太重。身体也比以前更灵活。随着「嗡」的一声挥下的钉锤，光是这样似乎就具有相当大的破坏力。

  　とりあえず何度か振ってみる。不思議なことに重さはそれほど感じない。身体も以前よりはるかにスムーズに動く。ブン、という音とともに振り下ろされるメイスは、確かにこれだけでかなりの破壊力がありそうだ。

  　我专心地挥舞钉锤好一会儿。明明身体应该已经老化了，却异常地灵活。说不定这也是『觉醒』的效果。

  　俺はしばらく一心不乱にメイスを振り続けた。ガタがきていたはずの身体なのに異様に調子がいい。もしかしたらこれも『
    
     覚
    かく
    
     醒
    せい』とやらの効果なのかもしれない。

  　我大概挥了几百次，突然有种不可思议的感觉包围着我的身体。之前一直用蛮力挥舞的钉锤，突然变得能自然地挥舞了。这并不是身体逐渐适应的感觉。怎么说呢，就像是突然升级，状态发生了变化，这种游戏般的感觉。

  　何百回と素振りをしただろうか、突然不思議な感覚が俺の身体を包んだ。それまで力ずくで振り下ろしていたメイスが、急に自然な感じで振るえるようになったのだ。徐々に身体に
    
     馴
    な
    
     染
    じんだとかそういう感覚ではない。なんというか、いきなりレベルが上がってステータスが変化した、そんなゲーム的な身体感覚であった。

  「原来如此，这就是学会『技能』的感觉吗？」

  「なるほど、これが『スキル』を身につけるということか」

  　不过，其实我早就知道这种现象了。没什么大不了的，公会的冒险者指南上就有写。

  　しかしその現象、実は
    
     既
    き
    
     知
    ちのものであった。なんのことはない、ギルドの冒険者ガイドに書いてあったのだ。

  『觉醒』的人类，可以通过积累经验获得名为『技能』的特殊能力。这与普通人通过练习而变得熟练是完全不同的，可以说是『神所赋予的力量』——似乎是这样。

  『覚醒』した人間は、経験を重ねることで『スキル』という特殊能力を得ることができる。それは普通の人間が練習して
    
     上手
    うまくなるのとはまったく別の、いわば『神に与えられた力』である──ということらしい。

  　以游戏术语来说，我现在得到了『钉锤1』的技能。

  　ゲーム的に言えば今俺は『メイス[image: Lv.]１』というスキルを得た、ということなのだろう。

  「不过这……真厉害啊。」

  「しかしこれは……すごいな」

  　我继续挥舞钉锤。在脑中想象着对手，从各种角度，瞄准各种部位进行攻击。明明是从未做过的动作，身体却像练习了好几年一样自然地动了起来。

  　さらにメイスを振り続ける。脳内で相手をイメージして、様々な角度から、様々な部位を狙って攻撃するように。まったくやったことのない動きのはずなのに、まるで何年も練習してきたかのように自然に身体が動く。

  　更令人惊讶的是，我挥舞了数百次沉重的钉锤，体力却完全没有耗尽。回顾我的人生，我的肌肉力量和心肺功能从来没有这么高过。因此我变得乐在其中，回过神来，我又继续挥了一小时左右。

  　さらに驚くべきは、何百回も重いメイスを振っているのにまだ体力が尽きないことだ。筋力も心肺機能もこれほど高かったことは俺の人生を振り返ってもない。おかげで楽しくなってしまい、気付いたらさらに一時間くらい素振りを続けてしまった。

  　差不多该停手了吧……正当我这么想的时候，我迎来了第二次升级。

  　そろそろやめるか……と思っていたら、二度目のレベルアップが来た。

  我决定将它记为『钉锤2』。虽然好像有确认自己获得的技能的方法，但托尔逊镇并没有。

  『メイス[image: Lv.]２』と自分で
    
     憶
    おぼえておくことにする。身につけたスキルを確認する手段はあるらしいのだが、トルソンの町にはないとのことだった。

  「好了，那也试试其他的技能吧。」

  「さて、それじゃ他のスキルも試しておくか」

  　确认钉锤的挥舞变得更加锐利后，我开始进行下一个训练。

  　メイスの振りがさらに鋭くなったのを確認してから、俺は次の訓練に取り掛かるのであった。

  　那天我尝试了各种各样的事情，直到太阳下山才结束这一天。

  　その日は日が暮れるまで色々なことを試して一日が終わった。

  　回到旅馆的我吃完饭后躺在床上。全身都累积了相当的疲劳。

  　宿に帰った俺は、食事を済ませてベッドに横になっている。さすがに全身に結構な疲労がたまっていた。

  　另外，作为这份疲劳的代价，我获得了以下的技能。

  　なお、その疲労の対価として得たと思われるスキルは以下の通りである。

  
   姓名　颂太・奥库诺　　F位阶

   名前　ソウシ・オクノ　　　Ｆランク

   武器系

   武器系

   钉锤　2　　短剑　1

   メイス　[image: Lv.]２　　短剣　[image: Lv.]１

   防具系

   防具系

   圆盾　1

   バックラー　[image: Lv.]１

   身体能力系

   身体能力系

   体力　2　　肌力　2　　走力　2　　爆发力　2　　反射神经　2

   体力　[image: Lv.]２　　筋力　[image: Lv.]２　　走力　[image: Lv.]２　　瞬発力　[image: Lv.]２　　反射神経　[image: Lv.]２

   感觉系

   感覚系

   视觉　1　　听觉　1　　嗅觉　1　　触觉　1　　动态物体视力　1

   視覚　[image: Lv.]１　　聴覚　[image: Lv.]１　　
     
      嗅
     きゆう
     
      覚
     かく　[image: Lv.]１　　触覚　[image: Lv.]１　　動体視力　[image: Lv.]１

   气息感知　2

   気配感知　[image: Lv.]２

  

  　虽然大部分都是字面意思的技能，但『小盾』指的是小型盾牌。我想象着承受对手攻击的样子，举着盾牌用力，就学会了。

  　ほとんどが言葉のままのスキルだが、『バックラー』は小型の盾のことである。相手の攻撃を受けるイメージで盾を構えて力を込めたりしていたら習得できた。

  『气息感知』是感知动物等生物气息的技能。我进入森林深处寻找动物和虫子，渐渐能感知到它们的所在之处，从而学会了这个技能。根据指南，这是为了不被怪物偷袭的必要技能，是我无论如何都想得到的技能。

  『気配感知』は動物などの気配を感じるスキルである。林の奥に入って動物やら虫やらを探していたら、なんとなくそれらの居場所がわかるようになって取得できた。ガイドによるとモンスターに奇襲されないために必要なスキルとのことで、どうしても欲しかったスキルである。

  　总之，虽然花了一天的时间，但我觉得自己收获颇丰。实际上得到的技能固然重要，但更重要的是我明白了「有意识地进行想要的技能训练，效率会更好」这个诀窍。虽然在现代日本接受教育的话，这是理所当然的事情，但冒险者指南上并没有记载。这可能是常识，也可能是哥伦布的鸡蛋般的发现。

  　ともかくも一日を費やしたが、自分としてはかなりの収穫があったと思う。実際に得たスキルもそうだが「得たいスキルを意識したトレーニングをすると効率がいい」というコツがわかったのも大きい。現代日本で教育を受けていれば当たり前とも思われる話だが、これは冒険者ガイドには載っていなかった。もしかしたら常識なのかもしれないし、実はコロンブスの卵的な発見かもしれない。

  　不过，现在想这些也没用。我终究是异世界第二天的新人。总之，明天再训练一天，后天就去迷宫看看吧。

  　まあ今はそんなことを考えても仕方がない。所詮異世界二日目のルーキーだ。とりあえず明日もう一日トレーニングをして、明後日ダンジョンに入ってみることにしよう。

  　可以的话，最好能组队，但要和文化习俗都不同的世界的人突然深交，我有些抵触。我好歹也是在社会上生活过的人，很清楚人际关系的风险是最高的。

  　できればパーティを組んだ方がいいのだろうが、文化も習俗も違う世界の人間といきなり深く付き合うことには抵抗がある。それなりに社会生活を営んできて、人間関係のリスクが一番高いことはよく知っているつもりだ。

  　其实晚饭的时候我问了那个青年，他说那个迷宫的浅层，一个人去也不会有危险。我稍微提了提技能的事，他说只要有武器相关的技能等级1就足够了，所以再练一天技能应该就没问题了。

  　実は夕飯の時に例の青年に話を聞いてみたのだが、あのダンジョンの浅いところは一人でもそこまで危険はないらしい。スキルの話をちょっとしたら、武器関係のスキルレベルが１でもあれば通用するとのことなので、もう一日スキル上げをすればとりあえず大丈夫だろう。

  　不过他说「一定要带药水」，所以还是买一下吧。看来那个青年是个好人。

  　ただ「ポーションは必ず持ってけよ」と言われたのでそれは買っておこう。どうやらあの青年は結構いい
    
     奴
    やつのようだ。

  　想着想着，不知不觉意识就远去了。

  　そんなことを考えていたら、いつの間にか意識が遠のいていた。

  　好了，异世界第三天的早晨。

  　さて異世界三日目の朝だ。

  　今天也是一大早吃完饭，就去了昨天的训练场（暂定）。

  　今日も朝一で飯を食って、昨日のトレーニング場（仮）へと向かった。

  　我刚起床就试着用钉锤敲打了一棵粗壮的树，结果树干被我敲掉了一半。这怎么想都不是人类能发挥出来的威力。一想到这就是『觉醒』后的冒险者的力量，就觉得冒险者被要求去消灭怪物也是理所当然的。虽然我还不太清楚怪物到底是什么样的存在。

  　一日のはじめとばかりに試しにメイスで太めの木を殴ってみたら幹の半分ほどがえぐれてしまった。どう考えても人間が出せる威力ではない。これが『覚醒』した冒険者の力なのだと思うと、冒険者がモンスター退治をさせられるのも当然だという気もしてくる。まだモンスターがどの程度の存在なのかはよく知らないが。

  　好了，今天就继续把昨天的技能各提升1级吧。

  　さて、今日は昨日のスキルをさらに１ずつ上げる感じでやっていくか。

  　于是，我开始进行跑步、冲刺、跳跃和挥空等训练。

  　というわけでランニングやダッシュや跳躍やら素振りやらのトレーニングを一通りやっていく。

  　在中午过后不久，除了『察觉气息』以外的技能都各提升1级了……感觉提升得有点太快了。指南上没有写技能提升的频率。之后再问问前辈冒险者吧。虽然不知道他们会不会告诉我。

  　昼を少し過ぎたころには昨日得たスキルは『気配感知』以外それぞれ１ずつ上げることができたが……少し上がりやすすぎる気がするな。ガイドにはどのくらいの頻度で上がるのかは書いていなかった。そのうち先輩冒険者にでも聞いてみるか。教えてくれるかどうかはわからないが。

  　最后我进入森林深处，进行『察觉气息』的训练。这个技能似乎是视觉、听觉、嗅觉和触觉等五感的延伸，或者说是综合这些感觉。大概是感知到微小的环境变化，从而大致感知到动物位置的能力。以感觉来说，就是感知到前方几米的位置有什么东西，是一种模糊的感觉。

  　最後に林の奥の方に入っていって『気配感知』のトレーニングをする。このスキルは、どうやら視覚や聴覚、嗅覚、触覚といった五感の延長、というかそれらを統合した感覚のようだ。恐らくわずかな環境の変化を感知して動物などの位置をなんとなく感じ取る、といった能力なのだろう。感覚としてはこの先数メートルの位置になにかいる、という
    
     曖
    あい
    
     昧
    まいな知覚として感じられる。

  　我一边在森林里走着，一边集中精神感知小动物和大虫的存在。

  　林を歩きながら、小動物や大きな虫などの存在を感知するように意識していく。

  　嗯，五米左右的对面地面上有什么东西。感觉很细长，大概是蛇吧。树上有小动物，是昨天看到的像松鼠一样的动物吗？那家伙一靠近就跳到别的树上逃走了。二十米前有只很大的……像狗一样大的动物……是野猪，不对，是野狗吗！？

  　ふむ、五メートルほど向こうの地面になにかいるな。細長い気がするから恐らく蛇だろう。木の上に小さい動物、昨日見たリスみたいな動物か。そいつは近づくと別の木に飛び移って逃げていく。二十メートル先に大きな……犬くらいの大きさの動物……イノシシ、いや野犬か!?

  　我还没来得及觉得不妙，那家伙就发出尖锐的叫声，从树林间冲了过来。虽然看起来像狗，但身体的造型平衡有点奇怪。上半身很发达，从嘴里露出的牙齿向上突出。

  　マズいと思う間もなく、そいつはグオウッと鋭い叫び声を発して木立の間からこちらへ突っ込んできた。犬にも見えるが微妙に身体の造形バランスがおかしい。上半身が発達していて、口からのぞく
    
     牙
    きばは上向きに突き出ている。

  　我记得指南上写着，那是叫做『恐狼』的怪物。

  　確かガイドに書かれていた、あれは『ボアウルフ』とかいうモンスターだ。

  　逃到树上……可恶，脚僵住了动不了。

  　木の上に逃げる……クソ、足がすくんで動けない。

  　恐狼已经近在眼前。只能迎击了。我架起圆盾，沉下腰。

  　ボアウルフはもう目の前だ。迎撃するしかない。バックラーを構えて腰を落とす。

  　咕啊！

  　グアァッ！

  　在撞上的瞬间，我伸出左手的圆盾，同时挥出钉锤。

  　ぶつかる瞬間左手のバックラーを突き出し、同時にメイスも突き出す。

  　完全没有练习的成果。我惊慌失措，只能做出把怪物撞飞的动作。

  　練習した成果もなにもない。気が動転してモンスターを突き飛ばすような動作しかできなかった。

  　强烈的冲击袭向我的左半身。可能是撞飞的成果，我避开了身体的直接撞击，但还是被撞飞了两米左右。

  　
    
     凄
    すさまじい衝撃が俺の左半身に来た。突き飛ばしの成果か体当たりの直撃は避けられたが、それでも俺は二メートルほど吹き飛ばされた。

  　虽然视野摇摇晃晃，但我明白现在不是躺着的时候。我立刻站起来，果然恐狼就在眼前。

  　視界がグワングワンとするが、寝ている場合ではないのはわかる。すぐに起き上がると、やはり目の前にボアウルフ。

  　我立刻用钉锤朝那家伙的侧脸挥去。

  　俺は
    
     咄
    とつ
    
     嗟
    さにメイスをそいつの横顔めがけて振り抜いた。

  　前端传来沉重的手感，同时响起噗叽的惨叫声。仔细一看，恐狼的眼睛附近被挖掉一块。幸运的一击似乎命中了。

  　先端あたりに重い手ごたえがあり、同時にブヒィィッという悲鳴が響いた。見るとボアウルフの目のあたりがえぐれている。ラッキーパンチがヒットしたらしい。

  　恐狼当场踉跄了几步。我朝着开始胡乱挣扎的那家伙挥下钉锤。

  　その場でたたらを踏むボアウルフ。デタラメに暴れ始めたそいつめがけて俺はメイスを振り下ろした。

  　面对激烈移动的目标，很难打出漂亮的击中。但是，每当我挥动钉锤，不知为何，我感觉到头脑逐渐冷静下来。

  　激しく動く標的にはなかなかクリーンヒットしない。しかしメイスを振るたびになぜか俺の頭の中が冷えていくのがわかる。

  　没错。冷静，冷静。仔细观察对方的动作。不要突然瞄准要害。先瞄准脚。

  　そうだ。冷静に、冷静に。相手の動きをよく見ていけ。いきなり急所を狙うな。まずは足だ。

  　真是不可思议的感觉。连生物都没打过的我，面对这种场面竟然能如此冷静。

  　不思議な感覚だった。生き物を殴ったことすらない俺がこんな場面でこうも冷静になれるものだろうか。

  　我斜着挥下钉锤。响起湿润的打击声。恐狼的前脚如我所料被打碎了。

  　メイスを斜めに振り下ろす。湿った打撃音。狙い通りボアウルフの前足が砕ける。

  　我用尽全身力气，朝倒下的恐狼的头部挥下钉锤。头部被砸烂一半的恐狼，全身瞬间痉挛了一下，然后就像电池耗尽了一样，完全停止了动作。

  　倒れたボアウルフの頭部に
    
     渾
    こん
    
     身
    しんの力をこめてメイスを振り下ろす。頭部が半分ほど
    
     潰
    つぶれたボアウルフは、全身を一瞬ビクッと
    
     痙
    けい
    
     攣
    れんさせると、電池が切れたかのように一切の動きをやめた。

  「成功……了吗？」

  「やった……のか？」

  　我因为安心和疲劳而单膝跪地。用钉锤代替拐杖支撑着上半身。

  　
    
     安
    あん
    
     堵
    どと疲れから俺は
    
     片
    かた
    
     膝
    ひざをついた。メイスを
    
     杖
    つえ代わりにして上半身を支える。

  　恐狼一动也不动。看来我确实打倒了它。

  　ボアウルフはピクリとも動かない。どうやら間違いなく倒したようだ。

  「怪物不是不会出现在这附近吗……」

  「モンスターはこの辺には現れないんじゃなかったのか……」

  　指南上应该是这么写的。怪物只会在迷宫里出现。所以我才会在这里训练。

  　ガイドにはそう書いてあったはずだ。この周辺ではモンスターはダンジョンにしか現れないと。だからこそ俺はこの場所でトレーニングをしていたのだし。

  「呜……好痛……。糟了」

  「う……
    
     痛
    つ……ぅ。マズいな」

  　左大腿外侧被撕裂了。好像是被撞到的时候被牙齿咬伤的。我从背包里拿出水壶清洗伤口。

  　左ふとももの外側がざっくりと裂けていた。体当たりされた時に牙でやられたらしい。俺は背負い袋から水筒を取り出して傷口を洗った。

  「对了……用药水的话……」

  「そうだ……ポーションを使えば……」

  　我想起今天早上按照青年的建议买了两瓶药水。我拿出一瓶，打开瓶盖把里面的液体倒在伤口上。道具店的老先生说要这样用。

  　今日の朝、青年のアドバイス通りポーションを二本買っておいたのを思い出した。一本を取り出し、栓を開けて中身を傷口にかける。そう使えと道具屋のご老体に言われたのだ。

  「好痛……」

  「しみるなこれ……」

  　这到底有多有效呢……我看着伤口，它就像视频的倒放一样逐渐愈合。简直就像魔法药水。不到一分钟，除了裤子上的破洞以外，一切都恢复了原状。

  　どれだけ効くものなのだろうか……と思って見ていると、傷口がビデオの逆再生映像のようにふさがっていく。まるで魔法の薬だ。一分もするとスラックスの破れ以外は完全に元に戻ってしまった。

  「呼，得救了。」

  「はあ、助かった」

  　我一屁股坐在地上。

  　俺は
    
     尻
    しりもちをついてその場に座り込んだ。

  　仔细一看，恐狼相当大只。大概有大型犬那么大吧。真亏我能打赢这种家伙。

  　改めて見るとボアウルフはかなりデカい。大型犬くらいはあるだろうか。よく戦って勝ったものだ、こんな奴に。

  「好了，记得在迷宫以外的地方打倒怪物的话，必须直接带回去才行。」

  「さて、ダンジョン以外でモンスターを倒したらそのまま持ち帰らないとならないんだったか」

  　我慢慢想起接下来该做的事。

  　ゆっくりとこの後すべきことを思い出す。

  　在迷宫内打倒怪物的话，怪物会留下一部分的素材消失，应该说是被迷宫吸收。

  　モンスターはダンジョン内で倒すと一部の素材を残して消える、というかダンジョンに吸収されるらしい。

  　但是在迷宫外——以游戏来说就是野外——打倒怪物的话，尸体就会完整地留下来。

  　しかしダンジョン外──ゲーム的に言えばフィールド──で倒した場合、死体はまるまる残る。

  　这种情况下，怪物的尸体似乎有各种用途，但相对地必须搬运尸体。

  　その場合のモンスターの死体には色々と使い
    
     途
    みちがあるそうなのだが、その分死体を運ばなくてはならない。

  　我休息了五分钟左右，站起来试着扛起恐狼。

  　俺は五分ほど休んで立ち上がり、ボアウルフを担ぎあげてみた。

  　虽然看上去有将近一百公斤，但我几乎感觉不到重量。这大概要归功于『觉醒』后得到强化的肉体和『力量』等技能吧。

  　見た目百キロ近くありそうだが、ほとんど重さは感じない。『覚醒』して強化された肉体と『筋力』などのスキルのおかげだろう。

  「这就是我作为冒险者的第一个工作吗？」

  「これが冒険者としての初仕事になるのかね」

  　我直接朝着托尔颂镇的方向走去。

  　俺はそのままトルソンの町に向かって歩き始めた。

  　接下来的故事，请在现在正在连载中的『大叔在异世界成为最强～物理特化的觉醒者～』中欣赏。

  　この続きは現在配信中の『おっさん異世界で最強になる　～物理特化の覚醒者～』にてお楽しみください

  Kuhito Jisa, peroshi 2025
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